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さすけがやつ い せき

佐助ヶ谷遺跡 (No.203)

佐助一丁目450番24地点



例 言

1. 本報は、鎌倉II［佐JJJJ.J月 450番24地点に於ける個人専用住宅建設に伴う緊急発掘調査報店である。

2 . 発掘調介は、 ~lfoll補助半業として鎌倉市教育委員会が実施した。 調1t期間は、平成 8 年 5 月 2OH

から8JJ 5 Hである。

3.本報の追構、逍物の縮尺は次のとおりである。

①追構配ittl汝11 80・個別逍梢図 1/80である。

②辿構I忍lの水糸伍）は悔抜，山を示す。

③追物実測図は 2 3 ・ 1 / 6の各縮尺を使用している。

4.辿物如lllll叉1には次の出りが使Jl]されている。

釉の限界線―-―-―-1史JII痕の範囲I?• , ？ 

湖幣の変化、Jば―---）JlIIこ痕の範囲？← • 一 ・ →？

5.本報の執箪 ・編集は高野昌巳が行った

6. 4く報の1又l版作成及び写真撮影は次のものが担当 した。

①追物図版

②追構l図l版

＠辿梢‘が真

④辿物2j・真

河内令 f・ 宇賀神雅＋ •松田理枝

邸野呂巳·‘「賀神雅—f•

l’,＇り嬰J:1号巳

沌褐IIIIilf 

7. 発掘調介に喝たっては、以ドの諸氏 ・諸機関にご協力を賜った。

・木村美代治 (PL1-A ・B撮影）

・大成建設ホームズwil閲束株式会社 ・（掬斉藤建設 ・社団法人鎌倉市シルバ一人材センター

8.調:ti:F-fl編成

.

u
川F"

。

H
 

f

-1
 

当

木
U

ヽ 者

員

貨Ill 具

［謹l,1ll u 
淵1t補助員

調査協力者

安述澄代・河l}、J令了・ ・迫山可奈子

池111義春 ・杉補永汎'i:• 長瀬充男 ・ 簑田孝善 ・渡辺久夫（シルバ一人材センター）
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5 而下層確認北西トレンチ・・ ・ ・•………•70

中世Jけll1土古イい辿物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 70 

井戸 1出土頭盗骨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 70 
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

本調壺地は、 JR 鎌倉駅I~り方にある {Jill)J ヶ谷の 1}}•J 口部付近、イJ(．助ー r11450番24に位悩する。イK助ヶ谷

は南北に長く、多くの小文谷を持った谷で南に1iりかって1}｝lllしている。

佐助ヶ谷という地名に関しては、谷内に上総、 T梨、＇常陸の て介のI我敷があり、 ガ介ヶ谷と呼ばれて

いたものが転訛したという説かある。また、谷の北西奥にある佐助稲荷神社社伝には 「佐殿i椋禎朝の夢i

に、当社の神が翁の姿で現れ挙兵を進め、佐殿を助けたのでイli助という。」とある。このように地名の

由米には言い伝えが多く、明らかではない。

谷内にはtiii/11の佐助稲術神社のほかに、俗に銭洗弁火と呼ばれる銭洗字賀幅神社がある。銭洗‘j'.t'i福

神社は鎌倉l|j扇ヶ 谷にある八坂人神の様外末社であったが、昭和45年に独立している。I唸れ里というご

神体をまつる岩窟に銭洗水があり、それで洗ったお金を使うと 二倍になって遥って くると いう伝えがあ

り、已のllには多くの人が参詣に訪れる。尚、神社参追のトンネルの I．．にはやぐらが見つかっている。

佐助ヶ谷の北には、七切通（ななきりどうし）の•つである化粧坂がある。 この化粧坂の名の ll l 米も

討ち収った‘杓家の武将の首を化削し、実検した場所であるなど、種々の言い伝えがあるようだ。鎌倉の

心臓部に近かったこの坂は、戦略上、屯災であったようで、新Ill義貞が鎌介に攻め人る際にこの化耕坂

に・軍を向け硲府軍をやぶったといわれる。

佐助ヶ谷には、かつて国消寺、梧真寺、蓮牝-炉など幾つかの、1fl院がイ-f在していたようである。19ililt寺

（禅宗）は上杉愁顕が亡父愁房の菩提のために建立したといわれ、 1，ぷ永二十二年 (1416)の I：杉禅秀 (|-.

杉氏惑）の乱の際、禅秀の放火によって梢失した。梧具寺 (i争L宗）は、 ,{i見国の然阿良忠が、 1：治元

年 (1240)鎌倉に下向し教化をしていたとき、北条削j忙l.（大仏朝直）が良忠に帰依し、イJ(．介谷に•tli真寺

を建てて仕持とした。また、良忠が悟具寺に住し浄土‘，長を弘めていた時、鎌介硲府第l!.Y代執権の北条経

時が良忠を蒻娯し、佐介谷に蓮花寺を建立しIJf.J1l1とした。蓮花かは、後に光lリj寺と、1j名を改め、迎J匂C

年 (1243)現在地の材木座に移転したといわれるが、確証はない。また、栢真守が述化守と改名し、さ

らに光明寺に発服したと考える説もあるようだ。そのほかに、佐助ヶ谷に{{-イl9：していたと息われる下炉院

としては、松谷、『（谷の開口部付近の支谷松ヶ谷にあったといわれる。）、佐介谷禅房、 し観音歯、火狗

常（佐助ヶ谷の束側丘陵怜i端付近を大狗‘im：山という。）、宝述寺、北斗性、払界l"l、法性寺、薬[lli咲、等

があったといわれる。

如坑以外では、北条時盛 （父の時尻は、佐介氏と称し、人仏殿とりした。）i翡、 1．杉恋），翡邸があった

とされる。上杉禅秀の乱の際には、足利持氏が磁甚邸に逃げてきたようだ。淑碁邸も禅秀によ って焼か

れている。

く参考文献＞

11・ 逹人 「鎌i・和Ii史」社、H.：編 1959年10)J 吉JI!弘文館

l'1)「永 二釦 r鎌危’li典 J J!J76年 5)l 東ぶし作：出版

間逹人・川/,¥lj武胤 「鎌介廃、炉lじ．リI_LJ 1980年12)l イI隣・,:,:
粁木秀雄 ［イJ,：助 ヶ谷辿跡 （錬危税務所）lJ地）発枷i瀾介報？i内」 第 1 分•mt 1993年 6)l イk:JJ)J ヶ 谷逍跡発掘，~,Hf.団

和約1'i樹他 「佐助ヶ谷追跡J 1989年IOJJ {1,： JJ力 ヶ谷追跡発掘瀾介l•tl

-7-



］． 木粛；In地点 5. ,-・低地束追跡

2. 今小路西遺跡（福祉センター川地） 6. 91，:JJJJヶ谷追跡 （鎌倉税務署用地）

3. 今小路I！り逍跡（御成小学校内） 7. 佐助ヶ谷逍跡（横浜地方法務肋鎌倉出張所川地）

4. 千虻地迫跡 8. 節LI追跡（祖Illllf330番ー1地点）

図 1 遺跡位置固
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第 2章 調在経過とグリッド配置、基本土層

本調究は、個人専）ll住宅建設に伴う緊急発掘瀾壺として、平成 8年5JJ 20 Flから 8月5Llにかけて尖

施された。調介而秘は、約80ni'である。

調査経過

平成8年

5月2011 前機による表上スキ取り 70~80cm 

23日 爪機による表 1：スキ取り終 f

24H I I虹粘介、撹乱城掘り下げ

2511 追梢の制り下げ開始

6月3日 1 I面瀾介終 J'

4 H 2面まで掘りドげ1}｝j始

1511 2而まで掘り下げ終 J'

1711 2而粘介

] 9 H 追構掘り Fげ

2411 2而調介終了、 3頂iまで掘り下げ開始
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佐助1丁目450番25、27 佐助1丁目450番24
ご` ／ 

現地表

現代表土府

竺悶 1面ごご:⇔否←立す一心色：：臼：□i ― 
1面

讐五 ·—穴 → ＿ ～ーかわら（叩一 -- ＼ーノり、芝i/-勺苫～ 鎌倉石

9 0mク』］ミ豆号三三二：ご戸こ塁立□□竺嘉已豆ご自
8.0m げ 暗灰褐色砧灯

黄味暗褐色粘

図 3 基本土層

25H 3 Ihiまで掘りドげ終 J'

27H 3栢i梢介、辿構を掘 りドげる。柵列検II,1

29 H )|：巨検出

7 Jj 21=1 Jl'-Ji内から、人間の頭盗tt検IlI

12日 3 Thi湖在終 j'

l31-l 4而まで掘り 1ヽ^げ

161-1 4而まで掘りドげ終了、 4而梢介、迫梢掘りドげ

18H 溝検II,1

24 H ポール写真による令屎搬彩

25日

3(）日

8 JJ 5 H 

5 lttiまで掘りドげ、1hi沫ij1t、追梢掘り Fげ

5 lui調介終 J'

閥査終 f

グリッド配置 (I叉I2) 

10.0m 

-→ 

9.0m 

-̀

8.0m 
ご

測htの基部となるグリッドの設定は、調介汎地に1f:、意の、1応を設け、その点で直行する束西、 1対北の軸線

を設定し、それを）1[に 2mx2mの）i111iを設定した。南北のIhll線方向は、磁北に対して、 23°22'40”東

に傾きを持つ。各グリッドの名称は、北西隅の杭名とする。l|i街地1叉1との合成には、鎌倉I―Ii4級某準点

の「D-254」「D-255」を用いた。

基本土層(|叉I3) 

本調介地は、おおよそ 9)村に分けられ、 5期にわたる生活i(Iiを確認、できた。尚、 7 w,からドは、 トレ

ンチによる確認のみである。

第 1)1'1は、現代の表1:）1'1で、現地衣 1-・60~70cmの厚みで堆柏していた。

第 2)1,1は、ややI1次弱な、 ll惰灰褐色士の中1lI：辿物鉱含）惰で、 l l(Ii上に20~24cm程堆積していた。

第 3~ 5 J¥'1は、やや'|次弱な茶褐色粘質」：で、それぞれ I~ 3 lftiを構成している。土）‘｝塊を多く含み、

2 l面からは、良好な 1-.J'J版築地菜が検/11された。他にも、 t)‘}塊が集中する箇所が、幾つか見られたが、

柩地に使われたかどうか定かではない。

第 7)\~1は、黒褐色粘質 l：で、極く僅かに辿物が11I L している 。 策 8)\'•1 は、 II斉褐色粘質 l-．の中匪地 lll で、

追物は発見されなかった。第 9)汁も、やや黄色味を僻びた11脊褐色粘質 Kの中枇地111で、やはり逍物は、

兌見されなかった。
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第 3章検出遺構と出士遺物

1.現代地下梢染出土迫物及び、表土崩出土逍物

現代地下構築出土の中世遺物(|当14)

現代地下梢染は、 1而検出時に発見され、現代の廃梨物を多く含んでいた。 Iグリッドの1iii肘に位骰

し、検出面からの深さは、約85cmである。用途は定かではないが、おそらく、物の保存などを 1=1的と し

た室（むろ）のようなものと思われる。

図 4 - 1~3 は、瀬）—i製品である。 1 、 2 は、灰釉卸11llの小片である。 索地は、 1、2共灰色で、 1 

の釉は、灰緑色を呈し、 一部剥落している。光沢はやや鈍い。 2の釉は、灰白色で、外而下部から、外

底部は無釉である。内Utiは気泡が多い。 3は、無釉の入れ了である。索地は、灰色で、 口縁部付近と内

底部に灰緑色の自然釉がかかる。

4、5は常滑製品。4は、 JI月部片。灰色の胎土で白色小粒が混人する。焼きしまりは良好である。 5

は、底部片。胎土は、）火色で小ィi粒等が況入する。焼きしまりは良好

7~9は、糸切り誰鑢成形のかわらけである。 7は大lIllである。胎上は、淡い橙色で、粉質であるが、

多少微砂を含む。復元した口径は、 14.8cmと大きい。8、9は小JIil。8の胎 I:は、多少の微砂を含むか

粉質である。色は、灰褐色を呈する。口径は、 7.6cm。 9は、砂質に近い胎 1：である。口径は、8.0cm。

10は、 上製の鋳型と思われるが、明確ではない。軽く Jijれやすい胎土である。

11は、泥岩製の砥石である。

表土層出土遺物（固 5、6)

1は、染付11llで、近世の物と思われる。復元した高台径は12.0cmあり、 大Illlと思われる。内l面には、

民家や草木などが描かれる。 体下部には •本の沈線、 高台側而には 2 本の沈線が巡る。 素地は灰白色で、

割れLIはすっきりとし、粕良で硬い：I:である。釉は、透明で光沢が良い。

2~10は、輸人陶磁器類である。2~5は、 青磁。2は連弁文碗の口縁部小）｝である。素地は、灰色で緻

密。釉は、淡い灰緑色で、気泡が多いため透明度は良くない。3は、折ll要小鉢。素地は、明灰色、釉は、灰色

味のある黄緑色で、光沢、透明度は良好である。復元した高台径は6.0cm。2、3は龍泉窯系の製品と思わ

れる。4は、JJllの底部である。内而には、櫛掻が施される。復元した底径は4.6cm。同安窯系の製品であろ

うか。5は、 青磁香炉のLl縁部小片である。胎土は）火色を呈し、釉は、灰色味を1i'jびた黄緑色で、透明感に

やや欠けるが、光沢は良好である。6~9は白磁。6、7はn-)［碗である。6は内l面に、花梁文の型捺しが施

される。釉、 素地共に灰色味のある 白色で、釉には透明感がある。復元したLI径は、 14.2cmである。7の索

／ 二□口
［］口／・エ， ロ

ニここ
／ 

D̀u 
0 10m 
1 . I 亡 ’・11

0 10m ", 10 
• 9 9 

図4 現代地下構築出土遺物
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表土層出土遺物 (1)

地は、やや茶色味を幣びた灰色で、釉は）火白色を呈し、透lリl感、光沢共に良好である。復元されたIJ径は、

13.6cmである。8は、 Ll)じlllL。索地は、青味のある）火色で、釉は、淡い黄緑色を僻びた灰色を閑する。光沢

は良好だが、透lリl感にやや欠ける。復元されたn径は、 11.2cmである。 9 は合 [•の身。索地は、）火 白色で、

釉は、淡く 青味を1i'iびたl’l色を閑する。透明感、光沢共に良好である。復元された口径は、4.0cm、器高は、

2. 1cmである。l(）は黒釉の火目茶碗の口縁部小片である。紫地は、灰色で、やや柑い。釉は、口縁脊15が隙＜
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図6 表土層出土遺物 (2)

かかり鉄色になる。Ll唇端から2.3mmドは、茶色に発色する。光沢はやや鈍い。

3
 

10m 

11~36は瀬戸製品。11は、灰釉の四耳壺である。素地は、灰色で、黒色の粒子がややl1吃つ。硬く、

割れ11はすっきりとしている。釉は、1陪緑色で、府から 1．．位には、 11条灰の痕跡が残る。内而にも施釉さ

れている。光沢は鈍い。復元された高台径は、 8.9cm。また、JFi付近のi立大径は、21.2cmである。12は、

灰釉水注の胴部片である。素地は、）火色～Jj9L色で、やや硬く、割れ口には多少の凹lりが見られる。釉は、

灰緑色で薄めに施釉される。光沢は良好である。復元された）JI引部の最大径は、 12.6cm。把っ手部分が佃

かに辿イ―-fする。また、把っ手の付け根の高さには、 4本の沈線が巡る。13は、おそら く、 灰釉l甚l耳壷の

頚部）・「と息われる。索地は、灰色で、121司様やや硬く、 ;1111れ11には多少の凹凸が見られる。釉は、灰緑

色で1村而にも施釉される。光沢、透明度共に良好であるが、外lfliは再火を受け肌泥れがひどい。府部に

は、 4本の沈線が巡る。14、15は灰釉折れ縁llll。14の素地は、 9肌色で、やや軟質である。釉は、灰緑色

で、光沢、透明度共に良好である。1-1立たないが、 細かい貰人がびっしりと入る。復Jじされた口径は、

19.4cm。15の索地は、淡い肌色で、やや軟質である。釉は、薄い灰緑色で、光沢、透l91度共に良好であ

る 。 16~23は灰釉卸し llll 。 16の索地は、淡い）l）し色で、粒ー(•はやや粗く、やや軟質である。 釉は 、 灰緑色
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で、光沢、透明度共に良好である。｝［人は、あまり目立たない。復元された11径は、 15.8cm。17~23は

小片のため口径の復元はできなかった。素地は、 淡い）llL色～灰色である。釉は、剥浴して殆ど残ってい

ない物もあるが、概ね灰緑色で、光沢、透明）文共に良好である。24は、灰釉の縁釉Jlllである。索地は、

褐味l火色で、やや砂っぽい。釉は、淡い灰緑色で、光沢、透lサll文共に良好である。細かい且人が、びっ

しりと入る。復元された「l径は、 12.6cmと、やや人きい。25は、灰釉折縁の小llllであろうか。索地は、

淡い灰緑色で、．t•[＼色の微粒子が混人する。 釉は、灰緑色で、 1..::1縁部と、外面の一部に、降）天の痕跡が残

る。光沢は鈍く、透明）度も、あまり良くない。復Jじされた口径は、 12.0cmである。26~31は、灰釉の碗

の口縁部小片である。索地は、灰色～褐味灰色で、黒色の微粒子が混入する。釉は、灰緑色であるが、

29は、発色不良で茶色くなっている。32は、灰釉折縁鉢などの底部片と思われる。素地は、淡い）l）し色で、

砂っぽい 1：である。釉は、発色不良で茶色くなり 、光沢、透明感共に悪い。33~36は、無釉の人れ子。

33の索地は、硬くしまりの良い土で、やや褐味がかった灰色である。内面は多少黒ずみ、降灰が見られ

る。外l(liも、疎らに降灰が見られる。34は、「1縁部小片である。索地は、やや硬くしまりの良い土で、

淡い灰色である。内I(liの口縁部付近に、降｝火が見られる。復元されたn径は、 5.4cm。35は、底部片で

ある。素地は、硬めで、淡い灰色である。底径は、 4.0cm。36も、底部片である。素地は、硬く、灰白

色である。外底部は、糸切り後にヘラで調整される。復元された底径は、 3.6cm。37~44は、山茶碗窯

系こね鉢である。 概ね灰白色のJl合士で、 白色の粒•f•や小石粒等を多 く 含む。 37の内而下部はL~滅する。

復］じされた口径は、 32.5cm。38は、 11縁端部が外へつまみ出される。復元された口径は、 28.2cm。40、

41、43は、口縁端部が1りむ。44は、 1本ド部から底部にかけての破片で、 高台部分が剥落している。やや

砂況じりの胎土で、軽く感じられる。内面の府滅は、 著しい。

45~61は、常滑襲'II＼である。45~54は、甕のLI縁部または、底部である。胎 1：は、灰～t登色で、長石、

石英、小石粒等を含む。49は外面に、菊花文の判l(;IJが残る。50の復元された底径は、 16.0cm。55~60は、

こね鉢である。ll合土は、灰～橙色で、長石、石炎、小石粒等を含む。61は、・i:,itの口縁部の破片である。

胎土は、灰色で、長石、石英、小ィj粒等を含む。復元されたLI径は、 16.0cm。

図6-1は、魚住窯j1伶こね鉢の1二1縁部で、ちょうど注ぎLl部分である。

2~6は、火鉢である。6は、瓦器例の物で他は瓦質である。 2~5は、）火色～淡い）UL色で、小石粒

や誤l:}片などを含んでいる。 6の胎上は、極く淡い）llL色で、表而には磨きが施される。

7 ~28は、糸切り底のかわらけである。 7~12は、大illlで、 LI径は、 7が、 14.0cmと大きく、他は、

12. 0cm riii後である。胎[::.は、橙色から）l）し色で、白針、微砂、衣付などを含んでいる。13~28は、小Jillで、

口径は、 6.0~9. 0cmである。26は、 Ll縁部に煤が1-J滸しており、おそらく灯明llllに転用されたと考えら

れる。28は、炭化物が厚く付着している。再火を受けたのではないだろうか。

29は、白かわらけである。黒色の微粒子を含み、きめ細かく、焼成は良好である。復元された口径は、

7.4cm。

30は、土製円盤で、かわらけからの転用品と思われる。用途は不明。31は、船の羽口の小片である。

32は、すり常滑、 33~38は、銭。3311fl}じ通宝、34、37畠宋通宝、 35、36熙誇りじ宝、38聖宋元宝39~45は、

金属製品。39は、鎚と思われる。40、44は、楔であろうか。他は、釘と思われる。いずれの製品も、錆

や欠損のため、本来の寸法は定かではない。 32は、研磨痕のある常滑片である。甕の胴部片を転用した

物と思われる。黄茶色の胎土で、小石粒を含む．、頻繁に使用されたと思われ、割れ口は、麻滅が著しい。

46、47は、石製品で砥石である。46は、泥岩製の仕上砥、 47は、材質は、不明であるが、中砥と思われ

る。48は、軽石。
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2. 1面の逍梢と出土追物
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図7 1面全体図

基、

第1i面は、現地表下約90cm（悔抜約9.9m)で検出された。第 1ifliの逍梢は、 土堀 2基、方形土堀 l

ピット数1」と少なく、調壺医の南東から集中して検出された。また、而上には土丹塊、 土丹粒が多

く、 整地に利）IJされたものかもしれないが定かではない。

土堀 1、2、方形土堀（図 8)

l：堀］は、瀾杏区南墜際 I-5グリッド杭付近で検出された。径は、 85cmで、 平面形はほぼ円形であ

る。検ILI而からの深さは、 25~30cmを測る。底而の悔抜レベルは、約9.5m。}復土は、 主に暗灰褐色粘

質」こで、 炭、

t城 2は、

l-．丹粒などを含む。

k -5グリッド杭の南で検Illされ、

ご9.9m , 

A―繋こニプA'

゜
2m 

- l i . ;、-
ヽ

10.0m K-6 
B - ➔ 

-~_B' 

図 8 土壌1、2、方形土堀

g
 

この後に説明する）i形土城と切り合い関係にある。新

IH関係は、残念ながら掴めなかった。検出された

'*］北の幅は、80cmを測り、 平i(Ii形は桁円形で

あったと思われる。検出ITiiからの深さは、 25cmで、

底面の悔抜レベルは、 9.6mである。覆土は、 主

にll音灰褐色粘質土で、鎌食石片、七丹粒、炭化物

などを含む。

方形上堀は、 土i)Jli2の西側 J-4~5グリ ッド

で検出された。検出された幅は、東西140~150cm、

南北240cmである。検出面からの深さは、約25cm、
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3~7は、 土檄 2出 1：追物である。 3、4は、糸

切り底の、かわらけ小fillで、 3の復｝LLI径は、 7.0cm、4の復元口径は、 9.0cmである。胎土は、 3が、

淡い茶色で、 4が、やや茶色味のある）火色である。 3、4共．、多少の微砂を含むが粉質である。 3の休

部は、多少の丸みを持って、 立ちヒがり、 11径と底径のれは少ない。 4は、体部の中1立に弱い屈rU1を持

図 9
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C

,

 

土堀 1、2、方形土壊出土遺物

底lhiの海抜レベルは、 9.55mである。南北の軸線）］

向は、 N-:10° -Eである。毅 1：は 1:戦 2と同じで

ある。

土壊 1、2、方形土堀出土遺物 （l叉I9) 

図 9-1、 2は、 土駆'il出1泌物である。 ］は、

胄白磁の小片で、器種は不明である。素地は、やや

灰色味のある 白色で、ガスイLが目tr一つ。釉は、灰色

味のある甘白色で、気泡が多少あり、透1リj度はやや

格ちるが、光沢は艮好である。

2は、甜滑甍の、底部小片である。胎土は、黄色

味のある」こで、長石粒、伍英粒等を含み硬く焼きし

まっている。
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図11 1面出土遺物 (2)

ち緩やかに立ち上がる。口径と底径にやや差がある。 5、6は、鉄製品で、釘である。欠損のため長さは

小明である。7は、火打ち石で、材質は、 石英である。

8~11は、方形土枷］出土追物である。 8は、青白磁の輪花型（六弁？）合子の破片と思われる。索地

は、灰白色で級密。釉は、 村白色で、釉中の気泡のため透明度はやや落ち、光沢もやや悪い。

9は、糸切り底のかわらけ小JIilである。胎上は、明るめの）火色で、微砂を多く含み、やや砂質に近い。

復元された口径は7.0cmで、イ本部は、弱い丸みを持って立ち上がり に1唇端は多少尖っている。口径と底

径の差がややある。

10、11は、鉄製品で、 IOは、釘。11は、楔である。10、11共に欠損しているため長さは不明である。

12は、銭で、！煕玲りじ宝である（北宋）。

1面出土遺物 （図10、11)

図10-lは、 白磁の印花文JJllである。索地は、白色で緻密。釉は、やや甘味を俯びた灰白色で光沢は

鈍い。釉の表面は、ガスl!9t/11孔により、やや）JJL荒れする。復jじされた口径は、 6.4cmである。

2~5は、瀬戸製品である。 2は、の）火釉瓶子の底部である。索地は、淡い褐色味を帯びた灰色で、

ガス孔がややH立つが、硬く焼きしまり重みがある。釉は、灰緑色で、細かい貰入がびっしりと人る。

透明感があり、光沢も良好である。一部剥離する。底径は、 9.8cmである。

3は、灰釉糾ll111のI_1縁部小片と、思われる。索地は、褐色味を帯びた灰色で、 1 mm大の石災粒の混人が

-l7-



見られる。釉は、淡い灰色で、透明感、光沢共に悪い。

4は、無釉入了・の底部である。素地は、 ）火色で、柏良な l：である。1}、JIhiは/:If滅し、なめらかになって

いる。

5は、）火釉の洗であろうか、索地はやや柑く、）火色味のあるJl/L色である。釉は、灰緑色で、光沢、透

明感共に悲い。細かい腹入がびっしりと入る。復元された底径は、 21.8cmである。

山茶碗窯系こね鉢の口緑部小片である。Jjf;土は、灰～灰打色で、白色や黒色の粒―fを含ん6~8は、

でいる。

9 ~23は、 1芯滑製品である。 9 ~14は甕。 9は、復元された口径が30.0cm、10は、 39.5cnIである。11

~13は、 小片のため復Jじできなかった。14は、JI月部で、あまり定かではないが 「I」らしき窯[|Jが見ら

れる。15~18は底部。15、17はこね鉢に転）IJされている。復元された底径は、 15.0~21. 8cmである。19

~23は、こね鉢の口縁部小片である。胎土は、灰～灰褐色で、いずれも長石粒、石英粒等を含み、焼き

しまって硬い。

25~30は火鉢。25、27、29は瓦質で、胎土は褐色味のある灰色である。29には菊化のスタンプが押さ

れる。26、28、30は土器質で、灰橙色の胎土である。

図11-1 ~30は、糸切り底のかわらけである。

ややあり、器厚は薄い。｛本部はきれいなllII線を描き 立ち 1．．がる。

1~9は大lllL。1、

8、

2、 4~5は、 l―I径と底径の弟が

9は肉）房で、イ本部は直線的な傾斜

を持つ。

口径は、12.Ocm~l3. 2cmである。胎土は、肌色の物が多く、粉質である。 5、8は、内lOIに煤が付沿
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する。10~30は、小llll。30は、

内折れかわらけで、復元され

た11径は、 5CInである。胎十．

は、明るい茶褐色で粉質であ

る。10、14は洲手で器高が深

い。他は、肉厚で、浅いもの

が多い。l_！径は、 6.6~8. 0cm。

胎土は、 10、11、l3、15、

17、18、20、21、24~29!i、

図13 土丹版築

O 2m 砂質で他は、粉質である。色

は、）JIL色の物が多い。31は、

かわらけから転fliした円盤である。用途は不明。

32は、 上製の羽釜である。微砂を多く含んでいる。

33は、靱iの羽l]。34~38は、銭。34祥符元宝、35犬胤喜通玉：、 36、37塁宋通宝、38聖宋尤宝。 39~41は、

釘。42硯。43、44砥石、 45碁石。

3. 2面の追梢と出土追物

第 2面（図12)は、現地表下120~130cm（悔抜約9.5m)で検出された。弟2面からは、よく突き固

められた 1：：丹版築地業、土城 5基、ピット17口等が検出された。また、 土丹版築地業以外に、 l lui同様、

|：：丹粒や、 土月塊が多く集中する場所があるが、その性格は定かではない。

土丹版築 （図13)

土丹版築は、 H~K-4~5グリッドで検出された。検出された規模は、束柑約 7m、南北約I.5mであ

る。原さは10cm前後である。北側は、溝状の掘り込みにより分断される。東側は、土城などにより、切ら

れているが、おそらく調査区外へ続いていると考えられる。版築上には、ピット状の小穴が掘り込まれ

ているが、土丹版築に伴うものであるかは、定かではない。東西の軸線は、およそN-95° -Eである。

鎌倉石切石列 (l刈l4)

鎌倉伍切石列は、 H-3グリッドで検出された。鎌倉石の切石が3個、南北方向に整然と並び、偶然、

並んだとは考えにくかったため、イi列として扱った。また、この石列に伴う辿構があったのであろうが、

残念ながら確認できなかった。尚、南北の軸線はN-30° -Eである。

輪花型火鉢 （l図15)

輪花型火鉢は、 1面から 2面へと下げていく過程で、 H-5グリッドの東側か

ら検出された。」；丹版

築のやや上でIII士しており、おそらく 2面以後の時期に廃来されたものかも欠llれ

ない。破片の接合の結果、ほぽ完形に近く復元された。

土堀3、4、5、6、7 （図16)

土城 3は、調介区南東の J-4 ~ 5グリッドで検出された。検出された規模は、

東西100cm、南北210cmを測る。平1hi形は、長円形である。深さは、検IL1面から20

cmで、底面の悔抜は、 9.1mである。削北の軸線方向は、 N-30° -Eである。毅

土は、 主にII音茶褐色粘質J：で、 上丹粒、炭などを含む。
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t城4は、 J-5グリッドで、 士堀'i3に北側を切られる形で検出さ

れた。検出された東西の幅は、 110cmをiJIIIる。深さは、検IIIIhiから10

cmで、底面の悔抜は、 9.35mである。毅十は：l)J炭4とほぼ阿じである

が、ややしまりが悪い。

七城 5は、調査区中央北裔りのH-3グリッドで検／IIされた。束西

80cm、南北40~65cmである。深さは、検出i(iiから20cmで、底i(liの悔抜

は、 9.3mである。土脳 5は、その平l[［形状から、ビット状の小穴か

2つ切り合ったものであろう 。｝復―l：は、キにJ火色味のある黄褐色粘質

土で、七丹粒、かわらけ細片、炭化物を含む。

土服'i6は、調介区南西のG-5 グリッドで検Ill された。 検I•1 1 された

規模は東西80cm、南北65cmを測る。深さは、検1111fiiから20cmで、底面

の汁り抜は9.25mである。南北のI|i|l線）j向は、 N-20° -Eである。毅

土は、ホに｝火色味のある黄色粘質士で、 I-；丹粒、かわらけ紺l)JI.、炭化

物を含む。 しまりはやや悪い。

土城 7は、 K-4グリッド杭の南西で検出された。殆どは、撹乱に 図15 輪花型火鉢出土状況

より破壊され、検出部分は、あまり残っていない。深さは、検1JIlhiから25cmで、底ffiiの湘抜は9.2mで
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ある。

2面土壊出土遺物 (I営I17) 

1 ~ 7は、 1：堀’；3 の出土辿物である。 1 は、瀬戸製品で、無釉の入—fの口縁部小片である。 llfrtは、

精良で、硬い。

2~7は、糸切り底のかわらけである。 2は火llllで、 l_l径と底径の究がややあり、イ本部は、 I・．位と下

位に僅かな屈11t1を持って立ち上がる。復元された口径は、 12cmである。胎：l：は、浪いめの肌色で、微砂

を含み、焼成は良好である。

3~7は、小Jill。器形は、 2の大llllと似た印象を受ける。l―l径は、 7.4~8. 0cmで、）lfrtは、茶色味の

ある）l/L色のものが多く、白針、微砂等を含む。

8~16は、 !'.堀4Ill|：逍物である。 8~14は、糸切 り底のかわらけである。8は大nllである。9り手で、

復元された口径は、 13cmであるが、器形は土i)廣3-2のかわらけと似ている。JI合土は、 lllL色で、微砂を

含み、焼成は良好である。

9 ~14は、小皿。Ll径は、 7.6~8.2cmで、 Jl合土は、 J肌色のものが多く、白針、微砂等を含む。15、16

は、釘。
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図16 2面土堀
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， 

17は、 1))汎6/II I：の、糸切

り底のかわらけ小llllである。

復冗された11径は、 7.7cmで

ある。）l合土は、）l!L色で、微砂、

裳•/:);等を含み、焼成は良好で

ある。

18は、 I•批'17 Ill士の‘iit滑こ

ね鉢の11縁部小片と息われる。

2面出土遺物(|叉118、19、20)

図18-1 ~19は、輸人陶磁

器類である。 1~9は、＃磁。

1 ~ 4は、鉛辿弁文碗である。

図17 2面土堀出土遺物 索地は、淡灰色～灰色で級密

である。釉は、淡緑色～灰緑色。 1は、再火を受けたのか、釉の表面iが、l,.lっぽく 濁り、透lリ］感も悪い。

2は、透lリl感、光沢共に艮好で、細かい貫入がII立つ。 3は、光沢は非‘i;tに良好であるが、釉I|lに細か

い気泡が多く 、透11):j感はあまり艮くない。 4は、光沢、透叫感共にやや悪い。 5は、小削の折縁鉢の1_l

縁部と思われる。索地は、）火l’l色で緻密。釉は、）火緑色で光沢がよい。釉中に気泡が多く生じ、透明感

に欠ける。外l(liには、辿弁文が施されるが、はっきりと確認できない。復元した11径は、 13.6cmである。

6は、無文の碗の「l縁祁小）tである。索地は、淡灰色で、級密である。釉は、）火緑色で、透明感がある。

表面に、細かな慟が多く、光沢は鈍い。 7は、 '.1:,：t類の底部片と息われる。索地は、灰色で、緻密。釉は、

灰緑色で、光沢はやや鈍く 、透明感も釉I|10)気泡のため、 あまり良くない。復Jしした閥台径は、 9.5cm 
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である。 8は、外側面に貼化が施される。索地は、 I火白色で、緻密である。釉は、｝火緑色で、光沢、透

明感共に良好である。9は、外面に、箪花の文様が施される。壺類のJ胴部片であろうか。索地は、灰色

で、ガス孔が目立つ。釉は、外面が、くすんだ灰緑色で、大きく買人が入り、透明感は、あま り無い。

内而は、明るい灰緑色で、光沢があり 、透明感も俊れる。一部に細かい貰入が入る。10~16は、白磁。

10は、印花文小壺。1本部に、梅花文の型捺しが施される。索地は、灰色味のある白色で、ガス孔が1ごl立

つ。釉は、緑味のある灰白色で光沢がよい。釉中の気泡により、透明感は失われる。11~16は、nJC.llll。
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索地は、白色または、｝火白色である。釉は、概ね、）火l’l色であるが、 14は、

l(liには、放射状の文様が見られる。17~19は、

ややff味を僻びる。12の内

I!i[|｛滋。l7は、瓶、あるいは水注等のl_1縁部であろうか。

ガス孔がややH立つ。釉は、淡いff色であるが、 PI火を受けたようで、 J<l(liは荒れ

ており 、本米の釉調は失われている。18は、栴瓶の隕部片。19は、梅瓶の器である。索地は、淡い灰色

索地は、 1火白色で、

をしており、緻密で、重みを感じる。釉は、淡い？t緑で、光沢、透明感共に1優れている。

20~25は、瀬） i製品。20は、折縁ll]lの口縁部と思われる。21は、租IJしIIIL。22~25は、無釉の入子であ

る。23は、 11径 7cmで、 llfi土は、梢良で硬い。

26~41は、山茶碗窯系こね鉢である。胎土は、灰色～淡灰色で、長石、イi炎粒などを含んでいる。33

は、注ぎIIを介し、復元したII径が、 22.6cm、器翡が、6.2cmとやや小別である。

1 ~22は、斐である。胎土は、）火色～淡灰色のものが多く、長石粒、石英粒、小

6弁の花と思われるll|Jき文が残る。33~38は、甕0)底部である。23~32は、

図19は、常滑製品。

礫等を含んでいる。17は、

こね鉢。39~41は、壺である。41は、鳶口壺であると思われる。

図20、は糸切り底のかわらけである。 1 ~ 4は、Il径10.3~11.0cmの中J|llである。 l、4は、煤が付

沿しており 、灯IYJIIILに転）ljされたものであろう。5~30は、大JIil。5~10の体音15は、瓶手で、緩やかな丸

みを持って立ち 1-.がる。口径は、 12.O~ 14. 0cm。llf:|：は、 ）IlL色～橙色を恨し、粉質である。11~ 14. 21. 28 

は、比較的厚手のもので、体部に、 hlillllあるいは、稜を持つものが多い。他は、直線的な立ち Kがりを

見せるものが多い。31~97は、小llll。71は、2や5などの中llll、大JIilと1"lじ系統の小JIllであろう 。97は、

極小のかわらけで、 LI径が4.0cm、底径が2.5cm、器閥が0.7cmである。98、99は、穿孔かわらけ。100、
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101は、白かわらけ。102、103は、かわらか1広JIJと息われる 1：製円盤で、JIJ途

は碍lである。

図21-］は、 1,Mi:。 2~12は、火鉢。 2、3は 1：器質。それ以外は、比質で

ある。12は、 13貞でも少し触れた、六弁の輪化J軋火鉢である。破片の接合では、

31貝lあるlJ、Jの 1脚が欠損しており、残念ながら見つけることができなかったが、

ほぼ必形に近く復）じできた。 器表は、）森きがかけられ、炭索吸;i~i により 、 やや

薄11のl火黒色を閑する。外i(liには、 •つの化弁に 3 個づつの菊化文スタンプが

施される。 内底見込みには、格 f•状の文様が亥lj まれている。 ）lf:1 I：は、灰褐色～

灰色で、砂、小れ粒などを含む。lI径は、1ltl.5cm、底径は37.5cm、器 i’,：：iはlG.3

cmである。

13、14は、‘|；幽比。15から28は、鉄製品。15、18は、鎚であろうか。19は、楔。

他は釘である。29は、イ測銅製品。30~42は、銭。30位元屑i;：3l、34皇宋迎i;：

35、 37、 39IJH元通ii36至禾ll元宝40熙寧元‘玉：38、 4l)く雁喜通宝．42•｝じ •他通土である。

32、33は、不削。43は、碁石。44は、硯。
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4. 3 l(liの追構と／IH姐 物

節 3ihiは、現地.;_:;_F約140~150cm（悔抜約9.3m)で検/IIされた。第 31(1iの

逍構は、 I滉悔2)よ、 J|:p]基、 柵列 l列、 ピッ ト数101Iが検/!¥された。また、

而 Î．には、 2而1,;]様、 l:J1塊、 I: J・J粒が、，淵介区IY]I哲悶と、 Iヤ｝j束隅に集I|Iして

いる。柩地の痕跡かも しれない。

柵列 (|叱123)

柵列は、 Hグリッドラインドに位irtし、 1ti-lt約 7mのIHJに、 7口の柱‘/（か検出された。柱穴は、径が、

夏
→ 品

H-6 m 

゜
2m 

図23 柵列

40~60cmで、平ihiifクは、 1リまたは、イ寸をl'l形である。検Iliされた深さは、 20cm前後で、底lhiの洵抜レベ

ルは、9,05~9. 20111である。柱穴Ill]の中心距離は、約100cmであるが、 p22とp23の距離は約80cm、P

23とp24の距離は160cmとバラッキがある。南北の軸線）jlh]はN-27° -Eである。

柵列出土遺物 (I叉124)

l郡124は、柵列を梢成するピッ トからIl1上 した追物である。 ］は、 p21/11 l:の111茶碗窯系こね鉢の底部

片である。胎卜は、灰色で、小1i粒などが説人する。 2~ 4はp22/-11 I：の追物である。 2は、糸切 り底

のかわらけ小 IIILである 。 胎 1：は、 砂質に近く、灰褐色を 閑する。 ｛本部は 、 級やかな丸みを持って立ち 」 ••

がる。復元された口径は、 8.0cmである。 3、4は、銭である。 3は、）じ慨通宝、 4は、 爪宋通宋。 5

は、p24/11土の凡質火鉢である。底脊IS角は1f1j収りされている。 6は、 p25l11|；の銭で、）じ股通‘―iげ：である。

井戸 (|叱125)

J|・・} iは、 J-3 グリッ ド杭 l‘•から検Il1 された。 •辺がl20cm1前後の）j形柚桟支柱式のものである。 検

／1 \l（JIからの深さは、約3. 5mで、 JI••戸底の栂抜レベルは約9. 5mである。 掘り）jは、 lij北2. 3111、東I}り2. 4
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図24 柵列出土追物

mである。横桟には、 7 x 10cm角前後、文

itには、 6 x 8 cm角前後の角材が使）jjされ

ている。中段の柚桟の I．．には、 4りlり小さ

な枠糸I［みが乗っている。補強のためであろ

うか。検出された板材は、長さ約 2m、111,i
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図25 井戸

14~36cm、原さ約 2cmで、 1辺に、 4枚使用されている。1-tj北の哨II線方向は、 N-35° -Eである。毅

上は、上肘が、主に暗茶褐色粘質土で、かわ らけ辺、土丹粒、炭化物等を含む。粘青灰色粘質土で、か

わらけ辺、土丹粒、木片などを含む。粘性があり、しまりは悪い。

井戸出土遺物 （固26)

井戸からは、図26で固示した辿物の他に、検出而から約 2m程下げた位置（海抜約7.389m)から、

人間の頭嬌骨が発見された (PL -l 2 A ・ P L -30)。
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井戸出土遺物

彩等の破片と思われる。極く小さな破片であるため、器秤、器形等に

ついては不明である。釉の表l(liには銀化が見られる。索地は、）火r'1色を星 し、褐色や、 Jj)L色の粒子が多

< i此人している。

2は、 i黍器で、おそらく llllであろう。黒色の漆が令体に塗られ、その上に、朱色で柏物の文様が描か

れる。 3は、 111茶碗窯系こね鉢の口縁部小片である。 4、 5は霜滑製品。 4は、おそらく、党の口縁部

と思われる。胎 l：は、灰色を＇社し、イ i炎、小石粒等を含む。

詞じく 、石英、小伍粒などを含む。

6 ~12は、糸切り底のかわらけである。 6 ヽ 7は、 KIlll。

5は、

81よ、

こね鉢の11綽祁小片。胎 1：は、斐と

1 I 11UI。大llllは、比較的似手で、イ本部

は綺脱な丸みを持ち、やや緩やかな角度を持って立ち 1-．がっている。 6のllfi1：は、茶褐色の粉質で、多

少の微砂を含む。II径は、 12.8cm。 7のllfi|．は、肌色で粉質、きめが細かい。11径は、13.6cm。中1lllは、

比牧的薄手で、イ本部の立ち l；がりは、人llILに比べややきつい。llfi「は、変色したのか、 J火色味が強い。

11径は、 11.I cm。小lllLは、仮Jt:された「1径が、 7.0~8. 11cmで、 たしヽ どは、 9淡）火色、 10、Il褐色、 12朽

色で、いずれも粉質である。12は、他の小IIILに比べ、比枚的脚手で、 8の中llllと器形が似る。

13~19は、木製品。13、14は、箸。15、16は、板j'，’,：版で、接合はできなかったか、おそらく、同一製

111111と、息われる。17は、用途和リ）のF)盤。18、19は、折敷と思われる。

土堀 8 （図27)

-Jい

A ’覧
ーに加賓

9.4m -
A.'K-3，嘘

・へ = ~A 

土蠣8

図27

＼ 
l¥ -B-蜃〉•B'

9.4m 
e-
ヘ

-B' 
K-3 

l 

J-3 
＋ 

土壌9

q 

土堀8、9

笙

K-3グリッド杭束の、 ；湖在区東隈際

で検出された。検出された規模は、東西50.0~30. 0 

+..jJ;."i8は、

c二
0 5cm 
9.  9 

土堀8出土遺物図28

cm、南北70.0cmである。検1:1-1

面からの深さは、約15.0cm、

底面iの悔抜レベルは、約9.I 

mである。
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土堀9 （図27)

I欺 9は、 J-2グリッド内で検出された。検出された規模は、東西75.0cm、I¥）北65.0cmで平而形は

不杷1リ形である。検IIi而からの深さは、約25.0cm、底J(1iの悔抜レベルは、約9.lmである。 l •- t)釦内には、

土）1•塊が数個はいっていたがそのtt：格はイ澗1である 。

土堀 8 出土遺物 ( |叱~28)

咽設8、 9共、常滑、かわらけが数点IllI:したが、 1叉lボし得たものは、土堀 8のかわらけ I,r.'.（のみで

ある。

図28は、糸切り底のかわらけ小llllである。胎土は、 Jj)し色粉質で、多少の微砂を含む。｛本部は、厚く 、

吃ち 化がりは急である。17径は、7.5cmである。

3面出土遺物 (I叱129)

1 ~17は、輸人磁器類である。 1~5は、 百磁蓮弁文碗である。索地は、褐味のある淡1火色～灰色で、

いずれも緻密で硬い。釉は、 i炎）火緑色～9火緑色で、いずれも光沢がよい。 6は、釉中に気泡が多く透19]

感に欠ける。他は、透明感がある。 6、 7も背磁。碗類の高台部分である。 6、 7共に、索地は、淡）火

色、緻密で硬い。釉は、 6が、）火緑色で、光沢がよい。釉中に気泡が多く、透lリ」感に欠ける。 7は、や

や褐味がかった）火緑色で、光沢はやや鈍く、 1}、j底而には、細かい傷が多い。 6よりも透l．リl感はある。 8

は、折）炭の小鉢のI.1縁部と息われる。索地は、褐味がかった灰色で、緻密で硬い。釉は、緑味のある9火

色を閑し、光沢はやや鈍い。透明感も、釉中の気泡により、失われる。

9 ~14は、 1'1磁の「国JIllである。素地は、白色～灰l’l色、 10は、）火褐色を星する。いずれも、緻密で

硬く、黒色の微粒 fが混入する。釉は、 9、10が、）火l’I色、 11、12、14は、緑味）火白色、 13は、青味灰

(l色を閑する。光沢は、 1(）、 11がやや鈍く、他は良好である。透明感は、概ね良好である。復元された

l_1径は、 11が、 10.4cm、12が、 11.0cm、13が、 11.2cmである。14の復元された底径は、 6.0cmである。

15、]6は、 i'il’1磁の梅瓶の身である。15の索地は、 ）火色で、．＇．l；＼色の微粒子を含む。釉は、淡青緑色で、

透l・リj感はあるが、光沢は鈍い。t1f火を受けたようで、所々肌荒れしている。器閻は推定で、 26cm。肩部

付近の最大径は、椎定18.5cmである。底径は10cm。16の索地は、灰色で緻密である。釉は、 1'f白色を惜

し、透l．リj感、光沢ともに良好である。再火を受けたようで、所々JJ)L流れしている。復元された器高は、

約27.0cm、屑部付近の最大径は、 18.7cm、底径は、 10.2cmである。15、16共に、渦文が刻まれる。

]7は、褐釉の壺と思われる。索地は、赤茶色を畢し、級密で硬い。所々にldiと思われる白色の粒f

が見られる。 釉は、 II音茶色を '•Ii し 、 光沢は、あまりない。

18、19は、瀬） i製晶。18は、碗のLI縁部小片である。索地は、灰色で、灰緑色の釉が極く薄くかかっ

ている。19は、瀬） iの灰釉瓶 f•である 。 索地は、灰色で、磁器のように緻密で硬い。 釉は、灰緑色であ

るが、 Iり悩刷む令りによる発色小良で褐色の部分が見られる。光沢は鈍<、|」立たないが細かい貰人が

入っている。器Jとには、焼成II寺にできたと息われるひびが、数本は人っている。

2(）は、山茶碗窯系こね鉢のLI縁部小片である。｝J(:1-1：は、灰色で、長石、石炎などの粒子を含む。

21~30は、常滑製品。21は、小壺の底部と息われる。胎土は、涙い灰色で、長石、石茨などを含む。

復｝じされた底径は、 8.2cmである。22~3(）は斐である。胎-|；は、）火色から茶褐色で、石英、長石、小1i

粒などを含む。26は、復元11径36.0cm、27は42.0cmである。29は、底径17.0cm、30は、15.0cmである。

30は、こね鉢に転）llされたようで、内ITiiに）咲滅が見られる。31は、こね鉢。胎 「は、赤茶色で、 小石粒

などが況入する。

32は、瓦質火鉢。雲母辺を多 く含む。33は、白かわらけ。胎 l.：は、焼成良好で、きめが細かい。焦色
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図30 4面全体図

の微粒—fを含む。 復元された口径は、 12.0cmである 。

34~54は、糸切り底のかわらけである。34~39は、大JUL。胎tは、肌色～茶褐色で粉質、微砂を含む。

復尤されたII径は、 12.O~ 13. 0cmである。34、35は、薄手で、器高やや深めである。40~54は、小JJJ1で

ある。胎土は、 JJJL色～棺色で粉質のものが多い。11径は72.0~80. 0cmである。52、53は、原手で、体部

は、直線的な立ち上がりを見せる。40は、煤の付店が見られ、灯lリJIIILに転用されたものと、思われる。

55、56は、鉄製品で、釘である。57、58は、石製品で、砥イ」である。泥岩質の仕 I-．げ砥と思われる。

59は、骨製品で、 JIl途はイ浦明である。

5. 4而の追構とllit追物

第4面（図30)は、現地表下170~180cm（悔抜約9.Om)で検I.LIされた。第4祁iからは、溝 l条 (3

l(liJ I’•戸に切られる） 、上り廣 4 基、柱穴ダ1l等が検出された。 調壺区西側には、かわらけの破） ，1を~敷き固め

これは、西隣の調杏地 （図2―②)た地業が見つかっているが、 3而にも広がっている。

溝 （lぎ131)

Jグリッドラインドで検／I¥された1¥i北にイlllびる溝である。中央は、

/:I-¥された溝の長さは、調杏区の北端から、南端までの約 9mであるが、

考える。幅は、 50~100cm、検仕II(Iiからの深さは、 10~25cmである。底l面の悔抜レベルは、 8.70~8. 77 

溝は、 3面溝により切られる。検

さらに調査区外に延びていると

mで1対端の力が、 7 cm低い。溝の覆土は、 主にII音茶褐色粘質I-：で、

N -27° -Eである。溝の付i北軸線）j向は、

1:丹粒、かわらけ細辺などを含む。
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溝出土遺物(|図32)

描からは、かわらけ、‘常滑などが、少数/II|：したが、

柊犀し得たものは、図32のかわらけ l),'：（のみである。

出土したかわらけは、糸切り底の物で、小llllである。

厚手で、 1本部は、丸みを持って立ち上がる。llfi:Lは、砂

質に近く、赤茶褐色を旦する。口径6.4cm、底径5.4cm、

器釦．7cmである。

柱穴列 (I叉133)

柱穴列は、調壺区西側のGグリッドライン付近に 3口

の柱穴が削北に並ぶ。柱穴の径は20~30で、

平面形は、1り形である。検/1',i(0からの深さは、 10~15cm

で、底lhiの悔抜レベルは、 8.8~8.85mである。柱穴間

のスパンは約190cmである。南北の軸線）j向はN-28° -

Eである。この柱穴列は、悩 2ー②の講企地3而で検出

された掘立杜建物と平行関係にあり 、何らかの関連が考

えられる。

土壊1o (I就134)

土堀l(）は、潤杏区西側G-3グリッド杭の西に位骰す

る。径が70~80cmで、平而形は1リ形に近い。検出而から

の深さは、 20cmで、底而の悔抜レベルは、8.8111である。

土堀11 (|~134)

土城11は、調杏区南西Ii翡に近いH-5グリッド杭下で検tl1された。検Il_1

1-2 
4 

1-4 

゜
→ 1-6 

A
 

C c・ 
-9.1m -

1.1~\-/--

l 
B -~_B' 

1--

I/ j ¥ 

~ 一

\——胴査区南壁
2m 

規模は、1¥i北2.4mで、平Ihi形は、楕「リ形であったと思われる。検1廿面か

らの深さは、 10cm前後で、底面の悔抜レベルは、 8.93mである。

土堀12(I如134)

I IA'9 1m A 
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A' 
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図33 横穴列

土城12は、 G-5グリ ッドで検出され、土堀11 図32 溝出土遥物

の北西部を切る。径140cm前後の小整円形で、検出而からの深さは、約34cm、

底面の悔抜レベルは、 8.72mである。投土は、 主に、赤茶褐色の有機質粘 1：で

あった。

土堀13(枚|34)

I-．城13は、 G-5グリッドで検出された。土りjtcl2に切られる。東西のIliiiは、

約70cmで、平而形はP-J形に近かったと息われる。検IIII(iiからの深さは、約24cm、

底Ihiの悔抜レベルは8.8mである。毅土は、 主に暗茶褐色粘質土で、かわらけ

細辺、上丹粒、炭化物などを含む。

土壊11出土遺物 （l叉135)

図35-lは、 上堀ll/11土の青白磁梅瓶の蓋である。索地は、淡灰白色で、黒

色の微粒＋を含んでいる。釉は、淡い青白色であるが、再火のためか、表而は、

肌流れし、本来の釉調は失われている。復元された径は、4.9cmである。器上

面には、唐草文が施される。
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土堀12出土遺物 (|如135)

図35-2は、 1:JJ~112/li I：の糸切りかわらけ小JIilで

ある。 胎 1：は、粉質で、棺色を用する。 l~I針、微必

などを含んでいる。体部は）以く 、多少丸みを中かって

立ち卜がる。11径7.5cm、底径5.4cm、器，介jl.9cmで

ある。

土堀13出土遺物（図35)

図35-3は、こl欺 13/11上の糸切りかわらけ小llllで 。
ある。胎 1：は、粉質で、）火色味のある淡茶色を閑す

> \A:@-A

る。I''I針、微差なとを含んでいる。イ本部はやや薄く、

—,.1m ' G-3 A_::.:._... ~ ::'A' —-
2m 

器邸浅めである。復］じLI径9.0cm、復jじ底径7.0cm、器閥1.6cmである。

4面出土遺物 （図36)

梱36は、 4面IlItの逍物である。 ］は、 1'i1'-1磁である。1E)紙など

の脚部であろうか。索地は、白色で、やや粘りを感じる。釉は、淡

青灰色であるが、再火のためJUL流れし、本米の利l調は失われている。

細かいi1人が入る。
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図34 土壊10、11、12、13
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図35 士堀11、12、13出土遺物

2 は、山茶碗窯系こね鉢。 ）l合土は、灰色で、長石などの白色の粒 f•が含まれる。 復元悩台径は、 13. 0

cmである。

3は、 ‘i;t沿こね鉢の「l縁部小片である。 4は、 土器質の火鉢である。 5は、かわらけ転）l:jのとりべで

ある。

6~34は、糸切り底のかわらけである。 6~13は、大lul、14~33は、小Jlll、34は、内折れかわらけで
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ある。

大llILは、 LI径11.8~ 13. 6cmで、胎 1：は、）JJL色～茶褐色の粉質である。特に 6、7はきめ細かいllfitで

ある。比較的紺手で、イ本部に綺脆な丸味を持つ物が多い。6は、他の大Jlliに比べ、 11径がやや小さい、

1|-Illllであろう 。13は、小破片であったため11径その他がやや不正確であるかもしれない。

小1111は、口径7.0から8.6cmで、底径は、 4.8~G. 1cmである。日径と底径の粒が比較的ある物が多い。

胎土は、褐色または、橙色の物が多く、粉質である。24、3]は、煤の付許が見られる。＇k[明Ill［に転用し

た物であろう 。

内折れかわらけの胎土は、橙色を呈し、玄

尉、白針、赤色の微粒＋などを含む。「l径は、

'1.6cm、底径は3.6cm、器高は0.9cmである。
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＠
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↓
 ▽
 ロニ図39 5面出土遺物
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土堀14、15
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J-2 
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゜ J 
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8700m~ピ「嘩トレンチB

| 
現地表

トレンチB東壁
a 

r--... a ， 11.00m -r、

5面‘ ， 戸面 1面

8700m•ロ
8.700m -

2面

3面

4面
f 

トレンチA北壁

トレンチB北壁
5面 J-4 

5面 H-4 8.700m一9 , 1 

口
トレンチA西壁

35は、銭で、祥符通

宝である。外縁が削ら

れている。36~39は、

石製品。36、37は、粘

板岩製の硯である。38

は、泥岩製の砥石。39

は、石英で、火打ち石

である。

← H-6 

東の J-4グリッドで

回40 5面下層確認トレンチ 検出された。径は、 90

~105cmで、平而形は、円形に近い。検出面からの深さは、約20cmで、

底面のi1JJ抜レベルは、 8.7mである。覆土は、 主に、黄茶褐色砂質土

で、 土丹粒を少址含む。ややしまりがある。

+J-6 

6. 5面の追構と出土

逍物

第 5面(|翌137)は、

現地表下l90~200cm

（海抜約8.8m)で検

出された。第 5面から

は、土堀2基、ピット

10数口が検出された。

土堀14（図38)

土檄14は、調査区南

＼ 
¥ / 

2 

゜
トレンチA

10cm 

＝ 
三¥-＝ニ
図41 5面下層確認トレンチ出

土遺物

0
」

土堀15（図38)

土堀15は、調壺区西側のG-3グリッドで検出された。径は、 50~

60cmで、不整円形である。検I_LIi面からの深さは、 64cmで、底面の海抜

レベルは、 8.17mである。毅土は、 主に暗灰色粘質土で、粘性があり、

しまりはなかった。

5面出土遺物（園39)

5面は、全体的に追構も少なく、辿物の出土もあまり見られなかっ

た。図示し得た迫物は、図39の14点のみで

ある。

9
.
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c
 ゜

ー

図42 中世層出土古代遺物

1は、 青磁蓮弁文碗である。素地は、灰

白色を呈し、馬色の微粒子が混入する。釉

は、淡い緑灰色を呈 し、光沢がある。釉中

の気泡により、透明感は失われる。口縁端

部には、焼成時に生じたと思われる、微少

なガス11n1廿口が、幾つか見られる。
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2は、 Il_1茶碗窯系こね鉢。胎土は、）火色で、,{j 炎、長イ1などの白色の粒チや、黒色の微粒•f•が況人す

る。 3は、常滑こね鉢。胎土は、褐色で、 lll茶碗窯系こね鉢liil様、 石英、長ィ［などが況人する。

4は、白かわらけ。粉質で、 姦l吐などが況人する。焼成は良好である。

5 ~12は、糸切り底のかわらけである。 5、6は、人11ll。 5は、匝手で、器1凶浅めである。llfi|：は、

粉質で、 JJIL色を基す。口径は、 13.6cm、底径は、 8.6cm、器高は、 3.2cmである。 6は、 5に比べ、体部

はやや源く、上位部分がほぼ垂直につまみ1．．げられる。胎土は、粉質で、 II音茶褐色を情する。「l径は、

12.0cm、底径は、 8.0cm、器高は、 3.1cmである。

7 ~12は、小llllである。口径は、 8.0または、 8.2cmである。底径は5.2~6. 0cm、器戯はI.7cmt前後で

あるが、 1]は、やや深めのllllで、器高2.1cmである。1本部は、 7、 9が、中位に屈1111を持つ。

8は、やや直線的な立ち上がりを見せる。1(）、11は、緩やかな丸味を持つ。

12は、 ド位に、強い丸味を持つ。

13は、砥石。おそらく仕上げ砥であろう。14は、沿石製品である。双六の駒であろうか。

7. 5面卜陪確認トレンチ、中世1杓Ill上古代追物

5面下層確認 トレンチ （図40)

5 lfli下荊の確認トレンチは、調壺lを北東拙 （トレンチA・東四160cmx南北110cm・ 5 lfliからの深さ85

cm) と、北内隅（トレンチB• 東西95cm x南北155cm-5 I面からの深さ95cm)の2カ）りh設定した。追物

は、 5 1(Uに極めて近い上層から数点HI」：したが、 l‘-l付からは111七しなかった。

5面下）けは、 4~5層に分かれるが、それぞれ、 1面を構成していたとすると、全1(fi的に広げてみない

と確実なことはいえないが、逍物のIll土状況から見て、辿構は希湖で、短期的な1(1iであったと思われる。

5 面下層確認トレンチ出土遺物 ( 1~141 )

図41-1は、 トレンチA出土の糸切りかわらけ大IIILである。即：手で、器高は浅く、側1(iiに糸{,ijiはな丸味

を持つ。胎土は、粉質で、茶褐色を旱する。Ll径は、 13.0cm、底径は8.0cm、器料は3.0cmである。口径

と、底径の差がやや大きい。

2も、 トレンチA/ll-tの追物で、榛器lIllである。黒漆塾りの浅い1llLで、文様は描かれていない。口径

は、 9.4cm、底径7.0cm、器高0.9cmである。

4は、 トレンチB出土の、山茶碗窯系こね鉢のLl縁部小片である。胎 1；は、淡J火色を＇礼 し、イi炎、長

石粒等を含む。

5も、 トレンチBl廿土の遺物で、美涙系のIll茶碗である。胎土は、灰色を畢し、籾良で硬く、よく焼

き締ま っている。復元高台径は、 6.1cmである。

中世層出土古代遺物（図42)

図42-1 ~ 4は、土師器である。 1は、 41(Ii/lJ, 1：の甕のLI縁部と思われる。胎土は、やや机く、器表

はざらつく 。 2は、器種不明の追物。4面から111-I一：。甕の胴部であろうか。全体に、微細な雲l吐片を多

く含む。外面には、指頭痕が確認できる。 3は、高杯等の脚部であろうか。 51fliから1-1:¥1こC jj合七は、 i農

J)}し色～赤茶色を坐 し、 白色、 黒色の微粒子、微細裳1：J:辺、 l＇l針などを含む。 4は、斐の肘部であろうか。

2面から出土。胎士は、淡灰褐色を見し、微砂、焦色の微粒チを多く含む。

5、6は、須恵器小辺。器種は不明。党などの｝l|粒1sn-であろうか。 5は、 41(1jからIII I:した。｝）介I:：は、

明灰色を畢し、きめ細かく、混入物はほとんどない。 6は、 2面から出土した。l)合1：は、灰、[1ヽ＼色で、況

人物はほとんどない。
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第 4章 まとめ

今但1の調介では 5時期に渡る生活而iが確；認された。本調介地は、ほぽ同時に実施された西隣瀾介地(|叉I

2ー②地、1贔li）との関連を踏まえ、各面を捉えていかねばならないが、これについては、 ②地、1・＇iの報告に

詳しくあるので、そちらを参照刷いたい。ここでは、本濶1t地の各liliについてのみ沿考を）Jllえたい。

第 1面iと2lfliは、 1111：したかわらけに時期差は品められず、辿紐した生活面であることが窺える。 1、

2 1uiの年代は、 1J_ILかわらけの編年感から14111：紀1|戊～15111:紀1iii半頃が允てられよう 。

第 11(1iは、検IIIされた逍構は少なく、逍柚l,iJ|：の関辿も見Iliせなかった。検IIIされた辿梢は、調1t1x:

南東に集中しており、調脊区南外に関連逍梢の）lii}りが）谷llllされる。

弟21(1i J -4 ~ 5グリッドで検/・I:¥された鎌介イiりJイiダIlは、鎌介れが3個整然とitんでおり 、イij-liなど

の名残であろうと息われるが、関連辿構も検IIIされず、検III規校も小規模であるため、確定はできない。

第2l(Ii |．．から出士の輪花）｛！！火鉢は、鎌倉'，11上の火鉢の分類によると、皿類に属すると息われる。 II]類

は、火鉢の科炉l:・から、 14i1J：紀中葉に将及したようであるc ほぼ完形に近く復｝じでき、好脊料となり得た。

第4l(Ii検Illの構と柱穴列は、それぞれの軸線）j向が、泄はN-27'-E、柱穴ダl]がN-28° -Eで、

ほぼ四濃係にある。その方向性から、柱穴ダ1Jは、西隣の瀾介地で検IIIされた掘立柱建築J:1|．．に関係する

と思われ、溝は、その区画を意味するのではないだろうか。また、第31'1i検出の棚列も、 4面の滞、 fl:

穴列とほぼllil •の軸線方向で、関述追構は検IIi されなかったが、おそ らく区iilli を表していると息われる。

第 3l(liの年代は、 /II「かわらけの編年慇から、 14|ll：紀1iij船頃、第4lhiは、 131阻：紀未菜頃が允てられよう 。

第 51（りの追構の）展 11f•1はやや希薄で、出土逍物の ：1しも少なく、 i舌発な人々の活動もあまり感じさせない。

第 5|•(liは、この地で人々が、中世に於ける卜地利/II を 11i|｝f•I していった、初期の段階と考えられる。 第 5

1f1iはIlはかわらけの編年感から、 1311|：紀ll'菜～後半代煩が允てられる。

本調介刈地で、人々が活発な活動を）災Ilt-lしたであろう時期は、 Ix皿iを示すと考えられる追t/1iが検出され

た第4ihiから比較的辿梢密度の位jぃ第21f1iまでの時期 (14111:紀1iij菜～14匪紀未頃）が允てられよう。

本瀾介地は、第 51fii以外の各而に格地の痕跡が窺えるc 第 Ilfliは、 1 ：丹 （破粋泥岩） 粒J‘j•塊の集中箇

所があるが、 l汎りからの撹乱を受け、全1hiに広がりを兄せない。第2llりからは、 良好な 1..:-Jij•版築が検/II

されているが、やはり全面に広がっていない。第 31f1iは、第2l(Iiの上）‘い版菜ほど良好ではないが、 1こJ‘l・

を突き固めた痕跡が見られる。第4而は第 1～第 31fliとは辿い、かわらけの破片をよく突き固め柩地し

ている。これは、世隣の調査地でも確認されている。

本調介地は、西隣の調在地と今後の調介の成呆も合わせ、第 1,＂料で述べた、 寺院や）珪敷との関述をlリl

らかに していくことが、今後の研究課題である。

（参ぢ如献〉

河野真知郎 l 986年 「鎌介における巾世 l-．器様相」 f神奈川考古l2 1 ij• 

河阻i・具欠llf!li 1993年 「11,111：鎌介火鉢考」 「考占論設 神奈iIIL'第2集

-37-



写真 図 版



PL 1 

AA  調査地より北東を望む

B• 調査地より北を望む
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A▲ 調査前状況

BA  表土掘削
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AA  2面出土火鉢（西から）

B▲ 2面全景（南から）
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さすけがやつ いせ き

佐助ヶ谷遺跡 (No.203)

佐助一丁目450番25・ 27地点



例 言

1. 本書は鎌介lli{l,：リ）Jヶ谷辿跡（鎌介1lifli'WJ . j. 1 |450番25・ 27地．I•I·';) の発枷瀾介報？；·，1::である 。

．
 

?
l
 

発掘調1tは個人がIIJfi？も建築に伴い、 1k|JIlih|iJJ)J’li業として、鎌介I|i教行委Li会がこれを尖施した。

3. 発掘調介は本調介に先1i:．つ，武掘調介を実施した後、平成 8年6月8ll~lriJ年8月5日にかけて丈施

した。 /11,~追物に関しては鎌倉 I |i教有委員会かこれを保符している。

4．本曹の逍梢 ・辿物の紺i尺は次のとおりである。

①辿構配附1叉11

②逍fi'ltl';(Iの水糸｛，・りは汁IJ.：抜翡をぷす。

③辿物知llIj|又1は 1

5. 逍物尖測図には次の，iじりが使JIJされている。

80 ・ ~トサJIJj立Hil叉1 1 8(）。

3
 

6の各甜沢を使JIJしている。

釉の限界線―--｛史）IJ痕の範1)廿l←→i調格の変化，＇！、［

6.,1ふ＇｝の執喰は次のものが分担した 。

第 l章～第 3芹1：

--l'UUJII I．．痕の範囲I←ー→↑

沌澤ilh (• 

編集は窮lll.ii譴が担‘りした。

7.本因・の固詔噂および'lj真撮影は次のものが分担した。

①逍物 I叉1版・・‘i→賀神雅(・ • 河内令 l'・・泌澤•i'111 1 (-•松 l| | lり！枝・ 1W釦＇謹 'l(• 

②逍構 I当l版・・,・::j訊'’，じ

③辿梢 ‘li真・・・1i:j咀i’III'巳・沌澤'，hf• 

辿構ポール勾浪・••木村災代‘ifi

④追物 ‘lj'.貞・・・沌澤晶 f・ •‘[f l l l匝

8.発掘調究および/J,1」．：追物格J1|！にあたっては、以 ドの請氏・諸機l月に御教ぷ ・御協）Jを賜った。

(11|（［オ；；1 I il. Ii父Bi; | llh) 

鈴木

研究所

l l.. （文化学院訛[illi)•河野恒次II郎 (f珀見人学教授） ・鎌介 I|i教有委U会文化財課 ・ 鎌介名古学

9.近111:I LIに関する tl¥"iの分析はパレオ ・ラボに依頼した。

1(）．土 1...'li・等に関しては菊地 l務 J占に御協）JいただいたQ

11. 潤杏体制は以 ドのとおりである。

濶介 l:．休鎌倉Ili教行委U会

i: ［| 1 1 調介担当

u川ー-.I
 

木
1 1. i

 

!
/
 

潤介貝補助

潤在協力者

ilIIぺ

.、.9:.,¥’’ 11 
池！和119f 

↑f lj孔ょ応伶'{f.‘i・: f! h|l吼i:f • 

説男 ．；；！：名富雄・ I'，．i)|：真•郎 ・ ‘i(1 I・. ~代治•森片: 芳郎 （社団法人鎌危I|iシルバー

人材センター）
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1. 本，加In地点 5. T-りど地束迫跡

2. 今小路1}り逍跡 (R,i祉センターl|1地） 6. if,•:lf)J ヶ 谷追跡 （鎌介税務署Ill地）
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4. ,..虻地追趾 8. 'fii:11追跡 （棺II 111f330岱ー1地点）

図 1 遺跡周辺図

-79-



第 1章 調査経過とグリッド配置

発掘瀾壺は個人が）1］住宅の建築に伴う事iiij調介として、鎌介市教育委U会（潤杏担当宮ILi悦・鎌愈考

古学研究所）が平成8年 6月8II～同年 8)I5 11にかけて尖施した。瀾介l(li梢は約60m'である。

測情の基準となるグリッドは調杏区内を 2mx2mの）j眼を設定し、 11』j4級基準点と合成した。 (I没l

2) また、グリッドの南北軸線方イI'［はN-23°22'4(）” - Eである。

調査経過

平成8年6月811 .!It機による表土陪掘削・表面梢杏

6月10ll 迎構確認、

6月1311 グリッド設定

7)j 2411 ポール令屈写真

8月 117 ,―I 11せ而下 l、レンチ

8月2「I 4B面掘立柱建物検IIi

8月511 終了
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第 2章検出遺構と出土遺物

I) l l川の追梢と迫物

A-1 
C-1 

＋ 
E-1 
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近世遺構（近世田）
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図 3 1面全体図

l面の追構群は、現地表ド約80cm（悔抜王9.9m、前後）から検出された。この追構面は近枇以降の撹

乱を受けており、近泄の田圃址が検出されたっまた、中世に属する追梢として土城2基 ・小規棋なかわ

らけ溜り ］址・調杢区東部に 1個の大きさが30~80cmの土丹群・ビ ット6LIが検出されたが、これら逍

構の殷開密度は調究而栢から検討しても疎であり、当辿跡の性格を位樅付けるような逍構の検出はなか

った。

以下に個別の詳細を報告する。

近世田 （図3)

近世IJJは調壺区の北部、 A~C-1~2グリッド付近に検出された。その規模は大部分が調査区外に

拡がるため不明である。深さは検出而から40cmを測る。陪褐色の粘質のi謁い上層が検II}され、その毅土

については附編に詳しく 、分析結呆を報告する。

近世田出土遺物 (r¥:{14)

l ~ 3は近皿の磁器の破片である。いずれも小破片で詳細はイ,I判である。4は白磁のl」)じJIilの口縁部

片である。釉調は灰白色を品す。 5は青白磁の印化文の型作りのJlllである。釉調は青白色で光沢に1秘れ、
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微気泡のため必千透H）]）文に劣る。

6 ~10はかわらけである。 6・ 7は人llllである。

各々17径は12.8cm・ 13.6cm、器悩は3.5cm ・ 4. 0cmを

測る。胎 l：は概ね橙色を旱し、微砂を含み粉質であ

る。また、 6の器表は再火を受け、変色しており、

灯明IUlであろう 。8~1(）は小llllである。n径は、各々

7. 7cm ・ 7. 0cm ・ 6. 3cmを測る。 8・ 9は器凶がI.7cm 

前後と浅く、器檄は緩やかに立ち上がる。］0は器高

が2.2cm と深く 、 器墜はやや巫直気味に吃ち l•かる。

いずれもll合十．は明JJJL色を品 し、微砂を含み、粉質で

ある。

l]は茄定迎行で背文は六である。初鋳は1208年。

土堀 1 （図 5)

/a 74 ぐ＼~'.:.) 5 

• \～—土一乏·

／貸□ロニ
〗 ロニ

て 8

＼三ニク，
ご口

tー '’

0 150cm◎11 

図4 近世田出土造物

上堀 lはB-4グリッド付近に検出された。‘I勺(Ii形は日形をがし、深さは検／H1（f(から32cmを測る。断

而形は逆台形を品す。

土壊2 （図 5)

上りit2はB-4グリッド付近、土城 lの南に検出された。‘I打(I1形は円形を星 し、深さは検/ii面から32.0 

cmを測り、西部は段状に掘り込まれている。

土堀1• 2出土遺物 (I叉I6) 

図 6-]~6は上城 lLJ¥ I：追物である。 1は11磁の壷である。釉調は再火のため）llL流れ労しく詳細に

乏しい。

2は美浪系のIll茶碗である。底径は復｝じで6.7cmを測る。胎」：は灰1'1色を追し、咆緻である。｛，、り台は

貼り付けで、 ：：：：．角形を星し、端部には籾殻痕が認められる。

3~5はかわらけである。 3・ 4は大II|［で「l径は12.0cm ・ 13. 0cmを測る 。 器樅はやや緩やかに 1i：ち l••

がり、内底部には強く指撫でが施される。 5は小llllで11径が7.2cm、器闊は2.2cm、底径は4.3cmを測り、

深い。胎．J-：は概ね肌色を呈 し、 1敗砂を含み、粉質である。焼成は良好である。

図 6-7は土り災2出土のかわらけである。II径は復元で13.2cm、器高は3.5c川、底径は7.0cmを測る。

体部器原は0.6cm前後で、汎目手である。胎土はJJ)し色を吊し、微砂をやや多く含む。焼成は艮好。

かわらけ溜り 1 (I叉17) 

かわらけ溜り 1はD-2グリッド

付近に海抜約9.8mで検出された。

復元実測の辿物を含め、かわらけの

火llll2枚 ・小．lUll2枚．，1i磁 l]．liがま

:＿ハ
一10.00m -

D-5 

5ラインて言 。
-＼ ：：。イ0mンー宣

1区フ
D-5 ' 

図 5 土堀 1• 2 
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とまって 1 1•1 |：した。ごく小規模な追構である。

かわらけ溜り 1出土遺物 （図 8)

|叉|8-]は 1『磁の蓮弁文碗である。11径は復）Lで16.6cmを測る。釉調は緑灰色を吊し、光沢に似れる。

1't人が入り 、)','l；気泡が多い。索地は灰色で微科ll粒やや多く含む。

2 ~15はかわらけである。 2・ 3は人1lllで1_1径は各々、 12.7cm ・ 13. 0cm、底径は7.3cm ・ 7. 7cm、器凶

は2.8cm ・ 3. 5cmをiltljる。また、器樅はやや丸味を持ち、緩やかに立ち 1．．がる。 2の胎 1：はll紆ll)し色を呈し、

人粒の微砂が含まれる。 3は明肌色を＇， lし、粉質が強い。 11~15は小llllである。4~13は「l径が7.2~

7.8cm、器翡がl.5~ l. 8cm、底径が5.2~5. 8cmを測る。器形はI以手で、浅い。胎 l：は概ねJIJL色を＇，！ ．し、

やや人粒の微砂が、多く含まれる。焼成はほほ艮好だが、 4は胎芯が開く残る。14・ 15はr1径か6.8cm、

器i,9:jが2.2cm ・ 2. 0cm、底径が4.3cm-1前後をillljる。器Jfiは深く、薄手で、．器隈はきれいな丸味を持つ。胎

1：は明）リL色を＇1lし、粉質が強く、微砂を含む。

16 ・ 17は鉄製の釘である。

表土層出土遺物 （l叉I9) 

I叉19は表．．t）i1111土逍物である。 l・ 2は瀬戸の人れ＋である。 l

は愉化状を＇ 1!.し、器高は2.7cmを測る。）If,I"'..は灰色を星し、＇約級で

焼成は良好である。l]緑端から内l(Iiにかけて光沢のある l1然釉がか

かる。 2は底名ISJ 11である。底径は2.6cmをiJlljり、小）tりである。）Ifi|： 

は）火白色を星し、白色微粒を含む。また、内底I(liには糸［が残る。

2 

I I ,.,-./'~ 
。点やO

色 o 、
09 >

10.00m 
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Dライン D-2 

゜
1m 

図 9-3はとりべである。器表に浴融物が1寸沿している。1叉19-

4は火鉢の11縁部片である。胎 1：は 1：器質で淡椛色を畢し、小イ1粒を含み粗い。

図7 かわらけ溜り 1

図 9-5~7はかわらけである。 5は戦国かわらけである。「l径は1I. 5cm、器蒻は4.1cm、底径は7.5

cmを測る 。 器）f~はイ本部器）IJiが似く、 11縁端は細身になる。 側1(li観は逆台形を旱する。 胎土は明柁色を呈

し、粉質が強く、やや人きめの微砂を含む。 6のLI径は13.8cm、器閻は:1.8cm、底径は7.5cmをillljる。体

tilS器I!j.は薄手で、器檄は緩やかな丸味を持って立ち 1．．がる。llfi|．．は淡JJ/L色を呈し、微砂を含み、粉例で

ある。 7は小lIllで口径は復｝じで7.7cm、器硲1.5cm、底径5.5cmを測る。器整中位に）11i1ll1が認められる。

図 9-8 ・ 9はイ―i製品である。 8の川途は不明だが、完形であれば球体を呈す。 9は仕上げ砥である。

図 9-10・11は鉄製の釘である。

1面出土遺物 (I叉110)

図10は 11(1i/l', 1：追物である。 1~6は舶載品である。 l・ 2は青磁の述弁文碗である。釉調は緑／火色

をばし、光沢・透IJ)-j度共に劣る。特に 2は気泡多く失透している。 3はり磁の扮木文の香炉である。釉

調はl’i緑色を閑し、利1/¥v)）'lく、大きめの気泡が11、,i．つ。光沢は良い。索地は）火味1'1色で級密である。 4

□¥／］―ーニニ4
.．1 

＼ 
¥ 5 

I 
2 /) - 6 

1 /／二7

ロロニ12『I

こ ，ニニ 13.-o-[ 
~10二14 17 

二 11ロニロ 『°[ 。 ‘,5cm

15 ' ’ ’ 
図8 かわらけ溜り 1出土遺物
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は粕'•国の梅瓶の｝JI祁ISJ,1である。 釉調は1!il’l

色を惜し、光沢はない。索地は灰味lJl色を'?.

し、黒色微細粒を含む。 5は白磁の小術の底

部片である。釉潤は白色を '1只し、）jH部には梅

花文が施される。索地は白色で緻密である。

4はゴ彩の破片である。化台等の透かし飾り

の一部だが、その完形は小破片のため札罪で

ある。釉は緑釉と褐釉が認められ、光沢に1憂

れ、透明である。また、如(liには施釉されな

い。索地は乳白色で、級密だが、微れ粒が含

まれる。

図10-7 ~ 9は瀬戸の製111111である。 7・ 8 

は折縁鉢のU緑部片である。灰釉か施され、

ロニり／］― 

¥ 2 プ加 — 
口

6 

一

図9 表土層出土遺物

8はご<i収<ijilJ毛冷りされている。索地は乳白色でf-1色の微石粒を含む。 9は仏崩瓶の）l|吋部である。9lH

部最大径は4.0cmを測る。灰釉が薄く施される。索地は9火白色で微石粒を含む。1叉110-10は美涙系の山

茶碗である。底行は復）じで4.0cmを測る。科II身の逆．．．角形の貼り付け閻台がつき、端部には籾殻痕が忍

められる。胎土はJ火l’l色を悶し、硬質で緻密である。焼）成はとても艮い。内血にはl’l然釉がかかる。

図10-11・ 12は111茶碗惑系こね鉢である。いずれも11悴部は肥匝し、 11の口縁端には沈線が入る、胎

土は概ね／火色を呈 し、 1'1..(i粒を含み粗い。

図］（）ー13~19は‘常滑の製品である。13は壷のLI緑ifliliである。LI径は復元で11.5cmを測る 。 ）l台 —|：は）火

色を星し、 0.1cm大の白色イi粒を多く含む。器表の釉は剥離している。］4~16は党である。15・ 16は11

緑部）＇I・。15の口径は復元で21.2cmを測る。16は底脊11片である。転）tiしてこね鉢として利）11されているた

め、内祈iは芥干靡滅している。いずれも胎土は灰色でイi粒が多く含まれ、札lい。14の11縁部から外l(liに

かけては緑灰色の自然采lllが原くかかる。］7~19はこね鉢である。19の11径は復元で19.5cmを測る。18・ 

19の）l合：t．は橙色を星し、 0.l ~O. 5cm大のれ粒を多く含み柑い。 また、 19の内側面は柑•しく磨滅している。

図10-20は魚住のこね鉢である。11緑部は角張り、かすかに内側に折れる。）l合土は灰色を星 し、 0.I 

cm大の砂粒を多く含み、砂質が強い。1叉110-21・22は火鉢である。土器質で砂粒を多く含み、柑い。

図10-23~43はかわらけである。23~3(）は）ゞ Jillである。n径は11.8cm~ 12. 8cmをillllる。23~25は下）j

1/3位に、屈1111を持ち、立ち上がる。26~30は器煎がやや外向きに緩やかに立ち 卜がる。胎士は概ね

lllL色を吊し、粉質で、微砂を含む。焼）成は良好。3l~tl0は小JIilである。口径は6.8cm~8. 0cmを測る。31

は器i＼対が2.2cmを測り、深い。32~38は器似jが1.6cm1前後で浅く、器檄は外Ifi]きに立ち上がる。39は悩樅

中位にlni1111を持って 9ヽ/：ち 卜がる。40はイ本部器9早が紺く、器培はきれいな丸味を持つ。胎上は31~38は肌

色～II糾杓色を呈 し、粉質で微砂を含む。37・ 38は微砂が多く、器表はざらっく 。39・ ti(）は橙色を旱し、

粉質で、微砂を含み、比救的滑らかである。41は枷小のかわらけである。口径は復）じで'1.8cmを測り、

胎 1：は杓色を呈す。42は1}、J折れかわらけである。復｝じで11径は3.8cm、底径は2.6cm、器，情は0.7cmをi)l1J

る。43はとりべである。11縁端から内ntllliijl(Iiに金属の浴融物が付府している。

固10-44・ 45は金屈製品である。44は鉄製の釘。45は節状の銅製品である。46~tl9は銭である。46~

48はIJH冗通貨である。49は至道冗夜である。

図10-50は(J）f磨痕のある常ti:}片である。
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2) l B llliの遺構と迫物
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図11 1 B面全図

l Bihiは 1 面の下約25cm前後に検出された炭化物の広がる而である。 検出レベルは海抜~9. 65mであ

る。炭化而は調査区北部を中心に広がりをみせ、木片の燃え放しも多数確認された。

わらけ溜り 1址を確認したのみであった。

しかし、辿構はか

かわらけ溜り 2 (I翌I12) 

かわらけ溜り 2はD-4グリッド付近、悔抜約9.6mに検出された。かわらけは1.8m四方にまとま っ

て検出された。かわらけの総点数は1又l示しえたもので59枚を数える。

かわらけ溜り 2出土遺物 （図13)

1叉113はかわらけ溜り 2の出 1：造物である。I~59はかわらけである。1~36は大1111である。I~14は17径

が1l. 3cm ~ 13. 3cm、底径は6.Ocm~7. 5cm、器高は3.4cm前後を測る。器墜は若干の丸味を持って立ち上が

る。胎 1：は 1~ 5は淡橙色、 6~14は肌色を呈し、共に、粉質で、微砂を含む。焼成は概ね良好である。15

~33はLI径が13.Ocm~l4. 8cm、底径が7.Ocm~S. 5cm、器絲が概ね3.7cmを測る。器檄は直線的に 1,f．ち上が

る。1本部器原はやや薄い。llfrtは赤味のある肌色～）JJL色を星 し、粉質で、微砂が混じる。焼成は良好であ

る。37~59は小JIilである。37~41は口径が7.5cm~8. 0cm、底径が5.Ocmiiり後、器認が2.Ocm~2. 4cmを測る。

器形は底部を原めに切り離し、器聖中位に屈曲が入る。胎士はJlL色を呈し、粉質で、微砂を含む。焼成は

良好である。42~48は口径が8.0cm前後、底径が5.3cm前後、器高が1.6cm前後を測る。器賠は緩やかな丸

味を持って立ち上がる。胎土はJJJL色を品 し、粉質で、微砂を含む。45は橙色を呈し、やや粗い。49・ 50はロ

径が7.5cm前後、底径が5.7cm前後、器硲が1.7cm前後を測る。器形は底径が広く、器壁はやや飛虹気味に
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立ち上がる。胎ヒは肌色を星す。51~55は1！径が7.5cm~8. 0cm、底径が4.8cm~5. 5cm、描高が1.4cm~ I. 6 

cmを測る。器形は浅く、器陪は外向きに立ち 1-．がる。56~59はII径が6.8cm~7. 7cm、底径が4.2~5. 0cm、

器砂がI.8cm~2. 3cmを測る。器形は深く、器煎下位で1llillIIして立ち卜がる。1本部器厄は薄い。胎1：は1リJJJJL

色を早し、粉質で、比較的細かい。焼成は良好である。また、 38・ 51は11緑を中心に煤が付滸し、灯lリJlfllと

して使JIJ されている。 1>;<113-60は瀬戸の人れ—fである。 i如じで底径が4. 0cmを測る 。 胎七は｝火色を閑し、

座緻である。 内底 I(l iに小 i1しの自然釉がかかる。 1~113-61 は鉄製の釘である。 図13 - 62は犬型元賽である。

1 B面出土遺物 (|叉114~16)

1~8は青磁である。 1~6は述弁文碗である。

cmをillljる。釉調はiい褐色を屋し、光沢 ・透明）文に1焚れ、細かく虹人が認められる。素地は乳l火l'l色を呈

lill4-I ~14は（1ii悩である。 1の「l径は復Jじで16.8

し、緻密である。 2~6の釉調は灰味刊緑色を＇仕し、光沢は良いが、気泡のため透明度は劣る 。索地は

灰白色を閑し、微甜II粒を含む。 4 ・ 5は蓮弁の船が細いタイプである。 7はJ::.1llLの底部片である。魚文

が貼りつけられている。釉閥は行緑色を里 し、気泡のためイ＜透lリlである。素地は灰白色で、黒色微細粒

を多く含む。 8は壷の底部である。灰味青色の利lがごく薄く施される。索地は灰色を星し、堅級である。

9 ~11は1’l磁である。 9は壷のおそらく把手。器表 D-4 

は再火のため）UL流れ著しい。10はn)しJillの底祁J'rで

ある。器表には煤が付沿している。釉調は灰味白色

で、細かく虹人が入る。索地は灰色を星 し、昭緻で

ある。11はllllの11緑部片。釉調はj:J洟味白色を早し、

人粒の気泡多く小透Iリjである。12~14は行l'-1磁であ

る。12~1-1は小qせの盗である。13は八角形を！化す。

釉調は水村色を＇仕し、光沢・透明度は良い 。索地は

）火味白色を足し、微糾l粒を含む。

|叉|14-15~17は瀬戸の製品である。15は壷のfiiii|i

である。11径は復）しで8.3cmを測る。灰味緑色の釉

が施されているが、 目縁端から外面にかけては剥離
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かわらけ溜り 2

している。 16はおろし lllである 。 17は入れイ•の底部で、底径は3.5cmを測る 。 器表には自然釉がかかり、

外r(iiは黄褐色を閑す。いずれも素地は灰白色を呈し、石粒．微砂を含む。

図14-18~20は1iil•個体で黄釉の盤である 。 18には把手の・部が、 20の断面は:fiJfIt/の痕跡が認められ

る。外l(Ji中位まで）火筑褐色の釉が施される。釉粕はご<ii.りく、細かく関入が認められる。索地は灰色を

閑し、白色れ粒 ．微砂を多く含む。また、同・個体の破片が「佐助ヶ谷辿跡（イK助一丁 1=1450番25地、,,'.()」

の ll(li~ 2 i(liに出土している。図14-21は褐釉の9位である。底径は1如じで27.0cmを測る。釉調は茶褐色

を'l！．し、光沢があり、不透明である。索地ば焼きが1→|。く、巫い。白色微粒．微砂を多く含む。

図14-22~44は営滑の製品である。22は壷の胴部である。胴i`）i|i径は最大で25.0cmを測る。24~29は党

口径は復元で27が23.2cm、28が32.0cm、29が44.0cmをillIlる。いずれも胎上は灰色を＇礼し、

0. 1cm火の微石粒を多く含む。口縁の器形は縁術が然程輻1公にならない。また、 29の断1f1iは研）ft/され、

のl」縁である。

すり減っている。30~44はこね鉢である。3(）は令体の約70％が辿｛fし、輻が広く、張り /11しが弱い注ぎ

I Iが 3 箇所につく 。 30~39の口縁の器形はいずれも端部が角形に1—I: r.げられている。40~44は底部片で

ある。いずれもl).ll(liは靡滅している。胎土は30・ 31 ・ 34 ・ 36~38 ・ 40 ・ 42 ・ 44が灰色を星 し、 32・ 33 ・ 

35 ・ 39 ・ 4 I ・ 43は赤茶褐色を翌 し、いずれも0.lcm~O. 3cm大の爪粒を多く含み、粗い。
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図14 1 B面出土遺物 (1)

図］4-45~52はIll茶碗窓系こね鉢である。45~51は「l縁部で11径は復元で45が31.0cm、46が24.0cm、

47が29.6cm、1J8が34.8cmを測る。45・ 47 ・ 51は11唇部が）j即駆し、外反する。46は11緑端に 1条の沈線が

入る。48~50はn縁は丸味を持っておわる。）jhtは概ね灰色を浪し、 0.1 ~O. 5cmの白色石粒を多く含む。

圏15はかわらけである。 I ~24は大Jlllである。 l~17はLI径が12.Ocm~l2. 8cm、底径が7.Ocm~8. 5cm、

器高が3.5cmを測る。胎：tは1~12が橙色～淡朽色を呈 し、 13~17はJJJし色～淡）l）し色を呈す。いずれも粉質

が強く、微砂を含む。18~24は口径が13.Ocm~ 14. 0cm、底径が7.Ocm~9. 0cm、器邸が概ね3.5cmを測る。

器形は器墜が外に開き気味に立ち上がり 、池手である。胎土は）肌色を足し、粉質で微砂を含む。25は戦国

かわらけである。復元で口径は13.5cm、底径は9.5cm、器高は4.0cmをillijる。側面観は逆台形を呈する。LI
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図16 1 B面出土遺物 (3)

縁端は外に屈llllする。胎土はJJJL色を里し、 粉質で、微砂． 0.5cm程度の礫を含む。26~31は中llllである。

11径が10.5cm~ 1 l. 5cm、底径が5.8cm~7. 0cm、器研が3.3cm・1)if後を測る。胎土は26が橙色、 27~31が肌色

～明l)し色を見す。26は微砂が多く含まれ、砂質が強い。27~31は粉質である。32~91は小JllLである。32~

39は口径が7.Ocm~7. 8cm、底径が5.5cm~6. 0cm、器閥が1.5cm前後を測る。底径の）公いタイプである。40

~79は口径が7.Ocm~8. 0cm、底径が4.5cm~5. 5cm、器高が1.6cm~2. 0cmを測る。器槌は緩やかに立ち上

がる。80~90は口径が概ね6.8cm、底径が4.Ocm~4. 5cm、器高が2.0cmを測る。91は17径が5.8cm、底径が

4. 0cm、器高が1.6cmを測る。器形は深く、札り手で、器槌は垂匝気味に立ち上がる。胎土は橙色～明肌色を

足 し、粉質で微砂を含む。92は内折れかわらけである。また、10・ 15 ・ 31 ・ 38 ・ 48 ・ 52 ・ 54 ・ 77 ・ 87 ・ 89 ・ 

91の器表には煤が付倍し、灯明皿として使用された痕跡が認められる。90は漆IJILに使用している。

枢116-1~4は火鉢である。いずれも1：器質である。 5は小塘の火鉢。 6はかわらけ質のおそらく燭

台の一部。 7は平瓦。8・ 9は滑石鍋の転用品でJ1i途は不明。10は滑石鍋の鍔部片。11は火打ち石。12

・ 13は碁石。14~17は砥石。18~25は鉄製の釘。26は天蝦元窃である。
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3) 2 r面の追構と逍物

A-1 
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C-1 
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E-1 
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A-5 
＋ 

0 4m 

図17

21(liは 1B而下約20cm、海抜=;,9. 45 

m前後に検出し、ほぼItjllである。調

ff I凶北部には柱穴群が）ムがり、 l}i部に

は長円形の I;．i)廣群が展開される。また

東部においては20~50cm程度の I-．丹群

が検出された。北部の杜穴群のなかに、

掘吃柱建物と杜穴列が確昭され、

・ 1 B而とは様相を汎にして、迅構の

分布度が密になり、人跡を感じさせ、

化活跡が翡濱になる。

2面全体図
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掘立柱建物 1

渡って検出された。20~50cm程の I-.)1塊が敷かれ、その隙間に常滑の斐の｝l尉i4IIJ',・か検/:IIされた。また、

この土丹群の束部は調介区外に広がり、隣接する「佐助 ヶ 谷迫跡 （佐助―• Jtl450番24地点）」の 2H1i ・ 

調介区西部に同様の様相を呈し、）.&開している。
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掘立柱建物 1 （図18)

B~D-2~3グリッド付近に検IIIされた。検/11レベルはii,j抜9.48mをilllj

る。柱間は llllj x 2|！りが検/11されたが、北）jおよびlIり）jに広がる可能性が考

え得る。,tl：グくはほほ刊形を見し、その規校は直径が36~45cmで、深さは検/11

1fiiから16~20cmを測る。 また、 61―lの内、 4「lに礎板が検llIした。fiゥ'<|{ilの

距離は芯々で200cmをillIlる。南北軸線）j位はN-24° -E 

掘立柱建物 1出土遺物 (I叉119)

¥i1 
柱穴9

▽ーロ--2
柱穴17

0 5cm 
9 ・ I 

図19 掘立柱建物1出土

遺物

1は柱穴 9からIUI:した。かわらけの小l!Jlである。II 1やが7.2cm、底径が4.8cm、器邸がl.7cmを測る。

胎 I-．は肌色を惜し、粉質で微砂を含む。外底l(Iiは洲＜焦げ跡が認められる。器躯はきれいなカーブを描

いて立ち lてかり、浅いタイプである。 2は柱穴17から1111|：した。11径は復元で7.5cm、底径は6.0cm、器

高はl.8cmをilIllる。胎 1：は肌色を惜し、微砂を含む。器表にば煤が付府し、 ‘KIlリJUllとして使用している。

柱列 1 （図20)

柱列］はB~D-2 グリッド付近に検I•1 1 さ れた。 検Ili レベルは悔抜9.48m を測る 。 3 I Iの柱穴からな

り、杜穴 11りの距離は必々で200cm を iJIIJ る 。 fl：穴の ‘Ii•l(Ii)［多は 1 リ 形を＇仕し、伯径は30~40cmを測る 。 深さは

検出而から、 l6~20cmである。また、柱穴列 lは./h1！立柱建物 lを形成する北側の札‘1,（の東隣にそれぞれ

検出している。

柱列 1出土遣物 (1';{12I) 

図2]は柱穴19からIII|：した。r・・づくねのI'.1かわらけである。復）CでII径は12.7cmを測る。胎土は褐味

白色を閑し、0.1cm程度の白色石粒 ・黒色微甜II粒を含む。

土堀3~10 (I叉122)

土壌 3

日倣 3はB-3グリッド付近に検/IIされ、確認レベルは洵抜9.5mを測る。平而形はHi|..Lj形を呈し、

長 liIIIは104cm、賊lnl1は72cmを測る。深さは検IIIi(iiから18cmを測り、浅い。毅 1：には10cm程の上丹を含む。

土壊4

七狐'i4はC-2 グリッド付近に検Ill され、 』(i(f闊忍レベルは栂抜9.5mである 。 ‘|i•Ihi)fクは 1l l 形を星 し、 直

径は68cmを測る。深さは検1.lIIhiから32cmを測る。

土堀5

I欺 5はC-5グリッド付近に検出され、 {i(f這忍レベルは悔抜9.5mである。北部を 1滉俎 9と切り合う 。

町(li形は隅丸の艮）j形を星す。長軸は1H.ltJi1i1Jに辿イ錆卜で152cm、短I|!IIIは東西方向に72cmを測る。深さ

に検tl1面から32cmを測る。艮lil|lのIIiII線）j位はN-23° -Eである。

土壊6

I •一堀 6 は D-5 グリッド付近に検IIIされ、 {i（f且認レベルは洵抜9.5mである。南半は調査区外に広がる。

町(li)fクはおそらく隅丸の長方形を星す。長軸は東匹方

B-2 D-2 ・

- +'  

9.6m 

—• —• --c\ 
- P19 P14 -・ ‘ 口 ／

0-- - : -―こ―← -: □ i□ cm柱列19

図20 柱列 1 図21 柱列 1出土遺物
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向に180cm、短軸は南

北方向に追存部で48cm

をilllJる。深さは検出面i

から32cmをi)lljる。長軸

の軸線方位はN-113° 

-Eである。
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図22 土塀3・4・5・6・7・8・9・10

土堀7

土城 7はD_ 4グリッド付近に検出され、確認レベルは悔抜9.35mである。平而形は隅丸の長方形を

旦す。深さは検IlIi(liから32cmをillljる。底部には24cm~12cm大の•I：丹が数個検出した。長軸は東西方向に

156cm、紐rilIは南北方Iiりに48cmを測る。1好,,,のI|lll線方位はN-113° -Eである。

土堀8

..,こ堀18はE-5グリッド付近で検出され、確認、レベルは悔抜9.5mである。東部と南部が調壺区外の

ため平面形はイ叫lリjである。深さは検Ill而から64cmをilllJる。

土壊9

I ••堀 9 は D-4 グリッド付近に検化され、確認レベルは悔抜9.4mである。 南墜は土城 5 と接してい

る。平而形は1偶丸の長方形を星す。長9hlIは東西）jlilJに112cm、短庫Illは南北方向に52cmを測る。深さは検

出I面から32cmを測る。長1llIIの軸線）jイ立はN-112° -Eである。

土堀10

土堀10は F - 5 グリッド付近に検II•'1 され、確認レベルは悔抜9.5mである。 南部は土堀 8 に切られて

いるため平面形は小明である。深さは検ILi面から32cmを測る。

2 ltti検出の七堀 5・ 6 ・ 7 ・ 9は近似する形態を尾し、土堀 6・ 7 ・ 9は長軸の軸線方向をほぼ同じ

くし、 I_：堀5はそれらにほぽ直交している。他の土堀とは辿った使用目的で作られたものであると考え

得るが、その性格を位骰付けるような辿物等の検出は今厠なかった。

土堀3~10出土遺物 (I叱123)

土壊3出土遺物 (I部］23-1 ・ 2) 

1ば常滑のこね鉢である。口径は復元で27.0cmを測る。口縁部は角張り、若干外に摘み出される。胎

土は灰色を旱し、0.1 ~O. 5cm禾閉度の石粒を多く含み粗い。 2はかわらけである。復元で口径が7.8cm、

器高が1.6cm、底径が5.3cmを測る。胎土は1UL色を星し、微砂を含み、焼成は良好である。

土壊4出土遺物 (I文123-3) 

3はかわらけである。n径が7.5cm、底径が6.0cm、器高が1.7cmを測る。胎土は肌色を呈し、粉質で、

微砂を含む。焼成は良好である。
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固23 土堀3• 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 10出土遥物

土堀5出土遺物 (I部123-4 ~ 6) 

4は青磁の折れ縁鉢である。釉調は灰味緑i't色を＇せし、釉 阿屈く、気泡多いため不透明である。光沢

は良い。素地は灰白色で焦色の微細粒を含む。 5は碁石である。 6は常滑の甕の胴部片である。他には

かわらけ片が出土している。

土壊6出土遺物 （図23-7 ~19) 

7 ~11はかわらけである。 7・ 8は大llllで「l径が11.8cm、底径が7.8cm ・ 6. 8cm、器高が各々3.2cm ・ 

2.9cmを測る。 7は底径が広く 、雑な作りである。器壁は急な角度で立ち 1況．がる。胎土は7が橙色、 8

が肌色を呈し、粉質で、微砂を含む。 9・ 10は小Jillである。各々 、口径は6.8cm ・ 7. 0cm、底径は4.2cm 

・ 5. 0cm、器高はl.7cmを測る。胎士は明）l）し色～）l）し色を呈し、粉質で、焼成は良好である。11は内折れか
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わらけである。「l緑部が1弁耗している。1如じで旦径が6.

3 cm、底径が5.2cm、器，謁が0.8cmを測る。

12~l4はガラス製のビーズである。12~14はliiJ伽1休

のパーツである。長さ I.2cm ・直径0.3cmの筒状製品に紐

状のガラスが螺旋に怨き付く 。イ＜透lリ1のトルコプルーを

閑し、光沢に擾れている。15は銅の小塊で、ピーズとと

もに出 1~ した。

16~18ば常滑の製品である。16は・91,1tの底部。17~18は

斐である。17の底径は復元でHJ.0cmを測る。19は111茶碗

窯系こね鉢の底部片である。1}、JIOiは桝滅している。

土堀7出土遺物（図23-20~24)

2(）はけ l’| （磁の小壷の胴部/'rである 。 釉調は水青色を閑し、透1リl )文は良い。 起用は芳 ―|―••JDL流れしている 。

＼ A 芦彎疇 い

D-3 C-3 

A 
9.600m 

A' 

-----• —•----
゜

1m 

図24 かわらけ溜り 3

索地は）火味l.L1 色を星し、緻密である。 ）lI吋名IS•最大径は復 Jじで8.0cmを測る 。 21は火打ち祈である。 22~24

はかわらけである。11径はいずれも7.8cm、底径は5.0cm ・ 5. 7cm ・ 5. 0cm、器高は1.5cm ・ l. 4cm ・ 2. 0cm 

をilIllる。24は深いタイプである。9lfil：は概ね肌色を吊し、粉質である。

土壊8出土遺物 (I剥123-2,5～33)

25はI1江l(taの梅瓶0)蓋である。Iimlしで放射条線が施される。釉調は水行色で不透明である。索地は

灰色を情し、緻密である。26はl’l(lf1の1情類の盗である。11径は復．Jじで9.8cmを測る。内[h開は緑｝火色を呈

し、加）｛ ・透明度共に優れる。索地は）仮l'l色を呈 し、やや柑い。27・ 28は常滑の製品である。27は991itの

11縁部）＇iである。28は甕である。11径は復元で49.2cmを測る。器煎に接するぐらいの1111,i広の縁術がつく 。

胎」：は）火色を呈し、器表は茶褐色を惜し、自然釉が)F}くかかる。29~33はかわらけである。29は大llllで

11径が11.5cm、底径が6.3cm、器，謁が3.1cmをil!IJる。30~33は小llliで概ね口径は7.0cm前後、底径は5.0cm

前後、器，i：jは1.5cm前後をillljる。9胎 1：はいずれも淡柁色～棺色を限し、粉質で焼成は良好である。

土堀9出土遺物 （岡23-34~36)

34~36はかわらけの人」Illである。各々、口径は11.5cm ・ 12. 5cm ・ 13. 0cm、底径は7.8cm・ 7.8cm ・ 9.0 

cm、器闘は3.0cm前後をillilる。llfil：は淡橙色を呈し、微砂を含み、粉質である。焼成は良好である。

土壊10出土遺物 （図23-37・ :18) 

37は美濃系山茶碗である。復冗でII径は14.0cm、底径は5.8cm、器高は5.8cmを測る。胎 1：は）火色を吊

し、 I：紅緻である 。 逆ー．．角形の低い，•,':j台が付き、高台蟷部には籾殻痕が認められる。 内底部に屯ね焼きの

痕がみられる。38はかわらけである。11径は7.4cm、底径は5.0cm、器，崎は1.8cmを測る。器増中位に強

い稜が人り、底部は厚めに切り離されている。胎土はJJJL色をばし、粉質で焼成は良奸である。

かわらけ溜り 3 （図24)

かわらけ溜り 3はC~D-3グリッド付近、悔抜約9.3mに検／l',された。南半は試掘堀によってり）ら

れ、その範1mは不明である。南北輻は340cmを測る。かわらけ12,’・'．iから形成される。

かわらけ溜り 3出土遺物 (I叱125)

図25はかわらけ溜り 3/:II|．．の1又l不し得たかわらけ12，点である。 1~9は大jlllである。 l・ 2の11径は

11. 5cm前後、底径が7.2cm ・ 6. 5cm、器閥が各々3.0cm ・ 4. 0cmを測る。 3~9の口径は12.Ocm~ 14. 0cm前

後、底径は8.Ocm~9. 0cm前後、器，科は3.5cm前後を測る。］0~12は小．IJILである。口径は7.Ocm~7. 5cm、

底径は5.Ocm~5. 5cm前後、器，貨はl.6cmを測る。概ね器樅は緩やかに外lhjきに立ち上がり 、1本部器原は
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薄手である。また、 2の器』こには

煤が付杓し、灯lujlIllに1史）11してし‘

る。12の底部Iド央には0.5c!］］程度

の穴が穿たれている。胎 tは2.

3 ・ 10~12が）l）し色を吊し、 I ・ 4 

~9が柁色を呈す。いずれも 微砂

を含み、粉質である。

かわらけ溜り 4 (I叉126)

かわらけ淵り 4はE・-2グリ ッ

ド・iilj：抜約9.5m付近、調介I><:束

部の l: ） ‘j•1詳周辺に小似のかわらけ

がまとまって検/11された。

かわらけ溜り 4出土遺物 (I叉127)

かわらけ溜り 4 からは、 l~l,1~ し

得たものでかわらけ 6点 ．1：製品

図25 かわらけ溜り 3出土遺物 l、1,'.(で、この他、かわらけの小破

片が111土した。 1~6はかわらけである。 1~3は大llllで11径は13.0cml前後、底径は7.5cm ~8. 0cm、器

1謁は3.2cm~4. 0cmをillljる。1本部器匝は0.4cm1前後で薄く、器煎は緩やかに、［ちヒがる。 4~6は小IIILで

ある。口径は7.8cn]前後、底径は5.5~6. 0cm、器佑jはI.8cmHii後をiJliJる。 4・ 5は底径が）ムく、器附はや

や雨直気味に立ち上がる。 6は器様が外に1荊く 。胎 1：は 1~ 5が橙色を鼠し、粉質で、微砂を含む。 6

は）JIL色を星 し、粉質で、微砂を多く含む。

7はかわらけ質の器の邸台if|i片である1l'．,：径は6.Ocmriii後、）厚さは汲）く部で2.4cmを測る。中央部は1り錐

形にftみ、周緑は磨滅している。 llhl•,．はかわらけに似ており、明肌色を足し、粉質だが、微砂を多く含

み、表曲はざらっく 。

2面出土遺物 (IXl28~31)

図28-I ~30は磁器である。1~14は廿磁である。1~7は蓮弁文碗である。1~3は「l径が復元で各々、

14. 8cm ・ 12. 5cm ・ 14. 5cmをillllる。1・4は述弁のlμiiが広いタイプで、 2・3・5はlPiiの狭いタイプである。3

゜
E-2 の11縁端は外反する。釉調は、 1・3・5は緑味灰色を惜し、光沢に1秘れ、 1は透lリj

度が良い。4は黄1火色を足し、光沢 ・透明度に條れる。2・5は緑～廿味水甘色を旱

す。微気泡多くィ；；透明である。光沢は良い。3は涙緑）火色を型し、微気泡多く小透

誓
屈

＼ E-3 

゜
lm 

図26 かわらけ溜り4

＼ ロニ又

ニロロ
図27 かわらけ溜り 4出土遺物
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図28 2面出土遺物 (1)

明である。素地は概ね、灰味白色を歴し、緻密である。4は灰色を呈す。8は述弁文の折れ縁鉢である。I」

径は復元で10.5cmを測る。釉調は淡水青色を星 し、微気泡多く、失透している。9は百合口の碗である。

釉調は淡水青色を呈し、微気泡のため失透。口径は小破片のため不明である。1(）は無文の碗である。釉調

は灰味脊緑色を呈す。11は折れ縁鉢である。Ll1手は復元で14.4cmをiJIlる。釉調は黄灰色を吊し、光沢に後

れ、微気泡多 く、 細かく貰入が入る。12・ 13はIIJlである。底径は12が10.0cm、13が復元で10.0cmを測る。釉

調はいずれも青緑色を呈し、釉／名駆く、微気泡多く失透している。素地は灰味白色を星し、級密で、黒色

微細粒を含む。12の内而の器表には細かく擦痕が諮められる。14は香炉類の底部片である。釉調は灰味

緑色を早し、釉層｝浮く 、微気泡が多いため失透している。貼り付け文の一部が残る。15~23は白磁である。

15~21は口冗である。15・18・21は口縁端が外反する。16は器邸が2.0cm,前後の浅いlllになる。釉調は概

ね淡青味白色～白色～灰白色～灰色を呈し、釉｝付は薄く、光沢 ・透明度は良い。索地は白色で緻密である。

22は型押しのllllである。牡丹文が施される。釉調は白色で、光沢 ・透明度に俊れる。素地は白色で緻密で

ある。傾きは小破片のため不明である。23は合チの器である。「l径は復元で4.6cmを測る。咽押 しで虹化

文が施される。釉調は若干青味のある灰味白色を星し、釉層源く 、光沢・透lリJ度に優れる。索地は白色で

緻密である。24~30は青白磁である。24は梅瓶の底部である。釉調は水百色を屋し、光沢は良い。微気泡

のため炸干失透気味である。外側底部付近に 2条の沈線が人る。索地は白色で黒色微細粒がやや目立ち、
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図29 2面出土遺物 (2)

若千粗い。25は壷の盗である。口径は5.0cm、器高は2.5cmを測る。型押しで放射線状の条線が施される。

釉調は水青色を呈し、 光沢は良い。透明度はやや劣る。索地は灰白色を呈し、黒色微細粒を含む。26は小

壺である。LI径は復元で3.0cmを測る。器表は再火のため釉が著しく浴融している。釉調は水行色を星す。

素地は白色で緻密である。27は香炉の把手部）ヤである。口径は復元で8.5cmを測る。釉調は水青色を呈 し、

透明度は良い。28~30は獣面の三脚付き香炉である。同一個体である可能性がある。底径は復元で5.0cm

を測る。釉調は水青色を呈 し、光沢・透明度共にとても良い。素地は白色を呈し、 若干粗い。獣面脚は指

で形作られ、胴部下位に貼り付けられる。

図28-31~37は瀬戸の製品である。31~33はおろしJillである。34・ 35は折れ縁鉢である。復元で31の
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n行は14.5cm、32の底径は10.0cmを測る。釉調はいずれも淡緑1火色を里 し、光沢が良い。胎 l：は灰白色

を足し、やや粉質で0.1cm以下のI’l色微石粒を含む。36・ 37は人れ子である。36は底部），1・で、復｝じで底

径は4.0cmを測る。釉はかからず、胎土は乳1'I色を閑す。内底1(1iには紅の痕が，認められる。37は口径が

5.0cm、底径が3.2cm、器高が1.2cmを測る。「l縁端から内恨IJI（りにかけて、fl然釉が認められる。llfi土は

灰色を星 し、社 I判 い。底部は1111転糸切りである。

l翌128-38は111茶碗である。LI径は復元で15.0cmをiJllJる。口絲 l‘・で体h|i器躯が紺くなる。llf;|：は灰l出色

を早し、 0.1cm大の1'1色れ粒を多く含み、粗い。

図28-39~51はIll茶碗窯系こね鉢である。39~43は1―I{苓の復｝じできたもので、各々、 33.4cm ・ 29. 6cm 

・ 24. 0cm ・ 28. 0cm ・ 21. 6cmを測る。11縁の形は39~41.47. 48は肥厚し、丸味をもっておわり 、42は外

反しておわり、 43・ 49は「l縁端に 1条の沈線が人る。44~46・ 50 ・ 51は底部である。44・ 4 5 ・ 50 ・ 51は

高合が剥がれている。42の外面には煤が付着している。46の内而には紅色頻料が残る。内側は底l(liを中

心に、 I.ff滅が著しい。49は口縁部を引き出して柱ぎ11を作っている。胎 tは39・ 40 ・ 44 ・ 4:3 ・ 47~5(）は

青味灰色～灰色を、 46は褐灰色を用し、 0.1cm以 1:0)白色微石粒を多く含み、机い。41・ 42 ・ 45 ・ 5]は

赤味灰lJ―1色～灰1-'-1色を閑し、0.5cm人の白色右粒を含み、粉性がある。

図29-I ~38は‘iit沿の製品である。 1~8ば哨灯lである。 I・ 2 は口縁；・~IIで 1 1径は復元で各々 10. 7cm 

・ 8. 5cmを測る。 1・ 2共に縁幣が付く 。 3~8は底部である。 3・ 5 ~ 7は直線flりな胴部をもち、 4

. 8は丸味を持って立ち上がる。 9~33は甍である。 9・ 10は小刑で口径は復｝しで16.0cmriii後を測る。

また、緑術の幅は狭い。11~16のLI径は復元で各々、 30.0cm ・ 38. 0cm ・ 41. 6cm ・ 39. 0cm ・ 50. 0cm ・ 54. 8 

cmを測る。口縁部はN字状の縁術が付く 。21は船の広い縁幣が付く 。22~33は央の底部である。すべて、

砂底で、内側にははっきりと指頭痕が残る C 34~38はこね鉢である。34・ 35のII縁端は角張り、 35は11

縁部を1）l出して、注ぎl_1を付けている。36~38は底部）ヤで、内l（りは磨滅している。常滑製品の胎土は27

が胄味）火色を呈 し、 0.1cm以下の白色石粒が多く含まれる。11・ 12 ・ 16 ・ 30 ・ 38は橙褐色を＇社し、 I~ 

10 ・ 13~15 ・ 17~26 ・ 28 ・ 29 ・ 31~37は灰色を閑し、 l.O~O. !cm以ドの白色石粒を多く含み、粗い。 ま

た、甕の底部の内l(liには自然釉が多くかかる。 1の内而には煤が付着している。10と22はlll蛉II片がない

ため確定はできないが胎土と器表の観察から、 IHJ•個体の I!［能↑化が高い。

図29-39は亀111の央の胴部片である。胎土は1リl1火色を呈 し、微イ＿i粒を含む。外面は格 f・文のII|]き目が、

内面は箆撫で調賂痕が残る。

図30-1 ~ 6は火鉢である。11径は復元で lが:i6.0cm、 2が:15.2cmを測る。 I ・ 3 ・ 4は土器質の胎

上で、2・ 5 ・ 6は比例の）l合1：である。 6は菊化文のスタンプが施される。器Jとは黒色処郎がなされて

いる。 ］と2の胴部 1-.1立には穴が穿たれている。

図30-7はかわらけ質の土銅の鍔部）ヤである。Ilfi土は肌色を星し、粉質で微砂を含む。

図3lはかわらけである。 2而/-IiI：のかわらけは大小の 2法歴に大別され、人llllのl-1径は小振のものがIJ

立つ。 l~35は火JIilである。 l~29の口径はll.5cm~l3.0cm、底径は7.0~8. 0cm、器｛品は3.5cm前後を

測る。30~35の口径は10.Ocm~ 11. 0cm前後、底径は6.Ocm~7. 5cm1前後、器硲は3.Ocm~4. (kmを測る。概

ね、器形はやや浅く 、器槌は直線(lりに開く 。）l合1．は11i猜橙色～杓色～1．叩）し色～JJJL色を早す。粉質がつよく、

微砂を含む。 1~ 4 ・ 19等は雑な作りで、24・ 25~29は丁布に調格がなされている。

36~ 101は小llllである。36~99は11径は7.5~8. 0cm、器i謁は1.5~ I. 8cm、底径は5.0cmiiij後をillllる。100

・ l OJは17径が6.0cm、器高がI.8cm、底径が4.0cmをillljる。器形は36~97は浅く、イ本部器J以は0.6cm前後

でI!;.い。98~101は器高が深く、底径が小さく、イ本部器厚は0.4cm 11ii後で歯い。胎上は50~55が赤橙色で、
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図30 2面出士遺物 (3)

胎芯は黒色を惜す。68・ 91 ・ 96 ・ 97は橙色を塁 し、机い。その他は）JJL色を吊す。いずれも微砂を含み、

粉質がつよい。また、 4・ 5 ・ 8 ・ 13 ・ 26 ・ 30 ・ :~9 ・ 4 2 ・ 61 ・ 8:-l ・ 90 ・ 92 ・ 101 ・ 102は器表に煤が付沿

しており、 、J:J1リll||lとして1史）IJしたであろう 。

図32-1 ~ 3は(i）[磨痕のある11k.fJ'rで、 I ・ 2は常滑、 3は須忠である。4~7は金屈製111111で4は銅製

の鋲、 5 ・ 6は鉄製の釘、7は鉄槌である。8~11は銭である。 8・ 9はJじ股通貨、10は）じ裕辿茫i、11

は型宋Jじ費である。12・ 13はイjJiである。12は淡茶褐色を'・,iし、llijI(l［に餅と悴とが冗い辿いに作られてい

る。13は黒）火色を見す。14~24は砥hである。14~17は流砥である。l8~24はイl：上げ砥である。25~27

は滑れの鋭である。25は内側liりに蛇のLIに彫り込みがある。LI径は復元で22.6cmを測る。28は怪石であ

る。29は碁イ］である。30~33は火打ちれである。
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4) 3 l(iiの追構と辿物

3面は 2而下約45cm、悔抜=:9.00111付近に検出され、ほぼ平州である。 3 ILLiからは調壺lヌ全域に拡が

る掘立柱建物を検Il}した。 3 1f1iに属する追梢は掘立杜建物 lh|.． I滉成 2穴．かわらけ溜り 1址である。

また、調杏Ix：東部にはかわらけ片による地業l(li、i村部には孤化l(liが確認された。ifll上からは下駄 ・曲物

等が出土している。

かわらけ片地業面 （l叉133・ I部159)

細かく砕いたかわらけ片を突き固めた地業面が調介区東部、悔抜約9.0m付近に検/・I¥された。最大幅、

束1}__g460cm、1¥i北840cmを測る。この地業1(iは折li立柱建物 2のI禾I‘.（こまでおよび、 さらに、東・南 ・北部
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図33 3面全体図．掘立柱建物 2
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□□三玄
柱穴60

¥ l亡づク2

柱穴63

て□□三図
柱穴66

0 5cm 
9 . I 

図34 掘立柱建物2

出土迫物

は調介区外に｝ムがり、隣接する「佐助ヶ谷追跡 ・｛l,：JJ）J ・ j. | | 450番24地、'•9ょ」 の

4面の西部に1Iilレベルで検／1¥されている。

掘立柱建物 2(I蛇133)

掘．V札建物 2は調4淑仝域にわたって検11,1した。悔抜は約9.04mである。，汁

141 Iから成る。柱間は 3|iijx 3 1iilで、さ らに，凋介区外に）ムがる rII能性がある。

柱11りは芯々で約200cmを測る。柱穴の規校は直径が32~1l'1c11]、深さが14~20cm 

を測る 。 ·‘|’•l(Ii)fクは 1月形を兄す。 杜穴59~61 ・ G4 ・ 67~70 ・ 72の底部には9以さ:3.0 

~4. 0cmの礎板が残る。1H北軋lI線）jlr1]はN-23° -Eである。また、隣接する「佐

助 ヶ谷辿跡・イI,:助 ・丁13450番24地点」のI！り部には刺l線）j向をllllじくする杜穴

3 I Iが検出 された。その距離は当址の東端から約264(.̀111を測る。掘立杜建物に

伴う坊化が0)枯築物であるlIj能性が考えられる。

掘立柱建物2出土遺物 (I妥l34)

それぞれの柱穴からかわらけが出 l：した。 1は杜穴60からtl1土した。IJ径は復｝Cで7.2cm、底径は5.0

cm、器高はI.6cmを測る。 2は柱穴63から/JI士した。11径は7.7cm、底径は5.4cm、器蒻はI.7cmを測る。

3は柱穴66から1li」：した。11径は8.0cm、底径は5.7cm、器閥は1.7cmを測る。）l合l：はいずれもll)し色を旱

し、粉質で、微砂を多く含む。

土堀11• 12（図35)

土りliil]はE-1グリッド付近、悔抜約9.00mで検！LIした。直径は南北102cm、東世86cmを測 り、イ湘幣

円形を星す。深さは検IIilflIから 8cmを測り、浅い。

土城l2はB-2グリッド付近、悔抜9.00mで検/11した。直径は南北88cm、東l唐66cmを測り、 -rf・J11 J形を

星す。深さは検出而から28cmをil[IJる。

土壌11出土遺物 （圏36)

l ・ 2はかわらけである。口径は7.5cm、器高はl.3cm ・ 1. 5cm、底径は5.8cmを測る。胎土は）JJL色を呈

し、粉質で、微砂を含む。器聖は外に開いて立ち l1．がり、器形は浅い。

かわらけ溜り 5 （柊l37)

かわらけ溜り 5はC~D-1~3グリッド付近にかわらけがl又1示し得たもので87、1ばがまとまって検11.I

された。検出レベルは悔抜9.IOmである。規模は南北が400cm、東西が260cmをillIjる。

かわらけ溜り 5出土遺物 (I送138・ 39) 

図38-1 ~ 3は甘磁である。 1・ 2は述弁文碗である。 1のLI径は復元で10.5cmを測る。釉潤は百灰

色を用し、光沢はとても艮い。気泡のため、失透し、白濁している。索地は1火色を呈し、緻密である。

2の釉瀾は緑1!f色を呈し、素地は）火l'―l色で緻密である。 3は折れ縁鉢である。11径は復元で19.4cmを測

土塙11 土壌12
E: B3 B-2 

る。釉調は竹緑色を坐 し、微気泡多くイ没透明である。索地
+ ... + 

ハ＼
ー イ乏 は白色を昆 し、級密である。図38-5 ・ 6は山茶碗窯系こ

v ロ ロニヲ ね鉢である。6の口径は復元で29.

9.100m - , 2 cmを測る。いずれも口縁端に 1

9.100m - 、---三- ＼-=ク?2 条の沈線が入る。胎：卜は1天色を里

0 4m O 5cm 
l . I 

し、白色,{:j粒を含み粗い。図38-

図35 土堀11• 12 図36 土堀11出土遺物 7は鉄製の釘。図38-8は天秘通
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図39はかわらけで

ある。 I ~50は大IIIL

⑭ 4ふ

， a? 

゜の、4

＇ 
忍

C•3 ‘ 

e 

である。11径は11.() 

cm~ 12. 5cm、底径は

1 ~36が7.5cm~9. 0 

cm、37・ 50が6.5cm 

~7. 5cm器高は3.0cm 

~4. 0cmを測る。

~36は底径が広く、

LI径との弟が小さい。

器墜は取il'［気味に 1•L

ち」てがる。休部器）1;i:

は1.Ocm1lii後を測り、

LI縁端は細身になっ

ておわる。胎土は赤

味橙色 ．lllL色を昆 し、

微砂を含み、粉質だ

が器表はざらっく 。

37~49は器墜が外に

開き、胎 tは粉質で

微砂を含む。50は1本

部器厚が0.4cm前後

を測り、隙い。胎土は1リ」）JJL色を吊 し、粉質で、微砂を含むが、粕緻である。51・ 52は中llllである。1及元

¥ 4 • 

図37、かわらけ溜り 5

｀ヽ

6
 

8
C
o
o
e
 

゜
1m 

でII径は10.3cm ・ 10. 6cm、底径は5.5cm ・ 7. 0cm、器麻は3.5cmを測る。器形は底径が小さく 、器閥の深

いタイプである。胎 1：は明IJIL色を出 し、粉質で微砂を含むが、米青緻である。

図39-53~87は小Jfllである。53は手づくねかわらけである。口径は7.3cm、底径は6.3cm、器高はI.7 

cmを測る。底径は広く、平らで、浅いタ イプである。ll台1：はIJJL色を吊し、粉質で微砂を含む。54~86は

n径が8.0cm1前後、底径が5.5cm前後、器悩が1.5cm~2. 0cmを測る。Jjf;-1：は53~59が｝llL色、60~86は椅色

を里す。共に粉質で微砂を含み、 60~86はやや粗い。

器形は底径が）ムく、浅いタイプである。87はLI径が7.5 

cm、底径が4.5cm、器翡が2.2cmを測る。底径は小さめ

で、深手のllllである。器煎は緩やかなカープを描いて

立ち上がる。器墜は0.4cm前後と薄い。胎土は白色の

強いJJJL色を呈 し、微砂を含み、とくに黒色微細粒が目

立つ。13・ 16 ・ 26 ・ 32 ・ 38 ・ 42 ・ 45 ・ 47 ・ 66 ・ 67 ・ 73 

・ 75 ・ 77 ・ 78 ・ 84 ・ 85は口縁部を中心に煤が付消し、

灯1リllmとして使用している。

ロー］
貫

L
図38

フ2

0 5cm 
l ・ I 

. K 
0 5cm ,. 
9 , 
]『噌 7~809

ロ
かわらけ溜り5出土遺物 (1)
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図39 かわらけ溜り 5出土遺物 (2)

-107-



＼
 

， 

ぶ 1 -9/ □] 
？`  f仄＼

しふ心
ガ

3 ・ヽ 4 ▽、
ロ

l--
| 、9/

‘ 

> -- 三/

／
パ

ー

ー

／

1
7f17/
 

Tー
／
〗＼

1
9
0

[f ―
一
ー
プ〗

゜
文こ―-ナー -z― 9 

: 10cm 

口ーローで;-7.
［贔--

．9
|

ー

ー

H
Uり 諏ー2 

•『' 16

図40 3面出土遺物 (1)

3面出土還物 (I又140~43)

図40-1 ~12は磁器である。 1~6は青磁 。 1~3は辿弁又碗である。 1のU径は復元で15.0cmをillll

る。釉調は 1が黄灰色、 2 ・ 3が村緑色を呆す。概ね光沢に1必れ、 l ・ 3は透明度がよい。索地は灰l’l

色を ＇礼し、黒色微細粒を含みl：怪緻である。 4は碗の）lI蒻li/1で割れ11に接着JIlの漆が付沿している。 5は

蓮弁文の鉢である。底径は復元でJO.0cmを測る。釉調は誤い水刊色を旱し、細かく 11人が人り、微気泡

多く小透明である。光沢は優れる。 6は大Fll[！の碗である。lI径は復元で10.5cmをillllりる。器形は器峨

I．．位でいったんくびれ、角度を変えて外向き に立ち I-．．がる。釉湖は青緑色を ＇仕し、微気泡多く不透明で

ある。器表は再火のためやや）l）し流れする。索地は1天白色を'1lし、墜緻である。 7~9はl_'.__1磁である。7
 

. 8はIIJLllllである。 7の口径は復）じで11.8cmを測る。 7 ・ 8共に釉調は9火1'1色を呈し、透明度・加），I

共に條れる。素地は,,,色を居し、咲級である。 9は印花文のllllである。『J|）りに霜文と9;！i-,｝［文、周緑には

陰刻で輪化文が施される。n径は似Jじで8.8cmを測る。釉調は沿んだrl色で、光沢は優れる。索地は1’I

色を＇仕し、級密である 。10~12は，iif1磁である。l(）は辿弁文の碗である。外I(liには 2段に辿弁文が施さ

れる。内l(IIには粛Il花文が施される。l.1径は復）じで15.0cmを測る。釉調は澄んだ水脊色を閑し、光沢・透

明度共に俊れる。ごく薄く施釉されl.!.［人が人る。索地は灰味I'―l色を呈 し、黒色微細粒を含む。中国・）じ

の時代のもので、市内逍跡からの検III例は少ない。11・ 12は梅瓶の胴部片である。釉瀾は水村色を呈し、

微気泡多くやや失透する。12は再火のため器表が）JJし況れする。索地は概ね灰l2l色で黒色微細粒を含む。

図40-13~15はlll茶碗窯系こね鉢である。13・ 14は[lt桑端部が丸味をも っておわり、 15はやや角張る。

概ね胎 1：は灰色を阜し、 白 ・、り．＼色石粒を多く含み、柑い。焼成は良好である。

図40-16~19は‘iit滑である。16は壷である。11径は復冗で8.8cmを測る。頚部付根から1け部にかけて

2条の沈線が認められる。外面i肘部は横位のへら削り、内Ihil)i部はユビナデ濶格が施される。胎土は灰

色を'ilし、白色石粒を含む。17~19はこね鉢である。復元で17の口径は34.0cm、底径はl.3.6cm、器，fiは
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図42 3面出土遺物 (3)

13.4cmをil!ljる。llti|：はII行紫色を早し、白色石粒 ・微砂を含む。内底而は班滅している。11縁端は窪んで

いる。18は底部片である。底径は復元で18.0cmを測る。19は口縁部片である。18・ 19共に胎土は1天茶褐

色を坐し、白色イi粒を含み粗い。また、内面iは磨滅している。

図40-20は火鉢である。復元でLl径は33.6cm ・底径は23.2cm ・器扁は10.2cmを測る。）恰士は1天色で瓦

質である。

図41・ 42はかわらけである。柊I4l-1 ~52は大llllである。 1~50は概ね、口径は10.Ocrn~ 14. 0cm、底

径は7.Ocm~9. 4cm、器高は3.Ocm~4. 0cmを測る。イ本部器厚は1.0cm前後と1厚手で、底径が広い。また、

外器聖には指ナデによる調幣時の稜線が強く残り 、器表は滑らかでない。胎 卜は笏湛H色～赤橙褐色～橙

褐色 ・茶褐色～灰褐色を足 し、2・ 4 ・ 12~ 14 ・ 17 ・ 18 ・ 25 ・ 26 ・ 28~35 ・ 42 ・ 44~49は砂質で、その
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図43 3面出土造物 (4)

他は粉質である。焼成は概ね良好である。 6 ・ 7 ・ 19 ・ 20 ・ 24 ・ 25 ・ 30~32 ・ 36 ・ 37 ・ 38は器表に灯明

IIILとして使用時に付舒したと考え得る煤が認められる。51・ 55は各々口径が13.6cm ・ 14. 0cm、底径は7.

2 cm ・ 8. 5cm、器硲が3.6cm ・ 3. 8cmを測る。イ本部器原は0.6cm前後で隙手で、器盤は緩やかにカープを描

きながら立ち上がる。胎土は1月肌色を呈し、砂質である。

圏41-53~55は1:I―I1ll1である。各々 、 口径は11.1cm ・ 10. 5cm ・ 11. 2cm、底径は6.0cm ・ 5. 6cm ・ 6. 0cm、

器高は3.5cm ・ 3. 6cm ・ 3. Oen]を測る。イ本部器原は0.5cm前後を測り 、ii炉手で、底径が狭く、器壁は滑らか

に立ち上がり、禅手深llll型である。胎 1こは暗肌色～赤橙色を呈し、粉質である。焼成は良好である。

図42-1 ~ 103は小llllである。 I ・ 2は手づくねの製品である。各々 、 口径は8.0cm ・ 7. 6cm、底径は

6. 6cm ・ 5. 8cm、器高は1.6cm ・ l. 5cmを測る。胎土は橙褐色・淡肌色を呈 し、粉質である。3 ~100は概

ね、 口径が7.5cm~8. 2cm、底径が5.Ocm~6. 0cm、器形が1.5cm~2. 0cmを測る。体部器匝は0.8cm前後を

測り、 原手で、浅い器形である。器艇は外向きに立ち上がる。胎土はII音J』し色～灰褐色 ・茶褐色～暗橙色

～赤橙色～橙色を呈し、粉質と砂質の割合は半々である。焼成は良好。40の器表には煤が付箔している。

101 ~103は各々 、 口径が7.5cm ・ 8. 0cm ・ 7. 1cm、底径が4.7cm ・ 5. 5cm ・ 3. 6cm、器高が1.8cm ・ 2. 3cm ・ 2. 1 

cmを測る。体部器厚が0.4cm前後を測り、 ii炉手深．llll型である。

固42-104~106は内折れかわらけである。各々 、 口径は4.4cm ・ 4. 6cm ・ 4. 1cm、底径は3.6cm ・ 3. 2cm 

・ 3. 3cm、器高は0.8cm ・ 1. 0cm ・ 0. 8cmを測る。胎土は橙色を呈し、粉質である。焼成は良好。

図42-107・ 108は懸害かわらけである。107は底径が復元で8.0cmを測り、胎士は肌色を呈し、粉質で
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ある。外側而1ヽ一位、立ち上がり部分に髭、外底1f1iに柑 .~;,1．、と、思われる人而の鳩害が施される。 108は

胎 l：は橙色を早し、粉質である。外底1(1iに11(．輪状の斗い｝が施される。

図43-l . 2 は l~l かわらけである。 1 は手づくねの製品である。 11径は復元で10. 6cmを測る。胎土は

白色を吊し、黒色微砂を多く含む。焼成は艮好である。2はろくろ格形の製品である。復元で17径は11.0 

cm、底径は5.2cm、器似jは3.7cn]を測る。胎 1：は白褐色を惜し、！！．，.色微砂を含む。焼）成は良好である。

図43-3は鉄製の釘である。長さは4.7cm、輻は3.0cmを測る。

図43-4は・¥'l製，＇IIiである。材質はJ1位である。）ll途はイ'Iリ］。両瑞が欠・Hiしている。幅は0.5cm、lりさは

0.2cmを測る。

図43-5 ~ 7は石製品である。 5は砥れである。材質は泥岩で、 llif灰色を与けす。 6・ 7は硯である。

6は黒灰色を用し、表而には漆が派られている。

lgl43-8 ・ 9は漆器である。 8はIIIL。患地に朱でl}、J1f1iと外側I(liに車輪が手描きで施される。浅い佑j台

がつく 。11径は10.0cm、底径は7.2cm、器邸はI.0cm、1本部器彫は0.2cm前後を測る。8は椀である。黒

漆で無文である。外底I(Iiには漆は施されない。0.1cm利の閥台がつく 。

1:;{143-10は ド駄である。辿イf状態はかなり悪く、歯の部分は焼け1.I.-；げ、炭化している。追存最大長で

22.0cm、幅8.5cm、JIiiさ0.8cmを測る。

l図14:3-I 1 ・ 12は須出の党の9lIlifi1iltである。いずれも胎 1：は灰色を＇社し、緻密である 。外lf1iには1l|lき文

が認められる。以 I・.2、’・Iiは l渭りからの混人111111である。
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5) 4 l(liの追梢と追物

41（りは 3Tuii直 l‘. 、 iilf.抜 ~8,900m付近に検/:IIされ、ほぼ斗tJU_である。 41面からは礎石建物，礎右建物

にともなう土り廣 3J,1~ ． 板囲い状辿構・かわらけifti り 2 J.1|．．が検Illした。また、板囲い状追構の周囲にはIMJ

辿のあると考え得る礎板列か検出した。瀾杏Lx怜i東部にはかわらけ）ヤによる地業面）文び硬化面が確認さ

れた。

調介区南東部に確認したかわらけ片による地業i(liはWi北約3.0m、束I)4約 1.4mに）ムがりを見せる。そ

の 1fri上レベルは悔抜~8. 85mである。

調fl:12{南部に確認した硬化lf1iは僻状に 2本である。その範llりは2.8111 X 0. 52mと2.4rnx0.2mである。

而．k レベルは悔抜~8. 88mである。これらの硬化而の持つ性格は今回の調介では確認できなかった。

また、これらのかわらけ片地業l(li及び、硬化面は府位を異にするが、 3 i(liのほぼlnJじ位骰にも検IlIして

いる。
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ò 

函
に

At5 

-「試掘=-・¥
L•一」

g
 

C:;:5 
9-～‘--ヽ
, ‘`‘ 

／ 硬化面 ｀`｀------~ -----、・̀------•---- I 

~~、j

゜
咋 と9,! ? 

d' I 

。◎
 

0, 
t.-3 

’ 

0-
C 

}
¥
＼
 

l

業

一ク

l

地1

:
5
 

i

]
-+
 

ら

＿
E

、J

ヽ

ゎ‘. 力

l

ヽ

ヽ
／

f

、

-
'
-
l

‘ヽ、

/

l

け

業

、

ら
地

／
 

ー

ー

し

（
 

i
ー

1

ゎ
ヤ
か

ヽ
i

、
ヽ
ヽ

／
 

9-`~ -ヽ``~ ‘‘ 
一、、通蒻i----1

―̀一

＇ の

府

゜
4m 

図44 4面全体図

-ll3-



礎石建物(|叉144)

礎石建物は 3ライン以北に検

出された。洵抜は約9.00mであ

る。南北軸線方位はN-29゚ー

Eである。-ヽ11.IJl：の北半は調究l凶

外に広がり、その全容は明らか

土堀15 土壊14 土凛13
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でない。南北を軸にする 3本の 図45 土堀13• 14 • 15 

木製士台と 3個の安山岩から柚成されていた。本製土台間の距離は、芯々で西から200cm・ 210cmを測る。

東の木製土台から礎石までの距離は120cm、礎イiliijの距離は芯々で南北が210cm、束jJりが100cmをillllる。

西の木製土台から礎石までは65cmをi)lljる。木製：：1：台はいずれも途中で切られている。l！月の木製十．台はlfj

から115cmで、鉤型に切れ、切り込みのない本製土台がつづく 。中央の木製土台はl¥)から60cmで1u1型に

切り込まれ、 33cm悩いて、 1njじく凹型に切り込まれた木製土台がつづく 。廃材の再利）IJであろう。東の

木製土台は172cmで柱穴が1u1mき、その先にさらに木製土台かつづく 。柱穴の直径は30cmをiJlljり、平

而形は1:rj形を呈す。深さは検出l(liから14.0cmを測る。礎石は大きいもので30cm1前後、小さいもので20cm

前後を測る。また、木製士台と本製上台との間に 3基の上堀が検Illした。東の木製上台付近からは瓜科

の植物の種がまとまって検Illした。（写哀図版PL3H)

土壊13・14・15（図44・ 45) 

土城13はD-2グリッド付近に検出した。検IIIレベルは悔抜8.94mである。‘I勺(li形は南北に長い隅丸

方形を星し、直径は南北軸が128cm· 東西軸が92cmを測る 。 深さは検I•I•1面より 40cmを測り、断面形は逆

台形を里する。底面から15cm利の厚さで、 II音媒褐色の悔砂が堆梢している。(r:P)1'!1のほぼil't上から、栗の

実の表皮がまとまって出上 した。

土城14はC-2グリッド付近検出した。検/11レベルは悔抜8.94mである。平面形は南北に長い隅丸方

形を呈 し、直径は南北軸が120cm、東西軸が86cmを測る。深さは検出l面より40cmを測り、断面形は逆台

形を呈する。底面から20cm程の厚さで、暗褐色の悔砂が堆梢している。

土城15はB-2グリッド付近に検出した。検Il1レベルは悔抜8.94mである。西部は調介区外である。

平面形は1f(；定で南北に長い1叫丸）i形を呈 し、 i1切径は南北軸が108cmを測る。深さは検HI面より30cmを測

る。断而形はおそらく逆台形を呈する。底ihiから12cm程の厚さに！］；＼褐色の洵砂が堆枯している。

士檄13~15にみられる II酎•黒褐色の海砂は：l灌災廃菓時の覆土ではなく、土駆'i使JIj II：かに狸設されたものと

考えられ、何らかの明確なU的を持って設悦されたと考えうるが、その用途は現時、点では不明である。

土堀13出土遺物 （図46)

図46-] はかわらけである。 17径は ］ 3.0cm、底径は9. 0cm、器，•,::j は3.4cmを測る 。 Jlf,| ．．はJ])し色を旱す。

器表には煤が付消する。1叉146-2 ・ 3は木製の袴である。各々、長さは辿存部で11.4cm ・ 12. 0cm、太さ

は0.7cm ・ 0. 6cmを測る。図示し得たものの他に漆器片・山茶碗窯系こね鉢片 ・梨の尖の表皮が1_l_1土して

ニ一 ＼二三三~4 土堀14
1 

0 5cm 
l ↑ l 

9-----4: 2 

0 ~: 3 I c::::: 
----- .0- - -→： 5 

-.o= 

いる。

土壌13

図46 土堀13• 14 

土堀14出土遺物（図46)

屈146-4はかわらけで

: 6 ある。「l径はll. 8cm、底

径は7.8cm、器高は2.9cm

を測る。)jf;J:は灰褐色を

-114-



9,200m ~ 

w 
9,200m -

板囲い状遺構

北壁
E
 +B-3 

三 一
w E 

9,200m — 南壁

四
-~--,.,-::,,,A,.. _ ____,r― -. ー ・溜り7

9,200m.＇こ 東壁 二 i -～艇迪謎ヌ荼芯°浜論 ぅ

こ□ー 1 一三 ;. 憎
a 

9,100m ー セクション 一
a' 

i t-

<l: r 

C -？し

B' -

十三一•

＼ '<t, I 

奮—B ヽ

+C--4 

n
u
 @-c・ 

戸

巨

、
幻9,200m -

<i I 

- C' 

-ア----------B-5 

C-5 
4 

I

E
O
O
N
.
6
 

＜
 

゜
1m 

図47 板囲い状遺構

尾し、 黒色微甜l1粒を多く含み、粉質である。器表には煤が付着し、灯Iリ]Jlllとして使lljしている。屈146-

5 ・ 6は木製の箸である。各々 、 長さは辿存部で15.4cm ・ 20. 2cm、太さは0.6cm ・ 0. 8cmを測る。

土堀15出土遺物

」殷15からは固ホし得るものの IlI七はなかった。 小隈のかわらけ片・種子が11•1土 した。

なお、 土脳13~15出土の来の実の表皮および矛J,・ fは写兵1送1版 (PL34)に載せた。

板囲い状遺構 （固47)

板囲い状辿構はC-4グリッド付近に検出された。検/IIレベルは9.00mである。深さは検tli而より20

cmを測る。柑惰IIは調壺区外のため全容は明らかでないが、その規模は検出範囲で束西64cm・南北137cm

を測る。追存状態が悪かったが、北堅から10cm北に平行に板睾が検出した。板材の厚さは2.0cm前後を

測り、南および東墜はほぼ底而まで板壁が人る。さらに、当址の周辺には礎板が等間隔に検出 された。

各礎板の間liiは90cm~120cmを測る。板l)liい追構にともなう何等かの辿梢であろうか。また、北束辺に

は小規模なかわらけ淵りが検出した。連続性はあるものの岩干の時期差がある。

板囲い状遺構出土遺物 (|叉148)

当址からはかわらけ 2]ばのみの検出だった。共に、糸切りかわらけである。

図48-l. 2の口径は8.4cm ・ 8. 6cm、底径は5.6cm ・ 5. 3cm、器{,.5は1.7cm ・ 2.0 

cmを測る。Jlf1土は各々黄味灰色 ・オ登色を星し、粉質で微砂を含む。イ本部器匝は

0. 7cm1jij後を測り、やや）駐手で、浅い器形である。

＼二＇ 三ク，

¥.2 
0 5m 
I ↑ ’ 

図48 板囲い状遺構

出土遺物
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図49 かわらけ溜り 7 図50 かわらけ溜り 7出土遥物

かわらけ溜り 7 （図49)

かわらけif1／り 7はC-4グリッド付近・板囲い状追梢北東辺に検出した。検出レベルは梅抜9.72mで

ある。1叉lぶし得たものでかわらけ 6、点の小規校な辿梢である。板l用い状追梢と辿続性はあるものの杓1;

の時期芯があり、かわらけ淵り 7のほうが必ー「卜^ 1けであろう。

かわらけ溜り 7出土遺物 (I叉150)

1~4は人llllであ

る。各々、

かわらけ溜り 7からはかわらけが6点/11」：した。いずれも糸切りかわらけである。

口径は12.4cm・ 12.6cm ・ 12.0cm ・ 11.0cm、底径は8.6cm ・ 9. 2cm ・ 9. 2cm ・ 7. 6cm、器高は3.0

cm ・ 3. 2cm ・ 3. 2cm ・ 3. 2cmを測る 。 1本部器）し—i は0.8cm前後を測り、やや）'/.手である 。 )jf;|：は概ね）llL色を吊

し、粉質で微砂を含む。焼）成は良好である。 5.6は小l||lである。口径はともに8.0cm、底径は6.'1cm・ 

5.5cm、器高はI.5cmを測る。浅い器形である。ll合」：は）JJし色を呈 し、粉質で微砂を含む。焼成は良好である。

かわらけ溜り 6 （図51)

かわらけ溜り 6はD~E-3~4グリ ッド付近に検出した。検/IIレベルは浙抜8.6mである。東l)り3.0

m、南北1.6mに渡って関示し得たもので39点のかわらけ ・l'Iかわらけ． i黍器がまとま って検ILiした。

かわらけ溜り 6出土遺物 （図52)

1 ~23は大」lILである。LI径は概ね12.Ocm~ 13. 0cm、底径は7.5cm~ 

9.0cm、器邸は2.7cm~3. 5cmをiJllJる。イ本部器厚は0.7cmriii後を測り、やや厚手である。器避はさほど1}りか

図52-1 ~39はかわらけである。

ずに立ち Lがる。胎 I：はJJJL褐色～）JJL色

～淡橙色～橙色を呈 し、粉質で微砂を
0-3 9CD E-3 .,. 

ヒ

含む。焼成は艮好である。 5 ・ 11 ・ 13 

~15は器表に煤が付沿し、丈［明1lllとし

て使用したと考え得る。23は穿孔かわ

らけで、底部ほぽ中央に直径0.8cm程

の孔が1jflく。24~38は小lll1である。概

ね口径は7.3cm~9. 0cm、底径は5.0cm 

~6. 7cm、器邸は1.3cm~2. 0cmをillljる。

体部器Jりは0.6cm前後を測 り、）且手で

ある。器聖は外に1}llき気味に立ち いが

り、浅い器形を呈す。胎」ては概ね）JJL褐

色～）JIL色を呈 し、粉質で微砂を含む。

33は橙色を呈 し、砂質である。焼成は

いずれも良好である。33は器』aこ煤が
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図52 かわらけ溜り 6出土遺物

付舒する。39は内折れかわらけである。11径は5.5cm、底径は4.6c[Il、器高は1.0cmを測る。胎土は橙色

を昂 し、粉質で微砂を含む。焼成は良好。

圏52-40~42は白かわらけである。40・ 41は手づくねである。40の「l径は11.8cmを測り、 41は口径が

12.2cm、底径が7.0cm、器悩が3.0cmを測る。胎土は黄味白色を呈 し、患色砂粒はごく小最で、滑らかで

ある。42は糸切りである。11径は1:-3.0cm、底径は5.9cm、器蒻は3.9cmをillllる。胎土は白掲色を呈 し、微

砂を含む。内底而は横方向に指ナデが施される。

悩52 - 43は須忠の甍の）JI,~部｝tである。 胎 1 ：は淡l火色を止し緻密である。 ド）i1からの混人品である。ま

た、 当J:lLからは板状の漆製品が111|：したが、辿存状態が悪く、図ぶし得なかった。

4面出土遺物 (I部153・ 54) 

図53・ 54-1 ~58はかわらけである。図53は大LIilである。概ねl」径は12.Ocm~ 13. 0cmにま とまる。底

径は7.5crn~9. Oc[Il、器翡は3.Ocm~4. 0cmを測る。底径が広く、イ本部器原は0.8cm前後を測り、 原ぼった

い。胎土は多くは）l）し褐色を惜し、橙色のものもいくつか含まれる。概ね、粉質で微砂を含む。焼成は良

好である。 1・ 13 ・ 15 ・ 16 ・ 27 ・ 35 ・ 36 ・ 39 ・ 51 ・ 51 ・は器』ミに灯1リjl111としての使川時に付着したと考

え得る煤が付沿している。似154-I ~56は小川lである。 1・ 2は手づくねである。各々 、口径は8.5cm

・ 8. 2cm、底径は6.3cm ・ 5. 5cm ・器蒻はI.8cm ・ 1. 9cmを測る。llf：土は）JJL色を旱し、粉質である。 3~56 

は糸切りの製品である。概ねLl径は7.5cm~8. 5cm、底径は5.Ocm~6. 5cm、器邸はl.3cm ~ 1. 8cmを測る。
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図54 4面出土遺物 (2)

器樅は外向きに立ち 卜がり、浅い器形を吊す。胎 I：は多くが）lIL色～）l）し褐色を早し、橙色を吊するものが

いくつかある。概ね粉質で、微砂を含む。焼成は良好である。

57 ・ 58は内折れかわらけである。各々ll径は5.2cm ・ 4. 6cm、底径は4.5cm ・ 3. 5cm、器{,9:jは］．2cm・ 0. 9 

cmを測る。57の底部は彫 く切 り離される。胎 1：は57が橙包、 58がllf;'JJ)し色を星 し、いずれも粉質で微砂を

含む。焼成は良好である。

図54-59~62は磁器である。59~61は1,1磁である。59は壷のll緑部片である。LI径は復｝じで10.5cmを

測る。釉調は灰白色を旱し、光沢に俊れ、気泡多いため透明疫は悪い。索地は）火白色を＇仕し、！．［＇．色微粒

を含み級密である。60・ 61は11)じIlllである。11径は各々 10.0cm ・ 11. 4cmを測る。釉調は灰白色を且し、

光沢に極れ、微気泡が多く透lリl艇はやや悲い。索地は白色で、緻密である。62は府磁の述弁文碗のIl縁

部小片である。釉調は・1り緑色を呈し、微気泡多く不透明である。索地は）火lこl色を足し、緻密である。

l翌154-63は骨角製品である。lliiの角の）Jll上品である。JIl途は不明。

図54-61Iは漆刷毛である。刷毛の部分のみの検I廿IIである。輻は3.5cm、)り1さ0.7cm1iii後を測る。材質に

ついてはイ哨だが、 般に漆測毛は人毛が使われることが多い。出 l：地、1ばは礎石建物の）未下にあたる場

）所である。

図54-65 ・ 6Gは木製品である。）ll途ははっきりとはしないが栓として使用 した可能性が考えられる。

65は1几l角f主を閑し、縦3.4cm ・横3.7cm ・翡さ4.3cm、66は1リ柱を足し、 11兄径5.0cm ・ 1'，ばさ5.2cmを測る。
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6) 4 Billiの追梢と逍物
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図55 4 B面全体図 ．掘立柱建物3・ 4 

4 B面は 4 面直下、海抜 ""' 8.8m に検出した。 hll立柱建物 2 址が検出した。 中でも掘v•＿柱建物 3 は礎

板の逍存状態も良好で、規模が大きく、調介区全而に広がりを見せた。

掘立柱建物 3 （図55)

掘立柱建物 3は調杏区全面にわたって検/1:1された。検出レベルは海抜8.8mである。14口の柱穴から
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なり 、コの字型に展開している。さらに調究Ii外に拡がると考えられる。柱間は芯々 で210cmを測る。

南北軸線方位はN-27° -Eである。柱穴の平而形は概ね円形を呈し、直径は:15cm~45cmを測る。深さ

は検ILIl(liか ら32cm~56cmを測る。杜．穴の多くには屈さ 3cm~ 8 cmのしっかりとした礎板が残り、柱穴76

には4枚、柱穴90・ 95 ・ 88には 2枚、と復数枚が重なりあって検出された。また、柱穴96には礎板の上

に柱材が乗ったままで検出され、礎板はJ厚さ4.0cm・縦34.0cm ・横16.0cmを測り、柱材は太く 、一辺が

14.0cm、逍存高が30cmを測 り、大規校な建築物であったことが雅測し得る。柱穴89と柱穴90|｛りには柱穴

間を結ぶようにごく細い板材が検出した。

掘立柱建物 3出土遺物 （屈156)

図56-I~ 3は柱穴76から検／i1した。糸切りかわらけである。1は大Jlllで、「！径は12.0cm、底径は8.0 

cm、器凶は2.9cmを測る。胎土は/J}し色を呈し、粉質で微砂を含む。 2・ 3は小llllである。口径は共に8.0

cm、底径は5.6cm ・ 6. 0cm ・器麻は1.6cm ・ 1. 9cmを測る。底径が広く、器高の浅い器形である。胎土は肌

色・橙色を呈 し、共に粉質で微砂を含む。焼成は良好である。

図56-4 ~ 7は柱穴78から検出した。糸切りかわらけの大Jl1lである。口径は12.Ocm~ 13. 0cm、底径は

7. Ocm~8. 0cm、器邸は3.0cmJ前後を測る。底径がやや広い器形である。焼成は良好である。 4は器表に

煤の付祈がみられ、丈［明Illlであろう 。

図56-8 ・ 9は杜穴87から検出した。糸切りかわ らけの大llllである。 8の口径は13.6cm、底径は9.6 

cm、器高は3.2cm、 9の口径は11.5cm、底径は8.5cm、器高は2.8cmを測る。大lllLとしては 8はやや大振

で、 9は小振である。底径が広く、器殿は直線的に立ち上がる。）恰土はJJ)し色 ・橙色を呈 し、共に粉質で

微砂を含む。焼成は良好である。

図56-10は柱穴88から検出した。糸切りかわらけの小Jl1lである。口径は7.4cm、底径は4.4cm、器高は

1. 7cmを測る。胎土はJI)し色を呈し、 粉質で微砂を含む。焼成は良好である。

図56-11は柱穴91から検出した。糸切りかわらけの小llllである。復元で口径は8.4cm、底径は6.2cm、

器高はl.8cmを測る。胎土はJJJし褐色を＇且し 、粉質で微砂を含む。焼成は良好である。

堀立柱建物4 （柊155)

掘立柱建物 4 は B~D - 1~3 グリッド付近に検I•I I し た。 検/11 レベルは悔抜8. 9m付近である。 4 Ll 

の柱穴からなり 、T字型に展開していが、

P99に関しては底而 レベルが他の柱穴よ

り約20cm深く、他の逍梢の可能性も考え

得る。ここでは柱穴間の距離および位附

関係から同一造構として説明する。杜 1廿J

は芯々で220cmを測る。南北軸線方位は

N -27° -Eである。杜穴の平面形は概

ね円形を星し、直径は52cm~80cmを測る。

深さは検IL¥面から30cm1~1j後を測る 。 柱穴

の底祁にはいずれも礎板が検出された。

礎板は匝さ3.Ocm~4. 0cm、長さ20cm~30

cmを測る。柱 穴100には10cm~20cmの、

柱穴99には厚さ3.0cm・縦30.0cm ・横］8.0

cmの板材が複数枚重なって検出した。

＼ 口1□---1ニ
三 □
＼ 

ロニニ
ロニ
口＿二／

柱穴78

¥ 10 

柱穴88

てニロ~11
柱穴91

o 5cm 

’ ’ ’ 

図56 掘立柱建物3出土遺物
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掘立柱建物4出土遺物 (I如157)

図57-1 ~ 3は柱穴99から検/11した。いずれも糸切りか

わらけで、人IIILである。各々 、 II径は13.0cm ・ 12. 0cm ・ 12. 6 

cm、底径は7.8cm・ 7.4cm ・ 7.3cm、器高は3.0cm ・ 3. 3cm ・ 

3.8cmを測る。器煎はやや11',：線的で、外向きに 1.i．ち卜がる。

胎土は肌褐色を凶し、粉質で微砂を含む。焼成は艮好であ

る。

脳57-4は柱穴75から検Illした。水製品である。Ill途は

不明。 先端が細くなり、恨lj ,~ISにくぽみが人る。 長さ 14.5cm、

＼ / 1[ 
□ | u 柱穴99

0 5cm 
9,  1 

仁二〕 4 

幅1.5cm、似さ0.5cmを測る。 l 柱穴75

4 B面出土遺物 (|図58) 図57 掘立柱建物4出土遺物

図58-lはI1i磁の折れ緑鉢である。釉調は）火緑色を呈 し、光沢に俊れる。細かいl'［入と徹気泡のため

不透明である。索地は杓褐色～灰褐色を旱し、黒色微粒を含む。11径は復元で16.4cmを測る。

固58-2 は ‘ii~沿のこね鉢である。 11縁の注11部片である。 断Iui形の四角い11縁形である。 1 1縁端が窪

む。）Jf;I：は茶褐色を星 し、白色イi粒を含み机い。

固58-:3 ~25はかわらけである。 3~10はJ<llllである。概ね11径は12.Ocm-13. 0cm、底径は7.Ocm1)1J 

後、器l'，沿は3.0cm前後を測る。 5は人振で11径が14.0cm、底径が9.8cm、器，心jが:3.0cmを測る。10はやや

小振で「l径がLO.6cm、底径が6.2cm、器似jが、 3.~cmを測る 。 胎」；は概ね橙色を＇礼し、粉質で微砂を含む。

焼成は良好である。11~25は小LLLLである。概ね11行は8.0cm前後、 J氏径は5.5cm1前後、器高は1.6cm 1'iii後

を測る。胎 Iは概ね）］）し色を用し、粉質で微砂を含む。焼成は良奸である。固58-26 ・ 27は白かわらけで

ある。26は、l_1雑縁Jill風に器』くに煤が付消する。II径は復元で10.~cmを測る 。 ll合1.：は 1.＇ l 色を星し、比較的滑

らかである。27は手づくねである。U径は12.6cm、底径は8.0cm、器高は3.3cmをil[ljる。胎土は白色を吊

し、器表はオf| ••ざらつく 。

圏58-28は研麻痕のある詣滑片である。1叱158-29は木製の＇料である 。
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図58 4 B面出土遺物
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第 3章 まとめ

本辿跡からは 6面の生活l(liが確認された。本辿跡は佐助ヶ谷の開口部に位附し、周辺には東方約250

mに「今小路西逍跡（福祉センター用地）」 ・「今小路西辿跡（御成小学校内）」、南西）j約200mに 「f在

目辿跡」等が立地し、いずれも屋敷を中心とする追跡が多数確認されている。そして、本追跡との位・i卜t

関係が御成111を挟んだ東）jに位附する「今小路l)り辿跡（御成小学校内）」の発掘瀾究では、鎌介時代の

大規桧な沿j級武家）や敷をはじめ、 古代鎌倉郡術跡が発見されている。北）j約300mに位iiltする 「佐助ヶ

谷追跡（鎌倉税務署用地） ・ （横浜地方法務局鎌危出如所用地）」では人試の木製品が/I,'土し、さらに

寺院である可能性の高さが指摘されている。これら周辺に位骰する追跡からも、本辿跡地の件格がある

程度、類拙しえよう。

逍構の変造

古代

近隣の「今小路,1恥辿跡（御成小学校内）」に鎌倉郡面に比定される 8~10世紀の追梢群が発見されて

いることから、本辿跡においても占代の辿構が布在することが 1→分考えうる。そこで、 2カ1祈のトレン

チ調在を行なった。 トレンチは90cmx 250cmで調壺lヌ北東隅と調究区中央の試掘似’i を •-1·1 Ill••最終1m より約

80cm卜まで掘り下げた。その結呆辿構の確認はなかった。また、逍物は上）行からごく小iKのかわらけ片

が検出したのみであった。中1即箇からはi',：干の須忠の破片が混人していたが、木造跡においては、古代

と断定し得る辿梢の確認はなかったが、周辺部にJlと1開される可能性は1分考えうる。

中世前期 (31ffi ~ 4 B面j) 13枇紀1|1策～14・枇紀中梨

中世前期の各Ihiは、辿続的な様相をホし、 Ii:fl)約が薄く、レベル・差があまりない。 3『1i検出の 2棟の建

物はTTt複して検出され、炭化物の堆積も顕著：であり、先行する掘立柱建物 2が火災に遇い、その直後に

礎わ建物に建て直されたと考えられる。また、 1|l|l［前期 (3面～4B 111iにかけて）だけで、 41111の建て

替えが確認された。さらに、掘立柱建物 2の床Tlf1iには細かく砕いたかわらけ片による地業ihiが確認さ

れた。これらの建築群の中には安山岩の礎石を使ったものや、 Ill［屈ではみられないtt1月の距離210m(7 

尺）を測るものがあり、掘立柱建物の内、2棟は 3ll恥<3IM]以上の規校であった。これらの検出状況か

ら •ーが院もしくは武家栓敷級の建物である llj能性が非常に蒻い。 また、この時期にあたる追梢のなかでii:．

目にイ直するものとして木製 l：台と礎石を組み合わせた建築逍梢（礎石建物）と 3基の I’.j}設があげられる。

3 北の：t城はそれぞれ木製 l:：台間に等問隊に検出 し 、 ほぼ同型を呈し、密接な関係にある。 3~，し共に、

その上）晋からは建築部材である木片が多く投げ込まれ、さらに 1滑りには栃砂が定レベルで埋設されて

いた。用途は小明だが何らかの明確な使用11的を持っていることは明らかであり、今後類似の辿構の発

見についで注目していかなければならない。さらに今回の潤森では調杏区の面梢的な限界からその全1本

像の把握は難しいが隣接する「佐助ヶ谷辿跡（鎌倉市佐助ー］11450番24地点）」では各々対応する而に

おいて柱穴および礎石の検1-LIがないことからも、圧敷は北西方向に展閲していくであろうと考えうる。

これらのことから、中枇前期には本逍跡はある程度の規税をもっ吊敷地であり、活発で、かなりの規校

の建て替えが行なわれていることから、この地の家主の降盛ぶりが窺えよう 。

中世後期 (1I面～2f(IT) 14 jl_l：紀I|I-染～終末あるいは1511J：紀初

中1せ前期において大きな建物があったのに対して、中冊後期にはその様相は変化してくる。2面では
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掘立杜建物が確認されるが、その位置は北西部に移る。また、 1 B面および1而にはかわらけ溜りなど

人跡は感じさせられるものの建物を形作るような追構の検出はなかった。敷地の縮小によりその中心地

が北部に移行していったのではないか。その中で、この時期に注Hすべき追構として 4基の：t城がある。

いずれの土堀も概ね隅丸の長）i形を呈す。その形態は東札りに長軸をもつもの 3基と南北に長1哺をもつも

の 1基である。 4基の土城は概ね隣接して検出した。その形状から、使所城の可能性も指摘しうる。

この時期になると前代の賑わいとは様柑を変え、徐々に規模を縮小し、哀退の兆餃が濃くなってくる

様子が窺い知れよう 。

近世

本逍跡では近世の1士llilll址が検出している。その分析結果は附紺で紹介している。「今小路西追跡（福

祉センター用地）」でも確認されているように、江戸期に入ると‘り地は耕作地として機能していたよう

である。今担lの調査ではこの他の逍構は確認されていない。

遺物

今回の調査で出土した辿物のなか注目を引くものをあげてみたい。 2面からは獣而香炉脚を中心とし

た青白磁・ピーズが挙げられる。青白磁は装飾性の高いものが多く認められ、ピーズは仏具の装飾品を

思わせる。 3泊iからは、全体の 1 6程度の追存率であるが元時代の青白磁の碗が検出している。鎌倉

での検出例は初めてであろう。 4面からは、栗の実の表皮・瓜科の種子等の食生活に関する逍物の検出

が目立つ。また、漆刷毛も検出している。本追跡地は辿物からみても、 屋敷地であり、さらに、 屋敷の

裏手、台所の機能を兼ね備えた性格をもっていた 1JI能性も考慮しうる。

まとめ

今同の発掘調査からは当地が 「今小路西辿跡（御成小学校内）」において検出した高級武家屋敷とほ

ぽ時期を同じくして、ある程度の規模をも った屋敷、もしくは寺院であったであろうことが調査l紺栢が

狭いことを考嵐しても、指摘できよう。 また、中皿のある一時期をも っての当地の哀盛が見て取れたよ

うに思われる。また、今回の調杏では小明であった鎌倉郡術と 当地周辺との関辿、本逍跡検出の建物の

全容、中世後期以後、近枇までの空白期等は今後周辺の発掘調究により明らかになることであろう 。

今回、「佐助ヶ谷辿跡（鎌倉市佐助ー •丁目450番24地点） 」 と「佐助ヶ谷逍跡 （鎌倉市佐助 一丁目450番

25 ・ 27地点）」とは隣接した位骰関係にあり、さらに同時期に発掘調査がすすめられた。その結果、 一

方は建物址を中心とし、他方はその周辺施股であろうという 異なる様相を見せながらも、 lつの遺跡と

してとらえることができよう。以下にその 2地点の変造図を載せる。

参考文献

「今小路l唐遺跡 （御成小学校内）発掘調査報化・iり：」 1990 今小路jlり追跡発掘瀾介団・録f和Ii教育委U会

「今小路西遺跡発掘調壺報告魯（福祉センター用地）」 1993今小路西逍跡発掘調介I・り・鎌介i|j教育委員会

「佐助ヶ谷遺跡 （税務署）IJ地）発掘調査報Pj・・;,§」 1993 佐助ヶ谷逍跡発掘潤査団

「鎌倉Ili史・近Ill：通史編」 1990 鎌倉市 ，『川弘文館
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佐助ヶ谷遺跡の花粉化石

鈴木 茂（パレオ ・ラボ）

鎌倉市佐助ー 」1こ1450番に所在する佐助ヶ谷逍跡において行われた発掘調1tで、中世の追梢．逍物と

ともに、その 1 ••位に水田JMではないかと息われる堆枯J汁が検！II された。 本辿跡に近い今小路西辿跡（御

成lllf625番 2)では近世の水Ill跡が検出されており（今小路西辿跡発掘調資fiJ"I1993)、土相が本・追跡と

似た様相を示 していることからこの堆秘9付は水m)杓ではないかと考えられた。今l!!Iの発掘講1tでは而栢

的に狭く、辿梢としての確認は難しく、よ って、追跡周辺の当時の古植生とともに水田稲作についても

検討する H的で花粉分析を試みた。

1.試料

成料は、調企IX:」頃よりスポットで 5.'.':((I叉I1)採取した。各試料にについて猾iiれに記すと、試料］

は、かわらけ片・小レキ ．I：丹片が点在する明黒褐色の粘土質シル トで、この試料］）t1の 1こ位は撹乱附

である。 試料 2 、 3 は黒褐色のシルト質粘 1：で、かわらけ片 • I:）1)tが点在し、炭片も品められる。試

料•4 は褐色をおびた黒灰色の粘土で、かわらけ片・ 1: ）1片が散在しており 、 炭片も含まれている。 試料

5は県色の炭化物 （灰）が多く含まれる粘．：I:で、 1 :J‘j•片が散在 している 。

これら 5試料のうち、 1-．位4試料が18|!l紀前後の江） i時代、最下部の試料5が1|1|tと/11|-．辿物などか

ら考えられている。

2.分析方法

ヒ記した 5試料について、次のような手）Iriにしたがって化粉分析を行った。

試料 （湿重約4g)を遠沈符にとり、 10％水酸化カリウム浴液をJJl1え20分1/il湯恨する。水洗後、 0.5

mml=Iの価にて植物辿休などを収り除き、仰斜法を）ijいて机粒砂分を除去する。次に46％フッ化水素酸浴

液を）JIIえ20分間放iftする。水洗後、比 ，f(分離 （比重2.Iに調整した臭化亜鉛浴液を}JUえ辿心分離）を行

い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理 （｛！！ri水酢酸9: I 

浪硫酸の割合の況酸を加え 3分1/JJ湯煎）を行う。水洗後、残沿にグリセリンを）JIIえ保存Jljとする。検鏡

はこの残泄より適‘ifプレパラー トを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

3.分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉23、'',’（本化粉15、形態分類を含むシダ植物ll位f4の総

計42である 。 これら花粉·シダ植物胞了·の•党を表 l に、主要な花粉 · シダ梢物胞了·の分布を図 l に不

したが、上位 3試料において化粉の検IlI数が少なく 、特に樹木花粉は非常に少なく分布図として示すこ

とができなかった。なお、分布図における花粉 ・シダ梢物胞子は全花粉・胞子総数を基数として百分率

で示 してある。』註および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群1iijの1区別が困難なものを示

し、マメ科の花粉は樹木起源と坪本起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に

難本花粉に一括して入れてある。また、化粉化石のりt体椋本（花粉化石を一・個体判IHIして作成したプレ

パラー ト）を作成し、各々に PLC.SS番サを付し、形態観察用および保存）Iiとした。

分布悩で示 した試料4、 5についてみると、樹木化粉ではマツ屈複維竹束J賎屈 （アカマツ・クロマッ
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表 1 佐助ヶ谷周辺遺跡の産出花粉化石一覧表

和名 学名

2
 

3
 

4
 

5
 

樹木

マキ屈 Podoca.rpus 
ツガ属 Tsuga 
マツ屈複維竹束亜底 Pinus subgen. Diploxylon 
マツ属（不明） Pinus (Unknown) 
コウヤマキ屈 Sciadopitys 
スギ屈 Cryptomeria. 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C. 
サワグルミ属 ークルミ！屈 Pterocarya-Juglans 
クマシデ屈ーアサダ／戌 Carpinus -Ostrya 
カパノキ属 Betula 
ハンノキ屈 Alnus 
プナ！Ill Fa.gus 
コナラ狐コナラ亜辰 Quercus subgen. 
コナラ／函アカガシ亜！属 Quercus subgen. 
クリ！00 Castanea. 
シイノキ屈ーマテパシイ）函 Castanopsis -Pasania 
ニレ屈 ーケヤキ屈 Ulmus -Zelkova. 
エノキ）瓜ームクノキ屈 Celtis-Aphananthe 
クスノキ科 Lauraceae -
フウ屈 Liquidamba.r 1 
モチノキ屈 I lex - - - -

カエデ属 Acer - 1 - -
プ ドウ屈 Vi tis - - - 1 

-----------—------------------------------------------------------:----:----:--------
草本
イネ科 Gramineae 9 10 6 42 196 
ヵャッリグサ科 Cyperaceae 1 - 2 5 1 7 
ツユクサ属 Commelina - - - 1 -
サナエタデ節ーウナギッカミ節 Polygonum sect. Persicaria-Echinocaulon - - - 1 5 
ソバ屈 Fagopyrum - - - 2 -
アカザ科ー ヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae - 3 1 18 103 
ナデシコ科 Caryophyllaceae 2 2 1 6 2 
キンポウゲ科 Ranunculaceae - - - - 1 
アプラナ科 Cruciferae 3 1 5 16 11 
マメ科 Leguminosae - - - - 2 
セリ科 Umbelliferae - - - 1 1 
オオパコ屈 Plantago - - - - 2 
ヨモギ！函 Artemisia 2 1 3 52 49 
他のキク亜科 other Tubuliflorae - - - - 2 
タンポポ亜科 Liguliflorae 2 14 44 14 12 

-----------------------------------------------------------------------------------------------
シダ植物
ヒカゲノカズラ属 Lycopodium - - - 2 
アカウキクサ属 Azolla 1 - I - -
単条型胞子 Monolete spore 21 28 31 32 4 
＝条型胞子 Trilete spore 10 15 19 14 4 

-----------------------------------------------------------------------------------------------
樹木花粉 Arboreal pollen 10 18 15 58 69 
位本花粉 Nonarboreal pollen 19 31 62 158 403 
シダ植物胞子 Spores 32 43 51 48 8 
花粉 ・胞子総数 Total Pollen & Spores 61 92 128 264 480 
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T. -C．はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示 す
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などのいわゆるニヨウマツ類）・スギ属がやや多く検出されており、他の試科からも得られている。次

いでコナラ屈コナラ亜屈やコナラ屈アカガシ亜屈が検出され、その他、 イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ

科・クマシデ屈 ーアサダ属・ハンノキ屈などが得られている。草本類はイネ科 ・アカザ科ーヒユ科 ・ヨ

ヵャッリグサ科・アプラナ科 ・タンボポIlli科などが得られていモギ屈が多く検出されており、その他、

る。

4. 佐助ヶ谷追跡の占梢生

中lせの試料5においては、！［I：本類に比べ樹木類の検出数が非常に少なく、逍跡周辺では喝時樹木類は

少なかったと思われる。先に示 した阿追跡（佐助一丁 目566番 ：鎌倉税務署）の花粉分析結果において

も、樹木類の少ない占梢生が推測され、スギ材の利用等による森林破壊が進んだ結果と考えられている

（鈴木 1993)。このように、 1|1|U：の佐助ヶ谷逍跡周辺丘陵部は、スギ林および照業樹林 （アカガシ亜

属主体）や二次林要索のニヨウマツ類・コナラ亜屈などがわずかにみられる貧弱な森林梢牛であった。

雌本類ではイネ科が多廂しており、形態的にもイネ屈とみられる花粉が多く認められる。

ら、水1Jl雑芹(1りな分類群は検II_1されておらず、多く得られているアカザ科ーヒユ科やヨモギ屈といった

分類群は水路脇の土手などにみられる雑箪類の様相を示していることも考えられ、

しかしなが

これだけでは試料採

収地点が水Il1地であったのか否かは不明である。

江戸時代 (18匪紀前後）においては、得られた花粉数が少なく、

よって、 当時の古植生については述べることができない。すなわち、残りやす

また、 これは多くの花粉がil'i失して

しま った結果と思われ、

い花粉だけで構成されている可能性があり、 当時の梢生をそのまま反映しているとは考えられないので

この淡凶としては、試料採取地、点が乾陸状態にあり、そこに裕 トー・埋積された化粉の多くは紫外

線や L壌微！l・：物などにより分解・消失してしま ったと考えられる。このように、江戸IIが代の古植生につ

ある。

いては述べることができず、 当時水Ill稲作が行われていたかについても 百及できない。

樹木花粉 が本花粉， シダ植物胞子
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図A 佐助ヶ谷遺跡の主要花粉化石分布図
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5. プラン ト・ オパール分析

以」→．の花粉分析結果より試料採取地点付近が稲作地であったか否かについては不明であったことから、

同試料を用いてプラント ・オパール分析を行った。このプラント ・オパールとは、根より吸収された珪

酸分が菜や生の細胞内に沈梢・形成された植物珪酸体（機動細胞珪酸休や単細胞珪酸体など）が、植物

が枯れるなどして士中に混入し土粒子となったものをいい、このうち、機動細胞珪酸体については9飯原

無についての検討も行われており

(1976)や藤JJ;i• 佐々木 (1978) など、イネを中心としたイネ科梢物の形態分類の研究が進められてい

る。また、 1譲中より検出されるイネのプラン ト・ オパール（機動細胞珪酸体）個数から水田辿構の有

このような研究成果から近年、植物珪酸体分析を）0（藤原 1984)、

いて稲作の検令」が各地・各追跡で行われている。こうしたことから、佐助ヶ谷追跡においも採取された

試料についてプラン ト・ オパール分析を行い、稲作について検討した。

1)分析方法

花粉分析にJ.14いた 5試料について以下の手顛にしたがってプラント・オバール分析を行った。

秤址した試料を乾媒後再び秤罰する（絶対乾媒重餅測定）。別に試料約 1g （秤姑）をトールピーカー

にとり、約0.02 gのガラスビーズ（直径約40μul)を1Jllえる。これに30％の過酸化水素水を約20~30cc力ll

え、脱有機物処理を行う 。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法によ

この残沌よりグリセリンを用いて適宜プレパラー トを作成し、検鋭した。り10μm以下の粒子を除去する。

同定および計数は機動細胞珪酸体についてガラスビーズが300個に逹するまで行った。

表 2 試料 1g当りのプラントオパール

イネ ネザ サ 節 型 クマザサ／属 型 他 のタ ケ 亜科 ヨ シ属 シ パ屈 キ ピ族 ウシ ク サ族 不明

試 料番 号 （個／g) （個／ g) （個／ g) （個／ g)（個／g) （個／g) （個／g) （個 ／ g) （個 ／ g)

1 14, 800 73,000 46,700 6,800 

゜ ゜
I, 100 25, I 00 37,600 

2 14, 500 27,900 26,800 2,200 I, I 00 3,300 2,200 10,000 20, I 00 

3 13,200 63,700 23,100 3,300 

゜
1,100 3,300 36,300 17, 600 

4 20,200 53,900 38,200 2,200 

゜
1,100 6,700 42,600 26,900 

5 39,000 31,000 16,200 4,000 

゜ ゜
8, I 00 57,900 43, I 00 
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の
タ
ケ
亜
科

クマザサ屈型
.4

ザサ節
ニ

―

]

l
l-

―
 

．．．．． 

謬
口
』
ー
。
―
二[『
-~-
〗

m
-50 ゜

キ
ピ
族

シ
バ
屈

ヨ
シ
属

10.00 -

＝ ＿ 
'一ー
・・・一

ゥ
ノ̀

i
l_
-

—. ゜
2 

0 20 

ー
5

一

x
 

、，ヽ

図B 佐助ヶ谷周辺遥跡のプラントオパール分布図
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2)分析結果

同定・計数された各分類群のプラント・オパール個数とガラスピーズ個数の比率から試料 1g‘片りの

各機動細胞珪酸体個故を求め（表2)、それらの分布を1叉12に示した。以 l‘^ に示す各分類群のプラント

・オパール個数は試料 1g当りの検/J＼個数である。

検鋭の結果、全試料よりイネのプラント ・オパールが10,000個以上検出され、試料5では40,000個近

くに述している。最も多 く検111されたのはネザサ節型で、次いでウシクサ族・クマザサ屈型が多く、そ

の他、キピ族 ・シバ屈がみられ、ヨシ屈は試料2でわずかに得られただけである。

3)稲作について

以上のように、全試科よりイネのプラント・オパールが10,000個以上検/!・¥された。検，’I・¥個数の目安と

して水IJJ址の検証例を示すと、福岡市の板付北逍跡では、イネのプラント・オパールが試料 Ig当り

5,000個以 1：：という，＇，ふ密度で検出された地点から拙定された水 1:1:u,|．．の分布範l}Hと、実際の発掘調査とよ

く対応する結果が得られている（藤原 1984)。こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個を目

安に、プラント ・オパールの逝出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。よって、佐助 ヶ谷辿跡

における稲作の可能性は高いと検／11個数からは判断される。また、近接する今小路洒辿跡において近世

の水田迫構が検出されており 、その1：相も佐助ヶ谷追跡と 11il様であることなどからも佑助ヶ谷辿跡にお

ける稲作の II［能性を支持するものと考える。このように、江戸時代の佐助ヶ谷辿跡周辺では稲作が行わ

れていた 1II能性が高く 、いっしょに検出されているキビ族はタ イヌビエなどの水田雑1.沼と椎測され、シ

バ屈は畦などの比較的乾いたと ころに生育していたものと息われる。また、花粉化石の多くは分解・消

失している III能性．が悩＜ 、こうした環槌は当時屹陸化していたと1ii;illljされ、この稲作はかなり乾いた環

様 （乾1:1:1?)で行われていたと思われる。

なお、周辺台地 ・丘陵部ではネザサ節型のササ類（アズマネザサ・ゴキダケなど）やウシクサ属（ス

スキ・チガヤなど）が生脊する京地が広がっていたとみられる。これは、中1せ以降の森林破壊により広

がった窄地にネザサ節型のササ類やウシクサ族が侵入したためと椎測される。

また、中世の試料5においてはさらに多 くのイネのプラント ・オパール（機動細胞珪酸体）が検／」1さ

れ、述なった状態で検出されるものもあり 、イネ屈型単細胞珪酸体も多く認められる。こうした領向は

キピ族やウシクサ族にもみられ、試料には炭化物が多く含まれている ことから、稲わらなどが焼かれ灰

化 したものが多く ilt入しており、その結果、イネの機動細胞珪酸体などが多く、連なった形状で検出さ

れたと拙測される。

5. まとめ

中ll!.'のイlt助ヶ谷辿跡尉辺l:i:．陵部はスギ林． ！！(t菜樹林やニヨウマツ類 ・コナラ1拒屈などの二次林がわず

かにみられる貧弱な森林柏生であった。

江戸時代の梢生については多くの化粉化石が分解 .ii牙失している可能性が高く 、当時の植生について

は言及できない。

植物珪酸体分析から江戸時代の辿跡周辺は稲作が行われていた可能性が小された。また、追跡周辺1了：

陵部においてはネザサ節型のササ類やウシクサ族が生脊する開けた芍地の存在が1itil!IJされる。
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報 告 書 抄 録

ふ り が な カヽまくらしまいぞうぶんかざいきんき ゅう ちょうさほうこくしょ

, 1 } 名 鎌介IliJIllI磁文化財緊忍調＿介報f;.,l:：14

MIl 井 名 平成 9年ほ発掘，凋介報告

忍 次

シリ ー ズ名

シリーズ番サ

編 fl: 者名 宮Ill 餌、滝澤 晶 f•

編集 機 関 録｛和li教育委ii会

所 在 地 〒2'18-8686 神奈JI!県鎌介I|i御成1ll[18番1(）り

発行年）JII I)り）代1998年3J j 

ふ り がな ふ り がな コ ド 北綽 束経 湖介I(li秋

0 9 99 °‘ ” 
調杏期間 調査原因

1所収辿跡名 1所 在 地 l|i町村i追跡番り・ m' 

かながわけんかまく l 
さすけがやついせき らしさすけ ゜ • 19960608 伽1人 I•り） 1411：宅

{Id!カヶ谷遺跡 神奈川県鎌介l|iイ／1:JJ）J 204 ¥o.203 ヽ I 61. 56 の建設に伴う

l」.l」450il'i25・ 27 ” " 19960805 ‘li-1iii瀾介

i 
l祈収辿跡名 種別 主な 時代 i :． な辿構 主 な辿物 特泌 ’li 項

{l』)Jヶ谷辿跡 1 | 1 1 U：都Il i r!• I!l— 掘 I＇叶l：建物 磁器、瀬） i 掘立杜建物はその規

13 IIJ：紀 礎ィi建物 常滑、 l"I廂陶描類、 校から大きな建築物

I かわらけ溜り かわらけ、木製品、 であったと考えられ、

14111：紀 |．．城 漆器、ガラス製品、 数同にわたる建て杵

近111:111 種了・ えが行われている。
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おおく らばくふ し：りうへんいせきぐん

大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)

雪ノ下四丁目620番5地点



例 言

］．本報は鎌倉I|i雷 ノ下l！り j-目620番5地点におけ

る即蔵文化財発掘調査のうち、 1.!•1 11!I補助 ’j~業に

かかる自己J.1:J仕宅部分の報告である。

2.発掘調査は集合住宅建設にともなう事業者負担

分と平行して、 1996年8月1211から11月511ま

でおこなわれた。

3.調介体制は次のとおり

担当者馬淵和雄

野本賢 ―・• 太 l tl 美矢ll子（現地調苅"r
>
 

-1
 

木
且 員

調査補助員

調査参加者

ft) 

渡名Iけlt-f・・及川）Jl1代子（箕料整

理）
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第一章 調杏地点の概観

I.位t料と地勢

県道金沢鎌倉線 （「六浦逍」・「金沢街道」）は、鶴岡八幡宮東側の筋迩橋交差点からほぽ哀束に約400

m直進する。この直線部分の北側は、鎌倉時代1前期の源氏将軍・：代にわたって将軍の屈館のあったとこ

ろである。1凸館の）i形区両は 「御所」と呼ばれ、ここで政務も執り行われたところから、後に 「大倉菊

府」とも称されるようになった。「大倉器府周辺追跡群」は、文字どおりぷ婦l・・批定地の周辺にひろがる

追跡である。鎌倉市辿跡l¥.0.49。

大倉 「御所」の西限は、かつては筋辿栢交差点から北」．．する線がそうであり

ILi逍」としたところ）、現イ［のものは硯横浜国ヽ．l:大学付屈小学校前身の神奈川師範学校校庭がit',＇．かれる

にともなって線引きされたものである。 なお人倉は「人成」とも内：くが、鎌倉時代は前者が •般的で

あったようだ。六ii|i道南1llllはIH字名では大倉面御1111と呼ばれていた。

瀾杏地点は、県道金沢鎌倉線を、筋述橋から束に約120m行ったところの近路沿い南側にあり 、硲府

比定地のIl7.l(liに喝たる。現在の地番は鎌倉市渭ノ下四丁I□1620番 5。

帯は滑）11の本流が浄明寺 ・一階‘}化付近の狭沿な谷間を抜け、北からの 一階‘；収：川と東御門川、南から

（図 2で 「明治期までの

の大御歯川と合流して鎌倉市内中心音15の沖積平野を形成しはじめる辺りであり 、滑川はこの付近から大

2000m 
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図 1 調査地点の位置
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図 2 地点名

I..k.倉都l{;f周辺迎跡群 ・9:IfノFl川丁bl620番5地、点(,淵介地．I．’i) 2． 大倉南御l"J俎跡A地点 3.）＜倉Wi1雑l"J辿跡B地

•I!．j、 4. ）ヽ介IY•i御 l"J迫跡C地点 5. 大介沿tlifllJ・辺姐跡I}F ;ttノ I‘一、｝：人介耕地569番 1地点 (i. K倉硲J{.f周辺辿跡群

．．階堂字イt朴j38番1地点 7．大倉硲1(.fI，閑辺追跡群 ・；りノ F字大介耕J也565番4地．I.’.（ 8.横小路周辺迫跡 9. i争

明、＇f根迦‘器：rn楽辻了・追跡 10. i争lリJ 寺択迦•;：i:姐跡 11. 束II券追跡 12.餞I0',j八幡窮Ill培内 鎌it11i|‘ii：館JIJJ也 13.娩

岡八幡宮ll1様内 研修道場）IJ地 14.鶴岡八幡宜l[lJ.ll.I}、I Iれ会殿用地 15.人介硲l{f周辺逍跡群 ‘,＇「ノ F: r 11607番外

地．1,1.( 16.火介ぷ£llf周辺追跡I!r .. liノド ：． J．l-l606番 1地、＇・'!. 17．政所跡 雪ノ―r--:rn965番地．I、＇．,: 18.政1り「跡 宮ノ

下 ご「1]966番 1地点 19.政所跡 •1i ノ l‘. ： j. l=f 987番I・ 2地．I，'.j、 20.政所跡 ‘',tノド三 J'11988番地、’・'i. 2 l．北条

I'，'：j時 邸跡 小lllf: J'11426番3地），＇.( 22. 北条約1寺， ll.f頼邸跡 ·兵ノ l‘. ． j • H 395番地．’.'.(、 23.. It条泰ll,f.ll."ii1船跡雪ノ

I‘. . j • H 432番2地点 24．北条小II]邸跡 （泰時 ・II寺頻邸） ・呼ノ,.. ・ rl 1377番7地、’・'i、 25.北条泰II、f.11,"iij邸 貨ノ ド

・ fl=1 374番 2地点 26.北条泰II寺・ 11."ii邸 ・’’tノF-J. 1 1 371番 1地、1,'i、 27.北条泰11,f.11.＂iij01 ‘’’tノ下ー 」・11372番 7
地．＇は 28．北条泰lf.y・ II，¥頓邸 ・且ノ ―ド． fl1 369番地．I•Ii. 29．北条泰IIか・ IIが頼邸 ・,Itノl‘・ー J'I1419番3地．(i, 30.芳窮

人路/,'む辺辿跡群 Ilヽ1町二丁11366番他地点 3 ] ． 宇津1',. ,；辻(•硲）（寸跡 小ll1[.． J •H 354番12他地点 32． 字津宮辻(•ぷt l(·f跡

小01J.．.J. n.354番2地点 33． 北条時房• Mill,f邸跡 甘ノ lヽ． ・丁目29:3番 1地点 3'1.北条時り； ．顕II炉邸跡 ‘ :'t ノド•丁 l」

271番 1地点 :l5. 北条ll寺 l必• Mi時邸跡 ‘’t ノ下ー•Tl127:l番口地．1.'X 36.北条II,}｝ガ・顕時邸跡 ‘•Ii’ ノ 7‘・ ． 丁 1 1 2711 番 2 地
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きく怜j流して洵にいたる。調介地、1!.［現地表而の椋閥は12m1)り後。調介地点の背後（南側）から地形は滑

川に向かって急な下り坂となる。川までは60~70111ほどc 辿跡北側には滑川とその支流のIJH析した東JIり

約 Ikm、南北約700111の平野が段丘状に拡がり、 1U恥杞地、1.’!；はその南端とい ってもいい位岡にある。この

平野部の西側 3分の 1を占めるのが'{tnl測八幡宮である。

2.歴史的紺境

この平野部には早 くから人の往米が確認でき、かつて赤見直忠により、調介地、＇応の東北約 500mにあ

る1t:柄天神社前で、縄文IIが代1iii期の諸磯式、中期の1り1J上台式．l：器が採集されている。 また餡l,Y;j八幡宮檄

内からも、 1iii期の ヒ器と1|I!Ol)JIl'泊利E式 I-，器が発見されている。

弥生時代になると、 ‘1,,u,¥]介地点1)り隣の大倉IYi簡ll11J辿跡やその世のliilB地点、さらに1柑のC地、1ばで巾Jリl

木の宮ノ台期の＇咲穴 1.i:），介が数軒発見されている。また、パiili道を600mほど束進すると、杉本寺という

かがあり、そのrjij面にある追跡（杉本、＇i:周辺追跡）からも弥'I:I時代1|I～後期の追物が出土 している。お

そらく、辿跡地付近の滑川の段丘 I．．には相当な規校の当該期の．集洛がイ（在しており 、，J,＂Iミ地、1父はその・

角に位熙するとみてよい。

古瑣時代から{|t令期にかけての辿梢は、先述の南御門追跡では見つかっていない。 しかし、鎌倉市内

令体ではいくつもあり、また大倉硲）ti•比定地東南隅の調杏でも上器n·がたくさん 11 'i 七しているので、調

介地点のすぐ近くの場所まで集落がイi在していることは確）只である。

‘ I’•安時代末期の長治元年 (ll04) には、本地、1ばから約500m 東北の l l.1 裾に、竹原辺真を祭神とする1t.：

柄大神社が1}flかれている。この神社はのちに、大倉におかれた「御所」の鬼l"J含具守の社として）設められ

たという 。またこれとほぼIIIlじころ、南東に御霊神社 （権li.RIS神社）、北西にイ｝1:JJ）J稲荷、南東に祇園社

（人IIIJ八 雲神社）が勧iliされているので、荏柄）く神社はこれらとともに、鎌倉のIILII隅を守る僻Ii神のひ

とつとして建てられたのだろう 。

このころには、六il|i逍は房総社遥の道として、 (i(1；尖に通じていたとみてよい。そして鎌和1が代前期ま

で、六浦道は都l|i鎌倉の1|III!llI線として機能していた。fJ,l]1t地，点はこの近の沿り'i抜きに語れない。

このころ 「武 l：：の柚梁」源義朝は、亀ケ谷の山剃、現在のが福寺の場所に）I’f節を構えた。これを「鎌

介之柏」という 。なぜ｝紆Mかの場所と確定できるかというと、義朝の 「亀谷御lH跡」にlf．治・・年 (1200)

|'，＼J 2月12日、北条政了・の発頻で伽藍建立が決まり、翌I311それはtliif¥YI栄西に窃進されて 「寿福、ff」と呼

ばれたからである (「;'',:必鋭JI司11条）。

六捕道は、餡岡八幡窮，没‘i牙以前、大倉を過ぎて筋遥椋父ブ',9.，1.’'［から 「鉄の井」の父月・:｝，＇ヽI;までつながって

おり、 岩／笙哨：liijl(Iiの道路を経て 「鎌介之楯」に直線的にlhjかっていた。いわばこの道は、義iりlヽ＇炉への参

追だったといってもよい。「筋辿橋」の名称は、古来の道が八幡宮に 、「断され、 1111折せざるをえなかっ

たことから付いたものだろう 。

鎌倉I}り府liij後の六浦道についてイi).L煕は、鎌介からパ補にいたる追沿いの地域を、 ：：：ii|i（禾IILU)一族

が常握していたといっている。源義訓II亭に党‘j・:を建てていた岡崎義）iが二浦義明の末弟であること、

杉本寺一帯が杉本義宗 ( ... il |i義明lぐ f•） の本拠であること、荏柄社1iii に和 IM義盛（杉本義家l< f)の甥

胤長の橙地があったとされること、今の横浜I|i金沢区にある年11田谷） iが和田義盛の名字の地である可能

性があること、などからみてこの指摘は頷ける。いずれ瀾介地点付近も 、平安末期ごろには ．：iI|i氏と馴

染み深い楊所ではあったはずだ。

『｛i要鋭』によれば、治／印四年 (1180)10月7LI、鎌倉人りした輯測は、 1凶所を建てようとして父義

-188-



朝の 「亀谷御旧跡」に足を述ぶ（岡 11条）。 しかし、地形が狭いことと、岡崎義尖がすでにしきキ甜義

朝の器提をとむらうために菌字を建てていたので断念し、その替わりに大倉の地に新亭を党むことに

なった。籠炉は・彎ヵ月という短期間で‘j諷、 12)J 1211に 「移徒之儀」がおこなわれる (lIIl日条）。

この「輯：リl新か」がいわゆる 「大介御所」で、後111：には人倉ぶ絣iと称されるようになる。六iiIi道の1h:

線部分の北恨ljを占める束lり約400111の）j形区llhiがそれである。調壺地点はまさしくそのIド伯iにあたる。

以後大倉の硲府は、嘉祁元年 (1225) に北条泰II寺が‘-i-:i1!•宮辻了•近隣に猫府を移すまで続いた。 また近辺

には永福 ＇ヽ」．：や勝長）；f院といった人刹が建立されるなど、開府当初、人倉一…僻が鎌介の中心であったこと

がわかる。

鎌介時代liij期、人倉ぶ謡j・・周辺に宿館を構えていた武 l：は、北条氏や二i|i氏をはじめ 「(¥・麦：鏡』に頻III

するが、南御門 ・9笛に限れば、八1n右衛門尉知家と 11'i|lll次郎煎忠がいる。

八1.I:l知家の）叶宅については、文汁戸．年 (1187)1U-J I・ -::. B条に頼朝と顆家が知家の南御l"l宅に「御成」

をしたこと、建保元年 (1213)12月 l11の御所近辺の火事で熙敷が延焼したことがわかる。彼の家が南

御l"lにあったことは確実のようだ。晶lll軋忠の9汗宅については、.11・-．治元年 (1199)五月LIご1条に、京都

から1iij日着いた1娼 Iii時長の滞留先を1}j御I1りの畠山邸に移す旨の記事がある。南御1'りの範I用は決して）公＜

なく、両家が調杏地点から至近距離にあったことは1iij迎いない。

_：捕一族についていえば、まず和田氏が、建保元年 (1213)の「和田の乱」で亡ぽされ、ついで宝治

元年 (1247)、司 I|i泰村ら哺知が北条時頓と安述氏に亡ぽされた(「‘j,：治合戦」・ 「一潅1iの乱」）。これによ

り、人倉 ・ヽ閤から．．．浦氏の勢力は完全に払拭された。

嘉緑元年に樅府が若窮人路）jl(Iiに移転してからは、辿跡ー4ifについての梢報は文献に乏しい。建長 ：

年 (1251)、鎌倉枇府は 「鎌介1|i」の商業地区を七カ）所に決める法令を出した。その中の一つに 「大介

辻」がある。 止確な場所は和リjだが、ふ'~IN跡東南角の関取栢付近 (II□1二 階‘;：t:大路との交差点）であった

可能性が翡い。また文水 ．．年 (1265)にも同様の法令が出されるが、そこには「大倉辻」と共に 「須地

釦 1:（筋迩）橋」が加えられているので、 ・僻は鎌介後期には商業地に変化していたのだろう。

鎌介時代後期～木期には大介辺の火’jiが 『北条九代記」等に見えるが、瀾杏地点との関係はイ澗月。

16111：紀半ばには、現在の関取椅の勘所に、その名の出来とな った1刈取場が置かれた。「イ七柄）叶神社文

苫」犬文 1・し年 0548) I・_．．月 ・ふ十七 11付文内によると、小III)原城主北条氏康が、イ封朴i・社の再郎・造‘許

のため、辿行の廂人・道者たちから、関銭をとる法を定めたものである。当時の1剥所は、 1野iliを主たる

H的としたiI・戸 時代のものと性格を異にし、交通税を徴収する機関であった。先年おこなわれたこの地

，点の発掘調1tで、関取場の建物とおぽしい礎1i建物が検/11されている。

江） ill寺代後期の六浦逍は、相校沼の魚介をいち吊く江戸に送るf要な搬送路となった。

注

I.「|1,4,:歴史地名）S系 神奈川県の地名- ‘Ij•凡H 19811 

2.赤恥I'［忠 「鎌介Ii史 考占編J ,'i川弘、文館 l!l59 

3..I.!;il:：1f|l雄 訂 介ヽi；i)｛f周辺遺跡/ff 雪 ノ I‘・＊）＜介k)団地569番1地．I．’.(J火介御{.f周辺辿跡群発掘，淵介団 1990 

4..l.!tiJ:a.fl1雄 「武 1：の都 鎌倉••その成ヽ．i. と構想をめ ぐって…」 r都市鎌介と坂束の悔に雑らす」 新人物往来ネI:

l99,I 21 ・ 2Ui 

5. IIIl liii il_f 20li 

6 . イ i丸熙 l都市鎌介の武 1：たちJ 新人物~I：米社 1993 17~l9ri 

7.,{ i Jj: 進 「中111：六浦の歴史」「潅IT,1,・文化j 第40り・ ：浦1`1.i文化研究会 1986 

8. fr 3前掲報告,1::
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第二章 調壺の概要

1. 調杏にいたる経綺

1996年 l月、鎌倉l|i守ノ下四丁11620番 5地点において、共Iiil住宅併）廿個人専用tlー：．屯建設の事前相談

があり、クイ ・），韓礎の，il両であったので試掘調在を実施したところ、地表 l‘•7(）CIn以下に追梢面が確認され

た。fli．来者と協議した粘果、 ［事の実施により辿梢の似傷が避けられないものと判断されたため、文化

財保設法に則った手続きをおこない、調査実施）j法等を協議した。その結果次のような方法でおこなう

ことが決まった。

訂I匝i1f1ifl'1は252m'で、このうち個人専用住宅部分126面を国廊補助事業として鎌倉市教育委員会が実施

する。共同1中も部分126m'については 'ji業者負担として別途おこなう 。両者の調究l2S：は、後述の方1恨南

北哨lh3と4のほぼ中央辺りで束西に分割され、便‘if.flりに個人専Jl.j住宅部分を llヌ、共同住宅部分を Il区

と呼ぶ。 しかし、発掘調査という作業の性質 I→.、 IIhj者を分離して実施することはさまざまなイ＜都合が伴

うので、調究は平行しておこなわれた。

本報は IIメを報告対象とする。 しかし、溝や卦恥＇i．枯建物など両lヌに跨かっている辿構については、分

断すると追跡理解を妨げかねないため全体を提ホすることとし、逍梢の数屈的な配分において両調杏区

の等分を期すことを心掛けた。

2.方IlM設定h法

まず北西調介区外に任意点を設定し、それを方眼原点 1-Aとした。ここから東に向かい1¥-i北軸を、

南に向かい東l)り軸を 5mごとに派．KI・曇．させ、 t)ij者に狩用数字を、後者に大文字アルフ ァベッ トの記サを付

した。各方1恨区画の名称は北内角の軸線父点で表される。南北軸の偏差はTN-1 °05'-E 

この方II艮は次のように鎌倉市4級某準点に述粘している。
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まず鎌介巾4級Jよ準点T.007とT.008を結ぶ線から、T.008を支点として調壺Ii.外北東部に、 1壬揺点

V. P.01を角度39°2:5'20”、距離l1.26mでiiltいた。V.P.01とT.008を結ぶ線から、 V.P. 0]を支点と

した 3-D・5-Dとの位i,¥？I関係は次のとおり。

V. P. OJ←→ 3-D 距離10.15m、角度］76゚50'40"

V. P. Ol←→ 5-D 距離 6.96m、角炭107゚50゚40"

3-Dの位洲は、北綽35゚19'12'＇、東経 139゚33'42”である。

3.調査経過

調介期間は1996年8月1211から～11月 511までを要した。 11誌抄により、その間の経過を記す。

8)]1211 機材搬人。重機による表上掘lりlj開始

8月1511 北l§拡張部より逍梢検/11作業1}｝l始

8 Jl 16日 近代井） i・近Ill：土堀など掘り始める

8)]2111 遣方）i眼設定作業

8 JJ 22日 巾槻後期辿梢（溝 5など）掘り始める

8 JJ 27Fl 中世前期而辿構検廿1作業開始

9JJ11LI 順次平lii実測開始

9月17H 中11l初期辿構群検出作業l荊始

lOJJ 3 11 中tIl面i令菜'.Ij豆＇し撮影 （外部委託）

1 0) 1 7 [l 弥生）曽まで掘り -ドげ開始

lOJl 9 El 辿構検出作業開始

IOJJ 12FI 順次辿構掘り上げに人る

l(）月27「I 弥生面i令娯写兵撮影（外部委孔）

I O)J 28 rl 調究IX.h府l渭711祈而実ill1J

10月2911 機材撤収

l ]月5日 残務樅理終了

＼ 
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現地調査および資料整理を通じ、多くの）j々 や機関から助言 ・援助を賜った。ここに銘記し、感謝の
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郁夫 •Ill村良照・継 実 ・日登梢美・手塚直樹•西）II修一 ・ 根本ぷ保•浜野洋一. . 原 ）J;.志•藤沢良

祐•藤原良痕 • 松尾宜方 • 松山敬一朗・ ‘i:1； 廿l 兵

社団法人鎌倉市，Hj齢者事業団・奥寺組・斉藤建設
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第三章 調査結果

第 1節概要

l.層J・字と追梢面のありかた

地表面は栃抜12.3m前後にあり、以ド約60~70cmまで近・現代の客土）晋が及んでいる。それを巫機で

除くと、調壺区南域では鎌倉時代後期～南北朝ごろの、北域では戦国時代ごろの包含層が現れる。近 IU.. 

の包含｝けと追構l.(Iiは失われている。このことは、近・現代に客土された時点で、すでに近世以後の）fiが

削り取られていたことを示しているが、近代 ・近 1せの辿構でも、井戸 ・上城などの深い掘肩を持つもの

は中世面の調在の際に、その下半部を検出できた（1i16・ 8)。染付など、1_li|：辿物の年代からそう判

断した。確認された近代の辿構は次のとおり 。

井戸3甚／ 1：城5基

近世の造梢は次のとおり 。

東西溝 l条（パ浦道側溝） 井戸 l基／竪穴逍f1/j:l基 桁円形士檄 2枯

戦国時代ごろの包含屑は拳大泥岩塊による整地層だが、この時代も切込み面i自体はほとんど残ってお

らず、やはり描や土堀など、深い掘Il-iを持つもののみの検出にとどまる（l叉19)。この年代の辿構は次

のとおり 。

東西溝 2条（六浦道側溝 l条、およびこれに平行して約 6m南を走るもの 1条）／土城 2基

鎌倉時代後期～南北朝ごろの包含／曽は11行灰色粘質の炭化物の多い土で、上filii器や陶磁器ほか多似の追

物を含む。 しかし、この府も明 l~I に確認できるのは潤杏区南半部でも匹域付近のみにとどま った。 この

測の海抜は11.3m 1iii後で、部分的に洲く破砕泥岩が敷かれていた。

この逍跡の歴史時代におけるキ体をなすのは第一•,:;,:でも述べたように、平安時代未～鎌倉時代 1前期で

ある。中世の追棉・辿物の大半はこの時代に屈し、後述するように多数を検ll1した。この而は悔抜11~

11. 2m前後にあり、数次の面の補修が認められる。面を構成する土は、暗褐色粘質上、あるいはLl」砂を

多く含む灰黄褐色粘質土で、いずれも炭化物や貝殻粒了・が散見される。 また、部分的に硬く締まった泥

岩が菊＜敷かれている。

さらに、この辿構而の下には約20cmほどで褐鉄の硬い凝I且llhiが形成されており、ここから切り込まれ

た逍構も町認められた。これが中Ill：基盤）晋で、茶褐色の非常に粘性の強い十．である。悔抜は10.8m前

後で、年代的にはおそらくこれが平安時代末期に屈していよう 。．

中世前期の検出逍梢は次のとおり。

柱穴約900「l（掘立柱建物 8棟以 lュ．．柱穴列4列以上を含む）／溝 9条（ノ<iili道側溝 5条・建物雨洛

溝 l条 ・南北溝 l条・鎌倉時代以前東西溝 l条）／illl溝設岸施設 l列／井戸 3基（木枠あるもの 2

基）／ 1身炭17非／上師器集中1士I-1: 9群

この茶褐色粘質の中世基盤）名を排除すると、灰黄色～淡褐色をした、ザラザラする感触の砂質土が現

れ、弥生時代の追梢を検出することができる。あるいは弥生辿梢は、茶褐色粘質土から切り込まれてい

る可能性もあるが、断面観察によっても確認できなかった。この面の洵抜は10.5~10. 6m程度。弥生時

代の逍梢は次のとおり 。

竪穴住居14軒（住居番号は15まであるが、 4号が欠番）／i翡l条
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2. Ill I辿物の概災

以下に出上辿物の概略をホす。文中の 「松il!ifi」は、内法54x 34 x 14cmを椋準的な規格とするl|il阪の

合成樹脂製辿物収納箱のことである。

近代…明治時代中期～昭和前期の陶器・ （1ii器ほか東各J1|！箱 2箱ほどがある。

近軋ー…竪穴追梢I杓II土の肥前染付 (181せ紀第4lIり-'1'・Wl~l9世紀第 1四半期） を上1本に、 |：器 ・l匈器など

格理箱11箱。

中世•••前期 ・ 後期あわせ、 土器 ・ 陶磁器・金屈製品・イ—i製品など整理箱32箱。 このうち21箱を中 lll:fni

期の辿物が古める。

弥生・・--Iー：器 ・石器ほか鹿角などもある。i1整理箱18箱。
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第 2節各説

l.近代

I lえ検出逍構のうち土堀 lを報｛りする。このほかの IIがの追構については、詳細を略す。l1J)|：クの井）：：I

2 ・ 3のうち井戸2は、り瓜状に整形した凝）火質砂府切石を組み合わせ、 JI'戸 枠としている。この形態は

II 区 5 -Cにある井戸 l と lriJ じである 。 J|―•戸 3 は索掘りで、ともに完掘していない。 また西搬にかかる

土堀4については、 1叉15の西檄土）1'41ざ1も参照してほしい。

土壊 1 （図7) 3東1m 概 咲 方形 1•収躯l)IJ:l:lfti に凝

3-Eで検出された方形 I城である。/11I泌i物

がなかったので厳密な年代は1淵明だが、埋 I-．から

みておそらく戦前である。約4m北の 3-Cにも、

切石の残りは悪いがlii]様の追梢がある （図6)。

長さlm、輻15cm前後の凝灰質砂岩の板状切石

を三枚並べて底面に敷き 、その縁に長さ40~60cm

の板石を壁状に、岡むように立てる。上部は破壊

されている。墜をもつ形態からみて、小刑のムロ

（室）のようなものか。

2.近世

灰t'i砂れ1:/J{jを敷き、

[>
その緑にlIilじく 1:/Jイi
をtf．て． I府状にlりIt、
込む l:'I部 を失う

ムロカ・

規 殷 l碑 Xt<.迪 X深さ(CIn)

125 X 115 X 40 

・ド面形 Ji)fク
断 1/ij形箱lf多

11.50m •一 切石・l'法駁部敷ii

誓
.Imiiii i妥X30cmX10 

-12cm 

I：や（＊

40-60cmX30cmX 

0 1m 15cm 

1 , 1 じ軸）j位 N-8°-E 

図7 近代土堀 1

I区で近1lt追構と認められるものとして、六補道側溝とおぼしい束洒溝がある。これは後述する中11上

後期の側溝埋 ヒ中で完結しており、断而観察から確認したもので、個別1-21は省略する。深い逆台形の断

面を里し、 l．．端幅74cm、 ド端輻25cm、深さ75cmほどの規松である。

今阿の報告対象ではないが、 II区には長円形の土城2基、円）f多索掘り JI戸 lJ記のほか、特箪すべきも

のとして、 長）j形の竪穴辿構がある。ここからは大砿のl81止紀末～19・1阻：紀初頭の伊万限焼など陶磁器が

tlKI：した。近隣の大倉南御1"］追跡C地点 (I叉12地、1.’.j、4)などでもほぽ同時期の辿梢・逍物が発見されて

お り 、 この時期の大倉のこ の •帯には、 かなりの数の人々が住んでいたこ とが窺われる。

3.中ilt後期

鎌倉市内逍跡ではしばしば、中枇府の上部に泥岩塊による黄褐色の地業陪が忍められることがある。

ここで 「中憔後期」と称するのはこの陪のことを指す。年代的には大体至町時代から戦国時代、すなわ

ち15~16-ill：紀ごろに柑当する。あるいは和II［前期ごろ鎌倉市内のほぼ全域を覆い尽くす幣地があったIl[

能性もある 。 先述したように、 このI曽も切込みlhiそのものはほとんど残ってお らず、 当該期辿梢の検／•II

は、埋土が黄褐色のi)認岩｝曽であることを口安とした。東西方向の消 2条・ 上城などを検出したが、ここ

で紹介するのはそのうち溝 1条である （溝 5)。もう 一つの溝は六iili道側溝だが （泄 I・ 1')、これに

ついては中IU:I前期からの変造過程とあわせ、次項で論じたい。土城は省略する。

溝 5 （固10)

ほぼC軸沿いを束西に走る溝。輻は最大で125cmほど、深さ80cm前後である。東から西に向かって流

れる。断面は整ったV字形、または薬研形で、後述の六浦逍側溝の溝 lとは約 6mを附てて平行してい

る。この溝の役割は不明だが、溝 lとの間があるいは道路であった可能性がある。埋土はいちどきに人
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図8 近世遺構全図

れられたような形跡が断面から観察できる。

'4. 中世前期

ここでいう「中世前期」とは、 3の「中lせ後期」と後述の弥1c1:_JMとのI:ijにある強い粘質の茶褐色土の

なかに掘り込まれた辿構群のこと。この茶褐色上が中 1せの基盤）音をなすものであり、当該期の追構の多

くがこの 1・.1針から切り込まれている。

2・3-D・E付近では、 このi(iiの5~10cmい(liに破砕泥岩による源い格地l川がところどころにみら

れ、 そこからも柱穴等の追梢を検出することができる。

以下では検出した追梢を 「a.／，＜il|i追沿いの辿柚群」「 b．居住布1月の辿構群」「c．鎌倉時代以前の辿
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Q 図， 中世後期遺構全図

構群」 の 3 群に大別して，記述する 。 「 a 」は追路11[Ij ii仰や柵夕•IJ など様界領域に関係する施設を上体とし、

「b」は道路から離れた（奥ま った）場）リiにあるl:|:j洛ち消や建物、）1戸など住環様に伴う施設を主体と

する。掘吃柱建物に1対しては今次の報内では 2棟にとどめ、そのほかは原因者負担分報告・山に委ねる。

「c」は平安時代未期に屈する追構を指す。 また「d」として辿構外採集追物の項を設けた。

a
 

六i11i道沿いの追梢群

溝 1~4 (I又112~14 i<1 ~ 7) 

1~4すべて、 l ・ 2-A・Bの調介区'；k/11部北辺で直なり合って検出された東西溝で、位骰と）J|川

からみて六itIi迫の側溝であることは1/_il述いない。先にも触れたように溝 lは中泄後期に属するが、記述

-l97-
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浙1(1i )|:~~)、: 'l~liJf/1多． V字形

流 I‘.Jil{，J 束→西

l・・・1|tli jiiヽ'[ N-87°-W 

I. 荼褐色粘't'tI・. i)必'tJ鬼多く含み、固くしまる

2 ・ 茶褐色粘'fiI・. Iとほぼl11JI：だが、混人物少なし‘

:L Iリ1茶褐色粘'ft|・・ i)切が非常に多く、仙lくしまる

4' !．し！紺色粘'ftl・ 粘ヤI：、強く、焼土 ・炭化物等を含む

図10 溝 5

の都合 J •本瑣で扱う 。 t}i,1断I面については1営l5を参照。

滞 lはJIil状の間(1iのやや浅い溝で、底近くの埋 1：中にはJ叶止の炭化物とともに、 151仕紀ごろの土師器

LLLLの集1|9/-1＼士がみられた。上）jは削り取られているが、現況で幅251cm、深さ50cmli1]後の規校である。

ド端l~i,｝は広いところで約80cmほど。 なお、中世後期～求期になって、 1ltll i1’Ij.が浅い IIIL状に変化してくる傾

向は芯‘／午大路とも共通する。

消 l'は 1に｝li：枯した炭化物を除くと現れる逆台形の溝である。堆秘状況から 1は 1'の掘り直しであ

ることを確認した。道路側の序では両者のあいだに約35cmの総 じげが見られる。注意を災するのは、南

側沿込みのIriが先述のi,I'；： 5の落ち込み屑よりも50cm以上高いことで、 このことは溝南側に十．媒、あるい

は築地のような閥まりがあった11I能性を示唆するものかも央IIれない。

ii'1'i: 2は南側の裕ち込み）,iを］または 1'の南1llll厨と共有しており 、j!I!l：もまた似ているところから、

規椒と形態は異なってはいても年代的には述続しているとみてよい。 深い逆合）f~の断1(1i をもつ、幅・深

さとも約 1m強の構．。

なお溝 2と次に紹介する溝 3とのあいだに、土附断nnにはやはり1lllj溝とおぽしい落ち込みの一部が認

められる。おそらく逆台形になると想像できるが、詐細は小lリj。

溝 3は以!・.3本の側溝の南増のドにある。北側は溝2などに削り収られているが、 JI:‘常に盤った逆台

形の断1(1jをもつ。深さ74cnlo

溝 3'は 3のドに底辺だけのぞいている溝で、こ れもおそらく逆台形になるものと想像できる。位似

からみて 3は3・の浚渫と考えられる。

溝 4はこれらから少し内側（南側）に入った位置にあるが、六iili逍対J店（北側）の1lllji翡の所在が不明

なので、逍輻fl体に変化があったかどうかはつかめない。六il1i逍側の搬が構：3・ 3'によって失われて

おり令容はイ浦lだが、これもおそらく序各った逆台形になるのだろう c 深さは46cmと浅い。消底にはT種

（手づくね）を ドイ本と した鎌倉時代前期以前の土帥器集中/II土がみられる。

溝 4のドにはさらに浅い沿ち込みが断面に認められるが、 これが側溝であるかどうかはイ漕lである。

とすれば、洲4が確実な側溝としてはもっとも古いものである可能性があり、り1いては六i甫道が今の場

所に1成立した当初の消である llj能性も否定できない。
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2 

／ 
Kき さ 船 X 深さ (cm)

ol (251) X (48) 

土― •
I A 1吋偽糾 82cm 

溝 ---1―: 1 l析f(II)fク llU)； --
j,軸hi、~ N一部．5•—IV

' 
流 l‘,}il{，J 束→11り

黒点は土師器

；？＇ 

T 』 12 
輻 x深さ km) 船 X 深さ (cm)溝1・ 人きさ 溝2 ）いきさ

(218) X (78) (102) X (106) --- _, l‘・船糾 63cm I・対i糾 6&m

溝 ＝＝＝ .. I .L 1溝1・下端 餅l(IiJfク 逆台形 ll!i1f1i形 深い逆台形

廿ピ ヘ、-==:_____:--～-1-・I却下端

l：柚/j位 N-86°-W I:釉Jif,'l N-86°-W 

流 I‘―/jI;,1 東ー1’り 流 1̀．lil{,l 束→西

溝
3 

遣覧 i 溝3 大きさ 幅 X 深さ (cm) 溝4 人ささ 船 X 深さ (cm)

(125) X (74) (120) X46 

口ベ＇三ニ' ,,コ•• | - B ] 溝3下端

下端糾 70cm lヽ・端射，i75cm 
溝
4 浙而｝fク 逆台形 断I(Iilf多 逆台形
復

乱一
l:．軸Ji位 N―汎．5・-W i:flijifヽ・,: r.;ー84.5°--¥＼’

溝4下端

ー・一
流 l‘.liI{，1 束→西 流 卜方向東-1Iり

I 

方
位
は
共
通

↑

十
ー

※土層断面は図5参照

゜
4m 

図12 溝1~4（六浦道側溝）

柱穴列 2 （図15)

調査1え張出惰II北辺、溝 1・ 1'のドに検/11された。屈位的にみれば六浦道沿いの追構群中ではもっと

も占い一群に屈し、溝3または 4に平行しているが、両者との1m係は明確でない。

確実な並びが4口しか確認できず、柱間にもややばらつきがあるが、 直径60~70cm、深さ40cm内外の

丸い札穴が平均］22cml/IJ隔で、itんでいる。

道路脇に柱穴が並ぶありかたは、近在でもかつて節者が調壺した大倉硲府周辺逍跡群二階盤字荏柄38

番1地、1.’.I: (r鎌倉市刺蔵文化ll1緊急調介報告 叫 9 鎌倉市教育委員会1993)に代衣的な例があり、ま

た同じく大倉硲府周辺辿跡群宮ノ下二丁l=l606番 l地点(|司前）などで見つかっている。柵か塀のよう

なものなのだろうか。

布掘柱穴列 （図16 表8・ 9) 

C1軋lヒ1llljに、南北にif；．んだ二つの柱穴を溝でつないだ布掘逍枯が東l}__4に並んでいる。現況17間で、東

西の調介区外へさらに延びることは1lij追いない。平均の間隔は約109cmで、これはだいたい当時の建物

相月の半分の長さに相％する。

これも 1iij出の大危ぷ絣l・・周辺辿跡群＿．．階鎚字荏柄38番 1地点に、同様の例がある。詳細はいまだ不明と
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図13 溝 1 • 1'出土遺物
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ロロニ □＇ー／口＿ーロ
□三 □□ロロ ［ 
¥9三 ぐ '•一」二 13

l ／ 溝2 0 （遺構） 1m 
14 

0 （遺物） 10cm 

， 
て 1Iー/ 15 

＼ 
I 
i 

~ 6 

溝3 --i_!d ~ ] て――•I ニ17

、/［ 口 I ー／
- I -— 32 35 B南2m ＇ : - I 溝4 27~紋函~ !

―望［ 忍

口 I 口
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バ □/。！ ［ 溝3
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＼ピニク21 ¥ 2 ¥ =23 二＝24
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＼ 4 ロニ5 ヽ
36 

ニ 37ー／／／ 溝4
ロニ］二三ク38 □ぐ39 _ 40 ¥ I < • / 42ミニ名

図14 溝 2・ 3 ・ 4出土遺物
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l呂l13 種 類 J,きさ せいけい 胎1—• 素地 色調 釉梨 備考

I かわらけ
人きさ 口径6.8cm 底経5.7cm 器高2.2cm せいけい ロクロ胎十． 赤色粒r・ 姦1吐色濶灰

朽色

2 かわらけ
人きさ 11径6.6cm 底経4.9cm 器邸21.9cm せいけい ロクロ内底部ナデ胎土針状物質礫

色潤橙褐色術考板状圧痕

3 かわらけ
大きさ 口径8.4cm 底経5.6cm ¼ti令 1,;Ti2. 3cm せいけい ロクロ l),J底 部 ナ デ 胎土 針 状 物 質 色

瀾橙褐色伽考板状）：l:．痕

4 かわらけ
人きさ 口径7.3cm 底経5.Jcm 器高2.2cm せいけい ロクロ内底部ナデ胎 l：赤色粒子微

砂粒色調灰橙色

5 かわらけ
大きさ 口径6.8cm 底経4.5cm 僻高2.1cm せいけい ロクロ 1}、1底 部 ナ デ 胎 1-. 赤色粒子針

状物質色調校褐色付i考 11縁部を故：意に打ち欠く 板状圧痕

6 かわらけ
大きさ 「1径6.8cm 底経5.2cm 器邸I.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎土赤色粒＋微

砂粒色瀾灰橙色備考内｝氏部に針様の掻低板状JI:．痕

7 かわらけ
大きさ 11径6.8cm 底経4.8cm 器邸I.7cm せいけい ロクロ 内底部ナデ）恰土針状物質砂

粒 色 瀾 朽 褐 色 伽 考 板 状lJ：：痕

8 かわらけ
大きさ 17径JO.6cm 底経6.5cm 器i'Ji3.1cm せいけい ロクロ 内底部ナデ ）j台土針状物質ば；

栂粗砂粒色潤橙褐色 備考板状圧択

， かわらけ
大きさ 口径10.0cm Ji.(;経6.5cm 器森3.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上針状物質金

玄母 色瀾！火柁色備考板状圧痕

IO かわらけ
大きさ 口径11.2cm 底経6.8cm 器悩2.9~4. 0cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎土針状物

質金裳•9サ色；謁橙褐色備考板状J+．．痕

11 かわらけ
火きさ 口径10.4cm 底経7.2cm 器高3.0cm せいけい ロクロ 内朕部ナデ胎十＿針状物牧芸

月砂粒色調位褐色備考板状圧痕

12 かわらけ
大きさ 口径10.6cm 底経6.5cm 器轟3.1cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎1： 針状物質色

湖／火褐色備考板状圧痕

13 かわらけ
大きさ 11径11.4cm 底経8.6cm 器高2.7cm せいけい ロクロ胎 I~ 針状物質砂粒色潤灰

褐色備考板状JT:1ji

14 かわらけ 大きさ 口径11.6cm せいけいロクロ胎土赤色粒子裳母 色瀾 1天橙色伽考 小片

15 かわらけ
大きさ 「1径ll. 6cm 底経6.7cm 器高2.9cm せいけい ロクロ 内底部ナデ J胎上針状物質微

砂粒色調橙灰褐色

16 かわらけ
人き さ 口径10.7cm 底経6.4cm 器高3.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上針状物質粘

上粒砂粒色調橙褐色備考 1 1縁 •部を故．意に欠く 板状圧痕

17 かわらけ
）ゞ きさ 口径10.6cm 底経6.4cm 器高3.0cm せいけい ロクロ内底部ナデ胎土粘 1：粒砂粒

色潤灰橙褐色 備考 口縁部 2箇所を故．． 意に欠く 板状9I:．痕

18 かわらけ
）くきさ 1.:.1径11.4cm 底経7.6cm 器i\"'~3.5cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎土 針状物質粘

1 ：粒裳1サ色閥）火橙色備考口縁の •部を故慈に欠く 板状圧痕

19 かわらけ
大きさ 1_1径13.5cm 底経7.4cm 器翡2.9~4. 0cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎士針状物

質赤色粒子色謁灰橙色 iili考 I I緑部を故邸に欠く 板状J王痕

20 七鏑
口縁部飯片 11径23.2cm せいけい 輪梢後ナデ II台l: K而Jリし色 胎芯部煤灰色 きめ細やか備

考 鍔下にすす付着

21 
常滑 11絲音II破片せいけい輪積外1f1i 屈IJ毛l1,i牡整胎 I-． 灰色針状物質小礫を多く含む牛1l-lて表

相 鉢 而赤褐色

22 かわらけ
大きさ LI径6.8cm 底経4.8cm 器轟I.7cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 1：針状物質色

調灰橙色備考板状J.i~痕

23 かわらけ
人きさ LI径6.2cm 底経4.6cm 器邸I.9cm せいけいロクロ llf1土針状物質色閥灰柁色

備考板状圧痕

表 1 溝 1出土遺物観察表
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図13 種頻 大きさ せいけい 胎 lこ 索地 色調 釉楽 備考・

22 かわらけ
大きさ I 1/f..6. 8cm 底経'1.8cm 器沿jl.7cm せいけい ロクロ胎 I一． 針状物質小礫粒色濶

灰柁色価考板状JI:1J,<

23 かわらけ
大きさ 11径6.2cm 底経4.6cm 器邸I.9cm せいけい ロクロ 胎 1： 針状物質色調）火橙色

備 考 板 状n：痕

211 かわらけ
大きさ I If籾 ．2cm )氏経5.1cm 器蒻2.8cm せいけい 口クロ 内）J足i'il；ナデ胎 1：粘 l：粒微砂

粒色，凋／火褐色備考板状I十．．痕

25 かわらけ
大きさ 11径IO.6cm 底経7.0cm 器糾2.6cm せいけし、 ロクロ 内）l紐IIナデ llf,I: 多l•状物質赤

色粒 f• 色，凋 J火杓色仙考板状圧痕

26 I・＿製品
大きさ 11径6.0cm 底経'1.8cm 器邸I.8cm せいけい ロクロ胎 I: 小礫粒針状物質色瀾

灰椛色

27 
此 質 11緑i'ill破｝rせいけい 輪秘み外而へら）什き 胎 l•ー 赤9火色 表l(Ii9火黒色 赤色粒含むがきめ紺l
I:風！9,1 やか

28 
絣l 載 底祁破片底経4.8cm せ いけい ロクロ 邸台部i'JIJりだし 索地 l’l色 黒色粒微：，t きめ細やか

染付鉢 文様 l)、J底1f1i.外1fliに染め付け

29 かわらけ
大きさ 11径7.1cm 底経5.6cm 器邸2.Jcm せいけい ロクロ 内）iS:fil；ナデ Ilfi1：粘 l：粒色瀾

柁色 iiii老 板状l1こ痕

30 かわらけ
火きさ 11径7.0cm 底経4.8cm 器秘・2.0cm せいけV、 ロクロ 内）J知，"il；ナデ llf,I: 針．1犬物質色

湖 橙褐色 1iii考 LI緑部に柑l媒付]咋

31 かわらけ
人きさ 11径6.5cm 底経'1.3cm 器絲2.1cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質赤

色粒色，淵杞褐色備考板状IT:痕

32 かわらけ
火きさ l lt斧(i.5cm 底経3.9cm 器，塙2.2cm せし9(tぃ ロクロ 1)、JII〖部ナデ 胎 l•ー タ 11犬物質小

礫粒色濶 l火褐色備考板状l王1U.

33 かわらけ
大きさ r I径6.0cm 底経'1.(lcm 器ぬ•2. 1cm せいけい ロクロ 内）Jし 部 ナ デ 胎 I: 針状物質赤

色粒色，~,~）火橙色備考板状l.I：：痕

34 かわらけ
Kきさ 111斧8. ~cm 底経5.7cm 器高2.4cm せいけい ロクロ llf, I: 針状物質滋1吐色，湖 J火
朽色 ilili考板状）I:痕 l}、J底JI鉗ll離

35 かわらけ
大きさ I Hf.10. ficm 底経5.7cm 器邸3.3cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 l： 針状物質赤

色粒色瀾朽褐色備考板状11逍'{

36 かわらけ
火きさ I If怜!0.8cm 底経6.9cm 器邸3.0cm せいけい ロクロ 内底部ナデ IJf, I: 針状物質赤

色粒小礫粒色，淵灰桁色価 考板 状if.1ji

37 かわらけ
法：，t I I径l3.Gcm )氏経8.lcm 器高3.8cm せし＼けい ロクロ 内底if11ナデ胎 I: $I状物質赤色

粒色湖）火褐色備考板状圧痕

:38 かわらけ
人きさ 11径13.6cm 底経8.8cm 器邸3.6cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質赤

色粒粘 1：粒色，闊怜褐色備考 11縁部2箇所を故邸に欠く 板状,,・．．痕

39 かわらけ
人きさ 11径13.8cm )成経8.0cm 器邸3.6cm せいけい ロクロ 内）i紐IIナデ胎 I: 針状物質金

成/:j: 色調灰褐色備考板状lモ痕

40 
此質 11緑部破）「せいけい 恰枯み外而へら磨き 胎 l: l天lLl色 表lhi 9火！！9!:色砂粒を含むが細やか

T.•あぶり 備考輪化か ？

4 1 
瀬） i 底部（成）「 底経 8.6cm せいけい ロクロ ,'iii台脊lli'JljりIllし胎 I・・黄9火色細やか :f:11戌淡い

小鉢 黄緑色

表 2 溝 1'出土遣物観察表

1><11-1 種 類 火きさ せいけい 胎 I: 索地 色，淵 釉楽 1ii ii考

I かわらけ
大きさ 11径10.0cm 底経7.4cm 器，O::jI. 6cm せいけし＼ 手づ くね 11緑祁、内底部ナデ 1胎I: 針

状物質砂粒色潤橙色

2 かわらけ
大きさ l l t和8.4cm 底経6.0cm 器j';:jI. 7cm せいけし‘ ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物f't 砂

粒色瀾 l火柁色備考板状圧痕

3 かわらけ
大きさ 11径6.3cm 底経1.6cm 器高I.45cm せいけし、 ロクロ 内底部ナデ l胎 I: （少粒 小礫粒

色閥淡1火褐色

表 3 溝 2出土遺物観察表 (1)
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l及114 種 類 大きさ せいけい 胎上 索地 色調 釉楽 価考

4 かわらけ
火きさ 11径8.2cm 底経6.0cm 器似il.1lcm せいけい ロクロ 内）i紐ISナデ胎 I: 針 状 物 質 砂

粒白色粒色，｝，1 灰褐色

5 かわらけ
火きさ 11径7.2cm 底経1I.6cm 器翡2.1cm せいけい ロクロ 内底部ナテ~胎土 針状物質砂

粒色聞）火楼色備考板状II:痕

6 かわらけ
大きさ 1 1径8.~cm 底経5.2cm i料：12.6cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上針状物質・赤

色粒砂粒色閤朽色備杉板 状 ／1．．．痕

7 かわらけ
大きさ 111怜11.'1cm 底経8.0cm i恥，対2.9cm せいけい ロクロ 内底祁ナデ J)f:+． 針状物質• 砂

粒粘 I；粒色瀾橙色

8 かわらけ
大きさ I I{'f..12. 8cm Ji.(経7.2cm ~ふ此j3. 2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 ,-. 針状物質粘

+．粒｛沙粒色調橙色備考板状Ji丑良

， かわらけ
人きさ 11径12./(cm 底経7.0cm 器，0j3.lcm せいけい ロクロ 内底部ナデ 胎上針状物質 粘

L粒赤色粒砂粒色＃l杓色備考板状J臼痕

10 かわらけ
大きさ l」径12.8cm 底経7.tlcm 器 ，＇,•：13. 6cm せし、けい ロクロ 内底部ナデ胎土 針状物質赤

色粒令兵lサ砂粒色濶淡柁色

ll かわらけ
火きさ 11径1:1.2cm 底経7.Gem r.~心13. 75cm せいけい ロクロ 内）L豆l；ナデ胎I•• 91・状 物 質

砂粒 色閥 lliけ橙色

12 
詣 滑

LI縁部蔽9,1 せ い け い 輪 積 み ）If,］：灰黒色 ｛沙粒 小媒粒表lhi l1行褐色備考 hi部に降）火
か め

13 
,'i 磁 底部破）t底経5.0cm せいけし、 ロクロ索地灰色級密釉薬 llifI火 緑 色 外1(Ji下位から）i（部

碗 硲胎 文様 I}、Jl(lillhi化と櫛描き 外Ihi櫛描き

14 
W・磁 11縁部(¥ll)'i I I径14.0cm せいけい ロクロ 索地 }1((1色緻密釉梨 廿灰色文様内lhiに辿

碗 弁備考 t彰il'.11

表 4 溝 2出土遺物観察表 (2)

図14 種 類 火きさ せいけい 胎上 索地 色濶 釉速 備考

15 かわらけ
大きさ LI径10.(lcm 底経7.6cnl 器，・::;1. 4cm せいけい 手づくね 11緑部ナデ胎上針状物質

砂粒色調 J火褐色備考 ．．次焼成

1 6 かわらけ
J:..きさ 11径9.2cm 底経4.4cm 僻，i：j2.0cm せいけい 手づくね 11緑 部 ナ デ 胎 1-． 砂粒 色瀾

灰褐色

1 7 かわらけ
人きさ I 11'f.:8. 11cm )氏経7.2cm 器此H.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 —L: ii状 物 質 砂

粒色調淡朽色

18 かわらけ
大きさ I I径13.2cm 底経7.()cm 器，内12.6cm せいけい 手づくね l恰I: 針状物質砂粒色調

灰褐色

19 かわらけ
大きさ 11径14.0cm 底経9.0cm 器似j3.0cm せいけい 手づくね Jlf辻． 針状物質砂粒色，・i.1
橙色

20 かわらけ
法{,(: I I径12.7cm 底経9.0cm 器，＇，●：12.95cm せいけい ロクロ 内底部ナデ llfrl-． 針•1犬物質 赤

色粒砂粒色，鴻橙色

表 5 溝 3出土逍物観察表

図14 種類 大きさ せいけい 胎 l; 索地 色晶l 釉楽 りiii考

21 かわらけ
）＜きさ 「l径8.8cm 底経5.(lcm 器，＇，．~I. 9cm せいけい 手づくね胎 l・・ 針 状 物 牧 赤 色 粒 粘 上

粒砂粒 色潤 1:Jく橙色

22 かわらけ
）＜きさ 11径9.8cm 底経4.0cm 器心jl. 65cm せいけい r・・づくね胎 I: I'I色粒 粘1：粒 砂粒

色濶灰柁色

23 かわらけ
大きさ LI径9.2cm J1り経6.0cm 悩，＇,．51.7cm せいけい 手づくね胎 t針状物質赤色粒 l'l色

粒砂粒色潤楼色

24 かわらけ
大きさ 1 1行 10. 8cm 底経6.2cm 器 ，•,':ii. 95cm せいけい手づくね胎上含l状物質砂粒色瀾

淡橙色

25 かわらけ
大きさ 11径11.4cm 底経6.0cm 器，沿3.0cm せいけい 手づくね 胎 I:針状物質赤色粒白色

粒 砂粒色，湖 淡I:I叶褐色

表 6 溝 4出土遺物観察表 (1)
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図14 種類 大きさ せいけい 胎 l; 索地 色潤 釉楽 備考

26 かわらけ 人きさ n径12.8cm せいけい f・づくね胎 I: 針状物質粘 1：：粒砂粒色調淡）火褐色

27 かわらけ
人きさ 「l径12.8cm 底経5.7cm 器祝3.1cm せいけい 手づ くね胎 1：針状物質赤色粒 lこ1色
粒 粘 土 粒 I'1色粒砂粒色調灰朽色

28 かわらけ
人き さ Ll径12.8cm 底経G.2cm 器邸2.9cm せいけい 手づくね胎 1：針状物質赤色粒粘1 ••
粒 砂粒 色，闊淡灰橙色

29 かわらけ
大きさ 11径13.1cm 底経7.75cm 器，＇，;':j2,9cm せいけい T：づくね 胎 I:針 状 物 質 玄1:t 砂粒

色瀾淡）火褐色

30 かわらけ
）くきさ 口径13.1cm 底経5.2cm 器甜3.1cm せいけい 手づくね胎 1：針状物質赤色粒粘士

粒砂粒色，~'~ II削灰楼色備考板状91••• 1J込

3 1 かわらけ
大きさ 11径12.8cm 底経5.8cm 器砧3.05cm せいけい 手づくいね胎 I:針状物質赤色粒

粘上粒砂粒色濶備考板状it痕

32 かわらけ
大きさ r,径1:1.2cm 底経7.:km 器高2.8cm せいけい 手づくね胎上針状物質 l’l色粒粘上

粒砂粒色湖淡灰橙色備考 ー^次焼J戊

33 かわ らけ
火きさ n径1'1.0cm 底経8.0cm 器邸2.85cm せいけい 了づくね 胎 1：粘 I::粒 砂粒色濶

淡灰橙色

34 かわらけ
大きさ U径12.9cm 底経5.5cm 器科3.0cm せいけい 了マづくね胎 1’．粘 1： 粒 砂 粒 色 瀾灰

柁色備考板状Ii:．痕

:{5 かわらけ
大きさ l」径 1:~. 1cm 底経6.9cm 器裔3.15cm せいけい 手づ くね 胎 1：針状物質粘 1：粒砂

粒色，凋 i炎灰褐色什ii考 ．．次焼成

36 かわらけ
人きさ 口径I~. 2cm 底経8.0cm 器沿12.9cm せいけい r：づくね胎」．： 針状物質粘 l：粒貝殻

粒砂粒色調淡灰褐色

37 かわらけ
大きさLl径8.2cm 底経6.15cm 器点I.6cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上赤色粒砂粒

色，凋淡）火褐色

38 かわらけ
大きさ 11径9.0cm 底経6.2cm 器裔1.6cm せいけい ロ ク ロ 胎 l．： 赤色粒 f‘兵l吐色調灰

柁色

39 
山茶碗窯

I J縁部破片せいけい輪柏み胎—I·. I火色 l'J色粒砂粒備考 l1、1雁に陥J火
こね鉢

40 
渥 芙

底，"il；破片せいけい輪梢み後ロクロ 胎 l: lli鉗・灰色 l'-1色粒砂粒伽考内底部に降J火
小咄i

4 ] 
i't 磁 11縁部破片 l_l径I3. 0cm せいけい ロクロ索地緻密 ・).'it(I色釉薬黄緑色半透1リl 必様無

碗 備考泡凩惣

42 
青白磁

itnti|；破），iii:II径1.4cm H'I Iの長さ 6cm 索地灰白色級密釉楽水l'f色透11)-J
水ii:

4 3 
i'f白磁 法：，し口径6.2cm}氏経1.0cm 器佑jIACI!！せいけい ロクロ後殷入れ索地乳白色緻密釉薬

Jill 淡灰緑色透lリj

表 7 溝 4出土遺物観察表 (2)
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図15 柱穴列 2
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図16 布掘柱穴列、同出土追物
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l又l16 秤封i 大きさ せいけい 胎 I-- 索地 色，淵 柚楽 備考

I かわらけ ）＜きさ l―l径10.0cm 底経6.4cm 器,¥iii.Gem せしヽ けい T・づくね胎 l-． 砂粒 色瀾灰褐色

2 かわらけ
）ゞ きさ 17径10.1cm 底経6.8cm 器閥1.5cm せいけい r：づくね胎 I_．． 針状物質砂粒色調

淡掲色

3 かわらけ
大きさ 11径14.6cm 底経9.0cm r,訟12.95cm せいけい手づくね 胎 I: i沙粒色瀾灰褐色

備考 ．．次焼成

II かわらけ
大きさ 11径9.0cm 底経5.0cm 器翡I.11cm せいけい 了づくね胎 I今．針状物質砂粒色濶

灰褐色

5 かわらけ
火きさ 11径9.8cm 底経5.0cm 器泊i1. 8cm せいけい 手づ く ね胎十~ 針状物質 砂粒色調
淡杓色

(j かわらけ
人きさ n径10.0cm 底経6.0cm 器硲I.75cm せいけい 手づくね胎 1：針状物質砂粒色閥

杓色

7 かわらけ
大きさ Ll径9.8cm 底経7.2cm 器此;1. 9cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎土針状物質 砂

粒 色 ， 淵 柁色りii考板状n1i{

8 かわらけ
人きさ 11径9.2cm 底経4.4cm 器邸l.7cm せいけい fづ く ね 胎 I:針状物質 砂粒色調

淡杓色

， かわらけ
人きさ 11径14.'1cm 底経6.8cm 器邸3.11cm せいけい T・.づくね胎 I'．針状物質砂粒色調

淡朽色

10 かわらけ
大きさ 11径15.ficrn 底 経 器 腐3.0cm せいけい 手づくね胎 1：砂粒色調柁色備考

次焼成

II 
‘iit 滑

底部破片底経17.2cm せいけい輪積み 胎 1~ ！火色 Lく石粒．［l;＼色粒 色調表而赤褐色
こね鉢

12 
窃 滑

底ii|5破 片 底 経9.8CIn せいけい輪秘み胎 I~ J火色 小礫粒砂粒備考内lfiiに指頭痕
かめ

13 かわらけ
大きさ LI径!l.2cm 底経6.8cm 器，f：iI.9cm せいけい ロクロ 内底部ナテ＇胎 土 粘土粒砂粒
色調／火棺色りiii考板状1T．痕

1 4 かわらけ
人きさ 11径12.8cm 底経8.5cm 器佑12.9cm せいけい ロクロ 内底部 ナ デ 胎 上 針 状 物 質 砂

粒色濶）火橙色備考板状圧痕

15 
鉄製，11111

長さ9.2cm !?-さ0.7 xo. 7 
釘

l （う かわらけ
火きさ LI径9.2cm 底経5.2cm 器似jl.54cm せいけい T'づくね Jjf辻．針状物質砂粒色閥

淡褐色

17 かわらit
火きさ 11径9.8cm 底経6.0cm や怜 1•，':12. 0cm せいけい Fづ く ね 胎 I・： 針状物質砂粒色瀾

淡褐色

18 かわらけ
）＜きさ 「l径8.4cm 底経6.0cm 器邸I.7cm せいけい ロクロ 内底部ナデ Jjf汀： 針状物質砂

粒小礫粒色潤灰褐色備考板状9-l;．痕

19 かわらけ
大きさ 1 1径I~ . 0cm 底経10.0cm 器高3.0cm せいけい 手づくね胎 I・.針状物質色調灰褐

色備考内1fliに鳩痕

20 I:鍋
）くきさ 11径13.0cm 底経8.6cm 器邸2.8cm せしヽ けし‘ ロクロ 内底部ナデ胎 l：針状物質粘

|．．粒砂粒色瀾灰褐色備考板 状 ）I瀕i illl媒

21 
祢 滑 J.:.きさ 「l径9.8cm 底経6.0cm 器科I.3cm せいけい 手づくね胎 Iュ．砂粒色調灰褐色備

こね鉢 考 ー一次焼成

22 かわらけ
大き さ LI径8.4cm 底経6.4cm 器，渇I.9cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質砂

粒色瀾灰褐色 備考板状｝Jこ痕

2:i かわらけ
大きさ 11径8.6cm 底経6.6cm 器閥I.5cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上赤色粒砂粒

色潤｝火橙色備考板状J十．．痕

24 
ll1茶碗烹

11縁部破片せいけい輪積み 胎 I:褐色砂粒刹lやか
こね鉢

表 8 布掘柱穴列出土遺物観察表 (1)
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図16 種 類 人きさ せいけい 胎 l•. 索地 色調 釉楽 備考

25 
瀬｝ i 底部破J¥・底経7.4cm せいけい ロクロ 内底祁ナデ店j台貼 り付け胎上）火色 夕dLあるが細

lll茶碗 やか色調

26 かわらけ
人きさ 11径9.0cm 底経5.11cm ~柏佑jl. （｝CIn せいけい ロクロ 内底部ナデ llfil．．針状物質色

調灰橙色備考板状I1:痕

27 かわ らけ
）＜きさ 11径13.2cm 底経8.6cm 器，＇，・:;:i.2cm せいけい 手づくね胎十＿砂杓色，湖）火褐色佃i
考 ．．次焼成

28 ik!美瓶
底部破）ヤ底経9.6cm せいけい輪秘み Hj台貼り付け胎土 灰色微砂粒釉梨）火緑色 iii

名 ．．次焼成

29 
鉄製品

iとさ7.2cm ]ワさ0.6xO. 8cm 
釘

30 かわらけ
）＜きさ 口径9.8cm 底経7.11cm ~l'f,',.:i l. 9Clllせいけい ロクロ 内底部ナテ‘llfil：針状物質 砂

粒 色 閥 橙 褐 色 備 考 板 状l」:．痕

表 9 布掘柱穴列出土遺物観察表 (2)
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汀
じ
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]
一

慨 吸 東1’りー,ti.It/ii(|(}）溝

が1中れKiりでカギ形に

つながる

位；i'/ I-1-C ・ ll 

大きさ 1-,さ X 船 X深さ

東西溝(12.3mlx,10cmx 15cm 

l中i北溝(5.32mlX2&mX 15cm 

I 4 

I~渾i形状 箱）f3

iて軸Jj位

東11り消 N-89°-I•: 

南北溝 N-3°-E 

東西溝と 南北ii,Ii0)交Xcif1 98° 

特記 •I洲i illiJ.fl建物の1:l:i/谷溝か

＼ 二

ロ 三 ゜
゜

（遺構）
I 

（遺物）

4m 

10cm 

図17 溝8、同出土遺物

図17 種 類 大きさ せいけい 胎 I. 索地 色調 釉薬 備考

I かわらけ
大きさ 口径8.0cm 底経4.0cm ?.:"f轟2.0cm せいけい手づくね胎土 針状物質砂粒色濶

淡橙色

2 かわらけ
火きさ 11径9.2cm 底経7.(lcm 器点11.35cm せいけい 手づくね l)、JI氏部ナデ ）If, I: 針状物質

粘 I沫． 粒 砂 粒 色 濶 淡 楼 色

3 かわらけ
大きさ n径15.0cm 底経10.0cm 器邸2.7cm せいけし、予づくね胎J: 針 状 物 質 粘 1：粒砂

粒色調

4 
鉄製品

長さ9.2cm )りさ0.55 X 0. 4 g [ 

表10 溝 8出土遺物観察表
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概要

拉誼

柱 tl¥l

l・：軸方位

東西方向の杜穴夕lj

1~5-D 

現況151/IJ（平均柱間距離114cm)

N-94°-W  

図18

杜の大きさ 直径75cm（平均）。

深さ72cm(同）

4m 

柱穴列 1

しておくが、築地の基礎のようなものを想定したいところである。

土師器T種を中心にかなりの出土辿物があり、いずれも13世紀前半を出ない点で整合性を見せる。年

代的にも二階批字荏柄38番 1地点と共通するっ

b.居住空間の遺梢群

（図17／表10)溝 8

調査区中央部にカギ形に存在する。 4,ll|iの東 2m前後を南北に走る滞と、D・ E軸の中間付近を東西

に走る溝が、 4-Dの中央部で出会う形になっている。

幅30~40cm、深さ15cm程度の小さな溝で、後述する柱穴ダUlや建物群と軸線を同じくしている。掘立

柱建物に付随した雨浴ち溝の可能性が高いが、組合せとなる建物については原囚者負担分報告の際に検

討したい。

出土追物には上師器T種や釘があり、年代的には鎌倉時代前期 (13世紀前半 まで）に屈する。

（図18)

溝 8の東西溝部分の南側に平行して、大型の柱穴が連なって列を成す遺梢がある。東西の端は調査区

柱穴列 1

の外に延びており 、全容はつかめない。現況でも 1511りの柱間がある。出土逍物は少なかったが、I曽位や

これもこの面の大半の辿構と同様、鎌倉時代前期までに属するとみてよい。

柱穴はおおむね円形、大きさは平均で直径75cm、深さ72cmと大きく、柱間距離114cmとおよそこの時

期の建物柱問で半間に相当する。先述したようにこの種の辿構は鎌倉時代前期の大倉猫府周辺遺跡群二

軸線などからみて、

階堂字荏柄38番 1地点に代表的な例がある。

（岡19)

柱穴列 lに南端を接する位協の 2・3・4-C・Dにある掘立柱建物。現況で 6間 X 3聞の規模があ

建物 1

り、西側は調査区外に延びる可能性もある。面栢は約86rri。

軸線がほかの逍構群と共通しており 、時期にさほど差のないことがうかがわれる。

建物2 （固19)

建物 1の西半分に重なって存在するが、柱穴自体にりJ合い関係がな く、 新旧は不明である。現況3間

X 3間で、面積約47rri。
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図20 井戸 3、同出土遺物
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1又l2(） 種 類 火きさ せいけい 胎 I •• 索地 色調 柚槃 備考

I かわらけ 人きさ 11径9.6cm 底経6.6cm r,料，’il. 7cm せいけし‘ fづくね胎 I: 砂粒色濶灰褐色

2 かわらけ
人きさ 11径8.4cn 底糸苓6.11cm 器似¥2.1cm せいけい ロクロ 内底部ナテ胎 I:針 状 物 質 砂

粒小礫粒色潤／火褐色価考板状）ーl:JJ°-i

3 かわらけ
Kきさ 11径8.6cm 底経(i.6cnl 器，＇,':jI. 7cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質赤

色粒色瀾橙褐色伽考板状II:．痕

Il かわらけ
大きさ 11径13.2cm 底経9.(km 器似j3.3cm せいけい手づくね胎 l：針状物質赤色粒 色瀾

楼褐色

5 かわらけ
人きさ 11径13.(Jcm 底経9.2cm 器凶2.9cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎」•• §|i人物質砂

粒色調）火褐色備考 ．．次焼成板状ll痕

6 かわらけ
）ゞきさ 11径II. 8cm 底経7.8cm 器凶2.9cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎1•• 多l•状物質 小
礫粒色閥灰褐色仙考底；；；II中央―．力 I祈に穿孔板状l1••-jii

7 かわらけ
人きさ I lffl4.(km 底経9.8cm 器 ，•,::i:t4cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎—I:.1|·状物質粘

|：粒色閥灰褐色仙考ロクロ条艇板状圧艇

8 かわらけ
J.:..きさ 11径13.0cm 底経10.1cm i怜，介j3.2cnl せいけし‘ ロクロ 胎 1； 針状物質小礫粒色瀾

）火褐色付li考板状）_f痕湯媒付4Yt

9 
lll茶碗烹

11緑部(1I}:)',・ せいけい輪積み胎 I:灰色黒色粒白色粒小媒粒
こね鉢

10 
111茶碗窯

11緑部破）tせいけい輪梢み胎 I: 宵灰色黒色粒 白色粒小礫粒
こね鉢

II 山茶（涎
底部破1,1・ 底経8.(lcm せいけい ロクロ ',・’;j台貼り付け胎 I: I火色砂粒小礫粒備考，ij台

4't付きに籾殻痕

12 かわらけ
大きさ 11径9.8cm }↓豆経4.0cm 器閥1.9cm せいけい 手づくね胎」；針状物質砂粒色，福l

l:J汁褐色

13 かわらけ
大きさ 11径8.8cm 底経11,8cm 器此12.1cm せいけい 手づくね）胎 Î．針状物質砂粒色講l
淡橙褐色

14 かわらけ
人きさ 11径8.2cm 底経5.6cm 器，’，・,sI. 2cm せいけい ロクロ 内底fil；ナデ胎：L: 芸／吐色，淵

灰褐色

15 かわらけ
大きさ l l1冷15.8cm ／氏経10.11cm 器邸3.6cm せいけい手づくね胎 l-． 針状物質裳け色説

橙褐色備考板状Ii痕

16 かわらけ
大きさ 11径12.8cm 底経8.6cm 器心¥3.()cm せしヽ けい ロクロ llfi 1：針状物質柑j|：粒色瀾

杞糾色伽考板状,,:．痕

1 7 かわらけ
人きさ 11径12.6cm 底経9.0cm 器，i：j3.0cm せいけい ロクロ 内／i豆IIナデ Ilfi土 針状物質粘

|：粒色調橙褐色備考 二次焼成

18 かわらけ
大きさ 11径12.2cm 底経8.6cm 器，•.':i3. 0cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎土 針状物質裳

1吐砂粒色調／火褐色仙考板状庄痕

19 
瀬） i系

11緑,fll破片せいけい ロクロ 胎 l．． 乳 l~I色小礫粒含むがきめ紅lIやか
111茶碗

表11 井戸 3出土遺物観察表

これも1柑側調介区外に拡がる IIj能性がある。軸線は建物 lや柱穴列 1など主要辿梢と共辿し、これら

とほぽ同時代であることを裏付ける。

※札liヽグ．柱建物については現任までの検討で12柚を検出しているが、本報で扱うのは以上 2棟にとどめ、

そのほかについては原囚者負担分の報告料に委ねたい。

井戸 3 (1~120 表11)

調如幻叱がりの 2-Cにある）j形井戸。井） i枠は拙札と柚棧で縦板をとめる形式で、 •辺 ］ mの規模

をもつ。）卜）i枠内煎にはしっくいが残っており 、下／杓には76x27x13cmの椒状にhlll：した凝）火質砂岩が

投げ込まれていた。これも板碑投菓などと同じく、さまざまな儀i肌Lの報告されている井戸鎖めの ・イyljと

考えたい。掘方の一辺は266cm、深さは 3111強と人きい。井戸廃梨後、上陪には原＜泥岩／1，わが敷かれ、

生活l(Iiが形成されている。
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概 嬰 }j形の掘方にh形の木製木枠を納めた井戸

木枠は横棧と側板（縦）を確認，

w. ii↑ 2 -D.E 

大きさ 東西x南 北 x深さ

(cm) -tk1i 方201X 174以上X251 

JI戸 枠 72X X （内法）

主州IIl}j位 N-2゚30'-E

ー11.20m

,_ 8 1. 

2. 

3. 

4. 

Jr • 

6. 

7. 

8. 

賠｝火褐色粘'itl:

灰褐色砂質上

2と炭化荊とが11)i4状に堆梢

灰褐色粘質上

賠灰褐色粘質」こ ］井戸枠内埋」；

灰褐色粘質Jこ
賠灰色粘'fi」: J褒込め

廿灰色粘'ilt1; 

0
卜
〇

2m 

10cm 

¥ -ー ピ

ニ 5□ 
□ 

ロ

_／ f 

二 ＼―-l／

こ三ロニニ二

＼、三→一〗I

~ 2 

r l □ 
ニ--＼ I □，二二
- ＼． ‘｀ ✓- ー、

/ 
ヽ

・9 -←•て一
--、

15 /
16 

ー

l ゜
18 

10cm 
I I 

図21 井戸4、同出土遺物
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図21 利t封i )gきさ せいけい 胎十． 索地 色閥 釉楽 仙i考

I かわらけ 人きさ I lit8. 8cm 底経6.（）cm 器,•,':j 1. 4cm せし、けし、 Tマづくね 胎 1：粘 I:粒色閥紺l火褐色

2 かわらけ
人きさ I I if 9. Gem 底経6.4cn1 器，心jl. 7cm せしヽけし‘ 了9づくね llf,I: 砂粒色湖／火褐色備

考湯媒1•J•4咋

3 かわらけ
Kきさ 11径8.,!cm 底経・1.0cm 器似12.0cm せし‘itし‘ 予づくね ）lfil: （沙粒小礫粒 色，淵 Iii¥'

椛色

4 かわらけ ）＜きさ 11径1,1.Gem 底経i.8cm 器恰’,3.1cm せしヽけし‘ fそづくね ）胎 I: 針状物質 色調 lJdtll色

5 かわらけ
）くきさ 11径7.9cm 底経5.5cm 器，t：jl. 7clll せいけい ロクロ 内底iiIiナデ胎 l： 針 状 物 質 小

礫粒色，淵朽褐色備考板状IF．痕

6 かわらけ
）くきさ 11径9.6cm 底経6.8cm 器，翡2.2cm せしヽ けい ロクロ 内9i飩l；ナテ'JIfi|'．針状物質砂

粒 色謁 1火褐色

7 かわらけ
人きさ 11径13.6cm }氏経10.1cm 器硲3.8cm せし、(tし‘ ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質

粘 1．粒砂粒色瀾 9火褐 色価考 ．．次焼成板状II:．痕

8 かわらけ
大きさ 11径13.2cm 底経9.2cm l!iふ閻3.3cm せいけい ロクロ 内底i）i11ナテ'))fi|：針状物質赤

色粒粘 l：粒色，淵灰棺色

， かわらけ
大きさ 11径l3.Oc111 )i（経!l.2cm 器硲2.!l5cm せいけい ロクロ 内底部ナテ ）胎 Iー． 針状物質

砂粒小昧粒色調淡灰褐色りiii考 板1)田圧痕

10 
伊勢系 11緑；'ill(i/JiJ;・ I I径29cm せいけい 輪梢み胎 1・.111砂 粒 色 湖 Jlf湛諏、1、iJ火色外l(lii炎赤I:J孔色 iii

I•• 針'，l 杉 1 1緑外 1(1jすす 1•I沿

II 
凡 質

11縁部（ii)「 せ い け い 輪 梢 み胎．1； J火柁色 小礫粒如(Ii1火色
火 鉢

12 
比 質 11緑,'ill（o/Jln・ nt祀）．0cm せいけい ロクロ 内外1fliへらJ弁き 胎 J・. I火色 きめ刹lやか如（耐．しII火

碗 色 l)、ll(li横位II行文

I:~ 
111茶碗烹

11緑部（杖片せいけい輪秘み胎上 9火橙色 lui 小礫粒如(lil火色
こね鉢

1 4 
Ill茶碗窯 11緑から1木斉l；似J'i・ 11径33.2cm せいけい 輪・fiiみ外l(Ii1情l；横位へらi'illり 胎 I: 11,j")火色 1乏1i

こね鉢 小媒粒

IS 
ik{ 又 底部破J;・底経15.2cm せいけい輪積み外1ltiへら，ll,',Jtf ）恰 l.l火褐色！！．！色粒甜IIや か 備 考

か め 内1(1iに降／火

16 
詣 滑

11絃部破9，1・ せいけい 輪梢み llf,J~ 赤褐色 砂粒含むがきめ細やか
こね鉢

17 
常 滑

11緑部破）｝ せいけい 愉積み )Jf;」7. 9火褐色 liイi 小礫粒 如f1i 茶褐色
こね鉢

18 
‘iit 沿 11秘部破片 11径26.ocm せいけい 輪梢み）If,I:！火色小礫粒 表1(11 褐色 iiji考 hi部にilll:II

こね鉢 降灰lll'i杓：

19 I’l磁祇 11縁部破J'r・せいけい ロクロ 索地）火白色黒色粒微：，t きめ甜IIや か 利l槃 貨l’l色で1，..透lリl

20 I'i磁碗
底i}卜（成）t 底経6.0cm せいけし‘ ロクロ 泊jfrrillりIllし索地 11U火色 気イしあるが級密 柑l楽

灰緑色透1リJ 文様外I針に複述弁りii考逸泉窯

21 ,'i磁碗
人きさ 11径 I :~. 4cm 底経6.6cm 器，対3.6cm せいけい ロクロ ぶ：j台削り11＼し つい地 9火l’l色 釉

楽 水 仔 色 透lリ1 文様外liliに単述弁備考迎呆密

表12 井戸 4出土造物観察表
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ー・11.50m

i立 ii・,1，3-D 
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‘Ii•l(li形柏l 'I形

ltlr1ili)杉 IIIli)；
i•: ,1哺 JjiI[ N-91°-W  

天 I.賠褐色粘'i'i1•• 

L |て 1

二 I==フ2

¥=  3 

こニコ写 4 

＼＼口

二
口
し

3

現

2m
1

1 

2一菜之ご
3 

土堀11

＼ 

・ 11.40m 

I. II沿火褐色砂質'|・・ i)出＇，,｝「多し、

2, llit褐色砂'i'tl •• 

3. 暗褐色5)川）粘質 l・・

ロ

゜
（遺構） 1m 

＇ 

゜
（遺物） 10cm 

位 iirt 3-D 

大きさ 貶径x知経x深さ

(cm) 120 X 111 X 29 

‘Ii l(Ii)fク 円形

断I(Ii)fク 逆台JI多

わIり1i方位 N-91°-W  

三 8
＼二戸ー／ノ，

口 こ ロー ロ 口

□ /9口l16
図22 土堀 2 • 11、同出土遺物

出 t逍物は 13111：紀袷 2 四半期ごろの I •-ril|j器 R 種が中休を占める。

井戸4 （図21／表12)

調杏区1¥jVり1りの 2-Dにある）j形JI―-）―i。Wi半分が調介1:8:外に1-IIているため詳細不明だが、掘方一辺 2

m]lij後、深さ251cmである。木枠はほとんど壊 されて下部がわずかに残っているにすぎないが、残存木

材からやはり隅札と横棧で縦板を固定する形式だとみ られる。 F端の横棧の長さは72cmあった。この井

戸も廃梨後」サけを泥内で固めて、新たに'-I:ifi面か造りだされている。出上逍物の年代は13世紀第2四半
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1叉122 柚 類 ）しきさ せいけい 胎 I→• 索地 色潤 釉楽 備考

I かわらけ
大きさ 1 1径9. ~cm 底経7.7cm 器,'di!.6cm せいけい ロクロ 内底fi15ナデ胎 I: i i•状物質砂
粒 色 ，9,1 淡灰柁色

2 かわらけ
大きさ 11径8.6cm )1頌経7.4cm 器，¥':iI. 6cm せいけい ロクロ 内底部ナデ l佑上針状物質 砂

粒色淵橙色

3 かわらけ
）くきさ 「l径5.2cm 底経-1.0cm 器邸0.65cm せいけい ロクロ J)f;|：針状物質砂粒色瀾賠

橙色

4 此器llll
人きさ 17径4.4cm 底経3.4cm 器高0.65cm せいけい 手づくね胎 I: 砂粒色瀾／火色備老

．．次焼成極小

5 
山茶碗窟 底部～イ本部破片 底経14.0cm せいけい 輪積み後ロクロ 下位r111転へら削り 翡台貼り付け 胎 I:
こね鉢 賠 灰 色 砂 粒 小 礫 粒 仙 考 内而駒滅沢しい

表13 土壌2出土遺物観察表

図22 種 類 人きさ せいけい 胎 Iこ 索地 色湖 釉楽 備考

6 かわらけ
大きさ 11径8.0cm J氏経2.2cm 器，•，団 I. 8cm せいけい 手づくね胎 1：梢級色濶赤椛色俯i
考 ．．次焼1戊

7 かわらけ
大きさ 11径8.7cm 底経4.8cm 器森2.11cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I； 針状物't't 砂

粒色調橙色

8 かわらけ
人きさ 11径8.4cm 底経6.'1cm 器高l.85cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎-1・.ii・状物質砂

粒赤色粒色潤灰褐色

， かわらけ
大きさ LI径7.8cm Ii(経5.3cm 器糾I.3cm せいけい ロクロ 内底脊IIナデ胎 l：針状物質砂

粒 色 ， 淵 灰 褐 色 備 考 板 状l-I_:．択

10 かわらけ
大きさ 11径12.5cm 底経8.1cm 器邸3.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ）恰 l； 針状物質 砂

粒小礫粒色，硝橙色備考板状圧痕

II かわらけ
大きさ 11径1'1.8cm 底経7. ~cm 器悩3.9cm せいけい ロクロ 内底部ナテ＇）恰 I'＿針状物質 砂

粒色調橙褐色

12 かわらけ
大きさ 11径12.6cm 底経6.5cm 器硲3.1cm せいけい ロクロ 内底部ナデ）lf；|： 針状物質 赤

色粒色潤橙色備考板状J I:-1J•{

1:l 
祁 滑

口緑，il；破l',・ せいけい 輪梢み llf注 lliY1火色 砂粒 』呵而褐色
力 メ

1,1 111茶碗窟 LI緑部破9t せいけい 輪積み後ロクロ 胎 I-． 砂粒小繰粒色調 II釘灰褐色備考 11緑lJ、llhiに
こね鉢 降J火

15 
111茶碗窯

口緑部破片せいけい輪秘み後ロクロ 胎 I. 砂粒小礫粒 色調／火褐色
こね鉢

16 鉄製品 艮さ4.8cm 輻2.6cm J原さ0.2cm I村穴L.OxI.6cm

17 ?i磁碗
大きさ 11径16.6cm 底経6.0cm 器高6.5cm せいけい ロクロ 索地 II作J火 色 級 密 夕UL}'il-．

釉梨 Il;'i緑灰色透明 文様 i胆辿弁

表14 土堀11出土遺物観察表

期～中業に比定される。

土堀 2 （図22／表13)

後述の上り廣15を埋めた泥岩l(IilTで検／•II された楕円形の浅い七城。 長径130cm、短径85cm、深さ 18cm。

Illl状の断面iをもつ。出 l：辿物から年代は13111：紀第 2四半期～中棄。

土壊11 （図22／表14)

3 -Dにあり、前出溝 8の東I)り部分に切合うかたちで存在するが、 1代1から先後IMJ係はつかめなかっ

た。ただ/J¥J:逍物の様相には、本址に新しい要素が認められる。直径110~120cmの1リ形土り災で、深さ30

cm弱、逆台形の断而をもつ。1廿土追物はおおむね13世紀中築を主体とする。
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゜
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大きさ
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浙1fli形

j ・ •. 1|i庸Jjも({i.
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ニ5•2
土堀20

．

．

．

．

．

．
 

1

2

3

4

5

6

 

哨灰褐色粘'ttr. 
ll(i・}火褐色粘't'tI・. 

Iliil火褐色粘'ttt 
暗茶褐色粘'('t1•• 

炭化物悩

哨褐色粘't'[|・・ 

1よりiiじ宕多い

鉄分多い

2
 ― -たた

14 ＼ ロニ：
¥ー-ご

土堀15• 20、同出土遺物図23

戸 l応、
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圏23 種 類 大きさ せいけい 胎土 索地 色閥 釉薬 備考

I かわらけ
大きさ 口径9.0cm 底経4.6cm 器閥1.8cm せいけい手づくね胎土針状物質微砂粒小礫

粒色閥灰橙色

2 かわらけ
大きさ 「l径9.65cm 底経5.8cm 器裔1.6cm せいけい 手づくね胎 ．I~ 針状物質微砂粒色調

朽色

3 かわらけ
大きさ n径9.6cm 底経6.0cm 器蒻1.6cm せいけい手づくね胎士針状物質微砂粒色瀾

杓色

4 かわらけ
大きさ 11径8.4cm 底経5.7cm 器高2.0cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎十＿針状物質徴

砂粒色濶橙色 備考 板 状 圧痕

5 かわらtt 大きさ LI径9.6cm 底経5.2cm 器甜2.tern せいけい ロクロ胎＿1: 針状物質微砂粒色瀾

橙色

6 かわらけ
大きさ 口径lヽl.2cI)) 底経4.8cm 器高3.75cm せいけい 手づくね胎―-I: 針状物質微砂粒色

調 灰 褐 色

7 かわらけ
大きさ 口径15.4cm 底経8.0cm 器恥3.3cm せいけい 手づくね胎 lこ 合li)湿物質微砂粒色濶

淡朽色

表15 土 壊15出土遺物観察表

悩23 種 類 大きさ せいけい 胎土 素地 色濶 釉薬 備考

8 かわらけ
大きさ n径8.4cm 底経5.0cm 器,'iiil.9cm せいけい手づくね胎土針状物質砂粒小礫粒

色濶灰褐色

， かわらけ
大きさ 口径9.3cm 底経3.6cm 器謁2.6cm せいけい手づくね胎」：針状物質赤色粒砂粒

色囮淡橙色

10 かわらけ
大きさ 口径9.5cm 底経3.5cm 器翡1.8cm せいけい手づくね胎上針状物質砂粒色瀾

賠灰褐色備考 二次焼成

11 かわらけ
大きさ 「l径10.0cm 底経5.0cm 器高I.75cm せいけい 手づくね胎上針状物質砂粒色調

淡橙色

12 かわらけ
大きさ 口径9.0cm 底経6.0cm 器高1.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎士． 針 状 物 質 砂

粒色関橙色備考板状圧痕

13 かわらけ
大きさ 口径9.0cm 底経6.9cm 器森1.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎＿I: 針 状 物 質 砂

粒 色 濶 淡 橙 色 備 考 板 状J王艇

14 かわらけ
大きさ LI径13.7cm 底経7.2cm 器窃3.3cm せいけい手づくね）佑土針状物質砂粒色潤

灰橙色備考すす付着

15 かわらけ
大きさ 口径13.8cm 底経8.0cm 器麻3.0cm せいけい手づくね胎 t:. ~I色粒砂粒色説淡
橙色

16 かわらけ
大きさ 口径12.6cm 底経5.8cm 器高3.0cm せいけい手づくね胎土針状物質赤色粒砂粒

色閣灰褐色

17 かわらけ
大きさ 口径12.6cm 底経7.4cm 器邸3.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上針状物質砂

粒小礫粒色調淡橙褐色備考板状）王痕

l8 
山茶碗恋 底部破片底経9.4cm せいけい輪積み後ロクロ 外而下位へら削り 高台貼り付け胎士 白色

捏 鉢 粒砂粒色諜lll附灰色

19 
瀬 戸 口縁部破）ヤ ロ径4.7cm せいけい ロクロ胎士灰色土 砂粒色，凋内面茶褐色釉薬外而

茶入れ 灰緑色透明

20 
苅 釉 口縁部底部破片素地 灰褐色 白色粒小礫粒の多い利l士釉楳黄褐色内而鉄絵外而i下位から

盤 外底而露胎

表16 土壊20出土遺物観察表

土堀15（図23／表15)

調査区中央部南寄り 3-D付近にある、楕円形もしくは隅丸長方形の大型土堀。長径は3mに近く (289

cm)、短径209cm、深さ74cm、箱型の断而をもつ。出土追物の年代は13泄紀前半以前の鎌倉時代前期である。

柱穴列 1の南側に位置し、もし同時期のものならば屋敷地の境界域にあることになる。確証はないも

のの憶測をたくまし くすれば、便槽のようなものを想定してよいかもしれない。埋土下層の黒灰色粘質
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ls<l24 種 類 人きさ せいけい 胎 I; 索地 色瀾 釉楽 備考

I かわらけ
人きさ I I if.9. 2cm))逍経7.0cm i怜沿11.8cm せいけい 手づくね胎 I:針状物質砂粒 色閲 I 
杓色

2 かわらけ
人きさ I lff8. 8cm 底経3.（）eIII閾ijl.85cm せし、けい手づくね 1］台l: 針状物質砂粒色瀾

淡灰楼色

3 かわらけ
人きさ 11径!).2cm )）頌経4.8cm 器閥l.:km せいけい 手づくね胎」； 針状物質砂粒色瀾

灰褐色備考すす1J• Ayi：

lヽ かわらけ
大きさ I If和）． 5cm 底経5.0cm 器，内II.7cm せいけい 手づくね胎 I •• 3l・状物質砂粒色濶

淡）火椛色

5 かわらけ
人きさ 11径15.6cm 底経8.4cn 器窃3.2cm せいけい手づくね胎 I: 針状物質砂粒色調

柁色

6 
沿！美

底i11i破／「底経7.0cm せいけい恰粘み胎十． l’I色粒砂粒小條粒色調賠J火色
捏 鉢

表17 土壊21出土遺物観察表

|．．が、各地の便所辿梢から しばしば報告される黒色 1：と同じものである可能性もある。

土堀20(I凶123 表16)

調杏1x:1}り破近くの 2-C ・ Dにあるおむすび形の 1：脳。240cmx 20 I cm、深さ68cmと、大きめといえる。

断而は逆台形。底名II近くには炭化物の）杓が堆柏しているc

出十．辿物からみた年代はこれも鎌介時代liij期よ りドらない。

土堀21 （圏24 lミ17)

北 ‘|t分を上堀2(）に切られている。全容は小りlだが、短径で115cm、深さ65cmほどあり、すり鉢のよう

な形状をしている。IllI：追物の年代は12枇紀節 4四半期～13憔紀第 1匹l半期。

土堀23(I如124)

井戸 3の南側に、阿掘）jに接するような位ii’'［にある。ほとんど切合っていないので新II」は分からない

が、 JIll| ：からみておそら<)|••戸より 占い。 大小ふたつの隅丸1i)I形または楕1リ形土欺が縦に連接した形

になっている。両者のあいだに切合いは確認できなかった。liさ356cm、1]1Jn32cm、深さ42cm、断l(lは浅

い逆台形を早する。1叉I,J可 能な辿物は出 I:していないが、ll"1位からみて鎌倉前期より ドらない。

土堀24(I叱124)

瀾脊Ix・・中央部やや匝寄りの、井戸3や土堀23に近い場所にある。iI旬径llOcmliij後、深さ78cmのl'l形土

城。 l<／けに黒っぽい粘質 l：が堆秘している。K‘1位的には井） i3と同時期に屈する。

土堀25(I叱125)

瀾:nix崩 l)財角にあり、 JI•• ):f 4に切られ、 1:1)森26を切る。‘I'・ff1i Jfクは11¥：径 Imほどの円形または隅丸方形

1';(125 種 類 火きさ せいけい 胎 1~ 索地 色瀾 内ll槃 備考

かわらけ
大きさ 11径11.8cm /J足経7.7cm 器，’，:i:i.3cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質赤

I 
色粒 I'1色粒 砂粒小礫粒色，i，1 ／火橙色 iii考 ．．次焼成

2 かわらけ
大きさ 11径10.6cm 底経5.8cm 器ぶ53.2cm せし、けし‘ ロクロ 内底部ナテ＇胎 1: I‘1色粒 砂粒

小條粒色，淵｝火朽色

:1 かわらけ
大きさ 11径1:t6cm 底経9.0cm 器，•.':i2.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 1：針状物質赤

色粒白色粒粘 1：粒（沙粒小媒粒色，鴻橙色伽考 -．次焼成

11 かわらけ
人きさ 11径12.6cm 底経8.4cm 器高3.25cm せいけい ロクロ 内）↓む弁IIナデ胎 I: 針状物質

赤色粒 I’l色粒 Hfv: 砂粒小媒粒色潤淡／火橙色備考 ー．次焼）戊板状庄痕

5 かわらけ
）＜きさ I I径13.0cm 底経6.4cm 器碍3.11cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質赤

色粒粘 1：粒砂粒小礫粒色瀾灰柁色備考板状J,f．痕

表18 土師器集中出土p.301遺物観察表
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位誼 1 ・ 2-D ・ E 

人きさ 長径X短径X深さ
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5. II}雑褐色粘'TTI・. 
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位 賀 1 ・ 2-D ・ E 

人きさ 長径X知径X深さ

(cm) 85 X X 126 

‘|i•「(ijJ杉 1r1)f多または隅丸山形

断1f1i/l多 深い逆台／f多

i •.. iliIII方{‘9. --

l;IJ合関係上堀25に切られる

゜
2m 

ぐ

＼ぶ
＼
 
5
 

／ 3 

／ 

ふぶ

2 ー ・11.50m
1 

こ I. II背褐色如粘質 I.

P.301 
位． ；ti. 

大きさ

(cm) 

‘|i.1屑形

浙l(ii形

i・・・ポ1lrJi位

特，•iじ事項

2-E 

長径X知径x深さ

46 X 44 X 12 

JII)杉

逆台形

1..r11li器を 1：堀豚而iにJ’Illi凶9

＼ ［ニ ＼ し ¥ - 一
~ -i -d ＼ ゜

（遺 構） 1m 
l 

ー にご 4 

゜
（遺 物） 10cm 

図25 土壊25• 26 ・土師器集中出土p.301、同出土遺物
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1 ` 9 1、[.
1
東

3
m

P.804 

IC南1m

-・ 11.00m 

位倍t 1-c 

大きさ 長径X短径X深さ

(cm) 58 X X 69 

平1ni形 円形

浙1f1iJI多 U字形

t軸方ffi.

切合関係 P.525を切る

2
 こ □□l＿二

゜
゜

（遺構） 1m 

（遺 物） 10cm 

P.525 1
東
3
m

• I I f'o.¥1-J/ __, 

7 
I. .:/ 

—卜← ，•
IC南2m

ー・11.00m 

位洲 1-C 

人・きさ 長径X知径X深さ

(cm) (75) X 70 X 64 

平面形 l11形

断而形 U字形

i：軸方位

切合le½!係 P.804に切られる

ご 一 二 1ーニ こ二三 二 I ＿二二）， 

□|＿こ □ 口/□□三/
図26 土師器集中出土p.804 • p. 525、同出土過物

l叉126 種 類 人きさ せいけい 胎 I: 索地 色調 袖薬 伽考

l かわらけ
大きさ I lff9.4cm J;'.(経G.5cm i料：,I. 7cm せ い け い 手 づ く ね 胎 上 針 状 物 質 微 砂 粒 小 礫

粒色調）火褐色

2 かわらけ
人きさ 11径ltl.tJcm 底経8.0cm 器，’，':i3.0cm せいけい手づくね胎ヒ針状物質微砂粒色，凋

灰橙色

3 かわらけ
火きさ 11径9.11cm 底経3.5cm 器，・:r,2.I cm せいけい手づくね胎土 針状物毀微砂粒色濶

灰褐色

表19 土師器集中出土p.804、p.525出土遺物観察表
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似126 釉 類 ）ヽきさ せいけい 胎I: 索地 色調 釉薬 備考

4 かわらけ
大きさ 口径II.0cm I氏経8.(lcm 器，＇.9：il.6cm せいけい 手づくね胎,~． 針状物質微砂粒色，瀾

灰褐色備考焼l成l)ii傷板

r ）` かわらけ
人きさ 17径1:J.7cm 底経8.0cm 器，:':i2.8cm せいけい 手づくね胎十．針状物質赤色粒微砂
粒色瀾灰褐色

6 かわらけ
大きさ 11径1'1.9cm 底経8.0cm r,怜似j3.4cm せいけい 手づくね胎 I:針状物質赤色粒色，湖
灰褐色

7 かわらけ
大きさ 口径14.2cm 底経8.2cm i怜心13.3cm せいけし‘ 手づくね胎土針状物質微砂粒色調
）火朽色

8 かわらけ
人きさ 口径9.1cm 底経3.5cm 器i'.'/il.'15cm せいけい 手づくね 内折れ胎」；針状物質微砂
粒 小礫粒色調灰褐色

， かわらけ
大きさ 11径9.75cm 底経8.7cm 器，;':iI. 2cm せいけい 手づくね内折れ胎I: 針状物質微砂
粒色調／火褐色

表20 土師器集中出土p.525遺物観察表

で、深さ132cnIの細く深い上堀。｝脅位的には鎌倉時代前期にK対する。

土堀26(I叱126)

直t25に東側を切られ、西側は調½Ix：外に 111ている日俎。 直径85cm、深さ 126cmと、これも細くて深

く、 1：りjli25に似た形状をしている。両者は1Iil様の性格を持つものかもしれない。陪位的にみて、鎌倉時

代初期に屈する。

土師器集中出土p.301 （図25／表18)

調1tlメ怜直角井戸 4を狸めた泥岩附中に検/11された11'(径45cm前後の1リ形土堀に、」：［:1fi器が多数人って

いた。すべてR種で占められ、 土城底部から煎にかけてく っついている。年代は13世紀第 3四` l,・・期ごろ

に屈する。

土師器集中出土p.804（図26/19)

1 -Cの淵究lヌ煎にある直径60cm前後、深さ70cmほどの1サ筒形の落ち込み底部に、 T種を主．1本とする

暉Ii器が数枚人っていた。p.525を切っているが、年代的には121阻：紀第4四半期～l3iit紀第 1|Iり半期（鎌

c
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深さ 72-77cm 

浙lhi)f多状逆台形、 V字形
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図28 中世前期泥岩層下出土遺物

図28 種 類 大きさ せいけい 胎—I: 素地 色，淵 釉梨 備考

I かわらけ
人きさ 11径9.0cm 底経6.0cm 器，•,::ii . 55cm せいけい Tてづくね 胎-t・.針状物質赤色粒 白色

粒砂粒 色，澗灰橙色

2 かわらけ
大きさ 11径8.8cm 底経4.6cm 器閥2.0cm せいけい r'づくね胎土 針 状 物 質 赤色粒 砂粒

色，川 ）火橙色

3 かわらけ
人きさ 11径8.8cm 底経5.5cm 辟，i：il.9cm せいけい 手づくね胎1：針状物質赤色粒砂粒

色潤 J火朽色

4 かわらけ
大きさ II径13.4cm )氏経6.0cm 器邸2.65cm せいけい fづ く ね 胎 1； 針状物質赤色粒粘

七粒砂粒色調灰橙色

5 かわらけ
人きさ LI径12.6cm 底経7.8cm 器邸3.6cm せいけい 手づくね ）jf江針状物質赤色粒 I’I色

粒粘」；粒砂粒色調）火橙色備考板状圧痕

6 かわらけ
人きさ 口径13.'1cm 底経4.0cm 器翡3.3cm せいけい 手づくね 胎土 針状物質赤色粒 粘 1;
粒 砂粒 色閥灰橙色

7 かわ らけ
大きさ 「l径It!.0cm 底経G.Ocm 器高2.7cm せいけい 手づくね胎」：針状物質赤色粒粘-1・.
粒 砂粒 色濶灰橙色

表21 2-E土師器集中出土遺物観察表
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図28 種 類 大きさ せいけい 胎,-. 索地 色調 袖楳 価考

8 かわらけ ）しきさ 11径9.0cm 底経7.2cm 器似ii.7cm せいけい手づくね胎 I: 針状物質色潤椛色

， かわらけ 人きさ 11径9.9cm 底経5.5cm 器，i：j2.2cnl せいけい 手づくね 胎 1~ 針状物質 色閥 l火掲色

10 かわらけ 人きさ n径9.9cm 底経7.7cm i料：11.9cm せいけい 手づくね胎 I: 針状物質 色，淵 J火褐色

II かわらけ 大きさ 口径9.1cm 底経5.8cm 器，i：j2.lcnl せいけい 手づくね胎 I: 針状物質色湖 J火褐色

12 かわらけ
大きさ LI径8.7cm 底経7.0cm ?,糾：il.9cnlせいけい 手づくね）恰 I: 針状物質赤色粒色，凋

橙色

13 かわらけ 人きさ 口径14.4cm/』冦経8.8cm 器,•::;3. 0cm せいけい 手づくね 胎 I. 針状物質 色瀾 1火褐色

14 かわらけ
大きさ 11径13.3cm 底経i.4cm 器，［:i2.Gcm せいけい 手づくね胎 I:針状物質赤色粒色調

椛色

15 かわらけ
人きさ 口径9.11cm 底経6.8cm ~恥':II. 9cm せいけい ロクロ 内底;{IIナデ胎 1；針状物買小

礫粒色調灰褐色

16 かわらけ
大きさ 口径8.7cm 底経5.7cm 器蒻I.8cm せいけい ロクロ 胎 I→一針状物ft 金岱l：J: 微砂粒I
色調灰橙色

17 かわらけ
Kきさ 口径8.3cm 底経6.2cm 器邸I.!)cm せしヽ けい ロクロ 内底祁ナデ llf,|：針状物質小

礫粒色調 l火褐色備考板状｝ l•：痕すす付~yi

18 かわらけ
人きさ 1 1径8.1cm 底経6.0cm 器心)I. 5cm せいけい ロクロ 内）L閻l；ナデ胎 I'．針状物質赤

色粒色調橙色備考すす付芥

19 かわらけ
人きさ 口径8.3cm 底経4.7cm 器，謁I.75cm せいけい ロクロ 内底名IIナテ'))fiI•• h’j緻 色 沿1
乳白色備考白色系すす付祈

20 かわらけ
大きさ 口径8.0cm 底経5.2cm 器邸I.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ Ilfi l•• ク1・，1犬物質小

礫粒色調灰褐色

21 かわらけ
大きさ 口径8.4cm)氏経6.0cm 器邸l.！）CIn せいけい ロクロ 内底fil；ナデ胎 I: 針状物質小

礫粒色調 9火褐色備考板状ll-．．痕

22 かわらけ
人きさ 口径12.8cm 底経8.1cm 器心j3.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 赤 色 粒 粘 I:
粒砂粒色鴻灰橙色備考板状9l;．痕

23 かわらけ
人きさ 口径11.4cm 底経7.0cm 器糾3.3cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質赤

色粒 小礫 粒 色 潤 橙 色 備 考板状ll:.痕

24 かわらけ
火きさ 口径12.2cm 底経7. Gcm 器，•:,s:{. 6cm せいけい ロクロ 内底部ナテ‘ llf; I: 針状物質赤

色粒小礫粒色(J.1 柁色佃考板状）I．．痕

25 かわらけ
人きさ 口径14.2cm 底経7.8cm 器邸:t1cm せいけい ロクロ 内底部ナデ Ilfil: 9|・状物質赤

色粒色調橙色備考板状）・-l：ii<

26 
かわらけ

I氏 部片 直径7cm 厚さ0.8cm llf; I:赤 色 粒 砂 粒 色 調 灰 褐 色
ドl 盤

27 かわ らけ
人きさ 口径5.5cm 底経4.5cm 器，f：i0.85cln せいけい ロクロ 内折れ l胎 1-． 赤色粒小礫粒

色瀾灰橙色備考極Ilヽ

28 かわらけ
）くきさ 口径5.1cm 底経3.6cm 器，謁0.95cm せいけい ロクロ 胎 卜． 梢級色調／火楼色｛枷考

板小

2!) かわらけ 柱状高台底経5.6cm せいけい ロクロ 胎 l： 針状物質赤色粒色調｝火褐色

30 羽 釜
「l縁部破片 せいけい 輪積み 11縁部ナデ 1J、1面横位の制毛□胎十．徴砂粒小礫粒色潤／火

褐色

31 
伊勢系 口緑部破J-t せいけい 輪柏み 11緑l村部に向かって1村折れ 胎十＿ l~I色粒 色，U,~ 胎必冷Iり火黒色

|→＿ 鋭 内外而赤灰褐色備考 17緑祁に穿礼

人きさ 口径10.65cm ／氏経6.8cm 器邸2.8cm せいけい 手づくね 11緑部へら府き後llH部へへら

32 瓦器碗 による押し込みで瓜）利を成形 内1f1i器咽，湖旅のため縦位のナデ 胎 1-． 小疎粒 色閥 LLF泄冷l;）火l'I色
器表面II音灰色備考 1-J~ 1,1i横位のIli以 内底liIIに化暗文

表22 中世前期泥炭層下出土遵物観察表 (1)
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図28 種類 大きさ せいけい 胎-1・. 索地 色調 釉楽 備考

33 
山茶碗密 大きさ 口径8.6cm 底経5.0cm 器商2.15cm せいけい ロクロ胎 l； 朴l砂粒小媒粒色渕）火

llll 色りiij考口緑部に陥l:Jく

34 i扇災碗 底部破片底経7.2cm せいけい ロクロ Jjf, t．微砂 粒 色 濶 II名l火色伽名 内定部に降）火

表23 中世前期泥炭層下出土遺物観察表 (2)
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図29 中世前期上部包含層出土遺物 (1)

図29 種類 大きさ せいけい 胎上 索地 色調 釉槃 備考

1 かわら(t
人きさ 口径9.0cm 底経7.4cm 器高I.6cm せいけい ロクロ内底部ナデ胎土 針 状 物 質 微

砂粒小礫粒色，閲 9火褐色

2 かわらけ
火きさ I7径8.1cm 底経6.0cm 器高l.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上針状物質赤

色粒小媒粒色調！火杓色仙考すす付祈

3 かわらけ
大きさ LI径8.4cm Ji.(経3.0cm 器蘇2.65cm せいけい 手づくね）恰士針状物質色濶杓色

備考 すす付浩

4 かわらけ
人きさ 口径12.4cm 底経7.0cm 器高3.4cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎」； 針状物質小

礫粒色調灰褐色備考板状圧痕すす付芥f

5 
山茶碗窯

LI緑1¥11破片口径6.4cm せいけい輪梢み 内外面横位のナデ胎十． 小礫粒色詞 灰色
捏 鉢

6 
常 沿

LI緑部破片せいけい輪梢み胎土 梢製」． 小礫粒色瀾橙褐色
捏 鉢

表24 中世前期上部包含層出土遺物観察表 (1)
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図29 種 類 人きさ せいけい 胎」： 索地 色瀾 釉楳 備考

7 
、9:11 』• r.,I.I l 底名l；破片 底経16.~cm せいけい 輪杭み llflJ.:患色粒 1'1色粒 貝粒小媒粒色』，1 ）胎必冷1111削灰
か め 褐色外1f1j黒褐色備考こね鉢として1史）IJか？

8 
、i出i』・n.,. t 底部破）ヤ底経lfi.,lcm せいけい r,H1'iみ）始 I・.f'I色粒小礫粒気孔色，協 l胎芯部淡灰褐色

か め 表rui褐色 iii名 I}、J外1"i降J火多：，t:

， ‘i;t滑 底部破片底経8.2cm せいけい輪積み llf;I・. i'I色粒黒色粒 粘 1-．粒 小媒粒色，割 ）胎芯部

かめ 灰褐色 表1f1ill粁）火褐色

JO 
祁•i'i'}

口緑部破），1・せいけい輪杭み胎 I:l'I色粒黒色粒小礫粒色調 lリj褐色
か め

l l 
瀬Ji系

口縁部破片 11径21.4cm せいけい 翰桔み後ロクロ 胎 l：精製—l：小礫粒具粒色，11,1 I火色
碗

12 褐釉・:J:i
11縁部破片 11径12.4cm せいけい翰柏み胎 l・梢製 1: l'l色粒釉茉黒褐色備考 ．．次焼

成

13 
1'f1'1（ti.± 人きさ 最人径8.2cm せいけい J¥り人れ文様籾押し化文索地）火1'1色利l.. よ月淡債li色透1リl
合 (#t 外面施釉

14 砥イI_ 大きさ 長さ11.8cm 幅5.0cm J1/さ3.1cm 備考 砥1(1i 5 1(1i 

表25 中世前期上部包含層出土遺物観察表 (2)

倉時代初期～iiij期）に屈している。

土師器集中出土p.525 (1~126 表20)

l -C聖際にある円筒形洛ち込みの底部で発見された集中IllL:.。落ち込みは直径75cmほど、深さ6,1cm

で、 p.804に北半分を削 り取られている。

土師器はほとんどがT種で、年代的には鎌倉時代初期 (12世紀第4四半期）だろう 。

C, 鎌倉時代以前の逍梢群

一群のI-|1|ll前期の辿構群よりJM位的にさらに古い逍構で、鎌倉時代までは下らず、しかし古代末期と

される甲安時代後期 (lllll：紀l|―I業）までは遡らないというものである。 したがって平安時代末期、すな

わち11Ill：紀後半～12世紀前‘ドの100年間程度の時間幅を想定しておきたい。

溝 9 （固27)

Dililllの北側を東西に走る V‘が形の断副を持つ溝で、束から西に流れている。 3軸を過ぎた辺りで少し

北に1IIIがり、大倉道や本地点で検／廿された他辿梢のどれとも主軸）j位が 4 致しない。輻120~150cm 1)1j後、

深さは70cmを越える。

本址は,~位的にみて本地点の歴史時代迫枯群のなかでも っ とも占い。 鎌倉時代以前であることは明 l勺

で、I司様の/1'1位と形状のものが杉本寺周辺辿跡などでも検出されており、今後も注1-1しておく必災があ

ろう 。今次tJ見介で本址以外のIil}け位のものは小lリjである。

d.逍梢外採集迫物 （図28~32／表21~30) 

包含附や撒乱堀その他から採集したおもな辿物をホす。

図28上段は 2_ E付近の泥岩）竹下からまとま って出上したT種上師器群で、鎌介時代初期の様相をぷ

す。1百jド段は泥岩府を除いた）i1から出土 した一・群をまとめた。1郡129は泥岩附より上のII―,．Iil：前期鉱含地か

ら出土 した追物群で、図30は2-E付近からIllた上師器以外の器種である。1就131は泥岩）円のドからII I I: 

したもの。 甘磁などに若ードの混入らしき梯[• もあるが、 おおむね鎌倉時代前期までの様相を示す。

図32は攪乱堀や t.｝箇逍梢で採集されたこiこだった辿物を集めたもの。
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囮30 種 類 人きさ せいけい 胎土 索地 色瀾 釉薬 伽考

I 
lll茶碗窟 大きさ 口径23.6cm J氏経12.2cm 器M7.2cm せいけい翰栢み後ロクロ 外 面 下 部 へ ら 撫 で 底

捏 鉢 lhi甜台貼り付け胎土 黄 褐 色小礫粒備考手あぶりに使用か？

2 
山茶碗烹 底部破片底経13.6cm せいけい輪積み後ロクロ 外1£1i下部へら撫で底I(I塙台貼り付け！If;土
捏 鉢 小礫粒多拭 色調 9:Jく色備考内面著しい肝滅

3 
lll茶碗窯 「l縁部破片 l1径19.4cm せいけい輪積み後ロクロ 胎上灰色小礫粒 4il砂粒備考 口縁部

捏 鉢 に陥灰 内而浩しい窮滅

4 
91:’1:9 ・r・r1瓜 口縁部破片せいけい輪秘み胎十．灰色白色粒砂粒気礼表r(II黒褐色備考内外面降灰

か め 二次焼成

5 
哨；滑 底部破片底経13.7cm せいけい 輪 枯 み へ ら 調 幣 あ り 胎土 灰色小疎粒粗砂粒衷而褐色

3~,.:-, ! 備考 内底部に降灰底部に砂付沿

6 
常 滑 底部破｝｝ 底経IO.4cm せいけい輪積み丁寧な指頭撫で外而下位刷毛目潤整胎土 l陪灰色

店17'.，蔽 小礫粒色調表面1陪褐色

7 
常 滑 底部（成）ヤ底経9.2cm せいけい 輪秋み内外而指頭撫で底部糸切り 胎土 机砂粒小礫粒

鳶l-1壺 気孔色調胎芯部II斉灰色表jfi1 1I音褐色

8 
瀬 戸

胴部破片せいけい輪梢み胎土 ）火色砂粒釉楽黄緑色透明刷毛迩り 備考 二次焼成
四耳遥

， iり・ 磁 口縁部破片 n径］0.6cm せ いけいロクロ索地緑灰色堅綴釉薬淡黄緑色透1月備考同

llll 安窯

10 
青磁 U縁部破片 せいけい ロクロ素地行灰色釉薬淡緑灰色透明文様内而に両花文備考

婉 迎泉窯

11 
11f・磁 LI縁部破片せいけい ロクロ 索地 ft白色 hll珠 i炎甘緑色透明 貰人あり 文様内而に幽花

碗 文備考迎泉窯

12 
柑磁 口縁部破片 口径15.2cm せいけい ロクロ索地青灰色気孔釉薬淡黄緑色平透明文様

碗 複辿弁文佃考泡泉窓

13 
ff 磁 LI縁部破J'1・ ロ 径12.4cm せいけい ロクロ 索 地 黄 褐 色 釉 薬 黄 緑 色 透 明 文 様 l勾l併に述弁

小 鉢 文備考泡泉窯

14 
i'i 磁 底部破片大きさ 底経10.0cm せいけい ロクロ高台削り 11:lし素地灰白色気孔釉薬淡緑

鉢 色透lリ］ 内外l(li高台施釉備考竜泉密

15 
白磁

l」縁部破片 口径13.0cm せいけい ロクロ 索地乳白色釉楽灰n色透明
碗

16 
白磁

口縁部破片 口径15.0cm せいけい ロクロ 索地乳白色釉薬灰l]色透明
口）［IIII

17 
白磁

l」綽部破片 口径10.icm せいけい ロクロ 素地背／火色黒色粒釉薬灰白色透1月
水注

18 
青1::1磁 底部破片大きさ 底経3.6cm せ いけい型人れ高台削り 1llし索地灰白色釉深淡廿色透明

IDl 文様 内面型押し花文

19 
黄 釉

口縁部底部破片せいけい輪積 み 胎土 堅緻小礫粒釉薬黄灰色透明内而に施釉鉄絵
盤

20 
鉄製品

長さ 8.5cm )以 0.5xo. 9cm 
釘

21 銭 天秘通賓俵再北宋 1119年

22 
滑 石 口縁部破片口径28cm せいけい外而にノミ痕石材沿石色瀾灰色備考鍔部を削りとっ

鍋 ている

23 
滑 石

11縁部破片口径19.2cm せいけい外而にノミ狼右材滑石色淵灰色
銅

表26 中世前期上部包含層出土選物 観察表 (3)
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l'IZl31 種 類 Kきさ せいけい 胎J.: 索地 色閥 釉梨 1iiii考

I かわらけ
人きさ 11径9.tlcm 底経(i.（)CIn 器硲1.6cm せいけい 手づくね胎 1：砂粒小礫粒色濶柁

褐色

2 かわらけ
大きさ 11径9.8cm 底経6.4clll 器邸1.6cm せいけし、 手づくね胎 t-.針状物質粘土粒砂粒

色 湖淡 朽色

3 かわらけ
火きさ 11径H.4cm 底経4.（）CIn 器店i2.3cm せいけい 手づくね胎」：砂粒色調淡灰杓色

備考 illl媒付滸

4 かわらけ
人きさ 17径9.4cm 底経7.1cm 器硲I.85cm せいけい 手づくね胎」．針状物質文li 白色粒

砂粒小礫粒色，凋淡1火褐色

5 かわらけ
人きさ 11径9.5c" 阪経5.8cm 器悩I.7cm せいけい 手づくね胎 I: 針状物質白色粒出/;J

砂粒色閥校褐色

6 かわらけ
火きさ n径9.2cm 底経5.8cm 器翡l.6cm せしヽ けし、 手づくね胎 l： 針 状 物 骰 粘 」 ： 粒 砂粒

小裸粒色調淡9火褐色

7 かわらけ
Kきさ 「l径10.0cm )氏経5.2cm 器，貨I.85cm せし、itし、 手づくね胎 l：針状物買白色粒粘

1：粒砂粒小條粒色瀾淡橙色

8 かわらけ
火きさ Ll径9.0cm 底経6.0cm 器心II. 8cm せしヽ けV、 手づくね胎l：針状物質．［I！色粒砂粒

小礫粒色，淵淡｝火柁色

， かわらけ
Kきさ 11径14-.0cm 底経8.(km 器邸3.15cm せいけい手づくね胎 I: 針状物質砂粒 小礫

粒色瀾淡橙色

IO かわらけ
人きさ 口径13.0cm Ji.(経8.0cm 樅，'ili2.8cm せいけい 手づくね胎1・針状物質白色粒粘 I:
粒砂粒色調）火楼色

11 かわらけ
大きさ U径13.0cm 底経6.0cm 器1.'~2. 85cm せいけい fづ く ね 胎 l一． 針状物質粘」：粒砂

粒小礫粒色凸l i炎杓色

12 かわらけ
人きさ l―l径13.2cm)氏経fi.8cm 器高3.8cm せいけい 手づくね胎1ユ．針状物質粘土粒赤色

粒砂粒小媒粒色，刺淡柁色

l 3 かわらけ
大きさ 11径1'1.0cm 底経8.0cm 器，岱3.15cm せいけい手づくね胎 1-． 針 状 物 質 砂 粒 小礫

粒色潤淡橙色

14 かわらけ
大きさ LI径13.2cm 底経6.ficm 器悩3.0cm せしヽ けし‘ 手づくね胎l. 針状物質黒色粒粘 I・.
粒砂粒小礫粒色調朽色

l 5 かわらけ
人きさ 11径13.0cm 底経5.4cm 器蒻3.0cm せいけい 手づくね胎 1：針状物質赤色粒小礫

粒色i,1 }？色

16 かわらけ
火きさ l_1径12.0cm 底経5.6cm 器1対3.6cm せいけい r・・づくね胎」． 針状物質 白色粒砂粒

小咲粒色魂杓色

17 かわらけ
Kきさ 11径8.6cm 底経5.7cm 器店jl. 8cm せしヽけい ロクロ 内底部ナテ胎 I: 針 状 物 質粘

-I：粒砂粒小礫粒色，淵淡J火橙色備考板状｝f．痕穿礼あり

18 かわらけ
）ヽ きさ 口径10.2cm 底経7.4cm 器高1.75cm せいけい ロクロ 内底存IIナデ胎士 針状物質

、しl.＼色杓砂粒 小礫粒色，湖淡J火褐色

19 かわらけ
火きさ 11径8.4cm 底経6.8cm 器森1.6cm せいけい ロクロ内底部ナデ Jlf1I: ILi色粒 砂粒

色瀾淡）火褐色

20 かわらけ
Kきさ 11径8.4cm 底経6.2cm 器邸I.9cm せ Vヽけし、 ロクロ 内底部ナデ）恰 I:． 針 状 物 質粘

l約 ：砂粒小礫粒 色潤 淡）火杓色備考板状）l・・・痕 柑1媒付希

21 かわらけ
火きさ 11径13.2cm 底経7.8cm 器翡3.5cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 l； 針状物質砂

粒小礫粒色調淡l火杓色什ii考板状ll3ii

22 
」：器質 11緑部破片せいけい愉梢み胎 I: 灰煤色針状物質白色粒赤色粒砂粒衣llii赤みのか

火鉢 かったl:J叶褐色

23 
渥美 11緑部破J'i・せいけい翰梢み注11あり 胎 I: II名•I:Jd色想色粒白色粒砂粒釉槃 J:J孔釉9ilj -t
捏 鉢 派り

211 
山茶碗烹

11緑部（波）「 せいけい綸秘み後ロクロ 胎 1：灰色 白色粒小礫粒
捏鉢

25 
山茶碗窯

11緑 i）|i破片せいけい，1論h'tみ後ロクロ 胎 I:I:)孔色 ,,,色粒黒色粒貝殻粒小礫粒
捏鉢

26 
lll茶碗窯 低部破J',・底経7.0cm せいけい ロクロ 似j 台'；jとり付け胎 l•• 灰色白色粒黒色粒砂粒気

碗 イLiiii考 ，沿台柑：付き部分にもみがら痕

表27 中世前期下部包含層出土遺物観察表 (1)
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図l3 種 類 ）ゞきさ せいけい 胎 l•. 索地 色湖 釉薬 備考

27 
常 沿

11緑部破片 I I{籾．2cmせいけい 愉枯み llf, I・. 小礫粒 気礼 色ぷ1 '佑、じ冷lり火色 d<llttll；猜褐色
かめ

28 
常 沿

11緑部破J¥・ せいけい 輪積み 胎J: l’l色粒 !di 小礫粒 色，凋胎心部J火色 表面II沿褐色
か め

29 
常滑 低部破片 底経8.2cm せいけい 輪枯み 1J、JI(ri指リji痕 外rfri屈Ilt撫で 外Iuilヽ・位へら撫で Jjf,1-. 

泣［ 長石砂粒小礫粒色，澗）恰芯音Ill:)辻色衣l[Jj茶褐色りiii考 1J..J定liIiに降灰

30 
瀬）＿i

11緑部破J'i・11経10.0cm せいけい ロクロ 胎 1： 梢製．＿t 色，淵 II削火色
人れ f•

31 
I『磁 人きさ 11径9.6cm 底経a.Ocm 器心i~. 9cm せしヽ けし‘ ロクロ 1¥':j台切りだし索地黄J火色級

碗 密 夕HLあり 釉薬黄緑色内外I(li、,f:；台内施利l 文様外1(li述弁必備杉 ，沿線窯

32 
行 磁

底脊II破片 底経12.6cm せしヽ けい ロクロ 索地 ）火黄褐色 釉楽 J火緑褐色‘|'.透lリl i紺考 近線烹
鉢

33 
黄札ll

11緑部(v.lilヤ 11経21.8cm せいけい愉栢み 11絲 I;．．緑）胎 I: I火色 砂粒多く含む内ll柴 黄緑色
盤

34 
貨釉 低部破Jt 低経17.6cm せいけい 輪梢み）佑 I・. b'il:Jd色 砂粒多く含む利1'染 lJ..li面灰黄色 文様

盤 内面に鉄絵

35 平 li.
火きさ 似さ2.'1cm せいけい l!!.11f1i 砂II l’¥ifli純 1111|）き胎 1：梢製士 (i少杓黒色粒色，淵

／火黒色

36 
鉄製品

）ゞきさ l乏さ6.11cm 船0.55 x 0. 7cm 多l.

37 
鉄製品

人きさ 長さ:3.6cm lj/,¥0. ~ x 0. 5cm 
釘

表28 中世前期下部包含層出土遺物観察表 (2)

1'!<132 種類 人きさ せいけい 胎 l; 索地 色瀾 釉楽 付ii名

I かわらけ
）くきさ 11径9.0cm 底経5.0cm 器佑12.0cm せいけい手づくね胎 L 針状物質砂粒小礫粒

色調淡符色

2 かわらけ
人きさ 11径9.0cm 底経6.6cm 器邸I.,1cm せしヽ けい 手づくね胎七 針状物質砂粒色溝

朽色

3 かわらけ
大きさ 11径9.6cm 底経3.0cm 器邸I.8cm せいけい 手づくね胎 I: 針状物質砂粒色湖

淡朽色

4 かわらけ
人きさ JI径9.2cm 底経4.0cm 器邸I.8cm せいけい 手づくね胎 1： 針状物質赤色粒‘ぷ栂

砂粒色調柁色

5 かわらけ
火きさ 11径8.6cm 底経G.Ocm 器心jI.45cm せいけい 手づくね）If, |．．針状物質砂粒色，JI~

柁色

6 かわらけ
人きさ I_l径9.4cm 底経5.11cm 器翡2.15cm せいけい手づくね J)f汁： I＇I色粒砂粒色瀾淡

灰褐色

7 かわらけ
大きさ 11径9.6cm 底経7.8cm i柏邸I.5cm せしヽ けし9 手づくね胎—I : 夕 I·状物 'ft 1'-:1色粒砂粒

小礫粒色閥橙色

8 かわらけ
大きさ 11径13.2cm 底経8.0cm 器砂2.9cm せいけい 手づくね胎上針状物質・ 砂粒小媒粒

色瀾淡橙色

， かわらけ
人きさ 11径12.6cm 底経5.0cm 器心i:1．3cm せいけい 手づくね）If;I: 針1犬物質砂粒 小礫粒

色調淡橙色

l (） かわらけ
）＜きさ 11径13.2cm J1¥絆7.0cm 器邸:t1cm せいけい 手づくね J胎 I: 針状物質 n色粒 砂粒

色調淡J火褐色

II かわらけ
火きさ 11径13.6cm Ji'(経7.8cm 器翡:{.0cm せいけい 手づくね胎 I一．針状物質砂粒色瀾

橙色

12 かわらけ
）ゞ きさ Ll径8.0cm 底経5.6cm 器砂I.45cm せいけし‘ ロクロ 内底部ナデ胎 I: 針状物質粘

|；粒砂粒色，•ll i炎棺色

13 かわらけ
人きさ 11径7.4cm 底経5.4cm 器蒻I.3cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 lて ll・状物質白

色粒砂粒小礫粒色瀾 II吝橙色価考板状｝玉痕

表29 遺構外採集遺物観察表 (1)
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.. -

I叉132 種 類 人きさ せいけい 胎 1.； 索地 色油l 釉架 備考

1,1 かわらけ
法址 11径7.0cm 底経'1.0cm 器甜I.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎—,._針状物質 l'l色
粒粘 I；粒砂粒小礫粒色湖橙色

15 かわらけ
法屈 11径7.6cm Ji(経4.4cm 器邸1.5cm せいけい ロクロ 内底 ~IIナ デ JIfi」こ l' 1 色粒砂粒 | 
色濶淡柁色

1 6 かわらけ 法姑： 11径9.2cm 底経6.11cm 器高I.9cm せいけい ロクロ 胎 l： 色潤 l火柁色
| 

17 かわらけ
法ht n1f9. 0cm 底経6.0cm 器高I.8cm せいけい ロクロ 内底部ナデ 胎 I: 針状物質砂粒 I
小媒粒色淵愕色

18 かわらけ
法斌 11径8.2cm 底経5.4cm 器邸I.55cm せいけい ロクロ 内底部ナデ ！胎一I: 針状物質 砂粒
色瀾淡朽色

19 かわらけ
法贔 11径9.2cm 底経6.8cm 器悩1.85cm せし、けし、 ロクロ 内底部ナデ lIf;」： 針状物質 l’l色
粒 砂粒 色，悶 淡 棺 色 備 考 板状圧痕

2(） かわらけ
法•lit I I径7.6cm )i~経5.0cm 器邸2.3cm せいけし＼ ロクロ 内底部ナデ胎 I: '公！吐砂粒小
礫粒色調杓色 備名板状91̂．．痕

21 かわらけ
法散 11径12.8cm 底経8.1cm 器翡3.2cm せいけい ロクロ 内底部ナデ l恰l： 針状物質 砂粒

小礫粒色，凋淡杞色

22 かわらけ
法散 11径12.'1cm Ji豆経7.8cm 器1,；．~3. I 5cm せいけ"‘ ロクロ 内底部ナデ l胎 1 •• 含l•状物質砂
粒 小礫粒色閥椛色

23 かわらけ
法屈 11径12.8cm 底経8.6cm 器祐’i3.0cm せし ‘tJ• し‘ ロクロ 内底部ナデ 胎 I: 針状物t'i 砂粒
小礫粒 色閥 lli'i／火柑色

24 かわらけ
法J,l: I I径1I.2cm 底経3.2cm 器，•t'ijl . 0cm せいけし‘ ロクロ 内IJ笈部ナデ胎 I: 砂粒小礫粒
色濶 i炎朽色 備杉ト如lヽ

25 
比 質 Ill,1部破），1・ せいけい輪梢み内1f1i指頭撫で柚Ilt撫で外1f1jへら峠き 胎 r.l'-1色粒気・{L 色濶

香 炉 胎芯部1｝江l色外1hi.1、11色

26 
此 質 11縁部破片せいけい輪積み 外而へらi'illり 胎 1：紗粒小礫粒色，凋 Ilfi芯部1火l'I色 外I(il火
火 鉢 黒色

27 
山茶碗慾 法lit I I径!J.5cm 底経6.8cm 器悩I.9cm せいけい ロクロ胎上長11 l.'..I色粒砂粒小礫粒

lfll 色調 l火色伽考すす付沿

28 
111茶碗窯

ll縁部破｝「せいけい輪積み胎土 砂粒 小礫粒色，淵胎、芯部J火色表面J火烈色
捏 鉢

29 
常 沿

11緑部破｝「せいけい輪積み注口あり 胎 I: 1'1色粒赤色粒小礫粒色調褐色
捏 鉢

30 
常 滑 |」緑部破片せいけい輪積み内外而指頭痕あり 胎 l9: I’l色粒砂粒小礫粒 夕けし色濶胎
かめ 芯部）仮色 Jと1(li茶褐色 備考訂部に降灰

31 
甜 滑 LI緑部破片せいけい帖積み内頑i指頭痕あり 胎 1: l'l色粒 lも石小礫粒色瀾 JIf沿、打Ii灰褐

かめ 色衣1f1ill,f茶褐色
トー

32 
常 滑

LI縁部破）「せいけい輪積み内lii指頭痕あり llf, I: 小礫粒色［J乱 胎、芯i11i灰掲色 i<l(ii11沿褐色
かめ

［ 

3:J 
瀬） i 低部破片 底経8.2cm せいけい ロクロ 内底部におろし(/)刻み ）胎 I;)火色 I’l色粒 釉槃 lJ、J
おろしllll 底部に淡貨緑色透1リji紺考 l}、J底部にl::I跡

34 l'f磁碗
口縁部破｝',・ 11径13.0cm せいけい ロクロ 索地 111 I火色黒色粒釉槃淡紺緑色1サ金1リj 文様

外面複巡弁備考 滋泉烹
←---

35 I’f磁碗
底部破片底経5.4cm せいけい ロクロ 翡台i'illりだし ぶ地 I'i灰色気孔釉：梨淡貨緑色透

明文 様外1(1i将述弁文備考敵泉窯

36 l'i磁碗
LI縁部破）11・ 11径12.6cm せいけい ロクロ 索地 貨白色 ＇l,＼色粒釉槃 i炎黄緑色1,・・透明 文様
外i(iim．辿弁文 iiij考 泡尿窯

L,—·—-----
37 鉄製品

法：，J: 長さ8.1cm 利，i4.5 XII. 5cD1 
釘 -- -

:{8 銭 至禾II元寅笈内北4、: 105~年

39 銭 治上lL通咽貞，．lt 北宋 I 06'1年
l 

4(） 銭 宜手IJ通裕i 球／l} 北‘ぷ 111!)年

4 1 
沿仁・

n縁部破片 It径21.item せ いけい外面にのみ痕れ材滑,{j 色閥 J火白色価考 llf/J111途 IIJ
鋭

表30 遺構外採集追物観察表 (2)
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5.弥l-f．時代

イi:．屈番けは15まであるが、柩即作業の結果、 4．りがri!i滅、欠番となった。ここではそのうち、 7 ・ 8 

・ 9 ・ 10 ・ 11 ・ 12 ・ 13 ・ 15を紹介する。また、調1tlt-．内を束,1りに走る溝13は国｝庫補助分・原因れ・負担分

双）iの調杏lヌを通過するが、後抒報告分に含めた。

節 l 節で先述したように、弥Itllか代の追梢群は中1ll:），し盤）f’.1である茶褐色粘質—|．．の）？いJr1 を除いた）火黄

色～淡褐色上の」:!fliで検Illされる。これはザラザラした触感の札lい砂質土で、 1約11r.j八幡窮iiiji(li東側から

大介．．階菌一帯の滑川河梓段 lt|．．に広くみられる。あるいは茶掲色粘質上中のどこかに本米の弥生逍構

切込みlhIがあるのかもしれないが、今のと ころどの地点においても確認されていない。
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竪穴住居7 ([;:<134 ~36 表3.1・ 32) 

2・3-C・Dにあり、辿半部が瀾企区外に出ている。'3各穴住居15・ i,Yj:13を切っている。 7X 6. 5111 

ほどの胴張り隅丸）J．．／fクになるとiit定される。

隙溝がほぽ同心lll状にー重に巡っており、イi:．1,f}が拡張されていることがわかる。休全休に広 く焼1..:．

炭化物が散っているので、おそらく火災住居であろう。

炉の所在は不明。J木は地1J1}火褐色砂質土の直1ぶ。拡張l-iijと後で対5LI のt1— l：穴が見つかった。 また 1❖-i

破近くに 、 出入り IIl の梯—f穴とみられるおむすび形の柱穴も検/IIされた。

総じてれ器類は股窮で、大 ・中・ 小 3、点の）1げJ石斧がまとまって見つかったのをはじめ、太形蛤刃崩

製爪斧や扶人片j)!弁製石斧 •1-i/L!l.. j・．敲石． I料石などが／禾面から出土した。 拡張後の床硬化面上からイi

頭イi錘が焼けて細かく割れた状態で/III--．．し、 1如じすると長さ24cm余りになった。

l；器は甕．壺．鉢といった組成で、斐はおおむねハケ目、、1:，氏は口縁部に羽状縄文をもつ縁術が付加さ

れたものが多い。

本址の時期は弥'1:_1梼代1|1期後 ‘I'•であろう 。

竪穴住居 8 （図37・ 38 表33)

1・2-A・B・Cにあり、東北部分が調介IX外にある。束南部を竪穴fl:l,！f9に削り取られ、北側で

暖穴1l:），；：-13を切る。）j|ll,；liりのl隅丸方形で、 Jlii定7.45x6.9mの人きさになる。拡張されて壁消が同心円

状に ・.,Y(になっている。

）木面には火孤の炭化物や焼土があり、またitff1|；材らしい焼けた木材が、床に倒れ込んだような状態で

見つかった。

炉は中央部北窃りに 1基あり 、枕イiが残っていた。 また炉の焼土中からはシイの実がI.LI|：した。）＊は

地111n't)米。拡張の前と後で4本の柱穴が検Illされている。

1_|LI-．辿物は壺 ． 鉢 ・ 敲石 • 石IL!}_, j・．磨石など。壺（図38-I)は頭部を再利用したもの。

本址の時期は弥I|•-． ll、If代中期後‘ドであろう 。

竪穴住居9 (I叱139・ 40／表34)

渦1tlメー・中央部北奇りの 2・3-B・Cにある小判形をした竪穴住居。 朽IiII方位は30゚ほどilりに偏差を

もち、 8.2 x6. 15111の規校で、竪穴仕居8・ 10を切る。

炉のjijj·在はイ<1リl。 /,,t:は地山）火褐色砂質土直）＊で、床面からは 1：器類のほか敲石が 3 、1•Ii ・絣に出土 して

いる。

煎溝は束殷・西l中j.西北に残る。＿］こ杜穴は 3‘火でいずれもifil1-1形をしており、竪穴 j：・l|間に由交する上

軸をもつ。梯子穴が1炉端中央にあり 、その東隣に貯蔵穴らしい穴がある。

本址の時期は弥11°.11―§代中期未か後期初頭とみたい。

竪穴住居10(1~141 |．．段 ・ 表35)

liijiじ＇整穴住居 9にほとんどを削られており詳細はイ＜明だが、 l:．柱穴の位悩からみておそらく隅丸長方

形、 7.4 X 5. 5mほどになると椎定される。

炉は心!fl。床l(l「は地111直床。 i・：柱穴は掘り 1れしを含め計 6穴検出された。南聖際西寄りに梯子用らし

い穴がある。

煎溝は辿イ1部分では令周し、最も1iiiの広い南西部の溝中から、壺底部と小さな柱状の片ガ磨製石斧か

出l；している。

本!11：は時期不明とせざるをえないが、 9号よりは古い。
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竪穴住居7出土遥物 (2)

図35 種類 大きさ せいけい 胎」ー・ 色調 備考

I 
弥 LI:． 11稼祁～llH部（成9,1・ ロ径16.11cm せいけい 輪梢み ll'tf.部 1・.JJから）L枠による押捺で波状 「l緑部

広IIかめ からJl伽 I¥縦位 JJI~部から斜めのIUl]l::1-1 胎 I: II打橙色 ／沙粒 表l(lill釘灰褐色

2 
弥 ’l:. 11絲部破片 11径24.4cm せいけい 輪梢み l」itf脊111-．方から丸枠による判l掠 n縁ti|；柚位胴祁縦

広nかめ 位 1胴部から斜めの間毛,-, 胎 I: II氾楼色砂粒表l(li lll,r•l火褐色

3 
弥 生 11稼祁破J'i・ 11径13.5cm せいけい 輪柏み 11縁部外）又 l)、jrfri横位の櫛II 外而縦位の櫛H 胎 1:

、4＝9'’し9 灰褐色針状物質砂粒

4 弥 'I: 11縁部破片 I lff26. 6cm せいけい 輪枯み l―I緑部を折り返しRLの4諏糸縄文 ド端を枠の様な
lム1i,9:,：t もので押捺し刻む胎土）火柁色 砂粒 iiii考 赤 彩 か ？

弥 生
11緑部破I•「 |lif..19. 6cm せいけい 輪積み 11唇部に糸縄文 口緑部 1-．）jに立ち 卜がりRLの糸縄

5 
9ムロ・，i:i

文 F端を棒の様なもので判l掠し刻む 枠状浮文ニヶ 胎 I:I火橙色針状物質微砂粒備考表
1(1i赤彩か ？

6 
弥 生 11緑部破片 11径16.'1cm せいけい 帖積み 1_l緑存II緩やかに外反 折り返し17緑に1くしの羽状糸縄
l公口壺 文上端を）L枠押捺下端をへら様なもので刻む胎上 灰 橙 色 砂 粒 備 考 赤 彩 か

7 
弥 I-I;- 11緑部破片 11径9.t!cm せいけい輪梢み l}、)外1fri指頒ナデ胎」：針状物質砂粒色調灰褐

鉢 色

8 イiliJ1石錘
長さ2,1.7cm 頒部8.4cm 頚；";116.8cm Jl~j ~117. 3cm せいけい形を格える為のせいけい1杖 イi質 粗
粒砂料価考枕心として使JIJ

!) 叩き石 長さ14.5cm rj;,i8. 4cm 11/さ'1.2cm 石質 硬質1ド粒凝／火 '(9;•

JO llllきA l乏さ16.0cm 輻8.6cm Jf}:さ5.7cm 伍質 t1L粒凝l:)咋岩 仙考撤りイiとしても使）IJか ？

II llllきイi 破）「長さ15.0cm 幅6.0cm !’}さ 4.4cm 什質硬質砂;-';•

l 2 石 IJIL 破片長さ10.5cm 1~屈 10. 3cm 11/・さ3.3cm ,{-j質砂府

表31 竪穴住居プ出土遺物観察表 (1)
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図36 釉 類 Kきさ せいけい れ質 備名

1 3 
J弁製伍斧

長さI:l. I cm 輻G.7cm 厚さ4.3cm 11質硬質Iド粒凝9火＇む
蛤 刃

14 
削製石斧

長さ8.0cm 輻5.8trn !1/さ］．8cm イi質 ホルンフ ェルス
祉平片刃

15 
lti製石斧

長さ7.5cm 船3.6cm 似さ2.35cm イit’1 硬質I•「'杓凝）火料
柚平: J,1• メj

l(i }れ製石斧
1之さ8.8cm 輻3.0cm 瞑さ2.Ocin ,{i質 硬質巾粒凝灰？；

柚平片刃

）代製石斧

17 えぐり柚 長さ12.5cm 胤晶4.2cm 11}：さ4.45cm せいけい石質 硬質中粒凝l火',f
‘ l'•片メJ

18 ィj包 J. 破J;・Kさ4.6cm 11;,i:l. 5cm J1さI.0cm イi質砂府

19 イi包丁 破）「長さ6.0cm 1i1,,13.5cm 原さ I.I cm,/ i質砂．店

表32 竪穴住居7出土遺物観察表 (2)

竪穴住居11(I部141ド段）

ほとんどを竪穴仕｝叶6と10に削り収られた）fクで、 3・4-Cにイ子在する。全容はまった＜ 小明だが検

出された隙溝は刷線的で、隅丸系の平面形を持つものと想像できる。

）禾l(iらしい硬化1(1jはみられないが、座溝底部のみ残してそっくり削平されている。ということはこの

一僻で、弥生逍構検出面である）火褐色の砂）i14I．．部が後世（しかしおそらく平安時代以前）全体に削平さ

れた llj能性がある、ということだ。

聖溝から約50cmしか離れていない場所に焼土の詰まった浅い t城状の火）未f(ijが検出された。これが炉

である可能性はある。ただし削平により 整溝との辿続性が不明な上、位骰的にやや疑問も残る。

柱穴等は検出できなかった。時期も不明。

竪穴住居12 (lil42／表36)

調壺区l厄壁中央部 1-C付近に、様描の一部が検出され、枯穴らしい裕込みの一部も除いているが、

大半が調森区外にあり 、床面も叫It逍構によって著し く損なわれているので、大きさその他不明。

床面は地Ill)火褐色砂質土直床。

図38 種類 大きさ せいけい 胎 I: 色閥 備考

I 
弥 生 頚祁破）｝一 頚部経G.8cm せいけい 輪杭み 内外1(1il~lj毛ナデ胎十．淡橙色 r’I色粒 黒 色 粒 赤

.,:,：,: 色粒備考壺O)tj樟II～肩部を再）JIIlュ・

2 
弥 生 11緑部破）｝・ 11経13.5cm せいけい 愉梢み 内外1f1i!1:tl毛ナデ後へら磨き 胎十． i炎柁色 白色粒

J.i,;I」壺 黒 色 粒 砂 粒 備考赤彩

3 II|lき石 長さ 10.4cm 輻7.0cm !'/さ2.3cm れ質 蝕質砂宕・

4 ィi包 J. 長さ6.6cm 船3.5cm J1/さI.0cm れ質硬質砂料

5 イi頒石錘 l~ さ 21. 0cm 幅IO.1cm Iり稔~7. 8cm れ質 硬質紗{;.

(i イi頭石錘 長さ30.2cm 幅8.8cm I’/：さ7.8cm れ質火l.ll礫凝／火宕

7 ィi IJ!l 長さ21.0cm 幅17.0cm 厚さ2.5~7. 5cm ti・質砂宕備考両ltti1史）IJ

表33 竪穴住居8出土遺物観察表
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似1'10 Hi 類 大きさ せいけい 胎土 色濶 備考

l 
弥 生 1 1緑祁～脹1部倣｝i• 「l径20.5cm せいけい 輪梢み 口唇部J.:}jから丸枠による押捺で波状 口緑部
深 鉢 から9l月部斜めの址ljtl1 胎十．淡9火褐色赤色粒砂粒表1面黒褐色

2 
弥 牛 1 1緑部～胴部破），i• 11径16.0cm せいけい 愉梢み 口唇部 l．．方から丸棒による押捺で波状 11縁部
かめ 折り返し 内外1f1il1J1j毛ナデ後へらJfiき 胎 l：橙色針状物質赤色粒砂粒

:{ 
弥 生 11緑祁～胴部破片 口径24.7cm せいけい 輪秘み lゴ唇部 l-．）jから丸棒による押捺で波状 11緑部

かめ 折り返し指珀によるナデ胎十＿ 1仮校色針状物竹白色粒砂粒備考刷滅れ：しい

4 
弥 生 刷部倣）＇［） j/,j部径26.0cm せいけい輪積 ,1、11面へら庖き 外l面へら磨き後赤彩胎士淡橙色赤

):：：： 色粒砂粒伽考 ．iI}力llT．か？

5 
弥 生 11緑部破片 n径lヽI.1cm せいけい 輪積み 11料部に糸縄文 LI緑部～1「i部RLの羽状糸縄文 胎
広l」壺 I: i炎橙色白色粒赤色粒 微砂粒備考表1(1i赤彩か？

6 
弥生 鎖部～門部破片せいけい輪積み 内而へらナデ胎t 外I(iiへら劇き後赤彩淡橙色 lLI色粒赤

広口疵 色粒砂粒 備考 l•Iihllエか？

7 
弥生 11緑祁破片 LI径20.6cm せいけい 輪積み 11緑部折り返し 内外面へら1籍き後赤彩胎 l-． 淡橙

鉢 色 l~I色粒砂粒

8 
弥生 11縁部破片 11イギ19.9cm せいけい 輪積み l□1緑部に—．ヶ穿礼外面刷毛ナデ胎土 橙色 白色

鉢 粒砂粒

， 弥 生
J氏名I；破片底経 5.6cm せいけい 輪梢み 外lhi刷毛ナデ後へらナデ llf;」：橙色 I~色粒 砂粒、→,::て( 

10 
弥 生

底部破片底経 1 2.8cm せいけい輪積み外,~iへら磨き 底部hill毛ナデ J恰r.橙色砂粒
かめ

II 石 llll 破片Lとさ15.5cm 輻l2cm 9ばさ2.5cm 石質 砂む

12 
敲打痕の

倣），1長さll.6cm 扉l,i4.0cm IりiさI.5cm 石竹軟質細粒凝灰宕備考 1Jlll→．礫
ある石

13 叩き4i 破J'，長さ13.2cm lj!/,i6. 7 cm J•,i. さ 4 . 5cm 石質砂府

1 4 
打 製

破片長さ10.9cm 輻ti.Jcm 原さ I.4cm 石質 ホルンフェルス
1i包丁

15 
磁｝f痕の

破9,1長さ 10.7cm 輻5.2cm I烈さ I.9cm 石質砂料
ある石

表34 竪穴住居9出土遺物観察表

休 h．や盤溝巾から蔽底部が111土しているが、時期は不明。

竪穴住居13（柊143／表37)

調在区北西の拡張li1・2-A・Bにあり 、北半部は調奇区外に出ている。 またlfi側は竪穴住居 8に

切られる。詳細は不明だが、だいたい 6miiij後の胴張りの隅丸方形になろう 。

炉は北寄りに 1Jしが検出された。不整梢I]]の平而形で、串または杭らしい小穴 7つを確認した。

床は地ll」灰褐色砂質土直）未で、全体に追存状態がよい。 また広く被熱痕跡がある。堅溝は検出範囲で

は全周している。

主杜穴は南東部のもののみ検出した。 南端の聖際に梯—f穴らしい穴がある。

出 1：辿物には斐底部・石包 J・．敲石等がある。

時期は不詳だが、これもおおむね弥生時代中期後半とみてよいのではないか。

竪穴住居15(I文133、個別図なし）

調壺区南西角の 1・ 2 -Dに、竪穴住居 7の下から魃溝が70~80cmほど検出された。溝13と重複する

が、本.lll：が新しい。詳細は不明。

遺構外採集遺物 (|忍144／表38)

地111灰褐色砂質寸：上にある茶褐色粘質土中や、中世枢iに混じって出 1-．した遺物のうち、主なものを紹
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切合＼、関係翌i(6.10に切られる

平•Ihi形 利1/1だがl~J!l丸系か

大きさ 小11/J

上紬}jfヽ[ N -80° -EIiij i妥か
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カ昧があるが、i、tiiit的にみて‘'i,；亥ii;1,9;(/）も(/)

かどうか疑liilがある
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墜溝 ；l'l人船2如 11、深さ9cm

七fl:‘八'4rr ィ<l iI l 

特泣1咽i ¥:，t溝のごく 一部のみ(/)険II'， この，：サさで
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11¥Jに．，間が大き<i'ill‘ |＇•されたこ とを滋昧する

また、炉J1J．がりllii『;1んのものならば、似低でも

2中I・(/）ii:．居が仔｛［したことになるc

O 2m 
I I 

図41 竪穴住居10（上）・11（下）、同出土遇物
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図Ill 種類 人きさ せいけい 胎 I: 色調 備考

I 
弥，1：. 底部破）「底径6.6cn せいけい輪積み 内外lfli指叫痕外n雌lltナデ胎 l； 橙色白色粒砂

かめ 粒小礫粒

2 
｝利製イi斧

長さ1.8cm tjlii!.Ocm J以さ I. 0cm ,(i'i.'i・ 紗史'i'i1| り坑為i:J火？ ；•
ノミ I¥リ

表35 竪穴住居10出土遺物観察表
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図42 竪穴住居12、同出土遺物

図42 種 類 人きさ せいけい 胎 I: 色調 備考

I 
弥，t 底部破）「底径8.6cm せいけい 輪秘 み 内 外1f1iIJllj 1:;ナデ外rhi後へらナデ胎」； 淡橙色 l'-l色
かめ 粒焦色粒砂粒備考 ―こ次焼／』父

2 
弥 'I:

底部破片底径8.tlcm せいけい 輪積み外I(Iiド位へらナデ胎 I:柁色 白色粒黒色粒砂粒
かめ

表36 竪穴住居12出土遺物観察表

介してお く。

再利)1]かあるいは別のIl的で j-3界に割れl」を打ち欠いてある戒頸部 ・鉢・高杯 ・超小瑚土器 （「ミニ

チュア」 I灌：器）．敲石などがある。
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P. ::! 

l. 茶褐色粘['t|會． 2. 炭ftk‘‘i
3． 茶褐色粘'i{|．． 炭化物含む

,1. I火褐色粘＇（＇［ I・.炭化物含む

!i. Iりl褐色粘'rtl・.多:,t(}）炭化物含む

6. 佑色(})焼 I・. 炭（詳細はドI•ス1 )
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大きさ •長柑1 9,1 cm以 I・.

短柑I S Scm 

深さ I Zcm 
特，lじ’l叫 llli..ff. 4 ~ 8 cm、深さ5~ 10 cm、の小穴が

周辺に 7穴(i(l:

分,‘,
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‘ー吏
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.̀
 

ヵンリス※
 

／
 d ・—1 1.20m 1 

戸
- • d' 

3 2 

I. Iii!)火褐色粘'f't1•• 

2. Kl色の焼 1 ••、炭

3． 焼上 ・炭にi/＆・：淋'，.f•枇る

,,. 3に1iilじ

6. 3に1lilじ

゜

10cm 口2 

図43 竪穴住居13、同出土遺物

図113 種類 人：きさ せいけい 胎 I: 色晶l 伽考

I 弥生；it
底fill破 片 底 径6.0cm せ い け い輪・fi'［み外1'1il1ll]毛ナデ後へらナデ 1]fi|・＿ 淡杓色 l’l色粒金公
lt 粘上粒備考．．．次焼l戎；

2 石包丁 破J.t長さ4.5cm 1~;,i3. 5cm 似 さ I. 6cm れ質 砂宕

3 
敲打痕の

lくさ7.0cm 1船3.3cm !•7- さ I. 6cm ,b・質 砂t;.
あるわ・

表37 竪穴住居13出土造物観察表
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図44 遺構外採集遺物

図IM 種 類 人きさ せいけい 胎上 色調 備考

I 
弥 生 休部破Jr 1本部径15.llcm せいけい 輪柏み 内l(Ii指頭ナデ後届lltナデ外1(1i縦位0)¥1llj毛1-1 胎 I:

壺 ):Jく黒色針状物質 l'I色 粒 砂粒 表面朽色

2 
弥 生 人きさ 口径11.})cm 底経5.1¥cm 器邸fi.2cm せいけい 輪秘み 内外ITIT 11:11nナデ後へらナデ胎

鉢 I: ）火杓色針状物質白色粒赤色粒砂粒

3 
弥，I:． 大きさ l.::1径I!).6cm 底経6.2cm 器，・:.s10.3cm せいけい 輪柏み l}、J外lffi l~lj tナデ後へらナテ

鉢 胎 I. I火朽色針状物質白色粒患色粒粘 1：粒 砂粒備杉煤付沿

4 
弥 生 台i¥:I;｛成）ヤ底径8.(lcm せいけい 輪秘み lJ、J外l(liナデ外I(IiRLの糸縄文が沈線で交冗に1;,(―.11hj J胎

台付かめ I: I天柁色 1・1色粒 砂粒

5 
弥牛 Kきさ 11径3.7cm 底経2.0cm a;.;,,'，・:i2. 2cm せいけい 手づくね 17縁部 化弁にせいけし、か？

極小上器 胎 I: I火橙色 針状物質 1勺色粒 赤色粒 きめ細やか

6 
弥 I|••• 11緑,"ill破片 11径lfi.4cm せいけい 輪積み 11緑部緩やかに外1又 折り返し11緑にRLの羽状糸縄

広口壺 文 l．．端を丸t糾判l掠 ド端をへら様なもので刻む胎 1~ 灰柁色 砂粒価考赤彩か

7 l'I然,{j 及さ 17.3cm 船1:t1cm 原さ，3．4cnl iii考 近具として持ち込んだllj能性あり

表38 遺構外採集遺物観察表

6. 参考汽料

厭1人1者負担分調介区の IIIメ．にある追梢だが、資料•としての紅成が大きいためここで紹介しておく 。

井戸 2 (|郊|45・ 46 表39・ 40) 

調杏Ix：東艇近くの 5-Dにある索掘 り井） i。平而形状は隅）L）j形で、全体的には先端の切 り取られた

逆 角 錐 形 を呈する。 人きさは 1-．端で220x 193cm、深さ322cm。

刺 I:Fl曽に土tili器や山茶碗が多数投げ込まれており、 JI••J-ij!［め戻しに ともなう儀礼の •種がおこなわ

れたとみられる。 ）J子や小刑硯がIII上しているが、それらも儀器のひとつかもしれない。
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111茶碗は藤沢良祐の示教によれば、12肌紀第 3～第4lI4半期のものである。共伴の＿1：師器類もほぽそ

の時期の所j嶺とみてよい。これはあるいは平安時代末期にさかのぼりうる査料である。
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図45 井戸2
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図46 井戸2出土遺物
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図46 種 類 大きさ せいけい 胎 I~ 索地 色閣 柚楽 備考

I かわらけ
大きさ 11径10.2cm 底経4.6cm 辟尚l.6cm せいけい f:づくね胎土 針状物質砂粒色調

灰褐色

2 かわらけ
人きさ 11径10.0cm 底5.0cm 器閥i.Ocm せいけい fづくね）lfil：梢緻色，J月黄1火褐色伽

考 内底I(liに穿孔 l9、J底面に!.!.｝付沿

:i かわらけ 火きさ 17径9.8cm 底経6.:km 器高1.5cm せいけい 手づくね Ilfil→．砂粒色閥灰褐色

,1 かわらけ
人きさ 11径9.8cm 底経1.8cm 器高1.7cm せいけい T・づくね ））合 1： 針状物質 色潤 1:J叶褐色

備考 ．．次焼J戎

5 かわらけ
大 きさ 11径9.7cm 底経6.Gcm 辟高I.4cm せいけい fづくね胎土 針状物質砂粒小礫粒

色瀾灰褐色

6 かわらけ
人きさ 11径9.6cm 底経4.'1cm 器窃 I.7cm せいけい手づくね胎上針状物質匹l了J: 色澗

灰褐色

7 かわらけ 大きさ 11径9.'1cm 底経4.4CIn tふ高1.8cm せいけい 手づくね Jjf注針状物質色調灰褐色

8 かわらけ 大きさ 11径9.11cm 底経4.4cm 器，•,':jl. 9cm せいけい 手づくね Ilfi七針状物質紐澗灰褐色

， かわらけ
大きさ l」径1'1.11cm /!〖経6.'1cm 器，謁3.1cm せいけい 手づくね胎」： 針状物質色調朽色

備考 i1l1媒付府

IO かわらけ
火きさ 17径14.6cm 底経8.5cm 器高3.8cm せいけい r~づくね胎 I •• ，:ft I吐針状物質砂粒

色瀾椛褐色

11 かわらけ
大きさ l_1径9.8cm 底経6.8cm 器，心12.4cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎上砂粒色瀾

灰褐色備考板状）l:痕

12 かわらけ
大きさ 11径5.0cm 底経3.8cm 器高1.(jcm せいけい ロクロ l)、」底 部 ナ デ 胎 I: 粘 l：粒色調

｝火朽色備考板状圧痕極小

13 かわらけ
大きさ l1径13.2cm 底経7.(km 滞高2.5cm せいけい ロクロ 内底部ナデ胎 1： 小礫粒色閥

灰 l’I色

1 4 
111茶碗

口稼,'fll破片せいけい輪梢み 胎七 灰色 小礫粒 lこイi
i¥！鉢

15 
必涙系 底部～1本部の再）JIll．．品 （硯） 11径10.5cm 底経8.(km 器邸2.9cm せいけい ロクロ ＇i:j台張り付

lll茶碗 け胎 I-． 乳白色 ．'!I色粒砂粒含むがきめ科IIやか伽老裔台'r:：付きに11)殻痕墨付芥

l (; 災謀系 ）くきさ 11径H}.7cm 底経9.(Jcm 器糾7.7cm せいけい ロクロ 翡台張り付け）恰土 色，淵灰校

111茶碗 色

17 
‘常滑

口緑祁～1水部せいけい ，陰枯み胎 l: J火色馬色粒長石 衣1f1illi'i褐色りii考口縁部内1(1j菜ll杓It
か め

18 
‘iit 滑

口緑i11;{~k ),r せいけい 輪枯み 胎士 lIifJ火色小礫粒 』舗面 llir・褐色
か め

1 9 
‘i it ti't 

底杵li破）｝底舒6.11cm せ い け い輪積み）If,I: ）火褐色 長ィj i<i面懇）火色
西.... 

20 
9ヽ沼1、•小.，し

底打li破9「せいけい 輪梢み胎 I:I火黒色小 •.9 : ,.:；: . 

21 
瀬） i 大きさ 11径8.2cm 底経5.6cm 器尚2.9cm せいけい ロクロ Ilfi t． 貨）火色 きめ紅IIやか表l(li
人 (• 灰，＇i・色価考 l}、llhi 掻慟

22 
ti. （t/j 口緑存II破片 11径15.6cm せいけい ロクロ 素地 1夭色緻密釉薬淡緑色透l!fJ 文様内面に

碗 画花

23 
1'fI'1(tli 口縁部破片 口径19.4cm せいけい ロクロ 索地 l'I色 きめ絹IIや か 利I'梨淡百色近1リl 文様

香 炉 外Iiiに返かし彫り

表39 井戸 2出土遺物観察表 (1)
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図46 種 類 人きさ せいけい 胎上 索地 色濶 釉要 備考

24 
粁l’I磁

底部破）t )氏径8.11cm せいけい ロクロ 索地乳l’I色きめ嶺Ilやか釉薬淡i,；色透Iリlllll 

25 
l'tl]I滋

Ll緑部破片 口径8.'1cm せいけい ロクロ 索地乳I'1色きめ科IIやか釉槃 i炎廿色透1りlllll 

26 
鉄製品

茎～）J身部分の部 長さ I~ . 0cm 備考苓に目釘痕
刀 ー(•

27 
鉄製品

長さ 7. 6cm /1、1さ0.45 x 0. 55cm 
釘

28 硯
円泊I硯 ト部の部底部損術 長 さ G.2cm 輻 5.Gcm せいけい 堪道を中央に「’l縁に悔部を浅

＜彫り 1こげている石材赤褐色粘板岩

29 
木製品

長さ 11.5cm I. 5 x 0. 3cm 
小 IYJ

30 
木製品

• 部分 長さ 7. 6cm I. 8 x 0. 6cm f!ii考 数力所の穿孔あり
糸迷き

3 l 
木製品

長さ 9. 5cm 15. :~ x 0. 5cm 
イ~ IリJ

表40 井戸 2出土過物観察表 (2)
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第四章 まとめと若干の展望

本発掘閥杏では、さほど）よ範囲の調壺とはいえないにもかかわらず、弥生時代から中～近世にかけ非

‘常に良奸な柑料が得られた。 しかし、今同の報併分は湖介区中の西側半分の国廊補助事業にかかる範囲

にとどまり、総括的な考察については、）J;i|刈者負担分の報沓を併せた全体の成果をま ってからおこなわ

なければならない。ここでは、今回報告した分について気づいたことを簡単にまとめ、総括に向け1',：lズ

の課題と）Jが沼をぶしておきたい。

l ・ 弥iI | ：．ll寺イし

鶴岡八幡糾束隣の筋迩柄付近から杉本付近にかけての滑川北iれで、相当な規模の弥生狼落があること

はかねて f想されていた。大倉硲府IEl(iiの一僻で竪穴住Ji'｝が検出されたのはこれで4例[Iとなる。過去

3例はいずれも仕府を単発的に調査したにすぎなかったが、水地点では14軒の住居がまとま って検出さ

れ、集落の様相をある程度把握できる資料を得ることができた。

遺構についてなど

集路の年代はおおむね宮ノ台期に含めることができる。これは本調森地点のすぐ西側にある 「大倉1#

御門追跡A地、点 （仮称） 」 （ l~ 2地点 2)をはじめ、これまで人倉一術で検出された竪穴住｝；サとも共通す

る。この地域に展関した弥生集裕の年代を示すものだといえよう 。

なお、住屈のなかには若—I'^ の新しい要索を持つものもみられる（竪穴住居 9 ) 。 また次回報告分も含

め、 1Iij心円状の__:_前の殿溝を持つものがいくつかある (7・ 8 ・ 3)が、いずれも外側が新しく 、しか

も内側の溝の I••や 2 本の溝の間に1禾 l紺が形成されているところから、 これは住居の拡張とみてよい。 そ

してそれは、ほとんど当たり前のようにおこなわれていたと椎測できる。

ただ現象的には拡張と呼ぶのが妥当なこの行為だが、その慈味についてはまだまだ検討される必災が

あると息う 。なお、拡版された 3軒の住居がいずれも火災を被っている点、また平面形が腸張り開丸方

形で共辿している点は注迎を要する。

今Illl§Iift分ではないが、調査区を東西に走るi'vJ:I 3にも注意しておきたい。この溝はかつて大倉南御l"l

辿跡A地点 （仮称）の調杏区南束角でも確認されており、 I.股穴住居7・ 15よりも古い。

出土遥物

II,I I姐物に関しては竪穴住居7で発見された）＇び JI科製石斧の大中小 3点セット、同じく 7の小さく割

れたイi頭石錘に・imしたい。後者には被熱痕跡が明瞭で、おそらく炉の枕石に使われたとみられる。 8

の炉からはシイの尖も見つかっている。鉄斧は出 l：していない。

2. 鎌介IIが代

鎌倉時代前期までとそれ以後

大倉釦{.J・周辺辿跡群のうち節者がかつて調介した'.階堂字荏柄38番 1地点（園 2地点 6)、東に近在

する柚小路周辺逍跡 （l労） 2地点8)など、パ補道沿いの辿跡の多くがそうであるように、本地、1.'Xでもま

た、鎌倉時代前期までが圧倒的に多く、 1司中期以後急激に辿跡密度が薄くなる、という現象が確認され

た。これはどうやら、付近で通有にみられる現象であるらしい。

そうだとすると、窟禄元年 (1225)の批府の店‘；句大路近辺への移転（「宇津宮辻子硲府」）、あるいは
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‘-ii：治合戦（ ：浦の乱、 ‘i;：治元年＝ 1247)を契機にして、以後何らかの空白化政策がとられた可能性もあ

るかもしれない。

遺構について

本報で紹介した掘立柱建物は 2棟にとどまったが、現在までに 8棟を認めており、さらに増える可能

性もある。大半が同じような主軸方位をも っているようなので、II守期的には近接しているものと考えた

い。これは前記した辿跡の消長を裏付ける現象でもある。

また、 これらの）j{立がいずれも六浦道にではなく、杜穴列 l に •致している要因が何なのか、 追跡i]＇j

長とあわせ、総括報告に向けて課題としたい。

勾 I|i逍1l!lji.1yi:の変遥が、 部とはいえ述続的に捉えられたことは本潤介の大きな成果である。恨lli称から

ややIijに離れた位iNに検出された布掘形式の柱穴ダljは、 1iii/11人介ぷ輝j••周辺辿跡群 ．．階‘；化字荏柄38番 1 地

点 (I翌12地、1.’i、6)に続いて 2例 Uとなる。今後さらに1i例の増加することを期待したい。

出土遺物

七師器T種を中心に、錬倉時代前期をキ休とした良kiな辿物が1_l_,11：したが、ほぼ同一の層に集巾して

いるため年代的な先後関係はつかみにくい。そのなかで、参考資料として品ホした井戸 2の出 1-．資料は

注日に1直する。

おそら＜ J|直の）発梨儀礼としていちどに投げ込まれたもので、艮好な括性は明らかである。図46-

15 ・ 16の山茶碗は、本文でも述べたように、藤沢良柘によれば］2-111：紀第 3四半期の所産である可能性が

あるという 。だとすれば鎌倉時代以前にまでさかのぼりうるfi料であり、共伴する土師器の時期比定に

布）Jな材料を提供するものとみてよい。

3. q・,世後期

東西に走る良好な溝を検出したが、そのほかの賓料は乏しい。なお、先漱でたびたび触れたように、

こぶし人の破砕泥粁を大景に含む茶褐色～苅褐色の地業li1が1|i域で広範に確認されるのはこのころであ

る。 このIf1の背蚊を探る ことは、今後の鎌倉研究におそらく大変4i益で、注IIしておきたい。

4.近 Ill:

辿構の大1,・・が DIメの原I刈者負担分にあるため、今lI_Ilの報・内ではほとんど触れられなかったが、竪穴辿

構から/I¥+．した火hしの肥前産などの陶磁器は、）ゞ柏｝」t：の不教によれば18111：紀木～19世紀初めの良好な

沼料だという 。近在の大介南御門遺跡C地点（仮称、 1叉12地、1!、1;4)の調壺でも同時期の造物はかなりの

僻が/JII：しており、このころ六浦道沿いがおおいに賑わっていたことが分かる。

以 I．．、利雑ではあるが、今後の課題・艇望等を述べてみた。
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II¥|．．追物総、’・'、（数

1:r.11i悩 lKI廂l；釦磁器
I ••閤

舶載陶磁器 此 銭 金屈製翡 石製品 木製品
.,1.-J,. , 、hIJ9. 

l l 鉱滓 総数t製品 製品

23049 2483 !Sl 532 131 60 198 78 26 135 7 19 26869 

85.8% 9.2% 0.6% 2.0% 0.5% 0.2% 0, 7% 0.3% 0.1% 0.5% 0.0% 0.1% 100.0% 

出土遺物総点数

土師器

0% 50% 100% 

土師器 国産陶磁器 土器 ・土製品 舶戟陶磁器 ■瓦 ■銭 ■金属製品●石製品●木製品 ■骨・骨製品 ■貝 •鉱滓

1:師器渕粉lj

R種 T種総），＇．i.数

9732 I 13317 I 23049 

百分半 42. 2% I 57. 8% I 100. 0% 

土師器類別

R種
一

．

0% 
...L 

50% | R種 ■T種I100% 

国産陶磁器類別

□ 1：三 I :>[;: 1 ：竺〗 1［ I >:百分率

国産陶磁器類別

常沿

0% 50% 常滑 渥美 ■山茶碗 ■瀬戸 ■1也 100% 

表41 遺物計数表 (1)
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l:Klr俎陶器類別碗nll/11」：状況

詣治 油漢 111茶碗 瀬戸 他 総点数

碗!Ill l 4 7::l 29 I l08 

l:i分半 0.1% 1.8% 22. 7% 34.1% 2./4% 4.3% 

国産陶器類別碗皿出土状況

総点数

碗11D

0%  50% 

舶載陶磁器類別/JII：状況

i'f磁 I'I磁 iltl’|（{f その他 総心、数

284 98 52 98 532 

ri分；f＜|53. 4% 18.4% 9.8% 18.4% 100.0% 

舶載陶磁器類別出土状況

愕磁

0% 50% 

舶載陶磁器碗Jill類別Ill上状況

i fi磁 1 I'l磁 1 廿l'l(i/j |その他I総点数

碗 !Ill

百分玲< 93竺こにこI482:% 

舶載陶磁器碗皿類別出土状況

総点数 胃磁

碗1Dl

0% 

350 

0. 0%| 65. 8% 

50% 

表42 遺物計数表 (2)
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常滑 渥葵 ■山茶碗 ■瀬戸 ■他 100% 

囮訟一

餌 白磁 •音白磁 ■その他］ 100% 

音磁 白磁 ■愕白磁 ■その他 100% 
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図版3
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図版 5
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図版7
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図版9

弥生面全景（上が北）
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図版10
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第一章 遺跡の位置と歴史的環境

］． 迫跡の位置

本辿跡は、鎌倉のJ1騎l|lである応凡火路の北端東側に‘りたり、その若窮人路を西、横大路を北、小Ill[）、

路を東に限った、約200m四）iの）j形区画であり、神奈川県辿跡台庫jはでは 「北条小lll)1邸跡」とな ってい

る。本調介地、1！・1：はこの中でも 1H西角のオ',:-:;,;大路に1(liしたところに位置しており、 JR鎌倉駅から北束に

約500m、鉛Iiii]八幡‘£'1'からは約200mの距離にある。鎌介,ti内の中心に位附する平坦地は、東西の小さな

谷riから流れtliた河川が流れ込んで形成された扇状地であり、当辿跡のすぐ束を流れる滑川は、 11¥：線距

離1700m程で由比ケ浜に注ぎ込む。

2．追跡の歴史的環境

店宮人路沿いの発掘調杏では、人路に平1［する描から木憎iが数点出土しており、 1|1|II：における木館HiJf

究の買巫な脊料となっている。例えば、府宮大路の束側で本瀾介地、1ばから約20m北に位骰する 地点の

調介においては、「丈伊北太郎跡」や 「 ・丈南 くにの井の四郎入追跡」と記された木前がIllI：して

おり (itl)、さらに100111北の人路沿いの地，点で11il：した木簡には 「ーけん おぬきの二ろう 」をはじ

め、「二けん まきのむくのすけ」や 「．．けんかわしりのご斤ろう 」などと出されていた (ij..2)。これら

の木簡の性格に関しては、「ぶ賀人路1J!IJi称の側而を保設するための設Ji!:|..＇li式の作’l茂を御家人逹に分担

させた際の木札」 という石井進氏（注 3) や馬渕和雄氏 (ii:4 ）の見解が•般的である。 このように苅

宮大路の作 ’j i•が御家人に代って行われていたとすれば、その周l用は当然ながら公的性格を幣びた地域と

いうことになるので、木前を「麻，;ネti一年 (I2j6) の ‘j·'.i|！一宮辻f•からが祁（大路「・東刈i」 への孫府移転に伴

うもの」(i-l:_5) とした馬渕氏のiit定は全極‘り然のものといえる。今後もこのような木節の発掘'li例は多

く報古されることとなるであろう 。

古代における当辿跡周辺は湿地術であり、 200m北の組岡八幡宮の源 ‘Ij•池が田地を泊して造成された

こと (ij:.6)や、周辺の発掘濶介に伴う化粉化石の分析 (i主7) などから、耕作地として使われていた

III能性が指摘できる。したがって当時の中心的な地域は、当追跡周辺でなく鎌倉郡而跡の検出された御

成小学校周辺であり、その前を辿る現在の今小路が前災路であった。源頼朝の父義朝が居館を構えたの

は、この路と六浦へと通じる勾l|i路の交点であり、現在の寿伽寺一帯に当たる (ij:8)。頼朝が鎌倉に

人ると、鎌介内の 1：地小足もあって本追跡1，むl辺も北条氏や禾LILLI氏によって1)り発されたようだが、依然と

して水はけの悪い土地であり (ii~:． 9)、木節が物語るように大規校な排水溝を整伽しなければならない

ほどであった。北条氏は、このような環様に当たって本追跡1,Ii]辺に住み始めたようである。

北条氏が小ll|-［に邸もをもち始めたのは義IIかの頃からであり、その邸屯は小IU.［大路周辺にあったことが

分かる (it lO) 。 r t'1•以潅ij 建保）じ年 (12 1 3) 冗 JJ・． II条の和Ill合戦の記9Jiでは 「相州（義II寺）御心！： ［小

|IlJ. t]西北l刺l"J」が攻撃を受けたとあるので、小IIIJ・卒がその西と北で道にl面していたと考えられる。lJり

I'りは小Ill]大路に祖iし、北門は硲府のある大蔵にむけて開かれていたのであろう 。その楊所は「北条小IIIJ.

、i::」の1iti,1'tではなく、現在の‘i,：成が付近に比定できる（注I1)ので、これをかりに 「‘"i,：戒寺小lllJ．亨」と

仮称したい。

義時の（泰時の邸屯も小Ill［にあったが (il:12)、後にこの1翡‘むが成IIかに譲られる際の記録に「御所北

I(li店宮大路也」（注13) とあるように御所の北で若窮人路に1f1iしていたので、奉時亨は本辿跡に該‘11する

-29l -



］． 潤介地点

2.小IIl］了r11366番l 10. 小jlf［二丁1=1361番1 18.雪ノ下・「lcl432番2 26. '\ノ下一•T l」 274番 2

3.小PlI―.l • Fl 354番12 11. ‘こりノ F-l • Ll 377番7 19. 賞ノ l ・ rFl395番他 27.'1fノI‘-l • I-| 233番9
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6 . 小11rr・・・・「日345番2 14. '4tノドー1•「1372番 7 22. 雪ノ下 •T 「1 372番 7 30.小111r-.T 1-112番18

7.小Ill-l • H 321番l 15.'¥ノl"-TI1369番 23. 雪ノ―F・ n1293番l 31. みのピル

8. 駐輪場 16. '''iノl;-TLl369番他 24. 雪ノ l‘・.l. 11 271番］ 32.小(II[_:_J"Fl63番3

9.小町 ・1-tl 325番イ外 17. ' '1/ ノ ,~ ・ r, 1419番3 25. 宙ノ l‘・ • I I=1273番ロ 33. 11本生命ピル

図 1 遺跡の範囲と調査地点
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といえよう 。義時のクじを受けて京六波羅からこの邸屯に戻った泰時は、すぐには執権になれない微妙な

立場にあった。 しかし叔母の政 fが、将軍後見としての泰llかの立場を強潤するように、泰lliかにわざわ

ざ次期将軍しなる粕経を辿れてきたりした (ii:14) ことによ って、泰IIか亭は将軍後見の住む邸屯と して

周囲に強く謡識されることとなった。その政化がLくなると、 泰時は御所移転を強行し（注15)、将軍

の抱え込みと政治の 一新をはかる。 そもそも人蔵にあっ たこの御所の移転は柏経ヽやの新築，t|• II|1i か ら始

まっているが、この社画は陰陽師らの占いの結果が悪いために f定辿りに進まず頓挫してしまう。 しか

し、御所新築から移転へと変更した1呼娯には、泰時の並々ならぬ滋志が感じられよう 。すなわち御所移

転には、 政 f•の死によ って動き出しかねないーそ浦氏を中心とした頼経勢力の活動を l~l」 I·. して将車に付随

するIH勢力と頻経とを分断 し、 泰時l.，l身の権威の後ろ／i'i-として将軍を抱え込むという1ILいがあったと考

えられるのである。 したがって、政治的な配廊をまず1憂先して、御所は絶対に新榮ではなく泰ll寺亭近く

への移転がイくIII欠な災因であったことは容易に想像されよう。

この御所移転にともなって、泰時の連署となる時）jjも御所近くに移住 している （注16)。「l--'1妻鋭j延

応元年 (1239)四H ・. I五．LI条で1均切の邸充は 「rjij武州（泰II寺）1fIJ韻」とあり 、「lhl頷」とは 「向爽ii」

の誤りで道を扶んだlfりかいの、欧であろうから、時房；やは泰時亭の向い側にあったことが分かる。泰II炉は

当辿跡地にいたので、時房はそのI［りかいの 「i<｝戊寺小Ill［亭」 にいたことになる。

さらに移転した御｝所の位洲に関しては (ii:］7)、松厖剛次氏の述べるように （注18)、‘i叶I［宮辻子御｝折

の北方の別郭へ移動したと考えるのが妥当である。 しかし、前回の移転が勅経を抱え込もうという泰時

の証とによ ってなされたことを考胞にするならば、 rj-'.j"|！宮辻f•御所はその北側で泰時亭に隣接していた

可能性が禍い。つま りそこからさらに北方り1J祁への移転は、泰l峙亭祁内への移転を煎味しているのであ

る。この移転に直接関辿してはいないが、 I{｛妻鋭j嘉禎二年 (1236)I •二月 I ·九 ll 条には、泰時が、 「 17

来御所北方」に邸宅を新造したことが記されている。これを、御所が＃Ill人」の南側に移転してきたために、

泰時字が同郭内でも北に移ったためとift測する ことも II［能であろう 。御所が移転した翌日に登場する「;i1,・

定所」も移転を木に新造されたものだろうが、御所が泰時亭と同郭内にあ ったな らば、評定｝所もその郭

内に建てられたと考えられる。 したがって 「北条小lIII亭」 に該当する泰時；や内には、御所と評定所が

あったのである。また、この新造卒は、その，記事に統く 記述から周間を被‘I午の邸宅に1)胆まれていたこと

がわっている。

泰時の係絆II寺の邸もは、泰1峙卒を網承したものであ っ たが （注 19) 、 Inl li寺に 「故武）‘l•I 社ii室 （泰時） 北

隣」 （注20)でもあった。経IIがかが泰ll寺亭の跡であり、しかも北隣でもあることを整合的に輝解するに

は、経時か泰時＃内の北側だけを譲られたと考えるほかはない。経時は、おそらく 二炭目の御所移転を

契機としてここを譲渡されたのであろう 。ここでは1吏‘ff.t.、経II守が泰II―、『から譲られたが打江大路小Pl［亭内

北側l)を 「小Ill［北亭」、泰時の御所北）j新造亭を 「小lII[TYj丹i」と称したい。

このうち 「小町北＃」には重II寺が人る (it21)がその四ヶ月後には新造され、そこには初めて評定1祈

がtrtかれたのである （注22)。硲府の期1間である計定）りiが御1折から離れて建てられたとは考えにくいの

で、 1TiII寺が内でも御所に近いところに祈造されたと考えるべきであろう。 したがって、煎時は御所に近

い小町南亭をも吸収し、そこに評定）所をもつ邸毛を新造したと考えるのが妥‘片であろう 。この璽時半は

珈府に隣接してそこを押さえる役割も呆していたであろう 。

経時の弟であるll寺頓の邸屯は、 「｛砂ど鏡J建長四年 (1252)Ii:) J -1 ・ L LI条の1記事から、爪II寺やの東に

あったことがわかるので、時居の旧跡である 「宅戒が小Ill［中」を維いだものであったことが則解される。

時頓 ・ 爾ll寺の邸宅と奉時 • II寺房の時期とを比較した楊合、ちょうど執権と辿芯•の邸屯が入れ枠わっ てい
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る。このことからは、北条氏にと って御所の重要性が減じ、都府権力の後ろ）目を必要としなくなったこ

とが読み収れよう 。時頼が執権の地位を揺るぎないものとしたこともあり、時頻のいた宝戒寺小町亭は

御所に代わって政治の中心になっていく 。 しかし、煎II寺が御所の北に評定所を含む邸宅をもち、依然と

して分蹄府を押さえていたことからは、北条氏の勢力が結｝局のところぷ絣I••そのものを無視できなかったこ

とが分かる。

II判頼のチである時宗は御所の北東に1主んでいた (ii:23)ので、おそらく時頼の 「宝戒寺亭」と同じ郭

内に邸宅をも っていたと考えられる。時宗の[・である貞時の邸宅がどこにあったかを示す史料は今のと

ころない。しかし、 宝戒寺が邸時のば店を弔うためにその邸屯の跡地に建てられた （注24)ものであるこ

とから、貞時のこの邸IIかが「宝戒寺小lllj亭」 に住していたことは明らかであり、また貞秋の父も「宝戒

ふ小IllT亭」にいたことを考えあわせるなら、貞時自身もここに邸宅をも っていたと考えてさしつかえな

いであろう 。これらの邸宅が丈質的な政治の中心となっていたことはいうまでもない。

「太平記jによれば、鎌倉硲l｛寸滅亡の際、 ｛，り時は 「宝戒寺小町亭」 から束勝寺に逃げ込み自害 してい

る。東勝、1Jー：は泰II寺の創建と伝えられるが（注25)、その泰時の邸宅の背後に東勝寺があるという位置関

係は、頼朝の御所とその持仏批の関係に酷似している。頼朝が非られた後は法泄堂と呼ばれる頼朝の持

仏党には、尖朝が禾11田合戦のおりに御1折から避難しており （注26)、また土治合戦の際には：：：：：iili泰村が

ここに）百こもるが、その時に法銀批は「殊勝城郭」（注27)と記されている。つまり 、頓朝の邸である

法雖堂が、避難場所や城郭の性格をも っていたのである。 •方で束勝寺は、 「太平記』 に 「父祖代々ノ

瑣墓ノ地」とあり、また正和111年 (1315)@Jj十六Hには高1峙が火事を逃れるために紹幽・谷に避難して

いるので（注28)、東勝寺が避難場所の性格をもっていたことが窺える。さらに発掘調査でもその城塞

的な性格が明らかとなっている（注29)。このように東勝守は、 墓所であり避難場所、城郭であるとい

う頻朝の法崩堂と同様の性格を合わせも っていたのである。

このように邸宅とその背後の寺院とは関係が深いことが分かったが、邸宅のII―:．面には、頼朝の場合父

義朝を弔うために建立した菩提寺の勝長寿l浣があった。ーカで泰11寺亭の止面に位骰する寿福寺は、もと

もと義朝の邸宅跡であった」：：地が正治て年 (1200)|｝］二月十三 日に栄西に術進され、政—fが開非となっ

て建立された寺である。この位t柑関係はただの偶然かもしれないが、政子の後押しで執権となった泰時

にと っては、頼朝における義叫との関係と『lじように、政子を崇拝すべき対象であったとしても問題な

いのではなかろうか。したがって、邸宅を中心に、背後に避難場所、墓所であり、かつ城塞的性格を有

した寺院がi"ftかれ、 正lfliには先代の菩提を弔う寺院が配骰されたと考えることができるのである。頓朝

の場合は、御所の行後に持仏成 （死後に法蔀党）があり、正l面には勝長対院があって、＝．者は直線上に

並んでいたのである。

南北朝II炉代以降になると 、炸窮大路周辺にHJJ者が仕んでいた形跡はなく、鎌倉における要地は六浦

路沿いの浄妙寺周辺と、武蔵国府にliりかう道に沿った山内となった （注30)。 しかし碓府滅亡を待たず

とも、時頼の頃から北条氏は、若宮大路周辺よりもむしろ鎌倉の北西部に当たる山内の邸宅を用いてい

たようである。このように若宮大路周辺ではなく郊外に住むという状況は、硲府草創以前の様子と似て

いるので、硲府滅亡後の鎌倉の都市構造が、義朝の頃のような 自然発生的な本米あるべき鎌倉の姿に回

帰したものであるといえる。逆に鎌倉時代の鎌倉は極めて人為的な構造をもつ 「都市」だったと考えら

れる。

以ヒのように本逍跡は、鎌倉硲府1開設以降に北条氏に代って居住地として開発され、泰時の頃には将

軍後見者の邸宅と認識され、背後の東勝寺、il汀面の寿福寺とともに直線的な位骰関係をとり、その後、
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経 時、重時らが1tんだが、時頻以降は実質的な政治の中心が「‘ぶ戒、『小ILL]-,}」や山内の邸もにイfしてい

た。 硲）利が滅びると‘り追跡周辺は居住地としてはほとんど機能しなくなり近 111：を迎えるのである。

注
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第二章 調査の概略

1.調資の経緯と経過

平成 7年 (1995)12月、鎌倉市雪ノト--1・,-,369番1地点において店舗併）li住宅建設のI:|lifiに伴う事

前相談があった。lflilli地は鎌倉TljNo.282辿跡の 「北条小ll「［邸跡」の一角にあたり、憐地の発掘調査結果

から工事の実施によって辿構の損慟が避けられないため、設計変更が不可能ならば埋蔵文化財発掘調介

は小可避であると文化財保談課は判断した。その結果、事業者と協議を煎ねた後に文化財保護法の手続

きを経て、事業者の準備が腋ったところで、以下のように発掘調究が実施されるはこびとなった。発掘

濶査は基本的に｝J；咽者負担分と国府補助事業分が平行して行われた。調壺対象となる建築面積126.20rri 

のうち、店舗部分にあたる80.77 rri'が原因者負担とし、自己｝廿住宅部分に係る残りの45.43rri'を国肱補助

事業として発掘調在を実施した。それぞれの瀾査期間については、全体を調査面和比と応分に分割した。

調在はl:1己用区域を対象として、平成8年 8月12Hから開始された。はじめに調在区令体の近 ・現代

整地屑と近世耕作l：を重機により除去し、近代・近Ill:追梢の調査を実施することにした。その後残土処

理の都合 l..、調介区北携際にトレンチを設定し中泄辿構の確認を兼ねて調森進行に伴う残土址を試鉢し

た。その結果、中世辿梢は調究似を東西に分割し、まず西半部の調査では残士を場外搬出し、続いて東

半部の調令は場1}、J処理するはこびとなった。調査期1｛り中には例年にない猛暑や、台風の恢雨に造い土）箇

観察のために残したセクションベルトの一部が崩落するなどのアクシデントにも見舞われたが、工事の

規定深度まで人力で掘り下げて記録1呆存を行い、同年10月llHまでに機材等を撤収し、関係各方而にそ

の旨を伝え調森を終了した。

2. グリット設定方法

調査に使）IlしたillIj景I|l|lは、奸宮大路中心軸に平行 ・直行する方向で調究区内を 2mグリットに区割り

した。調介l区内グリットは南北方向に1)りからアルファベットを、東西方向に北から符用数字を付した。

各枢画の名称は北西隅の交点杭を与えている。このグリットは、近年調介された周辺逍跡の調脊地点と

同•のメッシュに乗せて設定されている。 これは、 原点を飴岡八幡宜ニノ鳥居の礎石北辺の中央におき

八幡宮社頭段葛中央を兄通した線を基傭としたものであり、 1対北庫lll方位は真北に対して、26゚48'23”東

に振れている。便宜上報文中における）j位の呼称は、八幡窮側を北、若宮大路側を西とし概ねグ リット

の）j向に合わせたつもりである。

グリット軸は鎌倉市道路管理課が設似した鎌倉市4級基準点と述結しており、調査区内E-5グリッ

ト｛んの位似関係を明記した (1~12) 。 調奇地点近辺の鎌倉市 4 級基池点は餡岡八幡宮社頭から南に100m

程進んだ店1:1佑大路段葛脇のT025と、大路東側歩道で泊川病院前のT026の 2点がある。

3.調査の概要

今回の調布で発見された追梢と辿物は、概ね以下に記したとうりである。

近代辿構 建物 l：台材…長さ 4111以上、幅30cmの角材3本をT字形した基礎確認。消 1条

近Ill：逍梢 井 戸 l基…＜井戸 l>素掘り円形で径I.6m、深さ2.9m。溝 2条…<ii靡2>大路側溝

叩 It辿梢 土城12基• i1Yi 8条 ・迫路面 ・柱穴30口、以ドに杓宮大路側溝の概要を記す。

<i,Yi"． 3~5>規松：幅 3111程時期 ： 13世紀I|1業頃から14•IIt紀前半 概淡： 3回以上の修築で若干の
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位附移動がある。木組み構造、箱堀状掘り）jの両底に柄穴を切った 1：台材が検/IIされた。り界の束屑口

には 1:/-1;．で構：枠が内側へ倒壊しないようにする「控え梁」と、それを根｝じで固定する柱穴列を検出し

た。溝中からは多鼠の追物が/11土したが、この中に 「南無薬fii|illl来」と 品した統塔婆や火路側溝の 沿

両liに伴い紺ド）付が御家人たちに課役した事を示すと iit定される木節が1•1 1 七した。

<iiyi. 6 >規模： 1iii定l~i,\ 3 m、深さ 2m前後、 V字形の薬研堀 1「翡 J: 13111：紀前菜 概＇災：梢 7の約 4

m束力、 I・．方を後代の溝 3~5が削‘ドする。1立侶関係から見ると溝 7より後出的な＇災索をもつが 、箱

堀溝は浚深みられ、ある時期は両溝が共存した可能性も考えられる。I.III：辿物は少批である。

<i溝7>規校：幅 3m、深さ1.6m、逆台形掘り方 時期： ］2|仕紀未から13111：紀前業概要 ：現人路

歩道に接した蚊も l)出かりに位骰した若宮火路東側滞でる。 ・度浚深した後、埋め 1,i．てられ上1(1jが舗装

されて消3~5時期の人路逝路を構築。1lIt逍物には、かわらけ・ ih収； ・‘常滑・木製品などがある。
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第三章 検出遺構と出士遺物

1.近代 ・近世の遺構と遺物

近・現代の客上層と近枇耕作土層を剥がすとすぐに中世地山または大路側滞毅tが現れることから、

近代 ・近戦追構を伴う生活而が残っていたわけではなく近世以降に削平されたと考えられる。 I・./箇調査

時に検出された近代逍梢のT字形の建物土台を恩わす木材列や溝 1は確認できたが、近泄追構の溝 2は

底面を僅かに残しただけであり、井戸に到っては1|1|lt追梢まで掘り下げて検/-IIされた逍梢である。深い掘

り方をもつ追構のみが辛うじて検II.Iすることができた。したがって、 li;Zl4の「近代 ・近枇辿梢令凶」は実

際の牛活面がありこれを検出して図化したものではなく、 t．層調杢時の近代追構岡に、近lせに屈する追構
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を11!1/JIして合成した1叉1である ことをお断りしておく 。

建物土台状遺構（l叉14)

調脊区北側でT字形に木材を配した建物士台状辿

梢を検出した。士台状木材は東四方向が3軸北側に

2 本、それに直交する南北ガ 1&J が Bil~II の 2~4 グ

リットの間で 1本が確認された。

検Illした 3本の土台材は特に上面の腐蝕が進んで

いて当初形状を留めていないが、この中で辿存状態

の良好な土台状木材 1をみると、長さ4.15m、ill蘭31

cm、閥さ15cm以上で、創llIhiと両端が加工された角材

と考えられる。木材の底l(IiとIIhj脇に沈下・ズレt)j」I・.

ためか」：：丹塊を小規則に敷き込んでいる。年代を表

す辿物はないが、近II鳴潅の溝2が狸ま った後に構

築された辿梢で消 lとの位骰関係からも明治期煩の

ものであろうか。

溝 1 （図 4)

調企区西槌沿いに検111した。鎌倉時代初期に1lfli,jlj

された溝6を埋め）.iし構築 した中批期の若窮人路を

溝 7

5一

9.0m 
w ---、

ヽ
I 

/ 

F
 

I
 

E 

2m 

壊して掘られている。断l(iiは逆台形をした索掘りの 図5 井戸 1

溝で、現況で輻75cm以上、深さ80cmである。毅 l：はJ火褐色砂質十である。

出土逍物は肥前系が仏飯器のみで、銅版Ii公‘liの染付llllや白磁碗、徳利や香炉などの瀬戸 ・芙談廂が主

体を占めている。

溝 2 (I区14)

c軸を挟んで近Ill:期のものと考えられる大路恨lj溝を検tKした。この洲は 1．．部を殆ど削平されているの

で1F確な規校は判明していないが、 -,囁猜i村（から少なくとも二時期が確認されている。現況で西に位irt

した幅2m程で深さ60cmの断1ffiJlll形の滞と、重複して東側の幅1.3m、深さ70cmのものである。西側溝

の底l(li近くで宝水火l」|）1(プロックが確認されている。

III-L:造物には、瀬Ji・美浪能の錯釉摺鉢や美涙廂の白天且茶碗 (17C代）、仙物底板などがある。 こ

の他に況入品として、かわらけや白磁l」)LIIILなどの中Ill:期の逍物を多く含んでいた。Iii9 -IOの枯盤を

モチーフにした漆器は、茶托様に中央がやや凹んだ低いlll状で巡い器地の枯級な作りある。形状は11ll状

であるが、施された文様から碁石入れの碁笥批とも考えられ、近Ill：以前に遡る可能性もある。

井戸 1（固 5)

調査区東檄寄りに検I-IIしたもので、 F軸と 511i111の交点付近にあたる。規模は径1.6m、深さ2.9mで円

形を旱し、垂直な側樅をもつ掘り方である。掘り）j内からは抜き収られたためか井戸枠などの痕跡は検

I-l1されていない。底面は11111u甚盤肘下のi勇水の多い悔成砂｝曽まで途している。埋土は上）図にJ火褐色粘質

七、有機物脱蝕土や炭化物を多く 含んだ間／けを挟んだ中層以下には、投げ込まれた大形土丹塊•安lll岩、

廃材などが詰ま っていた。

ILi土辿物の主体は肥前系碗 ．JIil、大形の砥石、下駄や1111物などで181せ紀後半から幕末頃である。
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2. 中世の遺構と追物

先述したように若窮大路沿いの調杏地、1ばから11叶il前期の大路束側溝が発見されており 、今lhlの瀾在で

まず北墜トレンチ

を設定して以下の観察を行った。その結果、近現代客 l陪や水lil耕 t}杓の直下には調査区東端だけに中

1U：地lllがあり、 大半が大路側溝であることが判明した。従って、中lit辿構はこの地llllhiで確認した。

も発見される可能性が邸いため、調企Iメ．．内の生活ifliや辿梢の状況を確認する H的で、

土墟 1 （固11)

F-6杭付近で溝 9肩口に位爵 し、

土壊 3• 4 

F-7杭付近で構； 91n1Iに位骰し、

土堀5

• 2 

2基の土城が屯複しいるが、

で径 Jrn、深さ95cmである。毅土主体は軟弱な布機物の1腐蝕した褐色 t.、中位に炭化した脳状繊維、 下

層に地lllに近い黒褐色土が堆栢する。辿物は少なく 手づくねかわ らけと女瓦だけである。

土戦 2は楕円形で長径75cm、短径63cm、確認面からの深さ30cmである。毅土は1：丹粒多い黄褐色砂で

追物は/II土 していない。

（固11)

2甚の土堀がi板するが、 |．．堀4が新しい。」翡巌 3は桁円形で艮

径60cm、短径40cm、深さ40cmである。毅．l::.は地lllに近い黒褐色土、

|＿：城 lが新しい。」漿 lはほぼ円形

白磁碗が出．1：している。

土りfJ[4はほぽ円形で径60cm、深さ55cmである。l距l_：は締まりのある 士で、

た。図示可能な辿物はI.LII：していない。

日付に l：月塊2個がみられ

（艮110)

F-4グリ ットに位附し、 4軸に沿って検出した追構でる。束側は調査区外、 i)りは大路側溝に削平さ

れ全体規模は不明で上城としたが、溝の可能性もある。残存する規校は東西135cm以上、幅105cmで地山

＋ 
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土堀出土遺物

に似た古い｝復土もつ大形土城である。追物はかわらけが手づくねと器高の低いロクロ成形のもの、 渥美

甕片、箸やFIil物底板の木製品などが1+1:1:した。

土堀6 （図10)

F-3に位骰した径50cm、深さ40cm程の円形で断而がlill状の土城である。覆土は締まりのある暗茶褐

色粘質上で、追物は手づくねと器i'品の低いロクロ）成形のかわらけ、 青磁碗である。

土壊 7 （図10)

F -2に位骰する。形状は限丸方形で断而は浅い1lll形を呈 し、

上は植物繊維（政状のもの）が燃えたような炭化物が堆梢する。逍物は手づ くねとロクロ成形のかわ ら

•辺の長 さ 60cm、深さ20cmである 。 毅

けが出土した。

若宮大路側溝 （圏10・ 11~19) 

溝 3~5はC軸から F軸の間に存在 した南北方向の木組み溝である。木組み溝は少なくとも 3時期が

確認され、同じような位協に何度も修染されており 、溝の土台部材の位爵や規校からみて中枇鎌倉の最

盛期に造られた若宮大路東側溝であることは1月逃いない。各溝は断絶なく掘りi杜され、殆んどの木組み

部材は壊され抜き取られているので上端から低部まで確認できたものはなく、 上台部材と掘り方との相

関関係を把据することはかなり困難を伴った。それでも、僅かに残存していた土台部材の配置や土層断

l(liからの観察により溝の切合い関係や規換を拙定することができた。各溝の毅土そのものの区別は調資

中にも可能であったため、概ね出上追物の分別はできた。以下、溝3~5の概略を古い順から述べる。
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溝 5

溝7・ 8を埋め戻した後に削削された。掘り）jは箱堀状に掘り下げた溝底

さらにU字の溝状に掘って杷穴を切った l→．台材を据える。掘り方

の下端幅は約3.8m、東囮土台材の幅は芯々で約3mである。土台材の寸法

は、西側の土台材① （固13)が長さ424.3cm、船13.5cm、1厚さ IOcm、柄穴1闊

芯々の平均60.8cmである。

この他の七台材は、西側の②が長さ412cm・柄穴間（芯々平均、以ド同じ）

61cm、東側は③が長さ381cm・柄穴11:l:!60.5cmで、 ④が長さ449cm・柄穴問61cm

を計る。 溝 5 に伴う十．台材は、すべて柄穴が買迪と小共通とを•つおきに設

けているのが特徴である。

の而）Mi)を、

溝4

溝 3を構築した際の削半が労しく、 |：台材は束1llllの 1本だけが逍付・してい

るが、溝 5との位似や幅は殆んど変化していない。掘り）jの F端幅は約3.8

m、上台材寸法は長さ381、輻13.5cn1、厚さ 8cm、杷穴は1む辿とイ＜貰通が ・

つおきで、柄穴間61.2cmである。

溝 3

ヒ記の且料より西へ少しずれた位骰で検I-l1された。箱堀状の掘り方で溝底

の両脇を浅い溝状に掘り込み土台材を据えている。掘り）jのF端輻は約3.9

「
-
ir
|ー

_
1
|
|

,
1
 

（
 

ー
）
 

1

,

1
 

1
,
1
 

([
I
1
1
 
|

|

1

ーー
ニ

1

|

l

:

V
 

1

0
 

m、土台材は西側だけに追イ：fしていた。東側は土台材を据えた時、・ドに敷か

れた礎板や礎石、角杭などが残っており、およその推定位骰から判断した輻は 3m強である。

士台材の寸法は、土台材①が長さ400.5cm、幅13.0cm、)1J：さ8.5cin、柄穴IIり50.5cmである。土台材②は

長さ196.8cm・輻14cm．厚さ 6cmJ前後・柄穴間50.8cm、土台材③は長さ201.2cm・輻I3. 5cm ・ Litさ6cm ・ 

柄穴間50.6cmを計る。従って構．4・ 5土台材に比べて柄穴ll月の芯々が平均で10cm程短くなっている。

ところで側溝の束側肩口には、柱穴や土城状の掘り込みが溝に沿って並び、さらに溝に直交する形で

何本かの角材が検出されている。これは大路両側で側溝が検出された調査例からみて、溝枠が外方から

図16 溝3出土遺物(3)

の：I：圧で内側へ倒れないように地中から曳っばるための控梁の一部と考えられ、控梁 1の後部には」．．端

これは押さえ木を咬ませるものであろう。また溝5土台材④南端にある東西

位角材は横梁の可能性もあるが、柱穴も含めて控梁と個々の滞との対応関係は把握できていない。これ

らの溝に伴う遺物は、固14以下に示したとおり多址に/I,1」：している。特に溝3・ 5からは、細長い板材

の上端を平らか圭頭状にし、下端が尖るように削られた躾害木札（黒沓は殆んど不明瞭）が土台材の継

ぎ目付近から1±1:|：した。これは大路側描を造るにあたって、硲府が御家人たちに課役したT．事分担箇所

に立てられた表示札に相当する木飾と考えられる。また溝5からは、「l紺無薬fiiIi女l]米」と記された笹塔

に切り欠きを入れており、

婆も1J.1」：している。

今回の調査で検II•I された中軋期芯宮大路側溝について、事業者負担分の調杏成果も参考にしながら 、

以下にその変遷の概要を述べることにしたい。

調在lメV_q端に沿って検出された溝 7が最も占く、鎌倉時代初期まで遡りえる大溝である。この溝は、

断而逆台形の掘り）iでヒ端幅3.2m、深さ170cmを計り、 一度浚渫された後に埋め戻されている。上面は

土丹版染とi餌砂による舗装を施しており 、木組み構造へと変移した時期の若宜火路の路面を梢築してい

る。この溝 7と、同時期もしくはやや後出の側溝がD庫llIからE軸の間で検Illされた楽研形の溝6である。
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溝 7の束｝jに位irtしており、炸宮人路幅貝が拡った後代の本址 (iiり(:3 ~ 5)に共通する点、描 7より新

しい災索を見いだすことができる。さらに溝8・ 9の上からは、 i1Yi4・ 5の 1：台材が検出され土livi断面

やII,il：辿物からみて、本址に先行する占い溝であったことが石取できよう。

ところが芯窮人路恨l]溝は溝 5の時期を境にして、古代（lり様相を残した箱楽価の索掘りから、木糾み構

造にと大き く変化したのである。先述したように、溝4~3も1司じような1V:ittや規校で連続した造り 直

しが行われ、木組み構造を持つ溝の間は側溝中心軸の変移は殆んど認められず、 •闘性のある計画的な

Ill]割の様（を窺うことができる。
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図6

1 
肥前 法：＇t 邸台径5.5cm 索地 l’l色 砂粒やや多いが級密 染付 IYJJ7-色溺i料 手描

染付碗 きの文様 底災に「宜lリl年製」

2 
肥前 法岳： LI径11.6cm 索地淡灰白色 砂粒やや多いが緻密 染付 J火村色胤！料 手
染1,j碗 描き植物文

3 拙鉢 llf, I一： 灰色 砂粒 I’l色粒小石 色瀾淡茶褐色

表 1 近世耕作土層出土遺物

図7

I 
布 l:II 法対： 口径10.7cm 索地 白色 緻密 釉薬淡緑17色半透1リj
仔磁碗 備考 17 C中栄～末

2 
肥前 法 禄 邸 台 径5.5cm 索地乳l,1色 砂粒多く含みややきめが朴lい 染付淡廿色頻

染付碗 料 手描きの文様

3 砥心 法砿 長33.0cm 幅12.2cm l'/9.3-13.0cm 色瀾 ）火色 備考全1f1iに使）II痕あり

4 
木製品

法砿径11.2cm /収0.5cm
llll物底板

5 
木製品

社ぐ凧 り父イ＿f長15.2cm 1幅7.0cm 1¥7,1,0~3.0cm 備考 歯itll欠ili、Ì'，‘.. ：込式伯名II
ド駄

6 
木製品

法拭長12.3cm 幅1.5cm !りi:J.3cm 柄2.2cm x 0. 5cm 備考 )ll途ィSり1 ③f穴 l箇Iりt
組物

表 2 井戸 1出土遺物

図12

I かわらけ
法），(: I I径9.0cm 底径7.2cm 器高2.15cm せいけい 手づくね 胎 t微｛沙玄／迂

l’l含I・ 色調 Iリ収j柁色

2 女 比
法糾： 似2.5cm l I I l l Oi イlIl l 1i{ 1"11fii やや粗めの離れ砂芳 1こ付芥 縦位ナデ

胎上 明灰色砂粒 白色粒小石良 l-. 色澗 ）火黒色

3 かわらけ
法枇 口径9.8cm 底径7.2cm 器高1.9cm せいけい ロクロ 胎 l： 微砂 ‘'f:.・/吐

赤色粒 色調淡橙灰色

4 かわらけ
法屈 11径8.5cm 底径7.3cm 器邸2.Lem せいけい 手づくね 胎土微砂 l’l g I• 
色調橙色

5 
木製品

法械径18.0cm l!/0. 5-1. 0cm 
1ll1物）氏板

6 
木製品

L;J_<::’,I: I: 長20.0cm 輻0.6cm no. 4cm 
箸

7 
n磁

索地 白色 級密 釉楽淡黄灰白色
碗

8 かわらけ
法情 n径9.2cm 底径7.3cm 器tiil.7cm せいけい 手づくね 胎 l： 微砂 1'1針

色潤灰白色

， かわらけ
法が： 11径］3.5cm ／氏径9.6cm 器蒻2.5cm せいけい ロクロ 胎士微砂去1:} 白

針赤色粒色濶暗橙色

10 
肖 磁 法屈高台径6.0cm 索地 ）夭白色 微砂粒含むがきめ細かい 釉薬灰緑色透Iリ•J

碗 備考龍泉窯

l I かわらけ
法絨 口径8.6cm 底径5.8cm 器高2.2cm せいけい ロクロ 胎 1： 微砂 l’l針

色調淡杓）火色

表 3 土壌出土遥物 (1)
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12 かわらけ
L‘I、•.9, 71し. I I径8.9cm )氏径7.2cm 器邸I.6cm せいけい ロクロ 胎 I： 微（沙 l’l多I・

赤色粒 色調 II糾翌色

13 かわらけ
法情 I I f予 1 :~. 0cm /↓Hf.G. Icm 器も謁3.8cm せいけい ロクロ 胎 1：微（沙 l’I g 1 

色瀾 II沿登色

14 かわらけ
法砿 11径12.2cm Ji(径10.2cm 器砂3.5cm せいけい 了づくね 胎 l→．微砂去/:}

色瀾 i炎棺色

表4 土堀出土遥物 (2)

図 8

I 
瀬戸災濃 法：it. I I径14.6cm 此j台径9.3cm 器似j4.5CIn 胎 I. I’I色 きめ細かい

染付．llll 染付 lリ l け色韻料• 釧板I！幻j：の柏物文

2 
肥 liij

法情 [:j台径4.0cm 索地淡灰ILl色 緻密 染付灰行色顔料 手-l1111iきの柏物文
染付仏飯器

3 
瀬） i 法槌 I If済11.2cm 佑ifr行和I.2cm 器閥5.6cm 索地 白色 略級 釉楽 l’l色透り1

白磁碗 備考近・現代

4 
瀬戸美涙 法椛 11径12.8cm ，介；台径8.5cm 器閻5.0cm 胎 l•. 黄白色 きめ紅IIかい

香 炉 利l楽 l't味灰緑色～赤褐色

5 
瀬 Ji 社~ :;t I I ff 2. 3cm !t¥ 1斧10.6cm 器l',':j25.0cm 胎 I •一 紺9火色 砂粒赤色粒 きめ細か

徳利 い釉槃 貨灰褐色 備考 府部分に 1箇所穿孔あり （ヒモ通しの穴？ ）

表5 溝 1出土遺物

IX1 9 

I かわらけ
法：It l l径7.0cm 底径G.0cm 器ぷ’12.3cm せいけい ロクロ 胎 1： 微砂 ‘'.itI吐 小

イi I’l色粒 色調 貨）:J辻色

2 かわらけ
法贔 11径¥J.4cm 底径6.6cnl 器，i：j3.3cm せいけい ロクロ 胎 l： 微 砂 公 ！:J: 小

イi 白色粒 赤色粒 色湖 ll糾登J火色

3 
i-＇t磁 社；｝it I',9:ifr1予（6．3)an ぷ地 ]1'd:Jd色 緻密 釉楽 Il音灰緑色 透l月

碗 備考見込に 「金恥附：t」

4 
白 磁

法砿 底径5.5cm 索地 白色 緻密 釉視~ i炎）火l’l色 1サ透1リl
口）Lllll

5 
芙涙 法飛 11径11.0cm 胎 l'． 淡黄I',,色 微砂粒 I’l色粒気➔Lを含む

白天H茶碗 釉楽黄l'1色やや似め

6 
瀬戸美濃 法批 11径(34.8)cm 緑•:i}幅2. 0cm 胎 I•• 黄白色 砂粒 I'l色粒 きめ紅IIかい
拙鉢 釉楽 1リj茶褐色

7 
瀬戸災濃

法斌底径(8.O)cm 胎 I•• i{ l'l色 やや紛質 釉楽 赤味がかった9火患色
拙鉢

8 
瀬戸美浪

iよ !t¥ff(11. 5) cm 胎 I: i炎黄I―’l色 ボソポソしている 釉楽茶褐色
梱鉢

， 手秘り
胎上 貨味がかった1_,_1色 紛質 色調灰色 備考 器表に黒色漆が塗布

瓦例

法械 11径12.8cm 底径6.3cm 器邸0.6cm 文様 r：描きで中央に枠石をのせた碁盤を配

10 
漆 器 し、 1こ位に梅化文、 ―l‘・位にイi風のものをJU現 刷用には烏様のものが描かれる 伽考黒
llll ? 漆地に赤色漆と光沢のない赤色漆の：釉で1人llf1iのみに漆絵される 器肉が薄く極めて器高

の低い!Ill状の製品で茶1;i.様のもの 圃碁の絵から枠笥の盗の11f能性もある

11 木製,’"'' 法：ii: 径11.2cm)豆6.8cm 1龍考 ），’il緑は斜めにlhi取りを施す 中央近くに径0.8cmの穿
IIJJ物盗板 礼その直線状に 3箇1祈小イしあり 周緑近くに樹皮紐

表6 溝 2出土逍物
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図l4

I かわらけ
法：It Il径7.2cm 底径4.9cm 器此jl. 9cm せいけい ロクロ 胎 I・． 微砂 ‘1:l:J: I'l針
赤色粒小イ1. 色調淡9火褐色

2 かわらけ
法斌 i_1径7.4cm 底径4.8cm 器似H.8cm せいけい ロクロ 胎 l： 微砂 ‘ぷ！：｝ l'I多I・

白色粒 色調 l1行黄灰色

3 かわらけ
iよiit• LI1登7.5cm hU釜5.1cm 器閥I.9cm せいけい ロクロ 胎 l： 微砂 ・)3/:J: l • I g I • 

赤色粒 色調灰褐色

4 かわらけ
法猿 11径7.4cm 底径4.'1cm 器邸1.9cm せいけい ロクロ llfi l： 微砂 ‘ぷ •l:｝ l'l多I・

赤色粒 色調 ）火褐色

5 かわらけ
法拡口径7.8cm 底径5.1cm 器ii:i2.（）cm せいけい ロクロ llhl→．微砂戌I:｝ l＇！含I• 
色閥 l陪黄灰色

6 1'1かわらけ
法絨 11径8.0cm 底径8.2cm 器閻I.1cm せいけい ロクロ J胎 I:微 砂 玄l:J: I‘1針

赤色粒 色調 白色

7 かわらけ
法凪口径6.5cm 底径4.tlcm 器 ，•,'~2. 2cm せいけい ロクロ 胎一I:微砂玄I:｝ I‘1針・

赤色粒 色調 J火褐色

8 かわらけ
法凪 11径7.3cm 底径4.9cm 器，•,":i2. 3cm せいけい ロクロ 胎 l：微砂 戌9寸 I'I含I・

赤色粒 色調淡）火褐色

， かわらけ
法抵 口径7.1cm 底径4.8cm 器，ni2.3cm せいけい ロクロ 胎 1：微砂公9:i I'I多1-

色調橙色

I 0 かわらけ
法情 「l径7.5cm 底径4.8cm 器1'，．:i2.6cm せいけい ロクロ 胎 l： 微 砂 尖9吐 l'1 9 |・ 

色淵灰褐色

11 かわらけ
法惜 「I1至8.4cm li.'(1'冷6.6cm 器心j2.3cnl せいけい ロクロ 胎 l： 微砂 ‘'it J吐 l’I含I・

赤色粒 色調橙）火色

12 かわらけ
法贔口径9.4cm 底径5.7cm 器i',9:j2.7cm せいけい ロクロ 胎」； 微砂 ‘;t/i 白針

赤色粒小石 色調淡J火褐色

13 かわらけ
法屈 口径10.5cm 底径7.6cm 器閥2.6cm せいけい ロクロ）恰l： 微砂芸l:t lこlg I• 
赤色粒 色調淡柁色

l 4 かわらけ
法屈 「l{釜10.6cm Ji〖1予6.0cm 器閥3.5cm せいけい ロクロ 胎 1：微｛沙 屯I吐 白gI. 

赤色粒 色調朽色

l 5 かわらけ
法地 LI{予11.0cm Ji¥ 1予7.0cm 器，謁3.0cm せいけい ロクロ 胎 l：微砂 ''.1.tI:} I’l針

赤色粒 色調朽灰色

16 かわらけ
法枯 l_J径II. 4cm 底径8.6cm 器，謁3.4cm せいけい ロクロ 胎 1：微砂 ’'.:SI:} 1'1$1-

赤色粒 色潤淡橙9火色

17 かわらけ
法航 11径12.8cm 底径7.7cm 器，•，．S3.11cm せいけい ロクロ 胎十． 微／沙玄l:}. |＇I多I・

白色粒 色瀾淡粒9火色

18 かわらけ
法屈 口径11.6cm 底径6.6cm 器蒻:1.8cm せいけい ロクロ 胎 ,-. 1数1沙 裳l:}. 1'1~1 
赤色粒小.,{_j 色調 i炎棺色

19 かわらけ
l‘;l;) • りI―i’ II径II. 6cm 底径6.5cm 器高3.11cm せいけい ロクロ 胎 1：微砂玄駄 I’| 9 |・ 

色瀾灰褐色

20 かわらけ
法械 11径12.2cm 底径7.9cm 器高3.0cm せいけい ロクロ 胎 1： 微 砂 衣 ！J l'I針

色瀾賠黄9火l’l色

21 かわらけ
l.:..） ロ• I ii I 口径］2.4cm 底径6.4cm 器蒻3.5cm せいけい ロクロ 胎 l：微砂芸l:} 白g|・ 

白色粒色瀾賠朽）火色

22 かわらけ
法情 1_1径14.0cm 底径9.8cm 器似13.6cm せいけい ロクロ 胎 1：微砂’火9寸 l'l g |・ 

赤色粒 色調淡橙l火色

表 7 溝 3出土遇物 (1)
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図14

23 
,'f 磁

法：1l: l l径10.5cm 索地灰1こl色 昭緻 釉楽／火緑色 小透191
llll 

2,1 1'r(ti1 
法：It I l径16.0cm 索地 ）火白色 昭級 釉楽 1'[-J火色 イ＜透lリJ l'l人あり

折緑鉢

25 
1'1 磁

訟：It I I ff 8. 8cm 索地 ll<白色 照級 1111視i l火緑色 ィサ委lリl
I I JL llll 

26 
瀬 ) i 

胎 l: l火色 きめ細かい 釉楽毅緑l:Jd色
折綽鉢

瀬 Ji
1i—J.:. :t1 ,: ( 11径6.5cm 底径3.8crn 器閥2.3cm せいけい ロクロ 輪化 胎 1： 微砂

27 
人 f 

気-fLを含む緻密色調 l火白色 備考 外底部は糸切り後に粘 I'.．粒をJIliり付けて ・：脚と

する l}、J底i(iiに赤色物質付沿 紅Jlllに使JIJか

28 
瀬 Ji 法：It 11径4.6cm 底径3.3cm 器邸1.4cm せいけい ロクロ 輪化 胎 1: 、「.I.1色粒

人 {- f・色，淵灰色 備考 淡灰緑色の自然釉の降｝反が11縁から内激にあり

29 
常滑

胎 l-． 砂粒 長ィi粒 イi英粒赤色粒小,{_j 色，凋茶褐色
捏鉢

3(） ‘iit 滑 l̀ -J <• 9 ’I9t . I !ff (44. O)cm 糸Hi¥'IP/i¥l.5cm 胎七 砂 粒 長 ィj粒裳！吐 1'1色粒小イi
甕 色調 l}、Jlfli茶褐色 外Thi 灰色

31 拙り ‘iit滑
胎 I: （沙粒 長イi粒赤色粒小石 色調 ll;1茶褐色 備考史）ヤを転JIJ 割れII 2 
l(1iを低1(I［として使）11

32 手焙り 胎 I: J火I'I色 小h•砂粒を多く含む料l l・・ 色瀾 Ji<!!.＼色

33 女 比
法：,l: J1/ I. 9cm 世II面 黒色微砂の離れ砂付沿 縦位ナデ I1111fli 黒色微砂の離れ砂付
4yi i 胎 l•. 貨,~,色 砂粒・黒色粒を多く含む未1l|・・ 色贔l l火黒色

34 女 比
法：It l’/:2. 3cm 凹1f1i 、'慧色微砂の離れ砂付沿 11111f1j .',I.＼色微砂の離れ砂付杓

胎 I:）火ILi色 小{j.赤色粒を多く含む朴l」こ 色湖 lJ<!!．＼色

35 
、9IJ, 1. 14-i'<; 1] 111 11 1 

法：it 残Nk9.6cm 1i1,ll. 11cm)豆0.4cm 色湖 lIifi{［):Jく色
A} 11 • • 

36 
漆 器 法：1:: I I ff:!J. 4cm Ii(ff.7. 1Jcm 器佑jl.(）CIll 文様 F描き(})t/1HI:: 1iii考 ．＇！．＼色系漆の I.
llll 喰に赤色涼でi粂絵される

37 
漆 器

文様 手描きの梅の化と栄？ iiii考 ！・1j，色系漆の 1 ••派に赤色漆で漆絵される
椀

図15

38 
漆 器 i1油t I If各1'1.2cm)氏ff6. 3cm 器閥3.2cm 文様 内1(1j 水辺の復と1/lJの梢蚊 外rrn

椀 亀と沙］の館の組合せを・：分割した形で描く 備考 黒色系漆の I・・派に赤色漆で漆絵される

39 
格さ製品 ik :II： クし1fl乏14.3cm :Y父:{r:軋蘭3.2cm /y:o. 5cm 付i考 fりは裳形状に削られる 黒色系漆の

盆 l．．派に赤色漆で菊化［ll191J施文

40 
漆製品

社、：i1l:tPi,i8. 0cm /1/さ0.3cm~O. 8cm 備考 本体との接合部分以外は黒色系漆派布
玄形

,11 木製品
法：,t I以さ0.7cm 備考台木の受け 灯lリll|llをのせた部分に焼痕あり

灯1リJ台

4 2 
木製品

法：＇し残｛ i:長16.7cm 残イf・輻4.4cm I以I.2cm 備考歯部欠iii
ド駄

43 
木製品 社、：：;t {fi. 4cm JL/ I. 3cm {LffO. 5cm 備考 ド1(1iは1'illり（小）J)で‘l;・ らに成）fi ki面は

1-I・イし1リ盤状 断1hi カマポコ形になるように小））での甜IIかな）＇illりを施す 防水Il［か？

44 
木製品

社、::,t りしイ{li 12. 3cm 軋/,i4.9cm J'iJ. 0. 2cm 備考堪，1｝あり 'I'll,；ク［小lリl
折敷

表 8 溝 3出土遥物 (2)
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45 
木製品

法舟残{f•長2. ()cm IY:O. 2~0. 4cm 
1111 物

46 
木製品

法飛径(17.2) cm l1/0. 7cm 
llll物底板

Il 7 
木製品

法批径(16.5)cm l以0.7cm 
1111物底板

48 
木製品

法品径(30.8) cm fiJ.O. 6cm 伽考 1,1,rn面に黒漆付沿
Pl熊状器

119 
木製品

法砿 残イ［：長14.0cm 残炉i/oil.1cm 残イげio.2cm .fし径6.4cm
JIJ途ィ渭l

50 
漆製品

法屈 長20.3cm 1郎1,iO.7 ~O. 9cm Iり0.7~0. 8cm 1,m考 令イ本の半分くらいに黒色系漆が残る
筏

51 
木製品

法屈 !{21. 0cm 1l1i,il. 0cm !1/.0. 7cm 備考 加 l五途中か ？
密状

52 
木製品

法：rし残イ［：長18.5cm 径J.4cm 備考先端に焼痕あり
錐柄？

53 
木製品 1• 4r阜,=9. 1~23. 4cm 軋1,¥2.4cm !1/0. 3cm iiii考 l •• 1,賂半分くらいにやや規則性のある擦1J・はあり

JIJ途不明 呪術具か？

5,1 
木製品

法埜残イ［：長26.0cm 幅0.7cm'Y:O. 5cm 
袴

55 
木製品

社ぐht i乏22.3cm 軋/,iO.6cm /1/6. 5cm 
署

56 
木製品

法屈 長22.4cm 輻0.7cm l.1/0. 5cm 
衿

57 
木製品

法閤残イ•f•長21. 0cm 幅0.6cm ITt:o. Gem 
袴

58 
木製品

i去閤 ク父イj文長19.9cm 車扁0.7cm 110. 5cm 
署

59 
木製品

ik :lt Lと20.5cm 1~/iiO. 5cm J1/0. 5cm 
袴

60 
本製品

法益辰19.1cm lj/,¥0. 7cm /1/0. 5cm 
笞

61 
木製品

法凪 艮17.4cm 1柑，¥0.7cm l1iO. 5cm 
袴

62 
木製品

法凪 1乏17.5cm 1j~I0. 6cm l1/0.5cm 
署

図16

63 
木製品

法飛 1'<51. 2cm 夕しイi・l前品4.8cm /!，J:0. 2~0. 6cm 備考忠，1はあり 「・丈・•」以 l消lj 読イ~Iりl
木 前i

表 9 溝 3出土逍物 (3)
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I かわらけ
il; ht 1 11条7.2cm Ji!H斧'1.8cm r.枯佑il. 6cm せいけい ロクロ 胎 l：微砂玄/:}. 白針

色調淡朽色

2 かわらけ
法：,t I I径7.8cm 底径5.6cm 器佑il. 4cm せいけい ロクロ 胎 l： 微砂 'jtl:} I'I 9 1・ 
色調淡朽色

3 かわらけ
r̀ _,;I • 9，I, l: I If予7.8cm JiO各-1.3cm 器~I'，':ii. 9cm せいけい ロクロ 胎 l： 微 砂 寡l吐 l勺色
粒赤色粒 色調 Ilii棺l,_1色

4 1'1かわらけ
法：it }氏径4.8cm せいけい ロクロ 胎 l： 微砂玄/:}: 白針 1'1色粒赤色粒

色調淡椛l’I色

5 
11i（iff 

法11l: II径15.0cm 索地灰色 咆緻 釉薬陪／火緑色 平透lリl 備考ほll化文
碗

6 
l'i・ ({f,

法：,:: 底径(4.8)cm 索地 ）火色 1路緻 釉梨水廿色透Iリ］
碗

7 
l'i・ 磁 法ht 閻台径(4.?)cm索地灰色 喉緻 釉楽淡緑色不透1リl 貫人あり が；干気
碗 池を含む

8 F焙り 胎 lー． 灰l’l色 砂粒 ＇公は I’I色粒 色調淡橙灰I'l色

， 男 瓦
法焔原2.6cm l"h(Ii Ai目紺 !,I,'；色微砂の離れ砂オ'iI ••付着 11111rii 縦位：ナデ縄ll|l
きll 胎 I: II音灰色微 砂 白 色 粒 良 」； 色調 ）火焦色

10 砥ィi i1; ;rt り父1f.li5.I cm l~[,\2. 7cm )1,£0. 6cm 色調乳白色 備考細かい刃物痕あり

11 
木製.'1111

法訊残布↓と27.5cm 船5.5cm /1/0. 5cm 備考 盟門あり 判説不Iリl
木前i

12 
木製品 ri:,:: ク父イ{ 1~9. 6cm ク戊イ{I郎i3.7cm /1/.0. 6cm りiii考 ド）jに削りによる成形あり

JII途イ遁LI 鳩，If-あり 判誠イ叫19-J

13 
木製品

法拭長23.5cm 幅10.:km 似0.2cm板l,’,．．屈

111 
木製品

社、;:,:: ±支(25.3)cm tj/,i5. 0cm)1/0. 3~0. 5cm 
板／訂復

IS 
木訊4’tJ• IFI II I 

法故 長24.5cm 1柑，iO.55cm I以0.~5cm 
署

16 
木製，’,｛，

i1; ht・・ タ父4fl乏19.I cm lμi,iO. 7cm 1r;:o. 6cm 
箸

表10 溝4出土過物
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I かわらけ
怯：，t I I径7.0cm 底径5.0cm 器佑H.5cm せいけい ロクロ 胎十．微砂 哭i:J: 白

多I・ 色瀾 lliflli灰色

2 かわらけ
法:,t 11径7.3cm 底径4.11cm 器砂I.7cm せいけい ロクロ 胎七微砂 衣爵 1：：！

i1 色調淡棺l’I色

3 かわらけ
l. ĵ ・ 9 ＇i9 9: 11径7.Gem 底径5.Gem 器邸I.8cm せいけい ロクロ 胎 I: 微砂 裳l吐 白

針 色，U.1 i炎柁色

4 かわらけ
法：1l: 11径7.8cm 底径5.8cm 器心H.5cm せいけい ロクロ 胎 l； 微砂 芸母 I, 1 

g I • 白色粒 色，J1111}砂＇i!火l’l色

5 かわらけ
¥1. J ;• i1 19( . 11径8.0cm 底径6.0cm 器心H.6cm せいけい ロクロ 胎 l： 微砂 ＇兵l吐 白

多I・ I'I色粒 色瀾 lliii1し）火色

6 かわらけ
l‘;..) ;• ！9 IA 9. 11径8.2cm 底径5.8cm 器心II.5cm せいけい ロクロ 胎 l； 微砂 虚l吐 白

針色調 lli砕'il火色

7 かわらけ
法ht I I ff.9. 0cm Ji'({斧6.5cm 俗Iii,i.:j2.0cm せいけい ロクロ 胎 上微砂 it-l吐 白

9 |• 白色粒 色調 II；砂tJ火色

8 かわらけ
法：It I If冷8.5cm h'(ff:6. 8cm 岱ふ此j2.3cIn せいけい ロクロ 胎七 微砂 芸丹 白

針色調淡椛｝灰色

， かわらけ
法：il: 11径8.0cm 底径6.0cm 悩，＇,':iI. 7cm せいけい ロクロ 胎 l ー．微砂芸•F}. 白

針 色 乱，¥1 1lf• ilt)火 l' l 色

10 かわらけ
法：It: 11径8.5cm 底径7.4cm 器邸I.7cm せいけい 手づくね 胎十．微砂 芸屈

l''1針色調淡）火褐色

11 かわらけ
法h:: II径8.7cm 底径6.6cm 器，iil.9cm せいけい ロクロ 胎ヒ微（沙 裳l吐 白

針赤色粒 色瀾淡椛）火色

12 かわらけ
怯ht 口径9.4cm 底径6.6cm 器liil. 7cm せいけい ロクロ 胎 1：微砂 ’姦1:}. 白

針色瀾 ll；料＇i灰I'I色

13 かわらけ
法：ii 11径9.8cm 底径6.0cm 器，iil.9cm せいけい ロクロ 胎土 微砂 媒丹 白

針色瀾 II}砂'i9火白色

14 かわらけ
i去：It 「Hf:9.7cm Jifff:7. 3cm 器，＇，切li2.1cm せいけい ロクロ 胎 1：微砂 裳l吐 白

針色調淡柁J火色

15 かわらけ
法凪 l l径11.8cm 底径6.0cm 器蒻3.1cm せいけい ロクロ 胎土 微砂 祟屈 白

多I・1'1色粒 色閥 Iliけ橙）火色

16 かわらけ
法は I I 1条］1.8cm)J足f*-5.9cm 器糾3.8cm せいけい ロクロ 胎」：：： f数砂 芸lサ 白

多I・ 白色粒 色，i11 11沿げ）火褐色

17 かわらけ
法•ht I lfl¥ I 2.,1cm Ji.足ff6.8cm 盛閻3.6cm せいけい ロクロ 胎 l：微砂 宍l吐 白

針色湖 l1行橙l火l’I色

18 かわらけ
法枯 I 11斧12.6cm Ji'({斧7.2cm 閤怜IRi3.7cm せいけい ロクロ 胎 l・：微砂 芸l:J: 内

多I・ I’I色粒 色瀾 II行黄灰1'1色

19 かわらけ
L. J く• J り1(: I 11斧11.8cm)氏1怜8.4cm 器此13.4cm せいけい ロクロ 胎 l：微砂 投1:} 白

ii・ l'l色粒 色瀾淡朽色

20 かわらけ
怯ht I lf'f.12. 8cm Ji(f冷7.7cm 岱怜，心i3.4cm せげけい ロクロ 胎」ー： 微砂 禦粧 白

g |― l'I色粒 色瀾 llifiIt):)d色

21 かわ らけ
i去：It l l 1冷I:3. 0cm /!¥ f冷8.0cm 器枯此j3.7cnl せいけい ロクロ 胎 I→． 微 砂 芸lザ 白

針 11色粒 色濶淡椛色

22 かわらけ
l̀ .!.; J • 1i―1I( . I If冷(9.l)cm Ji(f斧7.(km t¥,'，':i2. 2cm せいけい 手づくね 胎 l； 微砂 裳栂

l’I針赤色粒 色瀾淡柁灰色

表11 溝 5出土遠物 (1)
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23 かわらけ
法凩 11径8.6cm 底径6.9cm 器扁l.5cm せいけい手づくね 胎土微砂 棠母
|9 1針 色調淡橙灰色

24 かわらけ
法械 Ll径8.6cm 底径7.6cm 器高I.8cm せいけい手づくね 胎土微砂 丞母

1:'..l針 白色粒 色潤淡杓色

25 かわらけ
法絨 11径8.1cm 底径7.1cm 器閥2.3cm せいけい手づくね 胎土微砂 出 母

白針赤色粒 色閣橙色

26 かわらけ
法散 Ll径8.6cm 底径7.2cm 器高2.4cm せいけい 手づくね 胎 l：微砂 衷屈

内針赤色粒 色調淡橙）火色

27 かわらけ
法拡 l l径8.6cm )氏径7.2cm 器邸2.0cm せいけい 手づくね 胎土 微砂芸舟

白多I 色調淡杓色

28 かわらけ
法品口径8.6cm 底径7.2cm 器高2.1cm せいけい 手づくね 胎 l：微砂 堡'.-/J
白針 色調淡灰茶褐色

29 かわらけ
法拡口径8.2cm 底径7.0cm 器閥1.9cm せいけい 手づくね 胎 l：微砂 裳l;J:
白針・ 色潤淡杓灰色

30 かわらけ
法拭口径11.3cm 底径9.9cm 器悩3.3cm せいけい 手づくね 胎 t．微砂竺11):
l'1針赤色粒 色湖灰褐色

31 かわらけ
法批 口径12.4cm 底径11.4cm 器蒻2.9cm せいけい手づくね 胎土微砂‘芸尉

白針赤色粒 色潤淡柁｝火色

32 かわらけ
法景 11径12.4cm 底径10.9cm 器邸3.0cm せいけい 手づくね 胎 l：微砂梁尉

r,針赤色粒 色瀾灰褐色

33 かわらけ
法尿 U径12.6cm 底径10.8cm 器認2.9cm せいけい 手づくね 胎 l：微砂裳If):
,,,針赤色粒 色調淡灰褐色

34 かわらけ
法研 Il径］2.3cm 底径11.2cm 器甜2.4cm せいけい 手づくね 胎+:微砂実阻

白含l・ 赤色粒 色調淡灰褐色

35 かわらけ
法砿口径12.4cm 底径11.4cm 器高3.6cm せいけい 手づくね 胎 I： 微砂孟母

l勺針 色調淡橙灰褐色

36 かわらけ
法研 LI径 13.3cm 底径11.6cm 器店3.7cm せいけい 手づくね 胎上微砂索母

白針赤色粒 色調灰褐色

37 かわらけ
法訊 口径14.3cm 底径12.3cm 器硲2.9cm せいけい 手づくね 胎 l：微砂実悦

白針赤色粒 色調淡灰褐色

38 
行磁 法虻口径(13.0) cm 底径(4.7)cm 器，•;~3.4cm 素地 ll脊灰色緻密 釉薬淡緑色

碗 透明 備考恨ll花文

39 
青磁

索地灰色竪級 釉薬 II削灰緑色 透明 貰入あり 備考削花文
碗

40 
i'i 磁

索地灰色咆緻 釉薬水i'f色 透 明 肛入あり 芯—F気泡を含む
IJll 

41 
白 磁

法fil n径 01.5)cm 索地 白色 堅緻 釉薬 脊味がかった白色 透lリ］
碗

42 
白磁

索地淡茶灰色緻密釉薬淡黄白色透明
鉄絵四耳；；；i

43 lll茶碗
法砿高台径(8.0)cm 胎土 白色粒小石 色調 II距貨灰l'I色
備考張り付料台

44 
渥美

胎」•• 白色 緻密土 色謂 ll釘灰色
克

表12 溝5出土遺物 (2)
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45 
窃沿・

法塙底径19.8cm Jjf; I: 砂粒 長ィi粒 小,{j 裳l吐 色調淡橙色
ぶュIi 

46 
かわらけ

法批径5.0cm I以0.6cm 胎—l-； 微砂 2引吐 I’l針 1'1色粒 色調淡橙色
円盤状

47 女 比
法：,t11/.2. 5cm 川llOi Aill痕 離 れ｛研j沿 11111(1i 縄II叩き 離れ砂付着 糸切り痕

胎」： 砂粒玄9吐 色調淡貨I’l色

48 女瓦
法：Tt l1/2. 7cm 凹1(1i 離れ砂付Ayi： 糸切り痕 凸 而 縄l1lI|lき 離れ砂付沿

糸切り1J,-i 胎 l： 砂粒 色調 II行灰色

凶19

49 男 瓦
法ht lり2.lcm l I I I l fi iイ1illM 端縁・側緑に1柑，i)j_、.のケズリ l'り面縦位ナデ縄目

叩き 胎 I: II；礼）火色 良 l•. 色調灰黒色

50 銭

51 
木製品

法ht l支1怪12.2cm ク¥/Jf11. 5cm /1/0. 6cm 
IIII物底板

52 
木製品

i去ht 1登18.5cm l1"/.0. 7cm ilii考 表1/iiに焦色物質 （漆？ ）付滸
llll物底板

53 
木製品

法凩 liff:23. 0cm IP;.¥5. 0cm)1/0. 2~0. 4cm 備考 3ヶ所に径0.2~0. 3cmの穿孔あり
板紺版

54 
木製品 法拙残＃長11.7cm 輻9.0~9. 3cm)!./ I. 0cm 歯硲4.0cm 歯｝昇l.8~2. 5cm 
ド駄 価考 前後とも歯の外側が鋸で切断されている 理111は不明

55 
木製品

社、：：Jt 外れ＇＿f-長：27.0cm 残イi・輻5.4cm !1/0. 7cm 伽考堪碁あり 判説イ苅l9j
木 簡i

56 
木製品

法似 残存長30.2cm 残{{*MZ.6cm l1"/0. 2~0. !km 価考謁杏あり 判読不明
木 箭i

57 
木製品

法ht 残h淡 38.0cm 輻2.2cm J1-/0. 25cm 伽考墨内あり 「南無楽師如米」
罹塔婆

58 
木製品

法惜 l乏22.5cm 1j屈0.6cm/1/0.4cm 
箸

59 
木製品

法：1し 残什長22.8cm 輻0.6cm)Y.0. 4cm 
箸

60 かわらけ
法拭 II径9.1cm )氏径6.5cm 器，貨2.0cm せいけい ロクロ 胎土 微砂 白針

赤色粒 色調 II糾げ色

61 
lll茶碗窯

胎土砂粒 L<.,(i粒 イi災粒 色調 II音灰色 備考 l「LIイiり
捏鉢

62 
木製品 払・.hし長15.5cm 1j1,i7. 2cm 1°/1. 3cm 前歯蒻3.0cm 後I莉閥3.1cm 備考述歯式甘ij緒付

下駄 近の指JI:．痕から女性・(•イ）し）IIの左足と．思われる

表13 溝5出土遥物 (3)
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第四章 まとめ

北条小lll]邸跡 （北条泰II寺・II寺頼邸跡）に係わる発掘調介は、これまでに 9ケ所（図 1・ 20)の地点で

丈施されている。瀾＿在地点は主．に現在の府留大路、横人路、小IIIJ大路に1(tiした店舗改築に伴う例で郭l)..-l

の緑辺部が i：ルイ本をなし、中枢部は 1ケ所 (I当11-12)/J，IJ介されているに過ぎない。 しかし現人路に而し

た地点調企では、鎌倉時代中期以降の大路側溝やその内側に拡がる生括空間が少しづつ判明してきてい

る。さらにff[IJ祁は、現在．の鎌倉の幹線道路に沿って発兄されており 、かつての各大路のIPi;i員が現在より

も広ったことが解ってきている。こうした調究成呆をもとに中世都市鎌介の街割の復元を試みる研究成

果が公表されている（馬iJ::1 1987、大二輪 1989、宗磁•1997) 。 今l"！の発掘調査では、鎌倉時代前期か

ら近•Ill:に到るまでの若宮人路側溝を検出することができた。 ここでは中 Ill:若宮人路側溝の変造を巾心に

事業者負担分の調介成呆も参考にしながら、その特徴と年代観を含めた概＇災を述べてまとめに変えたい 。

木地点調在では、まず調査区西辺に沿って検出された溝 7 (I叉11(））が蚊も古く、鎌倉時代前期頃まで遡

りえる人溝である。これは現在知りうる若宮大路但llii|i：のなかで蚊も現火路に窃っており歩道に接して西

炸が確認された。その規模は断面逆台形で 1．．．端輻3.2m、深さ I,7111程、 一度浚渫された後に埋め戻され

ていた。上i(liは後に木組み構造に変移した時期の若窮大路の路lttiを構築している。i/lj:7と、先後関係は

厳密には不明だか同時期またはやや後出のものが、東側に平行して検IIIした楽研形の構 6 （図10)であ

る。この溝は第一:_,・;:,:でも触れたように後世にlltl削された木組み側溝の泄 3~5に上端を削平されていた

が、規模は輻2.5m以上、深さl.7m以上でV字形の滞であり、消 7とともに鎌倉時代前期の大路東側消

の姿を示している。 この 2 条の溝については、本地点北）jの店宮人路に 1(li した 1部120の宙ノ下一丁 1~1377

番7地，＇はでも検 Iiiされており、 『吾妻鋭」にみえる八幡宮参道で蚊初の料宜）ゞ路の構築を示す投禾ll一年

(J 182) ：：H I・ IJ・・ ロ条（「詣往迫」）から北条泰時のふ炸幻じ年 (l225)+）J I)l|H条の丈尺制導人まで存続し

た側溝の可能性が指摘されている（馬淵 1996)。 これらの溝は/J.11：逍物からみて鎌倉1前期に追営され

たことは1月迎いなさそうであるが、 若宮大路を挟んだ,,り側地域の 「北条II寺Iガ・顕時邸跡」が11内の大路に

iuiした 4地，点の調介では、現在までのと ころこの時期に対応する洒恨lj溝は発見されておらず、いずれも

本地、1奴調介で検出された木組み溝と lt'rJじ構造の鎌倉時代中期～南北朝期頃までの側溝が検rliされている。

ところで、これら木組みの東西側溝からは側構の造営や修則に際し硲府が御家人に割粋請したことを

ぷす表ぷ札で、 1iljり‘りてた人名とその長さを提古した木節が合ii|.（う ］．＇．． （が発見されている（馬淵 1985、

IT:I代 1990、|tfi] 1996) 。 溝 3~5 の土台材継ぎ目付近から出上した暴磁木札も 1:Ij i1tu•I能な文字やその

形状から推定して 1・半分担箇所に立てられた表ぷ札の木愉と息われる。

［引用文献］
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写真 図 版



図版 1

A. 空撮遠景（上空より北を望む）
西が若宮大路、北が横大路、東側が小町大路で、その問が北条小町邸跡の推定域。

芯ヽ

B. 空撮調査区全景（上が北）
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図版2

l 
t C 

A. 調査前の状況（南西から）

B.表土掘削風景（西から）
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図版 3
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図版 4
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C. 溝2 南壁セクシ ョン
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図版5
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若宮大路側溝（溝3~7)
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溝3~5（南から） c. 溝7（南から）
西肩は現大路歩道と接し、幅3mを超える大溝。
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図版6

A. 溝4・5 東側土台材（北から）

土台材は上が溝4、下が溝5である。溝5東側

にある礎板・礎石は溝3に伴うもの。

C. 調査区東半部全景 （南から）

翫
B 溝3•5 西側土台材（北から）

左が溝5、右が溝3に、伴うもの。

溝3土台材の位置は、矢印方向上に残る礎板 ・礎石や杭から推測される。

-332-



図版 7

B
 
溝

3
.
5
東
側

北
端

A. 溝3• 5 東側 （南から）

C. 溝3・ 5西側 （南から） D
 
溝3•5西側 完掘状況
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図版8

繭
A. 溝5土台材② 南端

晨 、≫ -

D. 溝5土台材③継目部

継ぎ目は1/2の不貫通なホゾ穴からなり
欠き継の仕口で接続する。

ぷ

8. 溝3土台材①と②継目部

-^  ・ 
C. 溝3土台材②と③継目部

この2本は他土台材の半分の長さで、

部分補修によるものか。

----•- -

r¥-上 -I
E 溝5土台材③ 裏込状況

人頭大土丹塊を土台下や両脇に詰めて根固めする。

F. 溝5土台材③と④継目部

沈下防止に礎板・土丹塊を咬ます。
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図版9

A
 

梁材 検出状況

D
 

若宮大路側溝東肩口の柱穴群

、.）,)-，噂ぶ ．•名~r;ア：； → .. さ．，t．.．．.．．h •; • '· •;、

土堀1・ 2 完掘状況

B. 梁材継目部と掘り方

C. 控え梁1 出土状況

E. 

・ • 

4 •9, 
ベ ••J・
2̂... 

曰

土層堆積
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図版10・-.. ~一91••, .:. 沢'::,．r・ 9• 9••I9.• •'、·`%,．...．，'：翌．

苓t••• • 9． ・ でむふ、、＾＇．．~:\＇:’竺へ、•:

［：玉・,． 9,．.. •ヽヽ．．

‘ 
’~ . i• •..... . •他・年．． ：ずへ9 、・・心l •.. ．．・ ”‘・

；：也、ジ：．3.. i・‘f麦・，i・ふ．．ふ賓．，忠・，ぶ:
A 溝3 瀬戸入れ子出土状況

D. 溝4 木簡出土状況

認i
G. 溝4 土台材①の刻印

B. 溝5 下駄出土状況

C. 溝7 下駄出土状況

E. 溝5 木簡出土状況

F. 溝5 笹塔婆出士状況

H. 溝5 土台材①の刻印

I :̀i 
I. 溝5 土台材③の刻目
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図版11
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よここうじしゅうへんいせき

横小路周辺遺跡 (No.259)

雪ノ下五丁目557番 1地点



例 言
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図 1 調査地点と遺跡周辺図
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第一章 遺跡の位置と歴史的環境

本調企地点は 「岐れ道」より 180m東、荏柄）叶神社参追人口の東南に位骰する。地、1.’.［は北を六浦路、

南を滑川に挟まれており、そのIlllわずか約12mである。北には代柄天神社、北東には永福寺、東には杉

本寺、南には勝長寿院というように六捕路沿いには、鎌倉l1が代liij期もしくはそれ以前の創建の寺社があ

り古くから龍災な逍であったことが窺われる。現地表の椋高は約11.4m。

本調査地点周辺では多くの発掘湖杏が行われている。図 l-2地、点 では14~151仕紀の届敷跡が発見

されている。図 l-3地点 では13~15|lt紀の代柄）く神社の参逍に平行する七晶状辿梢が発見されてい
• ; •: 

る。図 1-4地点 では13111：紀I|頑～16•Ill：紀初姐までの）j形竪穴．柱穴． Jl:ti等が発見されている。 図

l -5地点 は関取場の伝承がある地で中近111:期の礎イi建物、 "IIii：以前の自然流路が発見されている。

l以ll-6地点 は鎌介時代前期の犀敷 ・ プ階‘形：大路の側溝、弥生時代後期の略穴住）ti• 1軒:.奈良～平安

時代の竪穴住居8iif等が発見されている。

註

註 1 菊川英政 1991年 r横小路｝，ld辺辿跡発掘調介報p;・,1FJ 柚小路周辺辿跡発掘調企l寸l
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第二章 検出された遺構と出士遺物

遺構 （圏 3)

悌7層上而斜而で柱穴（P1~6) らしきものを確認した（第 3-I)。だが、すべての毅土が第6

府の土であることから、草木の根穴と考えられる。第11層上面斜面の根穴（固 3-2) も第 7層の土が

混入し、 これも根穴と考えられる。調査区東平場の中世基盤）杓上で土堀を検出した（固 3-3)。長さ

80cm、深さ10cmの不正円形で、覆土はII音褐色のかなりしまった土で炭 ・焼土を多く含んでいた。追物は

なし。

調査区北からの落ち込みのラインは、調査区南の滑川に平行しているようである。

出土遺物 （図4・表）

本調査地点は調査而栢が狭く 、遺物も総点数444点と少ない。内訳はかわらけ279点（ロクロ20点、手

づくね7点、不明252点）、土器・土製品25点、中国陶磁器8点、国産陶磁器88点（瀬戸窯22点、常滑窯

6点）、瓦 3点、鉄製品 6点、石製品 4点、弥生土器14点、土師器 6点、近現代陶磁器11点である。ほ

番号 種 類 計 測 値 単 位 cm （ ）は復元 観察事項

I かわらけ 手づくね胎土 赤褐色

2 かわらけ 口径(10.6)器高I.95孔径(1.9) 手づくね胎土赤茶褐色底部中央を穿孔

3 瀬戸 卸しJlll 胎1•• 灰白色釉灰緑色

4 常滑壷 胎t ll芹茶褐色 口唇爵II二次焼成

5 土製品土錐 長さ3.2 最大径0.7 胎土 11釘褐色 二次焼成

6 かわらけ 手づくね 胎 I: 赤褐色

7 かわらけ 手づくね胎土茶褐色

8 かわらけ 手づくね胎土淡茶褐色

， かわらけ ロクロ 胎土 ll紀茶褐色

10 ff磁述 弁 文 碗 胎土 11行灰色釉暗緑褐色

II 瀬戸 胎」； 淡 黄 白 色 釉 黄 白 色

l 2 常滑型 胎土 II行茶色

13 鉄製品釘 残存長3.5 

14 弥生士器甕
胎土~ 淡赤茶色 「l唇部外而にキザミ 。内外面とも
にハケ且調整。

15 弥生土器甕 胎t 淡貨茶色 LI縁部折り返し

16 瀬戸 llil 底径(5.2) 胎 Î． 淡黄灰色外底糸切り

17 滑石スタンプ
残存長2.75 残存幅I.3 長さ

文様化菱梅花文？
1. 05 孔径0.5

18 弥生土器甕
胎土 II音茶灰色 口唇部外面にキザミ 。内外面にも

にハケl三1調整。

19 弥生土器台付甕 胎七 淡黄茶色

20 瀬戸 Jill 胎土 淡黄l_:_I色釉淡貨緑色

21 詣沿褒 底径(11.6) 胎土 明茶色

22 平瓦 胎土 ll距筏•茶色

表 遺 物観察表
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とんどが小破片で1叉1示しえたのは22点である。

1 ~ 5は表土。 6~13は第 6附。14~17は第 7附。18~20は第 81箇。21・ 22は中1II：甚盤層 l．．の第lll箇

からUI-l：した。14・ 15 ・ 18は弥生土器の日縁部で、 14・ 18は内外Ihiともにハケ調整されており弥生中期

（宮ノ台期）と息われる。15は口縁部を折り返している。
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第三章 まとめ

本調介地点は土樅以外にlリj確な辿構は検出されなかった。これは調査面i杭が18.OOm'という狭さと濶

杏区の半分が斜l(Iiというヽ'i地からくるものであろうか。

今回検出された斜而（路ち込み）は非盤｝i4l：から近 Ill•以降の辿物が含まれないこと 、 弥生 1 ：器が若l•

出土しているが混人と思われることから概ね"IIll：期と見て良かろう 。

-350-



写真 図 版



図版

ヽ
＼

一
ヽ

＼
 

’¥
 

へ＇

＼
 

1 第7層上斜面（北から）

3. 中世基盤層上斜面（南から）

2. 第8層上斜面（南から）

4. 中世基盤層上平場 （東から）
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報 告 書 抄 録

‘̂ ‘ り が な かまくらしまいぞうぶんかざいきんき ゅうちょうさほうこくしょ

,1r- 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報化・,It

{,ii] 科 名 平成 9年度発掘濶任報告

巻 次 14 

シリーズ名

シリーズ番号

編若者名

編鋲機関 鎌倉市教育委員会

所 在 地 〒248-8686 神奈川県鎌倉I|i御成町18番 l (）JIj•

発行年月 H 西暦1998年 3月

ふ り がな ふ り がな コ ド 北綽 東経 湖介頂i梢

rlilllf柘遺跡番号

閥介期間 瀾杏｝Jil刈
所収辿跡名 所 在 地

0 9 99 0 9 99 

m' 

よここうじしゅうへん かながわけんかまく
＇ 

いせき らしゆきのした ゜ 0 19960906 個人専用住宅

横小路周辺逍跡 神奈川県鎌倉市‘:Itノ 204 No.259 I 18.00 の建設

1--11:．丁目557番 l
99 

" 19960920 

， 

所収追跡名 種別 主 な 時 代 しな逍構 主 な迫~ 物 特記事項

横小路周辺辿 中世都市遺跡 中世期 け災 l某 かわらけ

跡 弥生 lこ器
土r.11i器
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はせこうじしゅうへんいせき

長谷小路周辺遺跡 (No.236)

由比ガ浜三丁目228番2の一部外地点



例 言

）．本報は、 長谷小路周辺辿跡l村の鎌倉市由比ガ浜三丁目228番2他地点における診療9折併）ll個人住宅

建設に伴う埋蔵文化財の事前発掘調査の報告也である。

2.発掘調査は、鎌倉市教育委員会が平成8年10月28日より同年11月19日にかけて実施した。発掘調査

対象而栢は、 11.45m'である。

3.調査にあたっては以下のごとく体制を編成して行なった。

担

調

者

貝

閥査補助貝

調究協力者

当

査

宗益秀明

宗蓋富貸子（鎌倉考古学研究所）、馬瀬直子、真中泰行

行正小野和代、鍛冶歴勝一、丹

川村四志男、 石渡辰男、福本寿夫、 i貨橋 究（鎌倉市シルバー人材センター）

4.本害の遺構・逍物の縮）くは次のとおりである。

逍構全測囮 ：l/120 個別迫梢実澗図 ：1/60 辿梢尖測合成図： 1/360 辿物実測図： 1/3

なお、各挿図にはスケールを表示している。

5.逍物実測囮に用いた記号の意味は、以下のとおりである。

↑ ←--—→↑ '原材加工範囲 ？← →↑. ｝Jll l_：範囲 和 渭 ：使）IJ痕範囲

7. 本書の執箪・編集は宗基秀明が行なった。

8. 本発掘調査によって出土した辿物および調究査料は、鎌倉I|i教育委員会が保管している。
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第一章調究の概要と成果

第 1節調1tに至る経綽

今1111発掘，闘介を行なった鎌介1|illl比ガ浜 ．．．r1 1228番 2 他は、平成 2 年に鎌倉 I li教脊委 l—i 会と塙晶秀

明を1寸Ilととする長谷小路周辺追跡発掘調介I.tIによって320団を対象とした発掘調介が1iなわれ、その際

に 1311［紀前I'•か ら 14 Ill:紀にかけてのT；芸l載人），,:-fl地であったIIj能性をぷ唆される濃密な辿構と辿物が発

見されている。

今In| 、 1 191地において個人1 i:•も1)i: ） |ll炎税事菜所の建築昨 11[1|1,；1りが祈たにおこされた。 建築 lード語は平成 2

年疫の調介範間外を含めるものであったため、建築 lTji・・に先だって、その未潤介部分について改めてJ111

蔵文化財の発掘調企を行うことにな った。調1t対象Ifi祐は、 34,35ni，。'li業所）11地と個人仕居用地との

比）梓は 2: 1 であ っ たため、 22.9ぷを委it•Jf業発掘満杏、残りの1 1.45111 を凶／11i負担 'li業として ，淵介を

行なった。

調究は1i1i阿調介範囲に接して 4箇所に、点介する。

これらの、1.1.(在する調企個所での成呆を過小足なく説明するため、 ikit』,1査と国）IIi補助iji・業成呆分のII1,i

者を本報閥＇「において掲載し、また1iij同調布成呆をも加味して，記述することとする。

現地調介は、爪：機をも って視況地表土を収り除いた後に、 1996年JOJ-J281-:lより始め、 1Ii1年ll月1911を

もって終 J’ した。この間、施じである小池 誠氏をはじめ、）五j辺仕民と梢映建設株式会社の）j々 のご埋

解とごリ）J）Jを賜り、無事調介を終えることができた。ここにお礼"'し 1．．げる。

第 2節調査の成果

調査は ‘l減 2 年に行なった 1iijlI Il の調介成果に•Jよづいて生活 1f1 f を 1l|［i次 1 •面より確忍した。 また、発見追

構などの測斌に際してもliij回のi)lljhi方眼を拡火して）Ilいた （後掲の測悶）jl11i設定図を参照）。

分散する闊．介地点はそれぞれ）j形ないし、 二角形の10面内外の小さなものであったため、各調介、1ばを

調奇堀と称し、打~ 1から節4までの名称をふした。各調査檄ではliljl叱淵杏lnl様、 l•Jr1 より第 l a ffli ・ 1 

b 1f1i ・ 2 1f1iの4話面が確認された他、 一fillの調介城の最ド崩において古代の竪穴fi:9i・,社1|：が発見された。

この略穴1l:9,1:h|：を除いては、今柏況：見された逍構と辿物群の性格はliij阿に発見されていたものと全く llil

であった。すなわち鎌創訓から釦llT期にかけての時期に常まれた動物解体を伴った骨甜II|：を中心と

する」芸職人911:.1i:IX：内の敷地樟をホす構：や一I娯、それにガ形竪穴建物址である。辿物では、骨紺11．．のほ

かに硯製作をぷす似石切り洛とし残片が多く見られる。

他）j、発見された啜穴{tl沿l|：は、その掘り込み様の部のみが確認できたのみで、建物に伴う辿物も

なかった。＇；i各穴ii:91叶址の作られた時期を判断する材料はほとんどなかったが、 1iij|IIIの調介では、 8 111：紀

代に作られた溝跡が確認されている。

-359-



-‘―

x+-い
‘
U
滓
臣
―
K
活

¥/‘、
• ̀、¥

＼ 

... 

゜
．花乏r.. ・ 

回
ー
溢
論
丑
沖
図
k
渥
閾
筵
lDr

• 
•— 

～ぷ
＼

1
 

＇ 

一
、
•
ら

・
―

―
―
―
―
―

-
I

ー

じ

[̀

タ

ょヽ

｀

K

/． 

•-a

. `

 

｀
 

．
 

.

-

、

一

⑫

’

．
．
．
 

忍
Z

＼

ノ

.

1.

,

＇

,
9d̀‘
、jJぷ.、

5

員
•・

ィ

・

"‘
 

9

(

＇ ．
 

.

.

 ”

;‘ヽ，

氏
t

一

3

-

L

●
 

．
 

/

＂

、

．
 ••

1 

亨

，
 

ヽ

ら

々

ー

．
 

r̀
 

f
 

、
..

.
 
f
 

—

•-7 

.

.
 
r_

— 

&

‘

 

、

＇
＜
 

・̀

ii. 

ぐ

ヽ

•
9
‘

、
へ
ヽ

（

＇ 

’

^

J,
`
 

＇

s
ト

9J・
-

."
‘
.
U
 

-
．

匁
応
ふ

，
 

令

．．
 

し
く

》ヽ

誓

丘

亨

t

1

さ
．
 

．

．
 

ぃ
；
繹｀ 

..
 
-
〗翫
i

.C

.

、》
E_
i

ー

・

d
‘
9

,

/

，．
 
．
 

．
 

．
 

-9

「
/

． 
鵞

ill 

馨

誡

叫

吟

図

360 



第二章 遺跡地の概要

逍跡の所在する神奈川県鎌倉は、 1180年秋、源頼朝の人｝｛｛に始まる鎌介硲府の創，没以後、 Il本史の1|I

で一躍脚光を浴びる地となり、誰でもが知る古部の•つとなっている。 現在の鎌介 I|iは、そうした占都

鎌倉を含めて、周辺の人船、 1;．縄、 L1|！．ケ浜、）j吸越笠の地域をも取り込んでいる。

第 1節 鎌倉の地勢と遺跡の位置

鎌倉市は、関東‘|-i野の南端に位附する神奈川県の中で、相模約にl(liした梅浜地域の南東部にある。

浦半島と丹沢 ・ 嶺岡隆起1ifに圃まれたこの鎌介 IIi内を北束から 1~i1Jりに流れる滑）11が谷を削り、小さな‘1111

積地を辿りだしているのが、かつての古都鎌介と呼ばれるILi鎌介地域である。

鎌倉市の西方、大刀洗に発する滑）l|は、南I！りへむけてWI谷と流域‘l；・地を形成しながら流れ、やがてti!

模萄の 1キロ手前で流れの111]きをIY.iへと変えて卜る。この滑）IIが1Hへ1hJきを変える地、1ばから怜i)jに、 ＿；

角形状の沖秘地が広がる。縄文前期悔進期には鎌介切であったと息われるこの沖栢地は、その後の悔退

に伴い砂泥がJfi浪する湿地となり、その後次第に陸化した‘l'野である。さらに汁1j料沿いでは、第1川紀に

人ってから海岸砂斤滞が発達し、砂斤術の哀側にはラグーンを形成した。このラグーンが弥’l・：後期以後

次第に乾陸化し、鎌倉の地がII・¥米上がる。かつてのラグーン地術は現在でもILi鎌倉地域にあって、最も

標i関の低い地帯をなして、東西に広がっている。こうしてIll米上がった滑川流域と洵にむけて1}｝lく扇状

沖積地の鎌倉は、 1;y.jの悔岸を除いて一．．方を丘陵に11月まれ、それらのlt陵から流れ落ちる小河川が各地で

小開析谷を造りだしている。この小iuJJIIの開析谷と、沿）l|やl-t.j}iの沖梢地との合流地，1ばに、自然提防の

微高地が形成されて、縄文時代1|1)0j以降人々が住みつくようになった。

鎌倉の平地の中でも、悔にむけて1}りかれた：．角形状の沖積地術か、現在最も開発が進み、繁旅街と

なっている。 ；．角形状の平地の北のIfi，点に、源粕朝が勧，翡した1珀岡八幡宮が位irtし、そこから1村の洵に

むけて真っ 11忙ぐに若窮大路が貫辿している。 また、'（O Ii(J八幡宮の西）jには、滑川流域‘Iプ•地が旦11l'I'-•島の

丘陵と丹沢 ・嶺Iitj隆起術の接合地、1.’し：へと約 2キロにわたって延びている。この滑川流域もりI.くからl}り発

された地域である。鎌倉市の総人r1172,240人の内、 しケ浜地l；,(を含めたIll鎌倉地域1422kmには現在469

91人が咎らしている (1994年 lJI 1 11現在）。この数は、文献査料や考古学汽料などから祁きだされた、

中世鎌倉硲府のあった時期の総人l.1とさほど変わらない、もしくは少ない数字である。

今l且l発掘調究を行なった地点は、悔岸砂応作の最深部に11|‘りし、録倉の1対部地域を束l}りに横切る};_IIIJ―

大路も しくは長谷小路である1玉l迫134サ線がネ「宮火路を 1Iりへとすぎ、鎌介,1り）jの南北近路今小路との父

差点である六地蔵からさらに100メー トルほとをすぎたiii束2(）メートルほどに位i1，tする。

また辿跡地は六地蔵から悔岸へliijけて走る1|i近の北lIりに1(liしてもいるが、この市迫は 「鎌倉Tli史jに

おいて、采女塚を切りllilした後に作られた逍路であって近代の造作であるとされている。

逍跡地｝乱辺における調査に拠れば、柑j：浜より辿なる砂丘僻の最深部である長谷小路のIYiには、砂丘と

その後背湿地とが交互に存、．i.し、この後行湿地が乾媒化する過程において古代の生活跡が残されている。

茶褐色の湿地堆梢土を切り込んで発見される弥生木から占り't時代初頭の祭祀的、な味合いを強くぷす l：器

の一括廃棄が見られる後、 8枇紀代を中心に余良・平安時代の瞭穴1t)け址が散見されている。追跡に近

接する采女塚付近には、市道建設以前に古瑣時代後期の 「lhj)原古瑣群」が追イf・ していたという 。
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図2 調査地点周辺諸遥跡
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逍跡地の北）:i25(）メートルほどの今小路西遺跡（御成小学校内追跡）では、奈良時代の鎌介翡付将に比

定される原因となった追構群と木簡が発見されている。

采女塚はまた近1ltにおいては無常党塚とも呼ばれ、かつてはこの付近にお党が存在していたII［能性を

示唆している。 調杢地点における 1991年の前l目の調介においても数多くの鎌倉時代中期以降のlifiしが1•II

土 している。

さて、茶褐色砂｝杓 I'．に厚く黄白色砂が堆積した後に、中世鎌倉時代以降の生活の痕跡が残される。長

谷小路付近の砂斤：地幣に残される1|9|Itの生活痕跡は、）j形竪穴建物を中心として、数多くの竹製品木製

品、獣骨解体骨片、 1('hiill、スラグ、鋭鋳塑などで職能民の活発な活動が示されている。

このような変造を示す悔岸砂＿l]：地術の長谷小路周辺には、奈良・平安時代および14111：紀末から15Ill：紀

にかけて周辺の住民にはJ:!ll葬地としても考えらえており、期葬人骨のほかに辿棄されたと思われる人骨

も発見されている。とくの追跡地より南方の中1It集1・11入姜地追跡群とされる悔浜地域に顕味である。

こうした職能民居住地と埋葬地との緊密な空Ilij関係は、中1せ京都の七条・八条地域の職能民｝団ti：地域

と非常に良くにたものである。

r．述のような歴史的環境のもとにある調査地点は、占墳時代の「向Jふ［占墳群」や奈良時代の鎌倉郡栃、

叶泄の長谷小路などの施設と深くかかわっているものと考えられる。1叩地における1991年の前1111の潤壺

においても、やはり奈艮時代の溝跡のほか、中1II：では長谷小路に11'.［交するような地割りを伴って骨紺II~ 

．硯製作・獣骨解体をポす多くの追物や逍構が発見される。

ただし、調査地、Iばは悔浜砂丘帯の中にあっても洵抜椋，場の低い地点にあり、中・111：直前まで湿地的様相

の強い環様にあったことが前匝調究で判明している。追構密度は低いものの奈良時代の逍構が切り込む

＼ 
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茶褐色砂IMI.:.に堆栢する泥府を交えた砂例 t上面の第2j面に中世の数多くの造構と辿物が突然濃密に発

見される。1|1|ll：の牛括1(!iはこの後も泥＇パを交えた砂質 1：で4脊地される Ia、 l b而と、 Iti舌面が更祈さ

れて活発な生活が‘i:f；まれる。

こうした地勢の調介地の調査にあたっては以」：：の状況を鑑み、長谷小路などの施設に対応したilII]ht)j

眼を）IIいるべきであるが、今I司の調1fでもやはりl)iilll1と1,.-J様な成米をえられるものと在患され、 1叉13に

示した1991年調介ll寺）j|ll{を援川し、 1iiilIII発見された辿構と今同発見される逍梢の相関関係を明確にする

手段を選んだ。

本しbt1W,•の蚊後に IIhj者の追梢を合成してがした。
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第三章 発見された遺構と遺物

以ドでは第 l澗1t≫b'iの I‘悩より順次調介結果を説明する。調究城は1ifi1111潤壺範圃の外側に第 1から袷

4まで逆時計周りに設定したが、第 2調介堀は近年まで使われていた鉄製の枠を埋設した井戸の設i[1,.存|；

であった。

第 1節第 1調査堀

第31(1i 

茶褐色砂府を非

盤とする第 3而に ＄ 品

゜
,.._ 

ピット1:,又、1..1t}ず•址の· ·邪

百〗〗 胃
ヤヽ Iヽ ・仁I II 

が発見された。し

かしながら、 J和面
住居祉

を始めとする住J,，I}
B-3 

址本米の形状はほ ＼ ／ 

゜とんど後他の中 lit
図4 第1調査堀第 3面

逍梢によ って壊さ

8.5m 
7.5m 

＇ 

召 'l‘.K4 i i:、iじ
7.5m 1. ！．1.＼氾色砂n1・.

IOYR2/3 

• B□ ,>(『
2. !．li褐色砂'{t1•• 

IOYR2/3 
わずかに炭化
物を含む

1m 

図5 第1調査堀第 3面住居址
4m 

れていた。確認できた應＇，・りは20cmと浅く、その内側にわ

ずかに周溝とピットが浅く残されているのみである。

図 4の十児1堆秘1文1に見られるように、 11J沿l|：内の毅土

も令くと言ってよいほど残されておらず、竪穴fl:J,•t址に

伴う辿物も出 l：しなかった。1Ii]地における 1)ij1111の調介と

周辺地域の調在）成果に鑑み、 8廿t紀からIOllt紀の住）i1.}址

であろうと考えられる。

三〗溝409

8-3 

・ El-5 

゜
4m 

図6 第1調査堀2面

， 土堀409

溝410 /〗/］；晶
夕 溝409

l ・. lり1i l: i氾

l. llft灰色 I・. N3/0 、強粘ヤl:

2. ！！閻色 I・. IOYR3/l 

3. ！.I.！褐色I・. lOYR 3/1 I •」/1iに ll殻Jifh'!

，1. 褐灰色 I: 10YR4/l 部分的に炭卜；・1が況人

5. Ili]灰色 I・. N3/0 炭化物を多く混人

（i. ！．t!褐色I・.lOYRZ/3 茶色砂と貝殻片を況人

7. .'-.t1褐色 I.. IOYR3/2 ll殻片とかわらけ片を多く iiし人

8. J火黄褐色 I・. IOYR4/2 

゜
2m 

図 7 第1調査壊第2面土堀409、溝409• 410 
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第 21(1j 

泥料を父えた砂質 1：を生泊而とする中lll:0)第21f1iも、やはり l:.}けの生泊I(liから掘り込まれた逍梢に多

くが壊されているが、掘 り込みは深く、形状は明瞭である。

円形と、思われる土りiil iしのほかに、溝や 1-．J)廣状の認liIIlが比較的短いと考えられる掘り込みが2基、部

分的ながらも発見された。

土壊409

調介城の北増際に発見された。Pl形と思われる土脳のほぼ‘ド分ほどを確認、した。‘|；らな底I(Iiまでかな

り急に洛ち込む。I'［径 l11120cm、深さ55cmを測る。底面には粘性の強い1復土が堆梢する。出上追物はか

わらけの甜ll)tを除いてなかった。

溝409

調介城を1fi北に走るが、 1：城409に切られ、さらに lbihiの溝407に人方が壊され、西の掘り込み領斜

から底而際までの沿ちだけが確認できた。80cmほどの深さだろうか。覆：I:内からは、手づくねと糸切り

のかわらけの細片が1LItした。

溝410

湖介城の北l}り隅にその一部が発見された。 1欺 409に切られ、また Ib 1(1iの辿構によ って南西部が壊

される。東西方向に走る溝と息われる。深さ90cmほどで、 ‘臼llな底i(liを持つ。壁而をなす茶色砂を交え

た 1‘―)付の戦 1•＿も 斗サl l. に堆柘している。

骰 I-：からは、手づくねと糸切りのかわらけ片が/IH一：している。

第 1b而

2 lfli I::.に20cmほどの整地Jr4を挟んだ 1b l(liには最も多

くの追構が発見されている。 しかし、発見された辿構の

軸）j|il!は 21(ll発見辿構の軸）j向を跨製している。発見さ

れた逍枯は 21叫i同様に 1抵’i状の地様となる餅；:405・ ~07 ・ 

411 ・ 416、それにピッ ト43]や溝埋没後の小 さなピ ッ ト

4「lである。

431 
會

. I溝416

゜
4m 

図 9 第 1調査堀第 1b面

溝405

調介城の1対1)り1隅に部分だけが発見された。平J:II.な底面までの掘り込みは急で、七城ではないであろ

う。深さは37cmと浅い。裂 1：の 6(I叉110)からは紺の状態で銅銭9枚がまとま って11,11：している。発見

された状態での銭の屯ね方は以下のとおりである。

「|｝｝は通貨」（衷） ー「元祐辿究」（公）一「）じ股通釦 (J<）- 「五錬」（表） 一 「 屯宋通費」 (~~) - 「紹咆 Jじ

印（表）ー「沿煕）じ貨」（表）一「熙淑Jじ費」 （災）一「煕布元夜」（衷）。 I翌16には初鋳年代）llliに掲載したが、

北宋銭を中心に古い銭が媒められていることを確認できる。

溝411

溝405に切られ、その外側に位骰している。上場は調壺服の外にあって確認できず、平坦な底mil際に

て把握した。調究城の陪而での土府観察からは、 上場からド場底面に向けてゆっくりと落ちている。覆

Kには、水分を多枯に含んだ｝腐植上である黒褐色土が下靡に堆積している。

堆積」こlれからは、ホルンフェルスの大郡石斧のほかに、かわらけ、 1:ti1j器、獣骨、こね鉢、須恵器、

常滑の甕などの科ll),lが /II:1：しているが図示できなかった。
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上 8m

y/ 望

1•J,tJ i t,iじ

I. !.1、！褐色 I.: lOYR 3/1 水分多く、 炭化物温人

2. しし！褐色 I-.IOYR 3/1 貝殻粒と炭化物批人、水分多し

:1. 紺l火色 I・_ 10YR4/l 水分多く 、i)&＇i粒を多く混人

11. 灰貨褐色 I・.IOYR4/2 

5． 褐／火色 L: IOYR 4/1 iJt:i'i粒を 多く枇人

6． 褐／火色 I: IOYR 4/1 1lihh)、炭化物多 <ili人

B-3 

゜
2m 

図10 第1調査壌第 1b面溝405• 411 

これらの追物のうち、 土師器や須忠器の破）tは、 ilyi:4llが切っている第 3訓の竪穴住居lJ|：に伴うもの

であったのではないだろう か。他の弟 3.第4調杏城においても、数は少ないが8からJO111：紀代の土師

器や須忠器のIllI：がある。図小できたイi斧は近隣の低．lt陵館から何らかの L砂の移動によって持ち込ま

れたものではないだろうか。

溝4l1を切っているピッ ト429と425は、おそらく第 1b 1f1iに帰属するものと思われるが、上述のような

臼計で行なわれた溝411の確認の際にこれらピットも浅い落ち込みとして確認したために判然としない。

溝407• 416 

共に調査堀の東側に発見され、溝416が溝407を切る。消407は仰認できた上場輻 lm42cm、深 さlm 

20cm以 Lを測る。Wi北に軸線を持つ。底Ifliへ向けて調介を進めたが、湧水による瀾企脳隙而のJiJj裕を危

惧し、湧水而にてより F層への調森を断念した。 一ぺ~- . 5 ;;  

辿梢が深く、底 I面を確認できない状況および毅 l •• 、_ ． 5 土約1•,iじ
I. I火貨色土

の堆柏状況は本追構を J I••戸のように見せるが、形

状と後述の1991年調究）成呆よ り構と考えられる。

覆 1：中からは、薄手丸深 （図 8-15)を含むかわら

け、山茶碗窯系こね鉢、常滑(})党が1,1'1I:している。

溝416は、溝407を切って、より幅Jよく作られる。

棗側の上場は調壺堀内に確認できない。上場Ill/,¥3 

m以 l:．、底『1i輻1.5m以上を測る。掘り込みは緩

やかで、底l(tiはほぽ斗牡11である。深さは60cm前後

と浅い。かわ らけの細片が出 1：する。第 la而格

地土によってj!［められている。

2
 

7
 ゜

4
 

溝

ー

ー

＼i

¥
 

溝146

8-5 

IOYR4/2 
泥9'f多し

2. 黒褐色」こ

lOY]~ 3/2 
3 黒褐色土

10YR3/l 
il¢府多し

，1. 黒褐色I・.

IOYR3/2 
U殻粒とかわらltl,1―混入

J. 褐）火色 l-． IOYR,1/1 

゜
2m 

図11 第1調査堀第 1b面溝407

m

.、

8
 

ヽロ゚1m 

ピット431

調査城北壁中央付近にほぼ半分が発見された。浅い拙り鉢状の掘り込みで用途

は判然としない。匝径85cm、深さ32cmを測る。毅 l：内から瀬戸の入れ子が 1点llI

tしている。内側の体部のみに降J火が見られ、iTi：ね焼きの跡を示 している。

図12 第1調査壌第 1b 

面ピット431
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第 1bl(liFIII-1姐 物

図8-19~23に第 lb血を梢築した際の整地 1:）約からI.litした追物を掲げた。これ以外にも平瓦、 白

かわ らけ、須恵器、絣l載磁器 (lIIl安窯系櫛掻文碗、造・泉窯系連弁文碗、 IIJ1J!l磁11IL)、常滑の甕の細It

が出上しているが図示できなかった。

19~21は糸切り）iもかわらけ。共に底径が大きく、「l緑は外反する。22は山茶碗窯系こね鉢。23は常滑

のこね鉢。 体部下平l).J側はJ~滅している。

第 la i(li 

泥府の細かな粒子を混じえる褐色砂質土による整地1f1jである。第 lb l(Iiの溝416を埋めて平坦1r1iを作

るとIHJII寺に、 i凋介城の世部に10cm大を中心とした泥岩塊を交えた砂質上で盛り上げられた道路面が構染

されている。この道路i(li構築に先だって、調杏脳北端に杜痕のあるピットが掘り込まている。毅 1：は軟

弱なふかふかしたll音茶色上で、家｝屋などの柱跡とは息われない。

ピット

B-5 

このほかの辿構は確認できず、道路構築 t中やピット

内のほか、 生括Ihii直上の追物もなかった。

゜
4m 

図13 第 1調査堀 1a面

策 laI釘下出」滋．追物

第 1a H1i整地十＿から/JII：した辿物を図 8-24~29に掲

げた。24は凸面縄目 IIn き、 ~I面布 1::1 跡の残る丸瓦。25は南

部系山茶碗。28は滑石石鋭の口縁破片。29は「皇宋通費」。

第 lai(Iit1口11_i：：追物

第 Ia lfiiの上に乗る l:I曽中から出」：した辿物を図 8-30~34に掲げた。30は底径・ロ径共に大きく 、

体部が強いヨコナデによって）1111111するかわらけ。31は111茶碗窯系こね鉢の底部片。底部脇の体部から内

側がLi.：滅している。32は瀬戸の犬目茶碗。全体に錆釉がかかり、そのう えに天1=1釉が鍋1=1を出して施釉

される。33は赤間石を川いた硯製作途 I:．破損品である。側面には石鋸による擦り切り痕が、 上ドの而に

は竪による整形痕が残される。

第 2節第2調壺城

第2調壺城では、近年まで使）IIされていた鉄製の枠を用

いた井）＿iとその掘り）iが潤介範囲lJ、jほぼいっばいに確認さ

れ、撹乱の受けていない部分の調介を進めるには危険が伴

うと考え、それ以上の調介泊動を断念した。

1m 

図14 第 2調査堀
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第 3節第 3調査堀

第 3調査城では、中1ltに焔屈する第 2l(li、第 1b而、節 Ia lt1i(}） 3つの追梢面を発見したが、中 Ill：の

追梢か調杏範1-Iti内いっぱいに展開し、先史から古代にかけての堆秘上である茶褐色砂質土を深く掘り込

んでいたため、中憔以前の逍構は何ら確認できなかった。また、辿梢の蚊も涙密な第 2面では、辿柚の

掘り込みによ って、生活面構成 1：は残されていなかった。

第 2涌i

土戦 2基、溝2状、ピット ］「Iが発見された。

土堀406

調森城中央l柑整際に位置する。後1l:tの方形竪穴建物址401に切られ、 全体の 1 4以ドを確忍したと思

われる。深さ70cm余りを測る。毅土は 一時に埋め戻されたような堆梢状況である。毅士中から、白磁四

耳壺の底部が出土している。

土壊407

調脊城東僅際にほぽ‘ド分ほどを確認できた。認ll|l2 

m40cmほどを測る。深さ70cmで煎はゆっくりと落ちる。

調査城東際は、前1目の1991年調企範囲と接していたた

め、堆積土が土留め杭によって壊され、本 I::城の 1:9屑

堆秘は確認できなかった。覆土内からは、かわらけを

はじめ、常滑、白かわらけ、こね鉢、湘美、須）よ器、

劃花文百磁碗が出土している。図17-2~4には、か

わらけと常滑の甕口縁部を図示できた。 2は手づくね

の小邸かわらけ、 3は底部糸切りの中型かわらけであ

る。

溝414

調杏城内に東西に軸線をも って発見された。土城406

と407に壊されている。輻 1mSOcmほど、深さ95cmを

8m 

7.5m 

道路

E
9
.
L
 

しへ、•9 ―; 4 

溝4 ―

ヽ J 一99..,:40fー：：，．

E
8
 

冨 i丘 ょ□／ 
G-3 

2m 

図15 第3調査堀第 2面

溝

415 

6
.
4
 ＜

 

5

.
3
 

土壊406

土屈注記

J. J火債褐色砂'i，tI: IOYR4/2 

2. 褐灰色 I・.IOYR4/J 炭化物を多く況人

:i. /穴挟褐色砂’ttI: IOYR 4/2 

I. /砂 ＇i紺色上 IOYR4/2 利ii'I少扮

3. lぶ,'(褐色 I・.IOYR4/2 炭化物． i1&’;ft、U殻1'1、

かわらけ片を多 ：，tに］も人｀イス ,'I,11••

(;. IIii褐色 I’. 1(）YR.,1／3 

7. 褐I火色 I’.LOYI<、1/1しし骰粒、炭化物を多<ilt人

土堀407

゜
2m 

図16 第3調査堀第 2面 土塀406・ 407、溝414• 415 
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測る。溝の横はゆっくりと洛ち、その町(1iはIJf.JいたU’t'.J利を吊

する。溝底1(1iに溝破の崩落上である褐色砂例 1：を琲梢させてい

るものの、水流をホ唆するものではない。毅＿一I.:1・.Mの第 5約 11

には、火の追骸が2体非られていた。

かわらけ

イヌの辿イ了：骨は、 2体が顔を突き合わせるように位ittし、共

に解体痕などは残されておらず、関節の位齢から肉の付いたま 図18 第3調査堀2面溝414内イヌ
゜

ま、ほとんど狸まりかけた溝の中におかれたものと考えられる。 2体のうち東に位骰するイヌの骨は消

毅上の掘り 1一．げ時に動かされ、実測図・ 写真図版ともにイウじ令な廿格となってしま っている。 2イ本のイ

ヌの頻のドには多散のチョーセンハマグリと共にかわらけが発見されている。 イヌ骨格は 1:)Miii;fi'i状況

から掘り込んだ穴の中に埋悩されたものではないが、 1•}格や 2 休の配骰状況などから―J・布に捨て irtかれ

たものと想定できる。

顔のドにあるチョウセンハマグリは、すべて白く変色していため、人間が煮 た後に食した残骸がたま

たまイヌの下にあった可能性が高い。

覆 1：内tl1|：逍物は、 貝殻とかわらけのほかに、こね鉢、 ‘iit滑の翌もの破片、同安窯系Jlll、迅呆窓系訓花

文碗、 1：鍋と竹製品切り落とし残片であった。イヌの舶の下にあったかわらけは、図］7-10である。 II

は、前1「I1の調杏で多枇に出士 した刀装具の梨型の部品を採収した残りのウシ中手骨であるc かわらけは

5と6が手づくね、 7~10が底部糸切りで、 9にはヘラおこし痕が残されている。

溝415

溝415は調企枇の南端にその一・部が発見された。溝414に‘i叶［するように位置し、溝414に切られる。

深さは80cmをilIIlる。断面形状は溝414と1jij様と息われる。炭化物と貝殻粒を多く況じえる狡 l：からは、

かわらけ、常滑の甍の破片、土師器と須恵器系陶器、南部系山茶碗が出土 し、底部糸きりのかわらけだ

けが図小できた。

ピット433は溝414・ 415を切る新しいものであるが、溝の調介が先行してしまい、その下半のみを確

認した。深さ38cmが残されている。本米の深さはこれより25cm以ヒあったものと考えられ、掘 1Hl：建物

の柱穴であるかも矢llれない。

第 lb lffi 

第 1b|fliでは泥岩の細かな粒子を多く交えた粘性のない砂質 ［；で構築された生活ifliから、）j形竪穴建

物址と 1：堀、掘り込みの浅いピットが数多く発見された。

土堀404

土り廣404は）j形竪穴建物址の前東に位・ittし、 12分ほどを）j形竪

穴建物址に切られている。深さ50cmほどを残して、激は底l(liへlfaJ

け緩やかに落ちていく 。毅土の上層では、灰と炭lf1の l:．にかわら

けが一括して廃棄されている。かわらけは、方形竪穴建物址に

よって壊された付近に集中して残されており、イ11J枚が廃菜された

のか不明だが、調脊では10枚を確認した。炭｝料に伴ってかわ らけ

が廃棄される状況は、前回の調企でも 2基の土脳で確認され、そ

れらは何度にも渡るかわらけの廃梨によ って下悩から 1•J1'4 まです

べてJ!［！め尽くされていた。本土城も同様の廃梨堀である II［能性が

)
0
 入゚

卜，ソ
3

ビ
40

図19 第 3調査塀第 lb面
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土墟404 土層注記

I. ll;H¥:l火色砂't'(I: !OYR 5/l 

~. llfi荼褐色tti粘竹 l

:l. 灰附十焼」••K4

、I. ill'./灰紺色叫粘'11I: JOYR 4/2 

土
堀
404

ー

゜
4
 

竪方

＼
甘
ー
ー
ぃ
＼

ー

、

I

炭

苓―•翠
8.4m 

¥、 5 ¥@、9ri心・這応
・~ . 4-・ 7 F)  i厨 ・
3 ふ .;'v;ふ

一ー・ セ6`涙、緑‘.‘・

2 
r. 

1-3 

a二□84m

H-3 

゜
2m 

土壊401 土肘注記

I, llfil火荼色砂'i'tt IOYR2/3 

2, |lfiJ仮茶色 I: lOYR 2/:i i／ビ府塊や凝1火i'/J鬼を枇人

3, IIii1火色J:N3/0 

l, |li礼灰色・I: N3/0 

5, IIi礼灰色s~i柑i'l't I: N:l/0 

(i, IIit1火色 I: N3/0 iii!沿塊と迂灰むJ鬼多:,tに浪人

7, ll;'tl火荼色柑i'i"'lI: lOYR 4/3 

8, Iii't灰色 I・. N3/0 

9, ！;it,t t 

10, ;1ビ府塊枡

図20 第3調査堀第1b面方形竪穴建物址401、土壊404

゜
しヽ,

J
 

・ロ＂
』
,＇

図17-14~23に10点のかわらけを図ホした。すべて底部糸きりにより、 i枢手化への飢向を見て取れる。

方形竪穴建物址401

調在堀の北隅に発見されたが、調査堀内にはそのほんの一部だけが確認でき、‘|＇••地ド式建物である方

形竪穴建物址のIiiilIj掘り）jと本体内部を調杏した。深さ 1m14cm、1令jillj辺の長さ 211140cmの掘り方内に、

深さ95cmの建物本体部が構梨されている。 1~5)けの掘り方覆士は、 J;t本的に掘り 1-．．げtをjll!，め仄し、

最 1-.1~ を粘質土で固めている。 建物内部には、おそらく木糾み t台を受けとめていたであろう凝l火府礫

が設骰されている。この上台礫の内側（北側）は、底面から掘り込みl(iiレヴェルまですべて泥岩の20~

30cm台の礫で埋め尽くされている。建物の廃菓後に一気に埋め戻されたと考えられる。また、掘り）j底

面の一•個所に炭がまとま って認められた。 ）j形竪穴建物址構築の際の何らかの儀礼であるかもしれない。

この方形竪穴建物址使JIlIl寺にその掘り方部分を一部掘り窪め、ウシの骨が埋められている。この件は

上府番号 9（挿図20)に認められたもので、 全体を調介できたわけではなく、骨の辿存状況などが解か

らず、ウシの埋骰なのか、解体後の骨を捨てたのか判断しがたい。

懺七内からは、ウシの骨のほかに、かわらけ、平丸、常滑の甍、 i'f磁刺花文碗、硯石、火鉢、こね鉢

などが出 1：しているが、 1叉1ぷできたものは17-2'1~31である。縄目の平瓦に、底部糸きりのかわらけで

ある。

図23-1 ~12に第 Ib面i構 成1：中から出土した逍物を図示した。かわらけはすべて底部糸切りで、ヨコ

ナデが強く器盤のILllllliが鋭い。4は東播系と、思われるこね鉢であ

る。典型的な東播系こね鉢と比べて少し士が枡い。 6・ 7は瀬）I

の人れ子。輪花型の 7の内面にば煤が付滸している。8は竜泉烹

系冑磁蓮弁文碗。10は庫r•平此。述珠文の顎は貼り付けによる。 11は

黒色粘板宕の硯切り落とし残片をl4}利用して、小型の似を作ろう

とした）JllI:．途 ヒ廃痰品である。illl|iiと底而に切り落としの擦り切

り痕を残し、 上面に細い刻線で似の陸と悔の部分の外形線を描き、

内部をのみで削り始めている。12は上野産凝灰岩製砥石。 Ib 1fii 

12/／ - J3 

\— -8.:m 
1m 

図21 第3調査壊土堀第 1b面402
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の整地されたのが、 13世紀後半以降であることをこれらの

造物は示している。

。

ヽ

゜
図22 第 3調査壌第 1b面土堀404内かわらけ
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図23 第 3調査壊出土遺物 (2)
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第 laI(1i 

発見された蚊」Jf1の生泊l(liである策 1a 面には、泥岩礫を薄く版築した近路と小さな l•ー戦が 1 J1り発見

されたのみであった。道路は幅 1m50cmで東西に走る。西の方向には現在の長谷小路が位骰する。この

道路脇に70x 80cm、深さ10cmの小さな土城401が位悩する。土堀内部には、ウシの‘立骨が 1点埋ま って

vヽた。

図23の13~18に、こ の第 Ia面を構築 した整地」：：から1LI.1土 した辿物を図ホした。すべて底部糸切りの

かわらけの中で、 16は13IIt紀末に現われる薄手丸深の傾向を明確に現している。17は比質火鉢。鍔の上

三い
而に菊花のスタンプ文がめぐる。18は赤lHj石の硯きり落とし残

片。

H-3 国
1-3 ウシ寛骨

〇 2m 

~ 8.Sm 

0 1m 

図24 第3調査堀第 1a面 図25 第3調査堀第1a面土堀401
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第4節第4調査堀

前ln1調杏範湘の中央南に接して位骰する。中枇期の逍構が全而にわたって深く掘り込れていたため、

古代の逍梢の有無は確認、できなかった。

第 21面

第 2而より新しい第 1面の遺梢が深く掘り込まれていたため、ほとんど古代の茶褐色砂質土中に発見

されたが、調査城墜l(1での上）1v;堆秘状況観察から中世の第 2面に婦屈すると確認された追梢群である。

土堀 l基と溝が2条発見されたc

土壊410

調介城の1¥i東隅に位置する。第 lb Ii［の構に大方

が壊されている。深さは80cmほどを測る。裂土最ド

/0には多屈の炭化物を況人させる。覆」：中からは、

手づくねと底部糸切りのかわらけのほかに上師器、

須恵器、常滑の斐、獣骨などの細片がIlI上している

が、図示できなかった。

溝412

溝412は調壺堀の中央を束lLljに走る。調査では溝

の南の府のみを確品し、北側の1けは調査城の法面の

中に位骰すると思われる。深さ90cmの断而箱型を呈

するものであろう。底而には炭化物を多搬に交え、

覆上全体も粘質 1：で毅われてる。覆土中からは、底

部糸切りかわらけのほかに、瓦、‘常滑の斐、南部系

山茶碗、麻滅痕の残るこね鉢、獣骨と共に獣骨・利JIl

骨紺IJこ残片が出 1-．していいる。1郡129-3は凸面に縄

目叩き、凹而にイIi1-1と離れ砂痕を残す平瓦である。

4は前1司の調杏でも数多く III|：している栗型の素材

を切り取ったウシ中手骨残片である。

J-5 
J-4 溝412

J-6 

j-6 oo 
3 

J”ら

I --1・ ( ¥  

．、
^ 

p ，， 

｀ 溝413¥＼¥:---口こ盃

,

I

 

・・ロ
函
4
1
2

W8 

LOV歓 90ヤ姥

゜

8m 

2m 

図26 第4調査壌第 2面
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1 •. k1 i t，記
I. 黒褐色粘t"tI: SYR:l/1 

多l1tl/)炭化物を温人

'l. 11/11火色粘 I・. N3/0 

3. IIiil穴色粘竹 I・. N3/0 

7.5m 

゜
2m 

図27 第4調査堀第 2面土壌410

•I••Nitiじ

l. .11.！褐色粘11I: 5YR3/l 炭化物を多:,tにiit人

2. 焚／犬色柑i1'tI: 2.5Y 4/ l 

3. !!、！褐色粘111: 2.5Y3/J 

゜
2m 

図28 第4調査壊第2面溝412
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溝413

調介城の西端に発見されたが、第 Ib面の井戸に切

られると阿時に、調査範囲も狭かったために、ほんの

部^が確認されたのみである。溝413は、溝412を切り、

412よりも新しい。毅土は粘質土 を中心とし、 下）汁に

は、 ii界の墜になっている茶褐色砂が崩れて堆積してい

る。毅士中からの出土辿物はなかった。

第 lbi葡

最も多くの遺梢が発見されたが、多くの追構が大き

かったため、部分的な確認にとどま って しまった。発

見された逍梢は、ピットが1口、構が2条に井戸が l

非である。

ピッ ト430

潤介堀の東側に位個する。 策 l a 而の溝にほぼ ‘I'•分

ほどが壊され、ピットの西側部分のみが確認された。

確認された南北の直径は78cmに、深さ23cmである。柱

穴というよりは浅い土堀状の掘り込みかもしれない。

毅t内からは、園示できなかった常滑の鉢、村美製晶

が出 I:しているほか、ウシの距骨、貝殻が什＼土 し、後

掲の表に掲載しいる。

溝406

調杏城の束端に発見されたが、大方は調査堀の外に

位附すると思われ、溝の西屑と下場のみが確認された

南北に軸線を持つ溝である。上部は第 Ia I(Jiの溝に壊

されているため、底部の覆土だけが確認されたが、多

くの泥岩粒と炭化物を混入する粘質 l：であるC l防l：内

からは、底部糸切りかわらけのほかに、 ‘iit滑の売 ・鉢、

こね鉢、縄目の平瓦、口冗の白磁Jill、ふいごの羽l」が

tII tしているが、柊l示できなかった。

溝408

調査城の中央に南北に軸線をも って発見された。上

場幅 3m20cm、 ド場幅 1m40cm、深さ Im20cmを測り、

断面は1開いた 「U」字脱をなす。覆上は腐植した黒褐
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図32 第4調査堀第 1b面溝406

色の粘質 l：を中心とするが、多枇の炭化物と焼十を混入する土陪が中荊と上層の 2度に渡って堆栢して

いる。中｝i1の炭化物K司からは多址の逍物が小さな破片となって発見されているため、これらの炭化物）習

は付近での火災の後片付けの残土が溝に捨てられたのではないかと考えられる。

中｝習の炭化物層を境にして、これより先に堆梢した土層を下層、後に堆積した：I淋りを」•.JM と分けて、

溝408覆土内出土辿物を列記する。 まず下府からは、底部糸切りかわらけのほかに、 ‘iit滑の甕 ．鉢、瀬
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図33 第4調査壊第1b面溝408

戸、こね鉢、縄目叩の平瓦、櫛掻劃花文と蓮弁文の青

磁碗、硯、硯採取残片、獣骨JJll二1-．．品採取残片。上層か

らは、手づくねと底部糸切りかわらけのほかに、常滑

の斐、渥美の甕、こね鉢、瀬）―I租llllIl、櫛掻文と蓮弁文

のそれぞれ脊磁碗、 青白磁印化llll、ILi磁弱、火鉢、硯

採取残片、それに獣骨である。これらのうち図示でき

るものを図29-5 ~16に掲載した。下）曽出土迫物には、

尖測図の）協に 「下層」と付記した。

井戸401

調介城の西端に発見された。しかし狭くなっている

調脊城の槌面の崩落を恐れ、ほとんど調査を行なえず、

裏込めの範囲と井戸枠をホすと息われるい杓堆梢を確

認したのみである。裏込めの覆十．内か ら、底部糸切り

かわ らけが出土しているが1文l1ドできなかった。

節 la而

溝401

第 1a而では、調査堀の東端にやはり南北に軸線を

持つ溝を 1条発見した。 K場輻 1m 17cm、下場幅50cm、

深さ64cmを測り、断面の形状は 「U」字型をなす。第

I bi川の南北溝408に比べると、規模が大分縮小して

いる。粘質土の覆土中からは、底部糸切りかわらけの

ほかに、麻滅痕の残るこね鉢、伊勢系土鍋、栗型製作

J11獣骨加工未製品、‘常滑の斐 ・鉢、 土器質火鉢、硯採

取残片、スラグ、 貝殻が出十している。かわらけは深

めの大型品を中心にしており、薄手丸深かわらけとlriJ

時存在するタイプである。骨製品未製品は、前回の調

査でも出土している栗型の素材がウシの中手骨から剥
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ぎ取られたものである（l翌129-17~21)。

また、図29-22に第 1a面を構成する整地土層から出土した舶載の白磁口冗碗を示した。

、江庄：•
、そ:グ，心''¥.

・ゞ 芦念、:＇’’' ・ 9; ・ •`＾梵 ． ．ば,:．寧；；；.ン今．＼:.~~～’；ぷ
•9． ヽ•-一→-. -・ -
• •, f .． ．．．,．:． ， •曹4 . ， → ・ • 

' ~ -
i. ・ • ・`、：`，; . :-・ . ・̀ ̀ ....... 

， ．： ・ '.,·:··:·.'":'ゞ . •·: 、·. .••. 
ヽ.．．． ；，`  

9 . i.  

.• ・, • .,;.. . , 
'. .... 

，．： 、
.・. 
'. ; :~·. ・. .・: 
••—’ .'. ,... 
ゃ： ・全．尺力、

＇ 
.::.・,.-: 

-らヽ ・'..

ヽ

・--:-・・ ．・ :'•• -. -·c.·~・、 ． ．．．ょ••5

ゞ• '·、 9.,． t夕• ・・ • . 9 . . .•; .. ;・・・・・・・・... .. ......... •. -
． —̀ ヽ・ /論，．．

＾ ...’̀ ~;;_., ・:.,o "---
•ヤ：： ・.： ・: • . ． ． ·、·:-・-., ....~-; 

・̀ 
..． ， 

• 99 . :, 9 ·;••. .•. ＂ • } ：..． ．.,. 
芥ヽ．．ぷ・f’・ 日.．，・9...、・•・ ．． .• 
.:;.←.... ・, 
・;;. ..・ .・ 

・; :.-:・:.. :,.... ・.' ．．． 
.•. · ... :・:-:-' 
： ,·.·.• .. , ... ,..,.、 '
. ,;•.·. 

・ •.9, ・. 

・： •. ． ．． ・.．・. • 
. ..．9. 

'. ' ・: :・,.,.; 
....'•r, ~ 

•'. ; ••·:•". C 
• 9 、

、 •; r; ,．; :. :.•.. 
‘ヽ • . - • 9 、' •．．． 

. ....．、 ·，•:・ ̀,• • • 9. ・,.・.. . • •. / ．，， .、.,；こ....' 
9 ．，ヽ . 

.•:.: 'ぢ • ̀  :． ・....,. 
・て、―• `̀  ・・ 

゜
ー
ー
|
ロ〗＇

▽ 
◎ 

4
 

し
---- -ごグ

¥-

3
 /

’
 

2面

L
¥
 

三

□/
7-／ヅ
8

’・ •み

ーノ ， 

二

？11

-

／
12 

-・
 

溝412

1b面

□T~ 
□ 

- ~~ 
一
下
層

913

ゴ
[
溝408

溝401

ーロ、20

， 

•. . l 

ニニJ 下
` --• ．．．，．｀ 層

〇口. 1 4 1 5 

宣

16 

ご
〖

2
1

▽1/  ‘ 1a面下 I ', 22 

゜
10cm 

1a面

図37 第 4調査壊出土遺物

-379-



表1 硯石出土地点と点数

出土地点

第1調査猥la下

第1調査蹟la上

第1調査漿試掘

第3調査隕la下
第3調査城lb下

第3調査凝方形竪穴建物401

第3調査漿方形竪穴建物401衷込め

第4調査堀la下

第4調査城la上

第4調査城サプトレ

第4調査城溝401
I- - -・-

第4調査猥溝408

第4調査城溝408下層

第4調査城溝412
1 -
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表 2 貝類出土地点と点数

千潟群集 1内湾泥底群集 内湾砂底群集 湾外砂底群集 岩礁群集

出土地点

第1調査煽溝407

第1調査壊溝411 

第3調査渡la下

第3調査壊la下

第3調査漿la上

第3調査凛lb下

1第3調査城p411

第3調査城犬埋葬

第3調査猥土城402

第3調査城土城405

第3調査城土壊407
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・ •一 ~
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表 5 出土遺物観察表

l•I版 No 出 r．地i.9.（

s I. i骨110

s 2 i貨Ill

8 3・溝 Ill 

s 1.i貴111

8 5溝 105

8 6・渇 105

8 7 i~ 105 

8 s i苫105

8 9溝 105

8 10沼105

8 11 i佑105

8 12 i芯105

8 13清 105

8 11沿107

8 15 ill; 1()7 

S 16沿 107

8 17消107

8 . 18_ピッ ト131

8 19が1説介城Iblfliド

8 2()り11甜介墟lblfiif 

8 21 ::.11曲介墟Ibl紺ド

8 22 り,1，潤ft城1blfli・ド

S 23れ1,．』介凝Iblfii・ド

8 21筍1,ll:J1i:城）al面ト・

8 . 25,第 1洞-ftl//iI alfli ト・

8 . 26・W-1瀾介吸laIfif

8 . 27・れ1息f澤 lalflif 

8 . 28_筍）説代城lalffif 

8 . 29・第）埠忙坂lalflif 

8 . 30第Iil:l1tl債1遁］ L 

8 . 31. ::,1 I潟介墟lalfaI: 

8 . 32. ::.11潟介墟lalfuJ・. 

8 • 33_筍1潟杞戦1遁II. 

8 31.筍I説杞凝lalfiiI・. 

17 I • I揖 IOI

Ii 2 I滉責107

1 7 3. I扱 107

17 1. I・.損 107

I 7 5. i昇III 

1 7 6 i膏111

17 7清 111

17 8・溝Il l 

17 9. iS i l I 

棟別 n往底径岱必

かわら！t _I 1.30_1130_ 2.50_!t(部糸切り。文け、 1'1色針状物質を混じえろ橙色粉ftl:. 

かわらIt 8.00 6.60 I. 15底部糸切り。1'1色砂を混じえる捨色精良粉牧土。

かわら~. 9.20_ 7.10. 1.10／底部糸切り。(1色砂、 I‘1色針状物11を多址にまじえる賠橙色＋淡茶色粉竹 t-..

府製6斧

し 銅銭

銅銭 .， 

銅銭 9'  
鉗銭

鉗錢

銅錢

鉗錢

銅銭

銅錢

• かわら~-13. 50_ 7.90_ 3.10_1絲絲切り。 I'l色砂．白色針状物灯を混じえる投世整旦上

• かわら~ _ I 0. 10. 5.80_ 3.20・底部糸切り。玄け、白色砂を視じえる叫橙色粉質t.

こね鉢

祢滑~ 2S.00 

瀬¢入れ．{- 7.20 1.20 2.50 1'1色微什粒を混じえる灰色緻密 I••O

かわらけ 7.65 5.-10 1.70 1/f部糸切り。 ・9.1．＼色微砂、 I’I色針状物閃を況じえる明柑色粉!'!!・., 

かわらけ 8.80. 5.90. 1.85)＆池糸切り。．＇．l迩砂1'を多く ilとじえるザラついた濃楼色粉n.l”•O

かわらけ 9.20 6.70 1.55 Ii(部糸切り。芦f:1を枇じえる祓茶色粉1tl:。

こね~ 35.00 . 111茶悦烹系。白色微石を混じえる陪灰色 I:。

常沿こね鈴 I’l色小イ iを多．:,(Iこ況じえる校褐色 I••O

丸瓦 ,11,1fii縄 t11lllき、1uh(li,/ti11。l'I色微石を視じえる昭黄灰色 l:。

llI茶碗 I‘1色微{iれを枇じえろ灰色 1:。

常沿史 I’I色小(jを混じえる！．I.＼色 I••O

，印磁鉢 釉挿99tい賠緑色3 ぶ地は1‘1 色級密•t••O.. 
沿h篇逢T.IKI.1色。

鉗銭 1；9未通育

かわらit 13.70 8.50 3.60 I祐部糸切り。•兵け、 ！＇ I色砂を多<iJtじえる橙色粉質上。

こね鉢

瀬戸反[I茶碗 11.60

硯未焚，¥!,. -

碁石

11.20 

幅 1.7

ホルンフニルス

/i抹

1閑心籍

』
t;¥'ぷ通杏

熙ポIC宵

熙水元育

惇熙9¢賓

,ct:．辿賓

元Iii辿音

紹熙9¢賓

情考

111茶碗窯系。「1色細石をiJ[じえる灰色徴密十，0

艮h'、白色紐Iれを混じえるI火色 I••O

lil茶況烹系。 ！l＼色細ィ iを況じえる灰色•t.o

関色微砂を混じえる淡貨色粉竹 I:。

赤Jillイi。

柑粒安1l1,';。

白磁四耳蜜 8.00 :.1H色微砂を小 ：，ti比 じえる I‘1 色 1:。 釉は淡灰~·.色。

かわらIt I 0.80 9.60 1.80 f.づくね。9.＼色砂、 1'1色砂と共母を混じえる賠控色粉n_1:。

かわらIt 12.00 7.10 3.00 l lif部糸切り 。 r‘1 色砂を混じえる昭怜色粉質 •t。口径不安。

常滑央
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かわらIt I 0.00 8.70 f.づくね。芸i:): 、 I'I色砂を小砒混じえる明橙色精良粉買•I-．o

かわらけ 9.20 1.10 1.65 r,づくね。芯け、 l'l色$I状物質をiJiじえる淡稔色扮質上．

かわらIt 7.60 -L70 1.75底沼糸り）り。．9-I-！色砂、玄けを混じえる淡茶色粉貨1...o

かわらけ 1.20 咲部糸切り。＇ぶ 1:}を小：，し混じえる紐色精良扱布J:。
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かわらけ ・l3.10. 7.30. 3.20 ・底部糸切り。衣It、 I'I色51·状物役を混じえる楼色扮質 I••O 焼き 1．．がりは屯い。

什製品残片

竹製品

，，シ小手。 Lp.

紺1.15 網SI•か

かわらけ 12.20 8_.80 3.20底祁糸切り。公け、 I’l色針状物J1を混じえる赤褐色粉打上e
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図版 No. 

17 11 I舟~-101．． 

17 15 I湛羹101..  
17 16 I••城 101. . 

17 17 I••戟 101..  
IT IS I鴻賣 101．． 

17 19 I滉~101..  

1 7. 20. 1 •朕 101

1 7 . 2 1. l・・収101

17 22 I ••戦 IOI
→ ● 

17 23 I ••戦 101

/1¥I：地点

表 5 出土遺物観察表

！籾i) 1 11.f I反if 器必 婿与

かわらけ 7.90 5.80 l.50底部糸り） ：） 。 芸け、 1、 1色311)巾物竹を視じえる淡茶色扮骰 ！••O

かわらけ 7.90 5.25 l、65底部糸切り，黒色砂、1'1色打1砂、なけを混じえる淡茶色粉1'iI:. 

かわらけ _s.oo. 5A(）_ 1.90_ 1恙笛糸切り 。 黒色相砂、玄i}、 I’I色iiす）：物質を混じえる淡裕色粉竹 i’•O

かわらIt 12.30 7.80 2.75 Ii!;部糸切り。黒色微砂を混じえる淡茶色粉1'11:,

かわらIt 12.30_ 7.iO_ 3.00・底部糸切：）。 白色小ィi. ．~l:J を混じえる淡茶色扮'I'/ I:, 

かわらIt _ll.30_ 6.60. 2.70_1氏部糸切り，赤褐色ぷ粒をiitじえる怜色扮質 I・.,

かわらIt _12.00, 7,70_ 3.20]紀祁糸切りs I'I色微j/l；、I'I色3！が、物竹をilとじえるi炎茶色粉if1,o 

かわらIt _13.80_ 8.10. 3.70_1;<;部糸切り 。 r•1 色微砂を混じえる叫怜色粉牧 I:,

かわらIt 13.00 6.80 3.60 I氏部糸切り。i炎朽色梢良粉111:。

かわら1t _ 16.00、9.00. 1.60底部糸りJ:） 。 （1色微砂と共I:}を混じえるi炎杓色粉竹 I↓•O

I 7 . 21 _ /j形翌俎 註ht1(）1災込め・ かわらIt 8 00 5.IO l.90 1成部糸切り。1.,：色砂と 1.1色針状物竹をi昆じえる伶色粉'l'i1・.. 

1 7 . 25. Ji形竪火佳祐ht,1(）1衷込め・ かわらIt . 8.00. 5.30. l.7~底祁糸切り。 ·9.I.！色砂粒を多；，tに混じえる朽色粉れ f-..

17 26 Ji)f只砂：建姿外 101衷込め かわら1t 13.10 6.50 3.50底部糸切り。淡侭色梢良扮質 1:。

17 27 Ji形略穴仕築J1t101衷込め .,，.此 ， 1'曲：縄「91111き。 Fll針：雌れ砂。

17 28 }j影竪穴仕姿汁101

17 . 29. }j/f恣釈仕築Jtト101

17 . 30,Jj形翌遁 姿Jtl・101 

17 . 31.Ji形竪‘fく述妥Jt1101

I, 32ヒット 12-1

つ-・9J Iが3ぷ介城lblflif 

23 2 "33腐忙墟lb頂it―

?3 3筍3埠忙りえlblflif 

?3 1第3品什咲lbIiit. 

23 5裕3,i11!1f.Jl,'llblflit― 

2 3 6筍3，滋介咲Ibl[li t. 

2 3 7 ;13，協介墟lblflit・ 

23 s筍3，凋介城lbIf1jt. 

33 9 筍3~-ff.堀 lblfl i f 

23 10 ~\3説 fi:塙 I bl(1iド

23 I¥ ~\3 ,'J:ltf.城 Ibllllド

23 12 ~\3、迎 1サ城 l bI(Ii ド

23 . 13 ・筍3~-M.城 l a1/1iT

23 . I I・筍3.lll杞腐lalilit' 

23 . 15・筍3,;Jll1i,牧Ial籠ド

23 16筍3Jilff.吸IaIfIn・

23 17筍3悶ft戦Ia Iiiド

23 IS 筍3らり代城la(hi・ド
~ 

29 Ii魯 II~

29 2 i,V/ I I ~ 

29 3 i,V/ l 12 

29 l_i~ 112 

29 5清 1(）S

29 6・溝 ,os

29 7 i貨108

29 8済 10s

29 9.i膏IOS況

29 IO i~ !OS 

かわらけ • 8 20 → 5.90 1.85 1妖部糸り） り 。 、＇t色微砂、 I'I色91•1/；物f1 を混 じえる IQ色粉貧 I·..

かわらけ 11.90 i.80 3.20底部糸切りこ介．；褐色泥柁、文1吐をutじえるi農伶色粉111:C 

かわらけ I 3.80 i.30 3.90底部糸りが）。・'.I.'，色微砂I‘1色微砂を洗じえるi炎I(連 F,1l'iI:. 
. ---

ユ白比 和ili:縄nIlIILI可1(li: Aj11、埴れ砂。

火鈴 瓦打。仮状脚部のみ、

かわらIt 9.10 i.10 l.90 Ji)i部糸り）：）。．9.I．I色微砂と白色針状物竹を応ぶこ祝じえる淡柑色粉t，， t゚

かわらIt _1110_6.80、2.95座笹糸りが！。な！：）、 I1匹 I・状物代を混じえる昭伶色粉flI:. 

かわらIt 12. 10 i.60 3.05底部糸りJ;)。．9.I.'，色微砂、・父けを混じえる賠茶色粉ffI:. 

東播系こわ鉢 26.10

常滑売

涌｝ i入れ f•

瀬iJ入れ{-

,'/磁迪か文碗 11.90

白色細｛りを多；，t:こiiとじえる昭1火色 I•-0

白色細石を混じえる1天白色 I・.,

白色微砂を i·，• I―i昆じえる1火色微俗枯f’t1 •ー・

輪化。I'；色微./iれをl';1：混じえる灰色緻密 I’.。I祖"ii:媒。Ii．部へらりJ')，

黒色微砂、白色微{i粒を混じえるI‘1色徴密 I’.ot(；辺の浮く、淡妹色．

かわらltl'J盤 3.65 X3.-15 X 1.0 かわらlt*4111品。"'.色:/II砂を多く混じえる淡伶色砂fi1,。

釦直 味文e 石粒を多く混じえる灰I‘1色 l••O

硯人製品 805X3.8X~.25 熱色粘抜料

砥ィi 8.,15X3.35X2.15 l:J筏谷柑11滋 1火府。

かわらIt 8. IO 5.30 1.85 I.((泌糸切り。1,＼色砂、 出1:｝、 i'I色う1状物1'1とiJtじえる淡茶色粉fll•、〇

かわらけ 13.10 9.00 3.15 I成部糸切り、共け、白色針状物竹をutじえる茶色粉i11••O 

かわらけ 13,60 7,60 3.20／氏部糸切り。芸け、焼成J騒ダ白色仮状物、 I’1色91ik物11を祝じえろ投包扮fiI••O 

かわらけ I 3.00 6.90 3.30底部糸切り。I'1色小石、 ・ft!:)を枇じえる明裕色粉111.。・.．  

火$~ 33.20 瓦r..鍔1こ名Hi:.スタン ブ。 r1色小1i、9'，色微砂を混じえる灰I'I色）．o

硯石残）i' 7.7 X 3.35X 1.6 赤IHI1,lo

かわら：t 7.80 5.90 1.50 l戊部糸切り 。 ．＂色砂、 •~f:J 、 I‘1 色針状物11を混じえる淡茶色粉質 I.o

こね鉢 31.80_ 

・1<瓦

ft製品残片

山茶碗窯系． fI色湖石 • ,Jヽ{iを混じえるIii色 1••O

凸l紆 縄1111nき、 11111葡：布IIと雌れ砂．i‘1色砂と玄1:jを祝じえる町灰色!・..

ウシIIAT・。Rd.

かわらIt 8.20 5.60 1.60嵌部糸切；）,!).¥色砂、土けを混じえる淡橙色扮flI:, 

かわらIt -12.70 8.30-?．75・底部糸切り。 白色砂、 ・よけを枇じえる淡怜色粉竹 I:。

火体

裕滑こね鉢

常滑こね鉢

渥足史

瓦牧鉢柑！e,＼I＼色 ，I‘1色tll砂を混じえる賠灰色 1:。傾き小’久沿

白色微石を混じえる淡茶色粉竹秘密 1,0

白色小石をi)としえる，＇，1，9; 色 1’•O

白色細石を混じえる1り販色徴’缶 1:。
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表 5 出士遺物観察表

図駆 No. /II I•地．“ i籾I」 1111¥ I氏径器必 憐考

19 11清 108 ,'f磁迷弁文碗 ！l＼色微砂を多く混じえる灰色 I-•O ク(iaの多い淡社色柚．..  

~9 I 2清,os {t磁鉢 I‘1色微｛浪を枇 じえる灰色粘fit。昭灰粒色釉。

29. 13_清 108ドK" 硯 ．，r．色粘抜府。

29 I I i膏-108 硯:ri残J¥・ .8.25X5.5X3.25生1111.(i.

29 15 i.'I/108卜'IM ，，•t/JIl l：品残)\· ウシ撓佑 l.d.

2~ _ If¥・沿 108 -r•i /JII I:，ii』残J¥・ ウシ中広 Lp,

29 17 i芯101 かわらけ 13.311_ 6.SI)一色50砥祁糸切り。・忠；｝、1'I色針状物代を混じえる伶色粉質 1.。

29 IS i/（-JUI かわら：t ．129(f. 73(）_ 3.25 _ I;¥:部糸切り。l‘1色砂、なけを湿じえる1り怜色粉質 !・..

29 19 i昇101 かわらIt I I.OU_ 9.00_ 3.50・底部糸り） ：）。 I'！色砂、分；褐色泥粒を多く混じえる伶色粉竹 1••O

29 20 i貨IOI fJf努系 1•:114 .'!.\色打1砂を多く ill じえる白黄色 i’•O

29 21清101 竹hll1温 3.2X 1.7X 1.2 ウシ99IT，。

29 22 s,11~1i:収］3［hi ド
- -----

1'1磁II)し碗 1 1.30 !.I，'，色砂をiJiじえる1,1色磁俗 l:._
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第四章 まとめ

今回、鎌倉市由比ガ浜＝・r1=1228番地点にて行なった発掘調森で発見された辿梢と辿物の種類と性格

は、 1991年に同地において行なった調壺成果とほぽljil様の短いi蒋と泥岩版築道路を地槌とした敷地の中

で営まれた硯や獣骨製栗型の製作と言った」：芸職人居住地の様相を示すものであった。地境辿構による

地割りは、 1991年調査範囲の更に外側へと広がるものと想定していたが、今皿同地での4個所での小規

模な発掘で地割りの広がりが再確認できた。ここでは、今回の瀾査と1991年の前1!!l.飢4tで発見された中

世に帰屈する逍梢群を図38に合成して、調介のまとめとしたい。

中世最下層の策 2面は、上）1'7,の第 1b面の辿枯によ って多くが壊され、またfJ的脊範圃外周の煎が法而

となっているため、 生活而が深い第 2而では今回の調査と前回の調杏範囲とが接続せず、逍梢の合成で

も空間地が広くあき、明確ではない。他方、上荊の第 1b面と第 1a面では1991年調介で認められた地

割りが史に外周へと広がる ことを今回の調-脊成呆に確認できる。すなわち、策 l調査城の溝405と溝407

はそれぞれは1991年調査の描31、溝30の延長であり、第4調査城の溝406・ 408はiiYi:25・ 37の延長もしく

はそれらに接続する別の溝であることが理解できる。第 lai(riでは第4調森城の溝40]が91年の溝4.

溝 5 に辿なる新たに発見された構である。 これらの今回発見された消に対応する •91年の溝は、辿構l叉l

に悶き込まれている地割り線を想定するする際の根幹をなした辿構であり、それらとの関連を持つ今同

発見された溝は地割り線が更に濶壺区外へと］ムがることを確信させるものである。ただし、今l旦l発見さ

れた第 1a lfriの道路跡は、 •91年調査で発見されている道路跡とは若千位置や）j位がずれている。 これ

は、 ‘91年調壺時に発見された道路版築面に比べて、 今回の版築iiiは土層園に見られたように強固なも

のでなく、調杢範囲も狭いために軸線の把握を 1闊迎えた可能性が残されるが、全体の地割りを大きく変

更させるものではないであろう 。なお、井戸40]はやはり井戸 1とlrrJー追構である。

今後とも、周辺の調壺を継続することで、中枇録愈期における政治的中心部から離れた長谷小路周辺

での町並みを1リ］かにすることができであろう 。
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写真図版
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図版 1
9 9呵 ·~•t• ◄ 第1調査壊第2面全景 （東から）

t. ~ャ

▼第1調査壊北壁土層

◄第1調査壌第1 a面上出土瀬戸天目茶碗
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図版2
◄第3調査堀第1b面全景 （北から ）
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図版3
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図版 4

17-14 

かわらけ

マs←--'生守吹竺Z ミ

喩ヽと‘ るi

，翠 ・賛疇日

こと
渥美 中国青磁

23-8 

瀬戸

東播系こね鉢

出土造物 (1)

-396-



図版5
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咎 次
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シリ ー ズ番り 14 

紺 各・者名
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調在拇l|iij 調究）J;(|刈

所 11丈遣跡名 所 {l: 地 |li町村＇湿 跡番り
°'“ 

0 9 9、
nf 

はせこうじし ゅうへん かながわけんかまく ！ 
いせき らし 平成8年 診板所併）＂
lぐ谷小路｝｛む且辿跡 れII るさ） I I~;し多簾itl|i 20tl ， : ， t-;o.236 10)]2811 11. 45 個人仕も建設

山比ヶ浜 ・：」・11228 ／ 

番2の部外 l ： 

‘l;•9戊 8 年
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えんがくじもん ぜんいせき

円覚寺門前遺跡 (No.287)

鎌倉市山ノ内字藤源治951番2地点



例 言

1. 4吋りは円‘応＇f|＂jliij追跡の内、鎌危市lJIノ内951

番 2地点における緊急発掘調介の報岩である。

2.発掘調介は個人もi/1j住宅に係る建築範囲約65rri

を対象とし、平成 8年11月61」~11月29Hにか

けて鎌倉市教育委員会によって尖施された。

3.報告忠作成メンバーとil［当分野

原稿執飛

~5瓶）

FFI代1iIS夫（第・ 11~,:) 、継実（第 2

資料•整狸

屈版作成

浜野汗 ・、松111敬朗

家盛‘i泊'tf•、深尾義イ·、馬瀬直子、

笠｝瓜さやか、小野和代、本田礼、

小川婦美［・、小針恵［・、武田典：：f

4.調査体制は以下のとおりである。

調査主体鎌倉I|i教脊委員会

Ill代{ill火

梅木信之

調査補助貝 本l[［礼

5.出土辿物は、鎌倉市教脊委i4会が保管している。

主任調壺員

調 木
且 貝

凡 例

• 各図而の縮尺は次のとおりである

辿跡位骰図 (l): 1 /2500 

辿跡位樅図 (2): 1 250 

甚本土J情堆栢図： J/40 

逍 梢 l叉I:1 /60. 30 

旧河道乎 1fliI当I: 1 

旧河道断而図 ：l 

60 

30 

逍物実測 l文I: I / 3 

•各逍構図 I ドの標邸数伯はすべて洵抜閻である
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第 1章遺跡の歴史的環境

鎌倉七11のひとつといわれる 1...!：福呂坂口から武蔵方面に向かう逍は、山ノ内路といわれている。r音
妻鋲J1：治元年 I・J=J小十日条に 「l]ij武州の御、やにおいて、山内の道路を造らるべきの山、その沙汰あり。

安東藤l)i}¢衛門射これを奉す。」とあり、高柳光）ふ氏はこの記＇ l茂をも って、Ii福呂坂の1)月辿した記：J．tと

されている。そして、それまでの111ノ内路は、 i争仰寺のところから亀ヶ谷坂を越えて武蔵大路に合した

ものとされる。

111ノ内路はその名のとおり、 111ノ内荘内の道であるが、鎌介 ・南北朝時代の山ノ内荘の範囲は広火で

ある。現在、北鎌倉あたりを 1llノl)、Jと称しているが、かつては柏尾川両岸を藤沢市近くまで占め、南は

深沢を取り入れて l,：福路坂をも って鎌愈と堺し、西は柏尾川の西岸下郷 • 長厄台IllI付近をも っ て至縄荘

と限り、北は横浜Tli戸塚区秋葉IIIIのあたりに及び、東はこれから東南の野庭IIIJー・上郷Ill［上野に至る線で、

武蔵lkl久艮岐郡及び橘樹郡と堺していたようである。山ノ 内は古代には尺炭郷の地で、現在の岩瀬・公

Ulあたりを中心とする地ではなかったかと想定されている。

頼朝は治承II平li(ll8(））十月じ II鎌倉に人り、その後、竹藤兼逍の111ノ内の家を移して鎌愈の邸とし

た。『吾妻鋭」によれば、頼朝は治承llり年十）l、i迅l」=．郎経俊すなわち山内首藤経俊の）所領のIllノ内41:

をイ1放して上肥尖半に召預けたが、経俊は山ノ内荘の1汗iJであったらしく、この下司職は経俊の先祖と

息われる兼迫以米本[|伝していたものと考えられている。「吾炎鋭j文治四年六月の条に八条院領として

相校1玉lllIノ内荘を挙げている。文治のころまでは111ノ内札の本家は八条院であったようである。

健保冗年莉J-j、,fll|」1義盛が御{.fを囲み義時の邸を攻めた、いわゆる禾lllll合戦のtill易として北条義IIかに

与えられたのが、 山ノ内壮である。この時以米、 111ノ内は北条氏の所領とな ったようで、以後、常楽、1J:

・建に、ヤ・円詑寺 などが北条氏によ って創建され、多くの禅宗か院の建ち並ぶところとなった。

今IlllfJ乱介した1月＇i迄訓＇り 廿ij追跡は、鎌倉市lllノ内951に所在する。円詑寺の南匝に、北に向かってllrll―-'

する瓜ヶ谷を流れるl叫瓜11Iと、山ノ 内路に平行して流れる小袋谷川との合流地点の南側に接して位骰す

る。この瓜ヶ谷の最奥部には瓜ヶ谷や ぐらがあり 、やぐら内部に彫刻された地蔵像や 1-I・-．像が有名であ

る。 調壺地点に向かって小袋谷川を渡る栃は—I • 下．栢と呼ばれ、このやぐらとの関辿が注 [l される 。 谷） i 

内部にはやぐら群が多く散在し、瓜ヶ谷やぐらを含む寺院址のイf在も予想されるが、現在のところ廃、i・.

の存在は確認されていない。調介地点南西側の lr:I浚上部には台lll藤源治姻跡があり、縄文時代から近llt

にかけての追跡が調介されているが、丘陵 l •ーが 1|1| ll： に造成されているようであり 、付近 ・ヽ附が、中憔に

盛んに1m発されていた様子が窺われる。
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2.台1111/糾）］治

3． 台1111/泰1点治

4． 台1111/雑；i治

第 1図遺跡位置図 (1)
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第 2章調在の概要

第 1節調査に至る経緯と経過

今II:llの調布は、 当該地における個人住宅の建楽に伴い実施されたものである。本調介に先だって実施

した試掘調森では、現地表 F約60cmにおいて中Ill：地業l(Iiを確認し、このUliを対象とする本格瀾杏が決定

した。

本格調査は住宅部分約65m'を対象とし、平成8年11月6[Iに沿手した。現地表ド60cmで確認、された中

世地業而までは煎機により掘i'illを行った。これは近・1仕～現代の地業に伴う盛土や撒乱が中冊地業而まで

逹している ことと、このIiが中に追梢が存在しなかったことによる。地業面i卜で中Ill：に婦屈する追梢を検

II•1 して消査を行っ た。 この後、調壺1メ壁際に沿っ て現地表 fl20cmまで掘り Fげ、下｝付にある追梢の確

認を行った。この結果、埋没した小袋谷川のIIJiIII逍を確認し、この部分のみ更に70cmflt11り下げた。中世

非盤Im下まで住居建築による掘削が及ばないこ とや、 'l 1 llt•以前の追構が河川以外にはイf在しないことな

どから、中Ilt基盤｝杓下の全而調介は行わなかった。最後に河道の抑没時期確認のため、堆栢土中から火

山灰を採取し11月29日に閥究を終了した。

第2節基本層序

前述したように、本辿跡は谷） i内の沖秘地上に立地する。現地形は北側 （谷戸の人II)に向かって傾

斜するが、これを水平に地業（整地）して中lt逍梢が構築される。以下、本遺跡における基本的な七層

堆栢について、調介区北煎で記録した上附堆栢図を基に説明を記す。

第 1~3]消：ガラス片などを他含する近～現代の盛上である。 いずれもしまりの強I~」な粘質土で、凝

灰岩プロック・炭化物 ・木Itなどを含む。色潤は1li＿汁褐色で、下wiに行 くほどIYJるくなる。

包含追物としては前述したガラス片の他、かわらけ ・貝殻などが混入する。

第4~ 6 J¥Yi ：中1U：地業土である。 しまり ・粘竹共に強。色閥は基本的に黒褐色である。泥岩プロック

．泥岩細粒などを多拙に含み、この度合いにより色閥が黄褐色を呈する部分がある。木

片・土器細片などがやや多く況人する。

第 7~ 9 J杓：中IIJ：基盤J箇である灰！］．廿褐色粘質 ．1:。橙色スコリア・ J火白色微粒 f・粘上プロックなど含

む。木片が況入。

第10~17}汁 ：黄褐色砂質土。第12}汁以下は、現在でも滞水しており、鉄分が迫］しされた色調である青

J火色を畢する。 ド陪に行くほど粘性が期加する。i)砂沿プロック・泥岩細粒 ・木片などを

やや多く 含む。無辿物附である。
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第 3章発見した遺構と遺物

第 1節発見追構

発見した追梢は、井） i.hl:1基のみである。地業の際に、埋没した小袋谷川旧河道の上部と、西瓜川の

河岸の部をjI|！め立てている。このう ち、小袋谷川11:l河逍については埋没状況を調介できたので、逍梢

ではないが詳述する。

井戸 （第 51,;(J）

井戸は調-1l:Iメ．北四眺で発見した。追梢は調究枢外に延ぴているものの、瀾壺区の拡張は物理的に小llj.

能であったため、令体は調在できなかった。 また、遺構の t．部は近 ・現代の造作によ って破壊されてい

る。構造的には長方形に切 り出した凝／火料プロ ックを平ftti}j形にfltんで11:J i枠とする。掘）jは平lhi隅丸

}j形を閑し、 J |••J i枠の災込には廿灰色の粘質上を允填する。版染などは行われていない。この掘方の外

側には更に掘）jが確認されており、井戸が数次にわたり改築された可能性がある。 ）1：• Fi底は平坦で、地

1 1 1 の砂質上が斜I III する。 井戸水の施過を 17 的とした砂や砂利といったものは -•りJ{{{恥認されなかった。 規

校的には、直接）1：p枠に伴う掘方が直径180cm、確認、而iからの深さは90cmを測る。）1］ゴ枠の内寸は・辺

60cm。40~50cm x 30cm、/i;:さ約20cmを晶本的なサイズとする凝灰杓プロ ックをIllいる。プロックには、

)|••戸枠災側にあたる而のみ調整が行われていないものが見られる。 プロックの大きさが必ずしも一様で

はないことが窺われる。プロックは、横h向には交互に1りをずらして栢み、縦方1iりには表liiを垂囲にあ

わせて桔む。

小袋谷川 （第 7・ 8 1:XI) 

調介地点はI中jか ら流れる匝瓜川と、東から流れる小袋谷川との分111支点に位置する。発掘調査では、中

Ill：地業l(Iiヒで114瓜川にliりかう落ち込みのみを確認していたが、その後、中匪地業Ifliドの追梢確認作業の

際、小袋谷川のl[IM迫を発見し、中世地業而にあっても河岸の裕ち込みが残されていたことを確認した。

旧河追l}、Jに堆秘した狡．←|．．のヒJけでは中泄辿物が出土 し、巾枇の地業に伴って洲道の付け替えが行われた

ものと考えられる。調介深度の関係で、河床を確認し得なかったが、埋没土は細かく分府できるため、

ある段階までは徐々に}ll!•没していっ た状況が窺える。 この河川の状況を l'1然辿物から探るために、河川

悛」：各）1'1中から合計11箇所の土）i1査料を採取し、火111灰の分析を行った。分析は神奈川県立旭高校の 1::.

本進．．氏にお I飢いした3 巻末に 1i(•I紺として 、 火山灰分析結果と所見を掲載する 。

第2節発見遺物

巾Ill：地業1itiI・., J I•• )ゴ，小袋谷川 IHinf追毅 1：中などから近 Ill:· 中 Ill: ・占瑣時代 ・弥生時代の追物を発見

した。 斌的には全てあわせても、テンバコ l箱弱と少ない。以 l‘.、時代別に詳細を記す。

近世

肥l•iiil)行染付碗． J111を中 1せ地業l(Ii 1；で数，1ば発見した。中II|：地業面まで述する盛土の時期をぷす辿物であ

るが、いずれも紺l片で時期的な詳細はイ<lリlである。

中世 （第 61叉I: l -7) 

中Ill：辿物はjー：．に中III：地菜面 1-.. JI戸中、小袋谷/I IIIJM追}伐土 l·. 11'·1 で発見した。 辿物はかわ ら け， ‘ii\•滑，
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瀬戸，青磁，鉄滓などである。時期的には全てが14世紀代に婦屈するものである。殆どが細片で、固示

し得たものは 7点のみである。

第 6図： lは口唇部にタールが付着する、灯明J1llとして使用されたかわらけである。中世地業面上で

発見した。法拡は口径7.5cm,底径4.4cm,器高2.3cm。胎土は粉質で、黒色微砂・白色針状物などを含

む。底音IIから外反しながら吃ち 1況．がる器壁はイ本部中位に稜を作り、やや内湾しながら口縁部に至る。ロ

唇部はわずかに外側に引き出される。 2~5は常滑燕製品である。胎土には石英細石が多く含まれる。

2は中枇地業而上で発見したこね鉢底部小片である。法敷は不明。内面は磨滅し、ツルツルである。砂

底の外底面も磨滅する。 3は、井戸枠裏込で発見したこね鉢口縁～イ本部片である。法砿は不明。内面は

口縁祁を除き磨滅する。外面の調整は、口縁部が指頭によるオサエの後にヨコナデ、体部が指頭による

オサエの後、木口状のハケによる横方向の調整が施される。 4は、井戸枠裏込で発見した甕口縁部片で

ある。法整は不明。口縁部は上「ドに張り出した、いわゆるN字状の縁帯を形成する。外而には自然降灰

がみられる。 5は斐胴部片を転J1]した、いわゆる磨り常滑である。井戸中で発見した。破片断而の一部

が使用され、磨滅する。 6,7は、舶載青磁である。 6は中世地業面上で発見した蓮弁紋鉢である。法

秘は口径(12.3cm)のみ明らかで、蓮弁は全体に丸みを帯び退化する。素地は黒色微砂を含む白色緻密土

で、強い粘りをもつ。釉は色調II府緑色で、細かい気泡が目立つ。 7は井戸枠中で発見した粛I],{砂鉢である。

法賊は高台径(5.05cm)のみ明らかである。素地は白色砂を含む）火色緻密土で、粘りをもつ。釉は灰草緑

色で、削出しの高台部分のみ露Jl合する。

古墳時代

古瑣時代後期の士師器をljl・III：基盤而上と井戸枠中で発見した。細片が数点あるのみで、図示できな

かった。
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第 5図遥構図（井戸）
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弥生時代 （第 6図 ：8, 9) 

叫Ol後‘I,..～後期所旅の I→．器片を、 1|1|II；地業1(liと小袋谷川IIIiIII近で少惜発見した。いずれも斜II片であり、

図示したものは後期｝和蛮の 2,'ばのみである。

第6|又|：8, 9は、共に1|9|Il：地業1面1．．で発見した。 8は壷11縁部片である。LI縁部は折返しによる複

合11縁を形成する。法姑：は11径 (14_8cm)のみ明らかである。)Jf;I：は黒色微砂， 白色微粒 f，金虚l吐な

どを含む。器l面の調整は外面が枠状ヘラによるミガキ、内而が横）jlillのハケによる。 9は台付甕の脚部

である。怯培は底径7.0cm、脚1,11S閥3.(kmである。Ilf;［は黒色微砂と灰白色微粒子を含む。器1f1iの潤柩は、

外面が縦方向の粗いハケ、内l.（liは不lリjである。

ロロア9

二／‘ 、,Ict 
, ¥ ／ 3 

t ＼麟

了̂1 !/□ロ /

三，
゜

10cm 

第 6図 出土遠物実測図
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第4章 まとめ

出土逍物からみる限り、辿跡地及びその周辺では弥生時代中期後半以降、断統的に追跡が慇まれてき

たようである。本辿跡の所在する谷戸を見下ろす丘陵上部には台山籐源治辿跡があり、弥生時代111期か

ら平安時代にわたる集落址が発見されているが、本遺跡を含む谷戸内の状況は調査例も少なく明らかで

はない。

本辿跡では、中憔になって初めて木格的な上地利用が開始される。これに伴い、地山の削平や河川の

流路変更などの地業が行われる。その時期は出土逍物から14泄紀代が適当と思われるが、 141仕紀のいつ

なのかは明らかではない。追跡の性格についても検出逍梢が井戸址］基のみであり考究し得ないが、周

辺の追跡現境から寺院址あるいは山ノ内道沿いの民屋などが想定されよう か。

本逍跡で唯一の辿梢である井戸址は石組構造を採るが、このタイプの井戸は鎌倉市内における当該期

の逍跡では発見されていない。担当者がかつて調査にあたった極楽寺中心伽藍逍跡（註 l)では、出土追

物から戦国期と考えている同タイプの井戸が検出されている。今同調査した井戸には、改築のあったこ

とを窺わせる古い掘方が確認されており、 141Jl：紀代に朴蒻だされた井戸が戦国期に改築されたものと考え

たい。

（註 1)極楽寺中心伽藍迫跡 （平成 4年調1t／未報告） ：調介では、戦国期のかわらけが出土した石糾のJI;）ゴの他、

鎌介時代の地業而を 4「hi確認した。
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一附編一

鎌倉市円龍寺門前遺跡のテフラ（火山灰）分析結果

上本進二

円覚寺t"］llij逍跡は小袋谷川と四瓜川の合流点の西側に位1i?tする。現在、両河川の合流、点はT字型に合

流している。小袋谷川Il]河道堆梢土は、最1サけに脱植質を含む黒色粘土 ・シル トIMがあって、縄文時代

の湿地性堆栢物と思われる。この土｝罰はその後、河川によって浸食を受け、礫・粗砂が堆積している。

河川の流路変造は頻繁であったらしく、 土陪中には少なくとも 2箇所1U河床跡があって堆栢相は複雑で

ある。これらの河床堆梢物を毅って風成砂層が堆積している。

この旧小袋谷）l|堆利i|：中の11箇所で試料採収を行い、洗浄・乾媒後に顕微鋭観察を行った。その際に、

風成砂や河川堆積物と共に混入している一次堆積のテフラ（円磨されていないもの）を観察した。テフ

ラの同定は、 上杉ほか (1995)に基づいて行った。以下、その結果を表示する。

No. テフラ番号 推定年代
テフラ構成物質の特徴 BW ：バプルウォール

堆積相
ST:ストライプ FA：榛名ニッ岳

1 
S -23 B C200~ 
S -24-1 A D50年

斜長れ付き玄武岩質浴岩片 STガラス 河川堆秘物？

2 ？ ？ ガラス質スコリア 白色岩片 鉱物砂多菰 河川堆積物

3 S -24 -l ADO ~50年
ガラス質スコリア（黄粉状風化） 白色岩片

鉱物砂多揖
河川堆栢物

4 S -24 -1 ADO ~50年
ガラス質スコリア（黄粉状風化） BWガラス

STガラス
河川堆栢物

5 S -24-1 ADO ~50年
ガラス質スコリア（黄粉状風化） 玄武岩質浴
2:P--9_,・)17 ' — BWガラス STガラス

河川堆積物

6 S -24-1 ADO ~50年
ガラス質スコリア（黄粉状風化） 玄武岩質浴

岩片 BWガラス STガラス
河川堆梢物

7 ？ ？ 風化鉱物砂（録倉石から分離したもの） 河川堆積物

8 S-24-6? A D500~750年 ？
玄武宕質溶岩片 紺茶色岩片 FA軽ィj? 
BWガラス STガラス

河川堆積物？

， S -2tl -6 ? A D500~750年？
玄武岩質溶岩片 赤色溶岩片 FA軽石？

BWガラス STガラス
河川堆梢物 ？

10 
S -24- 玄武岩質溶岩片斜•長石 BWガラス ST 

3~5 
A D250~750年？

ガラス
河川堆梢物

11 S -24 -1 ADO ~50年
ガラス質スコリア（黄粉状風化） 玄武岩質溶

岩片 BWガラス STガラス
iII[JII堆積物
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上記の結呆より 、堆積七｝図の堆栢環様を時代順に椎定すると以下のようになる。

縄文時代後・晩期

縄文時代後期から戸塚入江はi1が退によ って離水し、柏尾川沿いに低湿地が形成される。支流の北鎌倉

一帯も湿地となって黒泥砂陪が堆積する。

弥生時代

弥生時代の初期頃は低湿地のような環桜であったが、その後、小袋）IIまたは西瓜川の流路となり、河

床堆租物及び河川堆栢物（洪水堆積物）が堆秘する。川沿いの小規模な 自然提防状の微高地には腐植質を

含むシルトが堆積し、 土器が廃菜された。流路の変化は著 しく、辿跡内では西に向かって流路がシフト

して、離水した微科地には生括域が形成された可能性がある。上流で崩壊や土石流が発生していたらし

く、 基盤岩のプロックが多数堆梢している。

古墳時代前・中期 (AD250~500年頃）

引き続き辿跡は河川の流路となっていたが、 上流のJhi壊や土石流はなくなって、 /11は穏やかな流れで

あった。

古墳時代後期～奈良時代 (AD500~750年）

この時代になると辿跡は河｝禾から離れて完全に陸化するが、河川の氾濫時に水を被る環境であったろ

う。細砂の堆積が盛んに行われるが、風成砂の可能性もある。奈良時代以後の現境については土陪が

残っていないので不明である。
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第7図 小袋谷川旧河道平面図
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17.0m 

〇番号はサンプル番号

I : 11<!！.！褐色枯't[1: 1•J'f粒 f ． 粘 l：プロ ックなど含む 巾lit追物 ・木1'1．．ftr-1）；炭化物など混人， しまり,;t, 『htt地業」：か

2 : J穴'.I.l褐色粘＇代 I・. （)＜l'1色微粒 f ・ 凝灰府粒—f•など含む ＊1i・．粒 (.1/：炭化物など温人 しまり強 巾世地烹 1こか：

3 : IIit灰色粘'i'ii: Ki色スコリア ・灰白色徴粒（・・炭化物粒 fなど多州に含む しまり'i.l:
•I '. Iii,f~，托色粘1'( I: 砂tiやや沿I’/．． 橙色スコリア ・ 1火 l' l 色徴粒(• . i社1火府粒（• ・ 炭化物粒（など含む， しまり強c

9-) ： IIit1夭色粘'('(I・. 位色スコリア ・灰白色微粒子 ・迂／火む粒 r・ • 炭化物粒 l'•など含む しまり＇屈

() : 11;'1・1火色粘＇［＇ fI: 砂竹ややi!!Jり 杞色スコリア・灰白色微粒 ・f・ ・ 凝I応＇｝粒 I’・ ・ 炭化物粒(•など含む しまり弥

7 : !.1、！色粘竹 1 •• 円色スコリア ・11く(1色徴粒＋ ・凝灰,'i粒 f-など含む 木片 ・粒 r・状炭化物など少｝，｛混人。 しまり強! ,,,世）駁恨対

8 : II{,・灰色粘'I'll:（（j,ftやや茄9’i： 位色スコリア ・灰l’l色徴粒{-.i財11< 1'；粒 I・・ ・ 炭化物粒(•など含む 小1-ii比入． しまり強

!) : !.U灰色粘質 1•• K1．色スコリア ・ 1火白色徴粒了. . 凝灰料粒 1’· ・炭化物粒[•など 多械に含む しまり強,.

10 :．’.1．園色粘'fil・・ け色ス コ リア ・ 1火白色徴粒（· . 凝l火宕粒（・ ・ 炭(t物粒 1'•など多：，tに含む しまりi,i,。
11 : IIft灰色砂'it1一． しまりややtki
12: um火色砂'!'lI: I••月粒 （含む。 しまり強。
13: !!．！褐色粘''.(I[I: I火l'l色徴粒(・・凝／茨岩粒(・ • 小石など含む しまり'i.1;

゜
2m 

第 8図 小袋谷川l日河道土層堆積図 （火山灰分析資料採取位置図）
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図版 2
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積善遺跡 (No.440)

十二所字積善952番6地点



例 言

1.本報は、積善逍跡 (No.440）の所在する追跡内

の鎌怠I.h 1--．．所柏善952番6地点における緊急

発掘調杏の報：片内である。

2.発掘調査は、白己）ll住宅に係る車EII造成に先立

ち、平成 8年11月28日～平成9年 1月10日にか

けて調査[fji柏l2m'を対象に実施した。

3.調査体制は、以ドの通りである。

潤査担当者

調 木
且． 員

調森補助員

調査参加者

協力機関

廣；ぷ

須佐11'［子•

J瓜

秋山哲雄 ・須佐仁禾ll.1.I.I・坂伸市

111ド俊l肘・渡辺久夫

卸鎌倉市シルバー人材センター・

株）高栢組 ・鎌倉考古学研究所

•章を秋山、第二邸•第四漱4. 本報の執筆：は、第

を原、第二卒を組佐（直）•原がそれぞれ分担

し、これを原が編集した。資料整理の作業は執

維者の他、須佐（仁） ・早坂があたった。

5.本報掲載の写具は、逍構・逍物ともに須佐1-：禾LI

が撮彩した。

6.発掘調企における札1土辿物・屈l面・写真等の沼

料は鎌倉市教育委員会が保管している。
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第一章 遺跡の位置と歴史的環境

本遺跡は鎌倉市街の束力ーである卜:所地f5C I'i'J-)I1中流域の左岸に位置し、 JR鎌倉駅からほぼ真東に

約2200mの距離にある。滑川は南北の低い丘陵の谷間を凶に流れ、調査地点の周辺で何度か六浦道(近

世は金沢往還路、現在の県道金沢鎌倉線)と交来して鎌倉市内に流れ込み、由比ケi兵に注ぐ。調査地点

は六浦道から約30mほど南に位置している。H百平IC-"r:の地図には、六ifli道から泉水橋を右折して調査地

点前を通り、明石山から天台山への尾根道を抜けて逗子の沼間7iTI自iに下りる道と、 金沢に至る道が描か

れている(注 1)。

六iFli道は文字どおり武蔵同六irliへと通じる道であり、水路で房総半島にまで到るという東海道の一部

であった。ここは頼朝入府以前からの鎌倉における 主要道路であり、現在の寿福寺にあったとされる頼

朝の父義朝の館は、この六浦道と、武蔵国府へと向かう現在の今小路との交差点という要地を占めてい

たと考えられている(注 2)。荏柄天神社、杉本寺など、頼朝以前からの存在が想定される寺社もこの

道沿いであり、その重要性を窺わせる。頼朝が鎌倉に入ると御所をおいた大蔵の地もやはり六浦道沿い

であり、御家人達の屋敷も周辺に建てられた(注 3)。本遺跡周辺にも、梶原景時や大江広元の屋敷跡

という伝承の残る地があり、その真ー偽は措くとしても、御家人クラスの武士が居館を構えていたであろ

うことは疑いない。嘉禄元年(1225)に将軍の御所が大蔵から若宮大路周辺へと移転したことで、政治

的中心はそちらへ移動するというのが通説であるが、 '1三地が貴重な鎌倉において、おそらく 当時は人口

が増え続けていたであろうから、本遺跡J~iJ辺の肘館群は、その持ち主は変わりこそすれ、廃棄されて荒

野に帰することはなかったであろう 。三代将軍の源実l聞が大慈寺を、|基l代将軍の頼経が明王院を当遺跡

の北東に建立した(注 4)こともその傍証となろう 。当遺跡周辺には、この他にも光触寺があり、ここ

は当時の鎌倉における西の境界と考えられていた(注 5)。また、昭和二年の地図では北条高時の寺号

である日輪寺の跡、一心院跡などが当遺跡の南東に記されている(注 6)。

鎌倉幕府が滅び、南北朝]時代となって以降も 当遺跡刷辺には武士が屑館を構えていたようで、泉水橋

の北側には 「公方屋敷」の字が残り、鎌倉公方の屋救助;と考えられている。当然ながらその周辺には公

方に仕える武士連の居館があったことが推定され、政治的な中心が再び六浦道沿いの地域に戻ってきた

といえる(注7)。また関東管領の t杉氏は山内にも居館を持っていた。LU内は武蔵国府へ向かう道に

沿った地域であることを考慮すれば、 室111]"11寺代の鎌倉における要地が六浦道沿いと武蔵国府に向かう道

沿いにあったと考えることができる。この状況が義朝の頃と似ていることから、 室町期の鎌倉の構造は

義朝の頃のような自然発生的な本来あるべき鎌倉の姿に回帰 したものであるといえよう 。逆に鎌倉時代

の鎌倉は極めて人為的な栴造を持つ 「都市」だ、ったと考えられよう 。

以上のように調査地点周辺は、頼朝1以前からの重要路である六浦道に沿っており、鎌倉の境界域に近

接し、鎌倉時代を通じて御家人達の邸宅が建ち並ぶ地域であり、その状況は室町時代にまで続く 。しか

し近世になると農村ーの様相を呈しているようである。

注

1 .鎌倉同人会発行の鎌倉地図。人文相;から復刻されている。

2.馬測和雄 「武士の都鎌倉ーその成立と椛匙!をめぐ って一」

網野苦彦-石井進 『中111:の)艮l};(を読む-2.1 新人物11:来tl: 1994 参照。
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l 木調査地点 5. 東泉水やぐら群

2. I ~J王院 6. 伝梶原景時屋敷跡

:3 大主主寺跡抗定J山 7. 公方屋敷やぐらU1'

4 能Yll市寺跡

図 1 遺跡周辺図

3. r子干妻鋭』 治水I!.Y"I:(1180)十二月十二 日条。

4.大慈寺は I吾妻鋭jill暦 て年(1212)問)-J十八円条、 19:J王院は同寛再三年(1231) l'月六 1:1条以降に建立に|刻

連する記事がある。なお|何者の性怖については、秋111哲雄 「都市鎌倉における北条氏の邸宅と寺院Jr史学新

誌j 106編 9り参HH。

5. iliH1M主20

6. fìíH~i主 l 。

7. 山|壬1~:III Y:J ["室111]"時代の鎌倉JJi.1床文彦編 附11rliのrl'"itlJ 古川弘文館 1992 参照。
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第二章 調査の経過と層序

調査の経過

平成 8 年 7 月、 I~I 己用住宅に係る車庫造成の事前相談をうけて、鎌倉市教育委員会による試掘調査が

実施された。試掘調査の結果、地表下50cm以下に遺構而が遺存しているため、 車庫範囲の工事深度を対

象として発掘調査を実施するはこびとなった。発掘調査は平成 8年11月28日に表土層及び耕作土層を人

力による掘り下げから開始された。調査地点前道路が狭いため付近住民への配慮と安全を考慮に入れ、

調査進行に伴う排土は同敷地内にて処理することになった。途中、正月休みや数日の降雨に見舞われた

が、規定の工事深度まで調査して記録保存を行い、 平成 9年 l月10日までに現地調査を終了した。

調査の方法 調査に当たっては、調査区内を 2mグリットに区割りし、南北方向に西からアルファ

ベッ トを、東西方向に北から算用数字を付した。各区画の名称は北西隅の交点杭を与えている。グリッ

ト設定は当初、鎌倉市4級基準点を周辺から控し/-1-¥し、グリットとの位置関係を明らかにする予定でい

た。しかし周辺の 4級基準点は道路舗装工事等の影響で、誤差がかなり認められ、これを断念した。従っ

て、グリ ットは調査区西側の道路との境界娘に位置した 2点の地界杭を結んだ直線を基準として、調査

区の形に合わせて設定したものである。南北lI!lh方位はN-36
0

20'-Wである。レベル原点は鎌倉ハイラ

ンド入口に近い鎌倉市 l級水準点 (Bm.36 L = 23. 3825m) を調査区内に移動した。以下の文章中及び

挿図のレベル数値はすべてその淘抜高で示している。

層序

調査区内における層序は、道路側に向かつて穏やかに傾斜して部分的に厚薄の差はあるが、概ね均等

であった。 I面は撹乱と耕作土よる削平が著しい a而と、問層を殆んど挟まず表出する士丹地業のb面

に分けられる。現地表 F95cm前後で、E而の凝灰質砂岩・ |二一月粒による地業層が表れる。この E面上層に

は、薄い間層を扶み|二下に炭化物層 (炭層A . B)が;認められた。なお、工事の掘削深度以下にも生活

面や遺物包含層が続くことを調査区北壁 トレンチで雌認している(図 3)。

2 

A B C 

調査区

道

路

3 

ct 
4 新築建物

。 5m 

図2 調査地点クリット配置図

口
δ

円
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第三章 検出遺構と出土遺物

A. 1面検出遺構 ・出土遺物(図 4・ 5、表 2・ 3) 

1 a面は、標高差を有するが上而を耕作土により削平されたり、深い撹乱が及んでいて明瞭な判別が

できない部分的に残存した生活面であった。調査民東端部は泥岩と凝灰質砂岩を潰した地業層により I

a . b面が同ーの生活面で始まり、凶側は造物包含府などの問層を挟まず、 1b面の地業而 tに 1a面

を構成する茶褐色砂質士を貼り増したて構築している。本来層位的には別個のものであろうが、検出の

経緯から一連のものと見な し、使宣上、高く残っている部分の生活而を 1a面、その直下で全体に拡が

る生活面を 1b面として捉えた。調主t区西端は近世以降に構築された石積みの擁壁で中世生活面は破壊

されており、調査区の西側を走る道路面は現地表より1.5m程低い位置にあたる。

1 a面

上面lレベルは、調査区東端が海抜高20.80m、西端が21.05mで、束から西に緩やかな傾斜をもっ弱い地

業面である。この而仁から明|庶な遺構は検出されていない。出土遺物は図 5-1-7である。 1-3は

ロクロ成形のかわらけ小皿、 4はかわらけでロクロ成形大JIl1である。 5・ 6は瀬戸窯の折縁鉢と灰希11碗

である。 7は滑石製スタンプの破片である。

Bライン

⑧⑦  

① 一⑩花粉分析Jlj試料i;tJ[5U也山 。
A南壁土層断面

Bライン

2m 

21.0m 
w w-一 ←一一 E

A北壁土層断面

〈土周注記〉

l 表土悦，fiL

IIJ1!i，制色砂日l 炭化物 LI't粒炭化物相lい砂が事'1¥

茶阿色砂'1'[1 炭化物 U'I粒!足以杭砂日粒が多lit.締まりゃや (r

Jinu色砂'('[1 凝)火'(!(1i1，' ~~i小山 1-.1'11'白が多量 、 締まり強し 、 1 al(ii附拠地$IIJ

!A褐色砂町 l 凝灰'('(砂iij小岨 1-.1'1粒が多民、締まり強し、 Tbiru.¥)築地業府

6 I! fi 1t~灰色砂'{，ll 炭化物 :u灰J'(砂m:iが1515l締まりM

県灰色砂'ill 炭化物迎物が多 : j( かわらけ潟りを Wib，する (炭 ~;1A1

8. .lH灰色砂町| 炭化物阪かわら( 'r小，'，が多量、以J:U色 i ブロソク世 I，t(炭 ~1B )

。盟灰色砂町| 炭化物かわらrt小，'，が多ITt(炭府日)

10 時IJiJ:U色砂町 1， l .rm 凝灰質砂~':f.:f.が多量締まり強l ， '1 ffrit品築地J!IIJ

11. 11官灰何色i砂町，. i-.nt:; ' ill灰質砂~~:村が 1515L 締まり .j!!~

12. IrJl茶同色砂町l 炭化物 iW1i質砂岩村が多め、締まりイ!

13. 早灰色砂J'(1 炭化物凝灰質砂なや卜J堪i1l物が多t.t，ill物国 ml締まり無

14. 11音灰何色砂'i'(士 炭化物 iltlJi質砂 f~iNが1-'1止、住物Irl111土、締まり .l!!~

15 崎灰J:U色砂J~土 l' hïに炭化物憎が :nv、雌純締まり .j!\~ 、 土績2

1(; 時灰NJ色砂質土炭化物品t版'C[砂ilJ干V.がm状Hi.hUIilまり.lJ!¥

1i. H古賀制色i沙問 1". I.n説灰質砂77小I:l!が多量、締まり強L、地ず:附

18. rr音tl!制色砂質土 炭化物 I.Ft';)，!I，正明砂町小塊が多'1¥締まり強しj自主府

19 茶J:U色砂'{'(I 炭化物 。凝灰'(~砂山村が也、t1，剖i まり畑、 1 blIliPI)可|

20. 1明茶同色砂質土 itf以'11砂岩大小t'i.I.J↑粒が事:;t締まり無， Ibl(，iU世11型上

21. 11白菜I!(色紗質| 炭化物が1-'fii締まりl'経

22 灰褐色砂'{，(I". UhltJii質砂岩小j鬼が多景、締まり強l，ITf同構築地主層

23. 11)1茶灰色も'，'{'(I'. :U 卜凝灰質砂rJ粒茶灰色土プロソク、締まり強いl血$~サ

24. 1培茶以色砂町上 (lt1!，17砂岩f立が事111f部分的に炭化物フロyク、判iま1).1'.延

25. 11古灰J:U色料，)'(1'. 1.1、j凝灰質砂17小j鬼が多量、締まり強l，1由業附

2(;. 県以色砂'('(1-， iK化物かわらけ小川が多量、締まり無

2i. rr肯茶尚色粘1~ 1. I I'/-;II灰質砂自小IlI!が多量締まり強l .l自;r ~1か

28 茶褐色砂'['["1 炭化物凝灰質砂f':l\~~が'J，"量、締まり)臣、 1'3\百:l

図3 調査区土層堆積図
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B C 1 b面

〆J この而は海抜高21.Om前後、東

十 から西に緩やかな傾斜をもち、 B

Ia面
ライン付近には弱い段差があり、

これより西側は地業層がやや弱く

なっている。
撹乱

検出 した遺構は、土墳 l基の他

に不規則な並びで建物を構成 しな

3- I ~ ~ \ 
い柱穴 6口が見られた。

土墳 1
1 a面 l硯 1¥

調査区南西に位置 し、西側はおi~

壁で壊されており、南側は調査区

撹乱
\ ~ 

外に延びている。形状は楕円形と

考えられ、規模は南北径115cm以

十 十 十
上、東西径80cm以上.で、深さは工事

4 
の掘削深度まで掘り下げたが底面

企 1a面全i!!IJ図 は確認されておらず、確認面より

50cm以上の深さである。覆土は凝。 2m 灰質砂岩塊や土丹塊を多く含んだ

明茶褐色土で、ある。出土遺物はか

わらけ・常滑窯斐片が見られたが

A B C 
いずれも小片で図示 していない。

イ〉i 柱穴 1

十
形状は隅丸方形で、径30cm程、 i架

2一一一
さ25cmで、底面には径20cmの礎石が

据えられていた。覆土は茶褐色砂

;柱穴 4

/r附/ 
質土で図示できる遺物は出土して

撹乱
いない。

柱穴 2
/柱穴 6 試

柱穴 3~\ 段、¥It&討 形状は隅丸方形で、径40cm、深さ
3- I 

35cmで、ある。覆土は凝灰質砂岩粒
( '¥ 

を多く含んだ、茶褐色土で、ある。出。//|
/ 土遺物は図 5-8がかわらけでロ

柱穴 2 ¥ 
柱穴 1 クロ成形大JllL、 9は瀬戸窯卸皿で

ある。

柱穴 3

4 十 十 十 形状は隅丸方形で、径30cm、i奈さ

企 1b面全測図
20cm、底面に礎板痕跡有り 、覆土

図4 I面遺構全国 は士丹粒を多く含む茶褐色砂質士

430 
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によ丘三ヲ10 巳E ヲ11

て¥73
A 1 b面P3出土遺物

¥ミ三ヨ三ヲ13 巳土~14 主主0，9 ~ -----E::=-ニク 20

U J，7 に三しイ
ミ三Jι2て=二|二 118

企 1b面上出土遺物
O 
l===ニニニニニニi

10cm 
企 1b面構築土中出土遺物

図5 1面出土遺物

出土造物は図 5-10-12がかわらけである。

柱穴 4

形状は隅丸方形で、径45crn、深さ35crnで、ある。磁土は凝灰質砂岩粒 ・炭化物を含んだ茶褐色砂質土で、あ

る。遺物は出土していない。

柱穴 5

形状は円形で、径50crn、深さ35crnで、底面に礎石と思われる長方形の土丹塊が据えられていた。覆土は茶

褐色砂質土で、遺物は出土していない。

柱穴 6

形状は隅丸方形で、符45crn、深さ 30crnで、ある 。 }i~而に 2 個の大小士丹・塊の礎石を据えている 。 覆土は茶

褐色砂質土である。/1¥土遺物はかわらけ小片のみで図示していない。

この他、 I而に伴う遺物と しては 1b面上(Ia而構築土中の遺物も含む)から出土した資料が図 5

-13-18で、 13-16はかわらけでロクロ成形の大小皿、17は瀬戸窯入子、 18は瀬戸窯碗で、ある。 1b簡

の構築士中から遺物は、 同図19-22のロクロ成形の大小かわらけが出土した。

前主主の層序でも述べたが、 1 b面下から H而上にかけて、薄い間層を挟んで拡がる炭層A .Bとした

炭化物を多量に含んだ黒灰色砂質土層を検出した。このうち、炭層A (図版3. a) はB-3グリット

周辺の海抜高20.75m前後のレベルで、かわらけの完形品を中心に して常滑聾 ・担鉢 ・ILJ茶碗などの破

片でかわらけ糊りを構成 していたのが、図 6の出土遺物である。かわらけ溜りの遺構は掘り込みはなく、

炭化物と一緒に遺物を廃棄した状況で出土している。図7の出土遺物は炭層Bの8・9層からで、 H面

上に堆積していた灰や焼土、灰褐色土フ守ロックと共にかわらけ小片が多量に出土している。
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1 b 而は厚 さlOcm T~íI後で、その下は炭化物層が拡がっていた。 この炭化物層を取り除くと、海抜高25.

8m程で、検出されたのがE而の良好な生活面である。この而は撹乱の掘削時A に既に断面で確認されてい

た。破砕した泥岩や凝灰質砂岩の大小塊の地業に、 j尼岩を潰したものなどで表而を整地しているが、表

面はj尼岩が顔を出し凹凸な面となるのが特徴的である。この面からは浅い掘り方をもっ建物と建物内の

かわらけ溜り、土城、ピットなどが検出された。また E面まで掘り下げると掘削深度にほぼ達していた

ので、調査区南壁際に土層堆積図を作成するためのサブトレンチと、浄化槽で遺構面が破壊される北壁際

にトレンチを入れて H面以 Fを探査した。

竪穴状建物(図 8-12) 

この建物は北側と西側が撹乱で削平され、南側は調査区外に延びているため、全体規模は不明である。

東西2.7m以上、南北2.3m以上の範囲が確認で、きただけで、深さ30c m程の浅い掘り込みをもち、底而

は平坦になっているが締まりが認められない。北・東壁直下の底面には、径25c m程の安山岩の玉石(伊

豆石)や泥岩塊が検出されており、北壁には板壁の一部とみられる横板の圧痕が認められたが、壁直下

からは柱穴が確認されていない。覆土は上層が炭化物・凝灰質砂岩粒を多量に含んだ締まりのない黒灰

色砂質士、下層は暗灰褐色で炭化物の少ないものである。かわらけ溜りは建物床下にあたる掘り方の底

而上もしくは13層下部から多量の炭化物にともなって検出されたものである。建物が廃棄された時にゴ

ミ穴として使用されたものと考えられる。かわらけの検出された海抜高は20.5m前後で、ある。

この遺構は浅い掘り込みを持ち、壁直下に土台材を受けるための玉石や泥岩塊が据えられていて竪穴

状の建物と考えられるものであるが、調査では良好な床面は検出されておらず、壁材が腐食して残って

いなかった。このような地面を掘り込

んだ建物には、この他に板壁掘立柱建

B. II面検出遺構 ・出土遺物

B 

イ〉
斗2 

撹乱

3 

ζコ
p (2? /'ウ

ο)  

4 十 十
o 2m 

図8 II面遺構全図
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物と呼んでいるものがある。基本的な

構造は掘立柱式で、低い板貼りの床をも

っ建物である。普通の掘立柱建物と異

なる点は、建物内部を浅く掘り下げて

外壁の裾を土中に埋め込んだもので、

ちょうど板壁を茸きおろしたような掘

立柱建物というものである。今回検出

された建物は竪穴建物の範|憶に入るも

のであろうか。

土墳 1

建物の東側、 B-3グリットで検出

された。長径45cmの楕円形を呈し、深

さ25cmで、ある。覆土は灰褐色砂質土で

締まりがなく炭化物や砂を多く含む。

遺物はかわらけ小片が出土しただけで

ある。



土境 2

土壌 lに西側を壊される形で調査区外に拡がる士椀を検出した。円形で、径50cm以上、深さ 15cm程で、あ

る。覆土は暗灰褐色砂質土で、底面に炭化物層が帯状に堆積し、上層は E而構築士に緩われている。図示

可能な出土遺物はない。

柱穴

柱穴は 3口だけで建物を構成するよな検出状況ではない。

柱穴 lは径35cm、深さ30cmで、 底面に扇平な泥岩を 2個据えて礎石としている。

柱穴 2は径25cm、深さ20cmのやや方形で、ある。

柱穴 3も方形に近い形状で、径20cm、深さ40cmを測り、締まりのない茶褐色砂質土が覆土である。いず

れの柱穴からも良好な遺物は出土していない。
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竪穴状建物出土遺物(図10-12)

出土遺物は底而にかわらけが散在していたほか、常i骨窯・瀬戸窯な どの国産陶器、 背:般などの舶載品、

瓦などがみられた。また建物の覆土上層からはかわらけ、担鉢、 手借り 、砥石などが出土している(図

12-5 -17)。先述したとうり、かわらけ溜りは建物を廃棄した後に投げこまれたような状況で検出さ

れている。かわらけ糊りから出土したかわらけについて、表 lにかわらけの口径・底任・器高のj去量を、

図11にかわらけの口径と底径比による法量分布を図にして、それぞれを示した。なお、表 lの番号は図

10の遺物番号と整合しており、かわらけ実測図の下に記した丸囲い数字は、 1~19 の番号と停致している 。

かわらけ溜りのかわらけ法量を概観するならば、小ー型ロクロ成形の 1-33の資料は、33の極小タイプ

を除くと、口径7.5-8.0cm、底径5.1-5.9cm、器高1.7 cm fjIj 後に集中していた。46・53は口径11.Ocm、

底径が 6cm台という中型品で、ある。

34-45・47-52・54-60は大型のロクロ成形の資料である。口径は55の14cmを越える資料以外はすべ

て、 12.1-13. 5cmの中におさまり、底径は7.2-8.6cmの範囲で、器高は3cm 台で'3.3cm前後がもっとも

多く出土している。これらはすべて回転糸切り底のかわらけであり、法量と出土量は内折れの極小が I

点、小型が32点、中型が 2点、大型25点である。器型はほぼ同一傾向であり、底部に比べて基底部の器

壁が厚くなり 、体部が内管傾向を示したかわらけが主体をなしている。図11は口径・底径比の分布をグ

ラフにしたものである。かわらけを概観するならば、 三箇所のグループにほぼ集中する傾向が認められ、

番号 Ll径 低径 総高 大きさ 番号 仁l径 低径 器高 大きさ :[f ~J' 1 1 f予 fl~径 器商 大きさ

7.9 5. 9 1.7 5 21 7.8 6.2 1.4 S Lll 12.8 8.0 3.3 b 

2 7.9 5.0 1.8 S 22 8.0 5. 7 1.8 S 42 12. 1 8.3 3.3 b 

3 7.6 4.9 1.6 s 23 8.0 4.9 1.7 s 43 12. 1 7.2 3.5 b 

4 7.4 5.3 1.7 s 24 7.8 4.9 1.5 5 44 12.4 8.2 3.1 b 

5 7.9 5.4 1.7 S 25 7.8 5.0 1.6 5 ;J5 12.1 8.4 3.5 b 

6 7.5 5.3 1.5 s 26 8.0 7.2 1.4 S 46 11. 0 6.6 :u m 

7 7.5 5.6 1.6 S 27 7.8 5.8 1.8 s ;J7 13. 1 8.4 3.4 b 

8 8.0 5.8 1.7 s 28 7.8 5. 7 1.7 5 48 13.0 8.6 3.5 b 

9 7.5 5. 7 1.7 5 29 7.8 6.1 1.3 S 49 12. I 7.3 3.0 b 

10 7.8 5.6 1.3 s 30 8.0 5.5 1.9 s 50 12.4 7.3 3.4 

11 8.1 5.4 1.7 s 31 7.5 5.6 1.6 S 51 12. I 7.7 3.2 b 

12 7.6 5.6 1.7 S 32 7.5 6.1 1.3 S 52 12.5 8.3 3.2 b 

13 7.4 5. 9 1.6 s 33 4.2 3. 7 0.8 S 53 11. 0 6.0 3.2 m 

14 7.8 5.1 1.7 5 34 12.8 8. 6 3.3 b 54 12.4 7.9 3.2 b 

15 7.4 5.0 1.7 s 35 12. 3 7.3 3.5 b 55 14.0 7.4 3.5 b 

16 7.8 5.5 1.6 5 36 12.1 7.2 3.1 56 12.6 7.8 3.4 b 

17 7.6 5.0 1.7 S 37 12. 1 7.2 3.4 57 13.5 8.0 3. 9 b 

18 7.8 5. 9 1.7 S 38 12.2 7.4 3.1 58 12.2 7.5 3.1 b 

19 8.0 5. 9 1.7 S :i9 12.2 7.6 3. 2 59 12.1 7. :i 3.4 b 

20 7.4 5. 5 1.8 S 40 12.2 8.2 3. 3 60 12.8 8.1 3. 1 

表 1 かわらけ法量表 (lil.fu: : cm s 小型 m 中型 b :大型)
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x 33: 
極小タイフ。
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cm 口径:

図11 かわらけ法量

これが小型-中型・大型の各タ イプに相当しており、 55・33の特大と極小のもの、さらに26の小型だ、が

口径・)ま径比の一周り大きいものなどが外れた位置にある。

北壁トレンチ(図 3・8) 

北壁際の中央西側に浄化槽を設置する とのことで、 60x 50cmの範囲を深さ80cmほど掘り下げて H而以

下の土層堆積を確認したものである。厚さ10cmほどの E面地業層の直下には、包含層等の間層を挟まず

泥岩 ・凝灰質砂岩粒を含んだ粘性の強い茶灰色土の地業層がみられた。さらにその下は砂岩粒と炭化物

を含む薄い包含層があり、これを除くと暗灰褐色粘質土で、泥岩・凝灰質砂岩小塊を多量にまじえた厚さ

15cm前後の地業層が表出する。 この地業層下は15-30cm程の厚さで締まりのない遺物包含層が堆積して

いるのが確認されている。この層の下にも まだ生活面が続いており、海抜19.85mまで掘り下げたが中

世地山は確認できなかった。このように H面以下も、 薄い間層を挟んで連続した地業を繰り返し生活面

を構築していた。

トレンチ内からの出土遺物は、図12-2 -4ですべてお層より出土したものである。 2・3は小型ロ

クロ成形の製品で、 4が駿東系の山茶碗である。
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企建物内かわらけ溜り遺物
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図12 建物内・北壁トレンチ出土遺物
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No 税別 観 祭 J.I1 日

il~ :I_t 口径6.5cm底径4.0cm総高2.2cm 成形 ロクロ )め 1:微砂 芸l手|士|針赤色粒
かわらけ

色，UM i炎傍!火色

i:t :It 口径7.i¥cm底径4.6cm器高1.9cm 成形 ロクロ )Jfi 1: 微砂 ;:1手内幸1-1'1色粒
2 か1つらけ

色調 i炎鼓!火色

it~ 1M: 口径7.:km底径5.1 cm r.1H~ìj I. 7 cm 成形 ロクロ )]fi'l: 微妙、 雲f:): 1~1 ;í; 1 亦色粒
3 かわらけ

色，UM i炎黄)火色

i_Uせ 口径11.おcm底筏6.8cm器内3.:km )成形 ロクロ )]ri 1: 微砂 :tl手自主1-1'1色粒
4 かわらけ

ぶ色粒黒色料色調 j炎/.Iy灰色

世、量 口径19.1cm )j台1-. IIriJ古色 きめ細かい 栴Ii柴 i炎)1休止色
5 瀬戸折縁日11

)h'i 1-. !火色 きめ細かい利l薬灰緑色
6 瀬戸腕

1よld 残存長3.5cm 残存以2.0cm 1Ji!i考側古1¥に穿孔あり
7 治ィJスタンプ

1:1ミiil: 口径12.0cm底径7.6cm '~if高 3.4cm 成形 ロクロ IJfi 1:微砂主!主 l江H I ~I 色粒
8 かオコらけ

色調綬色

1去Irt: 口径13.3cm 胎土淡黄灰色若干微砂気孔を合む きめ網"かい色利政灰色
9 瀬戸 在!JllIl

it.l，l 口径7.0cm底筏4.8clll器高1.6cm 成形 ロクロ 胎 1-，微砂雲付(1M f'I~校
10 かわらけ

色調 H音穆灰色

W-IIl・ 口径7.6cm底径5.4cm器肖1.6cm 成形 ロクロ 胎 1:微砂 2くl手!こ|針(i色粒
11 かオコらけ

色調 i炎控色

it~ 百1・ 口径13.0cm底径7.5clll総高3.9cIll 成形 ロクロ )Jfi 1: 微砂 雲母白圭1-1'1色粒
12 かわらけ

色刷 11音程)火色

口径7.4cm底径5.0clll器高1.5cIll 成形 ロクロ )]ri 1-. 微砂 'ftl手自主1-，)J~色粒
13 かわらけ

色調 i炎符灰色

ILiTJ 口径7.6clll底径4.6cm時高1.6cm 成形 ロクロ )]fi 1: 微砂 ?BIサ白針1'1色粒
14 かオつらけ

色調 H音i燈色

il~ :jJ 口径12.2clll底径8.5cm器向3.5cm 成形 ロクロ )jri 1: 微砂 二三1辛口幸1-f'I色粒
15 かオつらけ

色調 i炎黄灰色

il~ li[・ 口径13.0cm成符8.5cm総高3.4cm 成形 ロクロ 船 1:微砂 諜lま1'1主|亦色粒
16 かわらけ

色調 i炎黄以色

IL'市 口径8.4cm底径4.5cm器商2.7cm 胎ふ1: i炎黄灰色ややきめが剥"かい稿Ii~灰緑色
17 瀬戸 入子

表 2 1面出土遺物 (1) 
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No. 種別 制 察 :rC( 日

法量: ，-，任 1 5.8cm 成j~ ロクロ )Jfi -':微砂赤色粒色調 政上色
18 美濃鉢

紬薬 ，~， {些かに残る 内面のみ

法量 口符7.4cm底径5.0cm器l高2.0cm 成形 ロクロ 胎二1:微砂 雲母白針白色粉:
19 かわらけ

色調 H 

法量 "後7.4cm底径5.2cm器高1.3cm 成形 ロクロ !治1: 微砂 雲母白色粒
20 かわらけ

色調 i炎瞭色

i去量 "後12.0cm底径6.4cm器市3.5cm 成形 ロクロ )治二I 微砂 雲母，'，針白色粒
21 かわらけ

黒色粒色調淡樫色

法量 "径13.0cm底径8.6cm r.if i向3.2cm 成形 ロクロ !治二1:微砂 雲母白針白色粒
22 かわらけ

色調符)火色

表 3 1面出土遺物 (2) 

No 種目リ ri..Jl 祭 ヰi H 

法量 "従7.2cm底径4.lcm器高2.2cJl1 成形 ロクロ )胎土 微砂 雲lサ白HF'色粒
かわらけ

赤色粉: 色捌 i炎 1~'t}火色

法量 "径6.8cmJ.氏後4.9cm器高1.6cm 成形 ロクロ !約二1:微妙 雲母自主|黒色粒
2 かわらけ

色調 i炎続色

法量。 "径7.2cm底径4.7cm器高1.8cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母 i土，$1
3 かわらけ

色調 i炎 ÎI~Î" )陸色

法量 口径7.1cm底径5.lcm器I高1.8cm 成形 ロクロ !佑土微砂 雲母白$1赤色粒
4 かわらけ

色調 i炎控)火色

法量 円径7.2cm底径5.4cm器高1.8cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母白$1赤色粒
5 かわらけ

色調 i炎燈灰色

法量 円径7.5cm底径5.1cm器高1.6cm 成形 ロクロ 胎土 微砂 雲母白$-1黒色粒
6 かわらけ

色調 i炎樟灰色

法量 口径7.6cm底径5.3cm器高1.7cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母白針赤色粒
7 かわらけ

色調 i炎控!火色

法量 "径7.8cm底径6.2cm器市1.5cm 成形 ロクロ !胎土 微砂 雲母1'1$1黒色粒
8 ヵ、わらけ

色調淡14灰色

法量 口径11.2cm }氏任5.5cm器 l向3.2cm 成形 ロクロ !治仁微砂 雲i社内色粒赤色
9 かわらけ

粒色調 i炎燈色

法量 口径10.4cm底径6.5cm器t:j3.0cm 成形 ロクロ JJ台土微妙雲匂 u針赤色粒
10 かわらけ

色調 i炎概灰色

表 4 炭層 A出土遺物 (1) 
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No. 種目リ 観 当さ 項 目

法量 口径11.3cm底符7.5cm器高3.1cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母自主"
11 かjコらけ

色調淡続灰色

i去量 11径11.8cm底筏7.lcm r.if高3.4cm 成形 ロクロ !拾土 微砂 雲母自主| 黒色粒
12 かわ らけ

色調 i炎燈灰色

法量 口径11.6cm底筏7.1cm器高3.5cm 成形 ロクロ )治土微砂 雲母自主|
13 かわらけ

色調 i炎桜色

法量 口径12.5cm底径9.0cm器高3.5cm 成形 ロクロ 胎士微砂 雲母白針 赤色粒
14 かわらけ

黒色粒色調淡積以色

法量 U径12.2cm成径8.6cm器高3.7cm 成形 ロクロ )的土 微砂 雲母 白針 赤色粒
15 かわらけ

黒 色 粒 色 調 淡 桜 灰 色

法量 口径12.3cm底径8.7cm器高3.4cm 成形 ロクロ JJti土 微砂 雲母自主|
16 かわらけ

色調 i炎綬灰色

法量 口径13.4cmJ.式径9.lcm昔前島3.7cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母白針 白色粒
17 かわらけ

色調 i炎桜色

法量 口径13.6cm底径7.8cm総高3.3cm 成形 ロクロ JJ台土微砂 雲母白針 ，~I~\色粒
18 かわらけ

色 調 淡 桜 色

素地灰白色堅級制薬 H官灰緑色不透明
19 青T&i 碗

法量 口径26.0cm 胎士長石粒石英粒白色粒小石色調灰色
20 山茶碗窯裡鉢

i去量 底径12.0cm 胎土砂粒長石粒 石英粒小石 色調灰色
21 山茶碗窯控室本

il量 底筏22.4cm 胎土長石粒石英粒砂粒小石 色調赤茶褐色
22 常消費

法量 口径10.4cm底径9.7cm 成形手づくね胎土 微砂 雲母 白色粒色調 H音灰色
23 かわらけ

法量 口径14.4cm底径9.7cm 成形 手づくね胎土 微砂 雲母白色粒色調 H音灰色
24 山茶碗窯担鉢

JJ白土砂を含むが比較的精 良 色 調 灰A1i¥色芯部灰白色
25 字瓦

表5 炭層 A出土遺物 (2) 
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No. 杭 別 観 察 写l 目

法量 口径7.0cm底径3.6cm器高1.5cm 成形 ロクロ !的|て微砂 雲 母(i ~1 白色粒
かわらけ

黒色粒 色調 i炎符灰色

法量 口径7.6cm底径4.3cm器高2.0cm 成形 ロクロ !約二L微砂 雲母自主|白色粒
2 かわらけ

色調 11tH登灰色

法量 口径7.8cm底径4.7cm器高1.8cm 成形 ロクロ JJfi土 微砂 雲母白針白色粒
3 かオコらけ

黒色粒色調桜灰色

法量 しl径7.8cm}i¥径4.7cm器高1.9cm 成形 ロクロ JJ台土微砂 雲母白針白色粒
4 かわらけ

色調 11音程灰色

i去最: 口径8.0cm成筏5.1cm器高1.9cm 成形 ロクロ Jlf1土微砂 雲母白$1 白色粒
5 かわらけ

黒色粒色調淡積色

法量 口径8.0cm底径4.5cm器高2.1cm 成形 ロクロ JJf:i土 微砂 雲母 1'=1$1赤色料
6 かオつらけ

色調 IIif:t!l灰色

1去最 日経12.2cm底径6.0cm器高3.8cm 成形 ロクロ !拍土微砂 雲母ドI~ I
7 かわらけ

色調 H川登灰色

素地 u色殴級紬薬濃い水色 半透明
8 青磁碗水ii:

1去最 口径28.6cm JJ台一1:微砂石英杭長石粒小石色調暗灰色
9 山茶碗窯:t'E鉢

表 6 炭層 B出土遺物

No. 種別 観 '祭 項 日

j去最
かわらけ

口径7.9cm底径5.9cm時高1.7cm 成形 ロクロ JJEi土微妙、 雲母|士l針

色調 i炎燈灰色

法量 口径7.9cm成径5.0cm(，3:高1.8cm 成形 ロクロ !治土微妙、雲母白針白色粒
2 かわ らけ

赤 色粒小石色調樺色

法量 11径7.6cm底径4.9cm持高1.6cm 成形 ロクロ J]fi土微砂 雲母|主針赤色粒
3 かわらけ

色調 淡燈灰色

法量 LI符7.4cm底径5.3cm 器高1.7cm 成形 ロクロ JJf:ì土微砂 雲母白 ~I 白色粒
4 かわらけ

色 調 黄 灰 色

法量
5 かわらけ

口径7.9cm底径5.4cm器高1.7cm 成形 ロクロ JJf:ì土微砂 雲母白~I

色調符色

法量 LI径7.5cm底径5.3cm時高1.5cm 成形 ロクロ JJ台土 微砂 雲母白主|
6 かわらけ

色調 i炎黄灰色

表 7 建物内かわらけ溜り出土遺物 (1) 
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No や[(別 観 a祭 項 日

法量 口径7.5cm底径5.6cm i出I匂1.6cm 成形 ロクロ )胎土微砂芸i予白fi:1
7 かわらけ

色調 j炎前灰色

法量 n筏8.0cm底径5.8cm昔話高1.7cm 成形 ロクロ !治土微砂 雲l手 白針
8 かわらけ

色調 政j火色

法量 円符7.5cm底径5.7cm器高1.7cm I&:形 ロクロ 胎 1:微砂 主主l手自主1.(1色粒
9 かわらけ

赤色粒色調控色

法量 11径7.8cm底径5.6cm {，品高1.3cm 成形 ロクロ )治二!て 微砂 雲l手自主|白色粒
10 ヵ、わらけ

赤色粒 色調 i炎黄灰色

法量 nf王8.lcm底径5.4cm部高1.7cm 成形 ロクロ )め土微砂 主主l手 白針白色粒
11 かオコらけ

赤色粒色調淡桜色

法量 日後7.6cm底符5.6cm器商1.7cm 成形 ロクロ )lEi -1:微砂 雲l社内針白色粒
12 かわらけ

色捌賞灰色

法量 口径7.4cm底径5.9cm保高1.6cm 成形 ロクロ )Jf:i-Iて 微砂 ':Jil手白針ドl色粒
13 かわらけ

赤色粒色調黄灰色

i去量 u任7.8cm成径5.1cm部高1.7cm 成形 ロクロ 胎ニトー 微砂 雲母白針
14 かわらけ

色調淡政灰色

法量 11符7.2cm底符5.0cm器高1.7cm 成形 ロクロ 胎二1: 微砂 雲l手 自主|白色粒
15 かわらけ

色調淡符灰色

法量 円佳7.8cm底径5.5cm(.;):1高1.6cm 成形 ロクロ )治土微砂 ~ I手!こl針赤色粒
16 かわらけ

色調 貰灰色

法量 LJ任7.6cm底径5.0cm器高1.7cm 成形 ロクロ 胎卜ー 11投砂 芸l辻白主|白色粒
17 かわらけ

色調 岳民l氏色

法量 口径7.8cm底径5.9cm 部高1.7cm 成形 ロクロ )拾上微砂 妥付 l守主1tl色粒
18 かわらけ

色調 i炎粧灰色

法量 11筏8.0cm底径5.9cm部高1.7cm 成形 ロクロ 胎二1:微砂 雲母 白 針 l士l色粒
19 かわらけ

色調抗!火色

法量 u後7.4cm1.長径5.5cm {，~高 1. 8cm 成形 ロクロ 胎二I~ 微砂 主主i手 l.el針 1'1色粒
20 かわらけ

赤色粒色調暗殺色

法量 口径7.7cm底径6.2cm器高1.4cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母白針白色粒
21 かわらけ

赤色粒 色調~灰色

法量 口筏8.0cm底径5.7cm総高1.8cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母白針小石
22 かわらけ

色調 i炎極灰色

法量 口径8.1cm底径4.7cm器高1.7cm 成形 ロクロ !胎土微砂 主主:1手 白針
23 かわらけ

色調 i炎黄灰色

表 8 建物内かわらけ溜り出土遺物 (2) 
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No. 種別 観 第さ Jfl 目

法量 1 Iff7.4cm }k'¥;径4.7cm時高1.5cm 成形 ロクロ )始土 微1弘、':fI手自主|ー赤色粒
24 かわらけ

色調 i炎滋灰色

法量 11筏7.6cm }!l径5.0cmr.佐官'j1. 6cm 成形 ロクロ !佑土 微砂 1去;fJ白針ドl色粒
25 かオコらけ

赤色粒 色調 i炎桜!火色

法章: 口径8.5cm底径7.2cm出高1.4cm 成形 ロクロ 胎こ1: 微砂 主fJ白針(i色粒
26 かわらけ

色調 i炎符灰色

法量 円筏7.8cm底径5.8cm r.if ，¥占¥1. 8cm 成形 ロクロ 胎土微砂 袋町 白 ~ I 白色粒
27 かわらけ

赤色粒色調桜色

法量 11径7.7cm底径5.7cm出高1.7cm 成形 ロクロ )め 1:微砂 雲r:):白針 1e_1色粒
28 かわらけ

色調 H音貫灰色

法量 11径7.Jcm底径6.2cm部高1.3cm 成形 ロクロ l胎土 微砂 主1;):白針 1'1色粒
29 かわらけ

色翻桜色

法量 口径8.0cm底径5.5cm保高1.9cm 成形 ロクロ !治|二 微砂 芸!手自主|白色粒
30 かオコらけ

赤色粒小石 色調淡黄!火色

法量 11径7.5cm底径5.6cm部高1.6cm 成形 ロクロ )J台土微砂 主主 i手 白針 I~I 色粒
31 かオコらけ

色調 i炎綬色

法量 11径7.5cm底径6.1cm時高1.3cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲母白針 1'-1色粒
32 かわらけ

赤色村:色調桜色

法量 u筏4.2cm底径3.7cm器高0.8cm 成形 ロクロ )]E仁1: 微砂 雲母赤色粒
33 かわらけ

色調 i炎賞灰色

法量 日後12.8cm底径8.6cm器高3.3cm 成形 ロクロ )li'iこ1:微砂 雲母白針白色粒
34 かわらけ

色調 i炎黄灰色

法量 口径12.3cm底径7.3cm器高3.5cm 成形 ロクロ )治土 微砂 雲母自主|白色粒
35 かわらけ

赤色粒色調 Ifl~符灰色

法量 11径12.0cm底径7.0cm器高3.1cm 成形 ロクロ )拾土 微砂 袋母 白 針
36 かわらけ

色調淡桜色

法量 口径11.9cm底径7.1cm器高3.4cm 成形 ロクロ !治卜.微砂 雲母白~ I
37 かわらけ

色調淡樫灰色

法量 u径12.0cm底径7.4cm器高3.0cm 成形 ロクロ 胎土 微砂 雲母白針赤色粒
38 かオつらけ

色調 i炎燈灰色

法量 口径12.1cm底径7.6cm器高3.2cm 成形 ロクロ )治 L微砂 雲母自主|白色粒
39 かわらけ

赤色粒小石色調 i炎棒灰色

法量 u径12.2cm底径8.2cm器高3.2cm 成形 ロクロ )始一!こ 微砂 ;;';tl号白針
40 かわらけ

色調瞭色

表 9 建物内かわらけ溜り出土遺物 (3) 
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No 純別 観 察 項 日

法量 口径12.8cm底径8.0cm出高3.3cm 成形 ロクロ )]fi土微砂 雲町白針
41 かわらけ

色調 111灰色

法量 口径12.0cm底径8.3cm出高3.3cm 成形 ロクロ )]fì土微砂 雲母 l斗 ~ I 赤色紋
42 かオつらけ

色調 11;行責灰色

iま量 口径11.9cm底径7.2cm時高3.5cm 成形 ロクロ )]fi土 微砂 雲i手 自針白色粒
43 かオつらけ

赤色粒小石色調 H音黄灰色

法量 口径12.4cm底筏8.2cm出高3.1cm 成形 ロクロ )胎土微砂 雲母 白針白色粉:
44 かわらけ

亦色粒色調椅灰色

法量 口径11.9cm底径8.4cm出I高3.5cm 成形 ロクロ )jfi土微砂 雲i手 自主1-I~I 色粒
45 か1つらけ

赤色粒色調椅色

iまf予: 口径11.Ocm底径6.6cm出高3.1cm 成形 ロクロ )]fi土微砂 雲l手 自主|白色粒
46 かわらけ

亦色粒 色調 i剣登灰色

1l~量 口径13.1cm底径8.4cm総高3.4cm 成形 ロクロ 胎土微砂 雲り 白針白色粒
47 かオコらけ

赤色粒 色調符色

法1註 口径12.9cm底径8.6cm出高3.5cm 成形 ロクロ )Jf-ì上微砂 雲 l手 白 ~ I 赤色粒
48 かわらけ

色調 i炎黄灰色

71.; JTt 口径11.7cm底径7.3cm株高3.0cm 成形 ロクロ )]fi 1:微砂 雲母自主|白色粒
49 かわらけ

功、色粒色調 i炎燈灰色

i1.;量 口筏12.4cm底径7.3cm保高3.4cm 成形 ロクロ )Jfi土 微砂 雲母自主| 小石

50 かわらけ
色調 H音故灰色

i去j託 u筏12.0cm底径7.7cm出高3.2cm 成形 ロクロ )j[i 1: 微砂 雲I:}.自主1-1守色粒

51 かわらけ
赤色粒 色調 11tH登灰色

法13 11筏12.5cm底径8.3cm出高3.2cm 成形 ロクロ )始土微砂 雲母白針白色粒

52 かわらけ
色調黄灰色

7tlrl: u径11.Ocm底径6.0cm時高3.2cm 成形 ロクロ )]fi土 微砂 雲母自主|

53 かわらけ
色調黄j火色

1去尾 口径12.3cm底径7.9cm出高3.2cm 成形 ロクロ )治土 微砂雲母内幸| 赤色粉;

54 かオつらけ
色調淡控灰色

法量 口径14.0cm底径7.4cm出高3.5cm 成形 ロクロ )]f.i土微砂 雲母

55 かわらけ
色調 j炎綬灰色

i去量 口径12.6cm底径7.8cm保高3.4cm 成形 ロクロ 胎 1:微砂 雲母自主|白色粒

56 かわらけ
小イ1 色捌控j火色

Y:1~量 口径13.5cm底径8.0cm都高3.9cm 成形 ロクロ )]fì J二微砂雲 lサ I~I 金| 赤色粒
57 かオつらけ

色調 i炎桜灰色

一 表10 建物内かわ らけ溜り出土遺物 (4) 
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No. 種目リ 観 祭 立i 1=1 

法量 口径11.8cm底径7.5cm総高3.1cm 1幻影 ロクロ 胎土 微砂 雲母 lコ針白色粒
58 かオつらけ

赤色粒色調 i炎桜色

法量 口径11.8cm底径7.3cm器高3.4cm 成形 ロクロ l治土 微砂 雲母 白針 白色粒
59 かわらけ

赤色粒小石色調淡桜灰色

法量 口径12.8cm底径8.1cm器高3.1cm 成形 ロクロ 胎土 微砂 雲母 I~I針白色粒
60 かわらけ

色調 j炎燈灰色

法量 口径8.5cm底径4.0cm器高3.3cm 素地灰白色堅級紬楽灰緑色不透明
61 青磁折)J要鉢

厚い

法量 口径7.3cm底径4.5cm器高2.2cm 胎土 淡灰色 きめ細かい 色制 i炎灰色
62 瀬戸 入 f

)JEi士微砂 22母長石粒 CI色粒色調 H背嘗壊色 ;E;i炎赤!火色
63 Jli~i'l守護

法量 底径20.1cm 胎土砂、粒石英粒 長石粒小平i色調赤褐色芯 H青灰色
64 il;~'・ t骨 f'Ê鉢

|削天音11 緑j火色 。iij考外成砂目

表11 建物内かわらけ溜り出土遺物 (5) 

No. 種別 観 世23Zミ J.ii 13 

法量厚2.4cm 凸而横付.ナデ 凹而微砂粒の離れ砂若干付着 -;(fj目痕斜め方向の
男瓦

糸切り痕胎土 灰色砂粒 ・白色粒を多 く含む色調灰黒色

i去量 口径8.0cm1.氏経5.6cm器高1.7cm 成形 ロクロ )治土 微砂 雲母白$-1黒色粒
2 かわら け

色調淡黄灰色

法量 口径8.0cm底径5.8cm器高1.9cm 1幻影 ロクロ 胎土 微砂 雲母 lニl針白色粒
3 山茶碗

赤色粒色調 i炎燈灰色

法量 口径16.8cm 胎土微砂石英粒 長石粒 小石色制灰色
4 かわらけ

i去量 口径7.6cm1.長径5.Ocm器高1.8cm IV<:形 ロクロ 胎土 微砂 雲母1'1主|白色粒
5 かわらけ

色調 H音樫!火色

法量 口径7.6cm底径5.6cm 器高1.7cm 成形 ロクロ 胎土 微砂 雲母 I~I針白色粒
6 かわらけ

色調淡樟灰色

i去量 口径7.4cm底径5.4cm総高1.6cm 成形 ロクロ )治二1: 微砂 雲母 |ι|主|白色粒
7 かわらけ

黒色粒色調 H音稼灰色

法量 口径7.8cm底径5.4cm器高1.6cm 成形 ロクロ 胎土 微砂 雲母 白針
8 かわらけ

色調燈灰色

表12 建物内・北壁卜レンチ出土遺物 (1) 
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No 種目リ wl 祭 項 I~I 

j主主i- 日経7.5cm底径5.2cm出高].9cm 成形 ロクロ )J台士微砂 実母 1'1針
9 かわらけ

色 ~I~ "音崎灰色

法iif 口筏11.Ocm底径7.4cm出高3.5cm 成形 ロクロ )拍.::1:微砂 雲母
10 かわらけ

色調 "斉椅灰色

法主1 口径11.2cm 底径6.7cm持高3.5cm 成形 ロクロ 胎ニ1:微砂 雲母白主|白色粒
11 かわらけ

色澗 Ulif芳色

ii hl: 口f手12.4cm底筏7.6cm器高3.6cm 成形 ロクロ 胎土 微砂 雲母 白 針
12 かわらけ

色制綬灰色

法註 11作12.7cm底径6.9cm出l脅¥3.4cm )幻影 ロクロ )治十微砂 雲母白針赤色粒
13 かわらけ

色制淡i"i灰色

法ill- 口符13.0cm底径9.0cm持高3.5cm 成形 ロクロ 胎二1:微砂 雲母白針

14 かオコらけ
色調 H前夜色

胎 1:微砂 雲母白色料:小:?i 色調灰色

15 1'1 ft~碗窯担鉢

i去!責 口径33.0cm 胎土砂粒やや多いが良土 色調灰黒色芯 H音灰色

16 千借り

法量 口符1O.5cmI隔3.8cm厚1.6cm 色調淡黄白色

17 {瓜石

表13 建物内・北壁トレンチ出土遺物 (2) 
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第四章積善遺跡の花粉化石

鈴木 茂(パレオ・ラボ)

積善逃跡は鎌倉市 1-二所字積善に所在しており、位世的には鎌倉市の東部地域にあたる。検出遺構は

13世紀の終わり頃から14世紀初めの住居跡で、J:ft積層は|佳成層とみられ、花粉分析には適した所とは言

えない。しかしながら、東部地域における花粉分析はこれまで稲荷小路に所在する公方屋敷跡(鈴木

1994)のみであり、その結*も森林植生についてはあまり明確ではなかった。こうしたことから、本遺

跡においても花粉分析を行い、遺跡周辺の古植生の検討を試みた。また、 土層には灰を主体とした層も

観察されたことから柄物珪般体分析を実施し、灰を構成しているイネ科植物および遺跡周辺のイネ科植

生についても検討した。

1.試料

試料は、調査区南監よりスポッ トで、10点 (図 1)と、北壁より 1点 (試料11: 26層)の合わせて11点

採取した。試料を採取した各層にについて簡単に記すと、試料 1 (2層)は灰褐色の砂質シル トで、小

レキやカワラケ片が散在しており、小さな空隙がみられ土壌的である。試料 2 (3層)はややシルト 質

のH音灰褐色砂質粘土で、炭片が散在しており、カワラケ片もみられる。試料 3 (7層)は黒色の炭化物

(灰)主体層、試料4 (8届)は黒~黒灰色の砂質粘1:で、炭や灰が多量に含まれ、レキが散在してい

る。試料 5 (11層)は暗黄灰色砂質中占土で、砂岩が散在している。試料 6 (13層)は黒~黒灰色の砂質

粘土で、大形の砂岩が点在しており、カワラケ片が散在し、炭・灰が多量に含まれている。試料 7(14 

屑)はH音灰色砂質粘土で、炭片が少し認められる。試料 8 (住居床面下)は黄色を帯びた暗灰色砂質粘

土で、ある。試料 9 (9層)は黒色の砂質の炭層で、砂岩やカワラケ片が認められる。試料10(16層)は

H青灰褐色の砂質粘土で、炭 ・灰が層状にはいる。調査区北壁より採取された試料11(26層)は黒灰褐色

の砂質粘土~シルトで、カワラケ)'iが散在し、炭片が点在している。

なお、出土造物などから 1a而が14世紀後半 (試料 1)、 1 b面が14世紀前半(試料 2)、 2而(試料

3 -9)が13世紀終わり頃から14-111:紀初で、試料11(26層)が13世紀終わり 頃と考えられている。

2. 分析方法

上記した11試料について、次のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料(湿重約 4-5 g) を遠沈管に とり、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

0.5mm目の簡にて植物遺体などを取り除き、傾斜法をJlJいて粧l粒砂分を除去する。次に46%フッ化水素

酸溶液を加え20分開放置する。水洗

後、比重分離(比重2.1に調整した

臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行

い、浮遊物を回収し、水洗する。ぷ

洗後、酢酸処理!を行い、続けてアセ

トリシス処理 (無水酢酸 9 1濃硫

酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)

を行う 。水洗後、残i査にグリセリン

「で一一一一1

21田一

20.50-

図1 調査区南壁の上層断面と試料採取層準
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を力11え保存用とする。検鏡はこの残誼より適宜プレパラー トを作成して行い、その際サフラニンにて染

色を施した。

3.分析結果および考察

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉が 6、草本花粉が 9、形態分類で示したシダ植物胞子が

2の総計17である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 lに示したが、各試料とも花粉の検出数が少

なく、特に樹木花粉は非常に少なく、分布図と して示すことはできなかった。なお、 表においてハイフ

ンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、クワ科の花粉は樹木起源と草本起源の

ものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため使宜的に革本花粉に一括して入れてある。また、花

粉化石の単体標本(花粉化石を一個体抽出して作成 したプレパラ ー ト)を作成し、各々に PLC.SS番号-

を付し、形態観察用および保存用 とした。

検鏡の結果、樹木花粉ではマツ属複維管束立I ~属(アカマツ・ク ロマツなどのいわゆ る ニヨウマツ 類)

・マツ属不明(ニヨウマツ類かゴヨウマツ類かの区別がつかなかったもの)・スギ・クマ シデ属ーアサ

ダ属・コナラ属アカガシIlII属・シイノキ属 ーマテパシイ属が若干検出されているだけである。草本類で

はイネ科が全試料より検出されており、その他、アカザ科ーヒユ科・アブラナ科 ・ヨモギ属 ・タンポポ

亜科が多く の試料から得られている。

以上のように、検出できた花粉化石が非常に少なく、遺跡周辺の古植生、特に森林植生については述

べることができない。これは試料が住居の覆土という性格から、乾陸状態にあり、そこに落下 ・埋積さ

れた花粉の多くは紫外線や土壊微生物などにより分解 ・消失してしまったと考えられる。

そうしたなか、 革本類は多くはないが検出されており、イネ科を主体にアカザ科ーヒユ科-アブラナ

科 ・ヨモギ属・タンポポ亜科などの雑草類とみ られる分類群の花粉が得られている。よって、住居周辺

ではこれら雑草類が多く みられたと推測される。

表1 積善遺跡の産出花粉分析一覧表

相名 '宇名
6 7 8 9 10 11 

樹木

7 ツ府組制f管 東亜属

7 ツI/IJ (:不明)

スギ
クマシ デ属 ーアサダ属

コナラ腐アカガシ亜属

シイノキ服ーマテパシイ腐

Pinus subgen. Diploxylon 
Pinus (Unknown) 
Cryptomeria. ja.ponica. D. Don 

Carpinus -Ostrya. 
Quercus subgen. Cyc1oba.la.nopsis 
Ca.stanopsis -Pasania 

f完本

イネ科

カヤツリグサ科

クワ料

アカザ科ーヒユ科

カラマツソウ版

アブラナ f4
ヨモギ属

{也のキクオE科
タンポポ弔!科

Gramineae 

Cyperaceae 
Moraceae 
Chenopodiaceae -Amaranthaceae 
Thal i ctrum 

2
 

1
 

1

1

1

 

5
1

2

 

1
 

1 12 12 17 

Cruciferae 

1 
3 10 2 2 10 

2 
2 
8 Artemisia 

other Tubuliflorae 
Liguliflorae 

シダ他物

!I1条盟胞子

三条'!:l胞子

Monolete spore 
Trilete spore 

38 
3 

E 
l 

ー 13

樹木花粉 Arborea1 po1len 7 。。 。2 3 l 。 1 I 

~! '*花粉 Nonarboreal pollen 25 4 15 11 6 7 19 17 15 43 

シダ随物胞子 Spores 41 l 4 2 2 2 9 2 。13 

花粉胞子総数 Tota1 Po11en & Spores 73 5 19 13 10 12 29 19 16 57 

不明花粉 Unknown po11en 。
T. -C はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す
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表2 試料 1g当りの機動細胞胞珪酸体個数

イネ ネザサ宮Ii型 クマザサ属型 他のタケ 距 科 ヨ シ属 シハ Ji高 キビ政 ウシクサ版 不明

試料番 号 (個 /g) (個 /g) (側 /g) (個 /g) (個 /g) (個 /g) (個 /g) (個 /g) (([I!I/g) 

3 40，800 49，900 4，500 9， 100 。4，500 36，300 853，000 118，000 

4 92，100 153，400 8，800 。 。 。13，200 140，300 96，400 

7 114，200 201，800 7，600 。 。 。3，800 53，300 7，600 

8 41，000 145，200 11，200 3，700 7，400 。3，700 7，400 18，600 

4.植物珪酸体分析

検出された住居覆土には炭や灰を主体とした土層が観察され、この灰の母植物の検討を主目的に試料

3、4、 7、8、9について以下の方法で植物珪酸体分析を試みた。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する(絶対乾燥重量illlJ定)。別に試料約 1g (秤量)をトールビーカー

にとり、約0.02gのガラスビーズ(直径約40口m)を加える。これに30%の過酸化水素水を約20-30cc

加え、脱有機物処理を行う 。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法に

より 10口m以下の粒子を除去する。この残溢よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作成し、検鏡

した。同定および、計数は機動細胞珪酸体についてガラスビーズが300個に達するまで、行った。

表 2に、同定・計数された各植物の機動細胞珪酸体個数とガラスビーズ個数の比率から求められた試

料 1g当りの各機動細胞珪酸体個数を示した。以下に示す各分類群の機動細胞珪酸体個数は試料 1g当

りの検出個数である。

検鏡の結果、試料 3 (7層)はウシクサ族が非常に多く観察され、 7層を構成している灰の主体はウ

シクサ族(ススキ-チガヤなど)と推測される。他に、イネやキピ族も灰の構成植物とみ られるが、キ

ビ族については、その形態からアワ、ヒエ、キビといった栽培種によるものか、エノコロ グサ、スズメ

ノヒエ、タイヌビ‘エなどの雑草類によるものかについて現時点においては分類できず不明で、ある。

試料 9 (9層の灰)にはイネ属型単細胞珪酸体が多量に含まれ、他に、イネの機動細胞珪酸体がやや

観察され、イネの穎部破片やウシクサ族機動細胞珪酸体が少し認められる。こうしたことから、 9層の

灰はイネ、すなわち稲葉が焼かれたものと推測される。

床面直上の試料 7にはイネの機動細胞珪酸体が多く、燃判や住居の一部として使用されたものからも

たらされたのであろう。また、床面直下の試料8からもイネが検出されており、住居が建て られる前の

時期においてもイネの機動細胞珪酸体が供給される環境であったとみられるが、それがどういったもの

であるのかは不明である。

その他ではネザサ節型(アズマネザサ・ゴキダケなど)が多く検出されており、 遺跡周辺に多く 生育

していたものと推測される。このネザサ節型のササ類は主に日 のあたる開けたとこ ろにみられ、ウ シク

サ族とともにササ原 ・ススキ草原といった草地的景観を形づく っていたのであろう 。

5. まとめ

花粉化石の検出数が非常に少なく、遺跡周辺の古植生については不明であるが、 住居近辺では雑草類

が生育していたと推測される。

植物珪酸体分析から遺跡周辺においてネザサ節型のササ類やウシクサ族が生育する開けた草地が存在

したとみられる。

住居覆土を構成する灰層には、ウシクサ族を主体としたもの (7層)とイネを主体としたもの(9層)

が認め られた。
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図版 1 積善遺跡の酢分化石

1 -a 
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図版1 積善治則、の花粉化石

1 マ ツ属級車IH~;・米州属 PLC.SS 1972 試料11
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図版 2 積善遺跡の植物珪酸体
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第五章 まとめ

今回の調査では、発掘面積の狭少さや調査深度の規則の問題があったにも係らず、鎌倉時代後期から

南北朝期にかけての 3面以上の生活面が連続して営まれていた様子が窺え、多量の遺物を検出すること

ができた。従来、平面的な調査例が殆んどなく、防災工事に伴う「やぐら」の発掘調査が主体であった

十二所地区において、調査を実施する機会に恵まれ、この地域の歴史を解明する新たな資料を多少なり

とも提供できたと考える。以下、調査によって得られた結果をもとに、周辺の歴史的環境も含めいくつ

か気づいた点を指摘して、まとめにかえたい。

I面は西端(現道路境)の近代以降の石垣で中世生活面が破壊され、上面(a面)も耕作で削平を受

けていたが、破砕した泥岩や凝灰質砂岩で整地された生活面とそれに伴う土墳、ピットなどの遺構が検

出された。残念ながら、ピットは建物を構成する配列を示しておらず、出土遺物も少なく明確ではない

が、 14世紀代に治まる生活而に比定したい。 1面下から H而上にかけて認められた焼土・炭化物、それ

に伴う遺物は火災を想起させるものであった。これに伴うかわらけ皿は14世紀前半頃の所産と考えられ

る。H面においては、 堅牢な地業を施した生活面に建物とかわらけ溜り、土墳、ピッ トなどの遺構を検

出した。建物跡は内部を浅く掘り込み壁直下に伊立石や土丹塊を据えて土台材を受けるもので、僅かな

痕跡からみると外壁の裾を土中に埋め込んだような板壁を茸おろ した構造を持つ建物と考えられる。ま

た建物の底面からはかわらけを主体に多くの遺物が出土した。建物内かわらけ溜りや包含層から出土し

た遺物の時期は概ね13世紀後葉-14世紀前葉に当てはまるのではないかと思われる。さらに北壁トレン

チの調査から E面以下にも少なくとも 2時期以上の生活面や遺物包含層が確認されている。出土遺物は

概ね13世紀後葉を前後した時期と考えられることから、この地は途切れなく地業が繰り返されて生活が

営まれていた様子が窺えるのである。

本遺跡周辺には、赤星直忠氏が戦前に明王院周辺を踏査されて中島をもっ園池跡の配石と鎌倉期瓦を

採集し、実朝建立の大慈寺と推定され(赤星 1980)、さらに国指定史跡鎌倉七日の一つ朝比奈切通入

口に位置した鏑ヶ谷北遺跡(大三輪・馬淵 1983) の調査では、鎌倉時代後期前後の士塁状遺構やV字

構など防御施設が確認されている。また、梶原景時や大江広元の屋敷跡という伝承の残る地があり、そ

の真偽は措くとしても、御家人クラスの武士が居館を構えていたであろうことは疑いない。この他にも

光触寺があり、ここは当時の鎌倉における西の境界と考えられていた。鎌倉幕府滅亡後も本遺跡周辺に

は武士が居館を構えていたようで、泉水橋の北側一帯には「公方屋敷」の字が残り、鎌倉公方の屋敷跡

と考えられている。当然ながらその周辺には公方に仕える武士達の居館があったことが推定され、本調

査地点で発見された繰り返し施された地業面や遺構群は、そうした屋敷の一部を予想させるものといえ

ょう。

<引用・参考文献>

赤星直忠 1980 r中世考古学の研究』 有隣堂

貫 達人・川副武胤 1980 r鎌倉廃寺事典J有隣堂

大三輪龍彦・馬i則和雄 1983 I鍍ケ谷北遺跡」 鍛ヶ谷北遺跡発抗Al調査日!

神奈川県図書館協会 1991 f神奈川県皇団地誌 相棋国鎌倉郡村誌』

三irli勝男 1992 r鎌倉の古絵図 I.I鎌倉国宝館図録第十五集 鎌倉市教育委員会-鎌倉国宝館
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図版 1
a. 表土掘削後の状況

4
・
・
・
門
川
|

、、

b. 1 a面全景

ウ

iR
U
 

4
 



図版 2

a. 1 b面全景

b. II面全景
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a. 炭層Aかわらけ溜り

b. 建物内かわらけ溜り
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図版 4

a. 調査区南壁土層

b. 調査区北壁土層(左下が北壁トレンチ)
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図版6
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る埋蔵文化財発掘調査のうち、匡|庫補助事業に

かかる個人住宅部分の報告である。

2. 発掘調査は、平成 8年(1996) 12月21日から平

1 月 17 日にかけて、庖~rlì建設に成 9年(1997) 

伴う原因者負担事業分と並行して実施された。

遺跡理解を損なわない為に、本報には出来るか

ぎりその成果が収められている。

3.調査体制は以 |ずのとうりである。
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第一章 調査地点、の位置と歴史的環境

本調査地点は「若宮大路周辺遺跡群」と呼称される遺跡地内の西北部にあたる。都市鎌倉の基軸であ

る若宮大路からは西に200mほどの地点に位置し、 JR鎌倉駅から北に250mの距離にあるc この付近は

旧市街地の西北域に大きく開析された扇ケ谷の前面にあたり、調査区の西側に接して現在の扇谷川が北

から南に向かつて流れている。

扇谷川は、その上流と考えられる河川の遺構が「雪 ノ下一丁目210番他地点」の調査(注 1)で、本

地点の対岸に位置する「小町二丁目的番 6他地点」の調査(注 2)では、旧河道西岸と推定される石積

みの護岸施設の一部が検出されている。また「小町一丁目 120番 l地点」の調査(注 3)では、その F

流と思われる 14世紀代の河川が検出されており、中世から現在に至るまで多少流路を変えながらも、こ

の河川が雌実に流れていたことが分かる。ところで、本地点の前面を東西に走る道路は、途中 JR横須

賀繰の線路によって断ち切られているが、西に100mほど進むと現在の今小路に行き当たる。その今小

路のさらに西の一帯は、安達泰盛亭跡であるとする説が高橋慎一朗氏によって提示されている(注 4)。

今小路は北に行けば武蔵国府へと繋がるような、中世における重要路の一つであり、本地点前の道路は

それと若宮大路とをつなぐ貴重な道であったと考えられる。若宮大路の西には、和田義盛が邸宅を構え

ており(注 5)、鎌倉時代後期には、若宮大路の北端西側に金沢氏の赤橋亭があったことが推測されて

いる(注 6)が、残念ながらこれらの武家屋敷は現在までのところ確認されていない。おそらく 主要な

屋敷は敷地の中心部にあり、周囲は庶民が雑居するような町屋的な状態であったのだろうか。周辺の調

査事例として、先の雪ノ下一丁目210番他地点では、鎌倉中期~後期頃の下層面から複数の大型掘立柱

建物(主屋的なものか)と、それに付随した板壁掘立柱建物(下人・所従住居か)を検出し、逆に上層

の南北朝期は板壁掘立柱建物と、その作業場を思わす貧弱な掘立柱建物であり、小町二丁目39番 6他地

点からも上層の時代に囲炉裏を伴う板壁掘立柱建物が検出されている(注7)。以仁のように、本地点

周辺は安達、和田、金沢など有力武士の邸宅が時期を前後しながらも営まれる一方で、武家屋敷の裏手

に形成される下人・所従の居住区や町屋的な場が雑居しているような、鎌倉の中心地の一つであったと

考えられる。

注

( 1 )馬i別手1I雄 「若宮大路周辺遺跡若手 雪ノ F一丁目210番他地点JW鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書6.1 鎌倉

市教育委員会1990

( 2 )田代有11夫・原底志 「若宮大路周辺遺跡l庁 小IlIJ二丁目69番6他地点JW鎌倉市埋蔵文化財緊急報告書 7.1 

鎌倉市教育委員会1991

( 3 )手塚直樹 「若宮大路周辺遺跡i詳 風門社ビル 11'1 地(小 IIIT~丁目 120番 l 地点 ) J 同遺跡発掘調査団 1992 

(4 )高橋慎一朗 『中世の都市と武士J古川弘文館 1996 第二部第二章「鎌倉甘純にみる武家地と寺院」参!!賞。

( 5) W吾妻鏡J建仁元年(1201) 三月十日条に、「若宮大路酉頬」の火災で手[1田義感亭が焼けたとある。

( 6 )前掲注 2、第二部・第三章「金沢氏と鎌倉および六浦」参照。

( 7 )田代郁夫 「若宮大路周辺遺跡群 小IIIJ二丁目39番6他地点JW鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 5.1 鎌倉市

教育委員会1989
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1 .調査地点 2今(扇一丁目131番1) 3.若(小二 「目366番地)

4.若(雪一丁目210{li:地) 5ι(扇一丁目74番8外) 6小一丁目 120得一1

7.私ー(小二 「目65砕3) 8.若(小二丁目 12番目) 9.t!dみのビル)

10.日本生命ビル 11.若(小一丁目 106番地) 12.之~i(小一丁目 116番地)

13.右:(耳目戦場) 14.千葉地東 15.千葉地東(御成町228番2)

16.千集地 17.若(奴回ピル) 18.ftJR訪東 19.蔵屋敷東

20.今(社会福祉センター) 21今(御成小学校内)

22.今(社会福祉セ ンター) 23..l!': (rll一丁1-1123孫5外)

24..(~': (由一丁目 118番) 25.若(由一 !日 ) 26.下115周辺

27.f':(御成町872寄14) 28若(御成III"f868番)

29.!f!'見芸術学園 30 蔵屋敷 31.若(小一 l目81需8)

32.小ー丁目75番地l号 33.若(小一 卜lヰ325昏イ外)

34.北時(雪一丁目274番2) 35.北H寺(省一T目233添9)

36.北Hキ(雪一丁目273若干ロ) 37.北II~'J・(苫-T El 27 1お 1 )

38.北Hキ(雪一丁目255番3) 39北 (富一丁目377罫7)

40.北(雪一 l目374番地2) 41政(富 一丁1=1988番)

42政(雪三丁目987番1、2) 43北(雪-T目395番地)
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第二章 調査の経過と概要

調査経過

本調査地点、は、若宮大路周辺遺跡群(県遺跡N札242)の一角、鎌倉市小町二丁目28番3.5に計画された

専用住宅建設範囲と一部応舗建設にかかる計28ぱを対象に、平成 8年12月21日から平成 9年 1月17日に

かけて鎌倉市教育委員会によ って発掘調査を実施した。発掘調査に先立ち鎌倉市教育委員会が実施した

試掘調査のデータに基づいて、建物建築範囲の東西両端にl隔2mのトレ ンチ 2本を設定した。

調査は、東側を第 lトレ ンチ、西側を第 2トレ ンチとし、敷地面積が狭少で、残土置場が確保で、きない

都合上、まず平成 8年12月21日か ら第 lトレンチの調査を先行して行った。現地表下120cm内外まで堆

和していた近現代の撹乱・客土層および近世耕作土の一部を重機により除去 し、以下を人力によって平

成 9年 1月9日まで調査を行った。ついで西側の第2トレ ンチに移行 した。第2トレンチもまず重機に

より近現代の土を除いてから始め、設計計画の深度まで人力により掘り下げ・記録の保存を行い、 l月

17日をもって現地調査を終了した。

グリット設定方法

鎌倉市内では、文化財独自の測量基準杭や点などを設置 しておらず、 鎌倉市道路管理11謀が設置 した 4

級基準点を基点にしてグリ ットを設定した。調査地点近辺の 4級基準点は、北側を東西に走る道路際に

D01S173と、 D01S174の2点の基準点がある。グリット設定の測量はまず、 4級基準点である 2点聞

の中軸線の延長上で、 D01S 174の基準点から西へ20mいった距離で、調査区北側外に任意の基準点を

設定した。この基準点の中jl!lh線から時計と逆回りの角度90
0

、直角に振り込んだのがBllqhにあたる。基

準点から B軸上で、南へ距離 4mの位置に、 i袖交点B-1がある。従って、グリ ット配置は、図 2・3で

示したように鎌倉市 4級基準点に連結している。なお、グ リット設定に使用した鎌倉市 4級基準点の 2

点の国土座標値は以下のとうりで、 D01S 173は [X-75620.991 Y -25321. 709J、また D01S174は [X

-75609. 340Y -25344. 691Jである。

B -1杭を羽h交点の基準として、調査区内を 4mグリッ トに区画し、 南北方向に東からアルファベッ

トを、 東西方向に北から算用数字を付 した。各区画の名称には北西隅の交点を与えている。方位はすべ

て真北を使用しており、南北羽h方位はN-26
0 

57' 50" -Eである。

堆積土層

土層観察は、第 lトレンチが調査区西壁、第2トレ ンチが調査区東壁のそれぞれで行ったが、第 lト

レンチでは排水管埋設の撹乱とi雨水が原因で壁の崩落があり、北端部分の柱状図のみにとどま った。ま

た第 2トレンチ東墜にも同じ排水管の撹乱があり、この部分を除いて土層堆積図を作成した。建築深度

は北側の道路面から約180cm下(海抜6.2m)が設定されているので、それ以下の調査はしていない。

両 トレンチとも 1・2層は近現代の整地層で、その下には水田の耕作土と、細かく粘'性に富んた、床土

が堆積している。この耕作上中の海抜6.6-6.9mで、 宝永年間(18-1世紀初頭)の富士山ス コリアを検出

した。第 lトレンチは耕作|二下から I而の粗く砕いた凝灰岩質砂岩の地業層、遺物包含層を扶んでで、海抜

6.3mf前F而I後で

おり、第 1トレンチのE而と対応関係にある地業而が耕作土下から表出した。両トレンチの壁直下にあ

けた排水構の土層観察によると、 H面構築士下には有機物腐食土のやや厚い堆積が確認されている。
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第三章 検出遺構と出土遺物

1.第 lトレンチ

前章で触れたとおり、近現代の整地層と宝永年間の富士山スコリアを含んだ水田耕作土を剥がすと、

すぐに中世期の最初の生活面が現れることから、中世後期以降の生活面は水田耕作により削平されたも

のと見られる。この生活而を I面とした。この面は凝灰岩質砂岩や泥岩を粗く破砕した、 厚さ20cm前後

の地業層で構成されており、 トレンチ北端だけを除き、ほぽ全域で認められた。I面で検出された遺構

は、土墳 3基・石敷遺構などである。

I面下には、暗茶褐色で締まりのない砂質土の包含層が厚さ15-20cm程で、あり 、その下には粗く砕い

た大小の泥岩塊と、細かな砂利を敷いた生活面で、表面は凹凸が目立ちきれいな整地面ではない。これ

がE面で、ここからは掘立柱建物と思われるもの l棟、土横 3基、この他に建物を復原するには至らな

い柱穴 6口 (P-I-6)が検出された。

a. 1面の遺構・遺物 (図 4・5、表 1・2) 

土墳 1

トレンチ北側に掘り込まれた大形の士墳で、 東壁外に拡がっている。規模は南北1.2m、東西1.4m以

上の長方形に近い形状と推定される。やや強い立ちヒがりの壁面と概ね平坦な底面をもち、確認面から

の深さ30-40cmで、ある。覆土は暗茶褐色を基調とした砂質土層を主体とし、粗い砂がブロ ックで入り込

んだ締まりのないものである。

出土遺物は図 5-10・11である。10は瀬戸窯の卸し皿、 11は常滑窯の担鉢、 この他に図化していない

がかわらけ ・常滑窯撃の小片がみられた。

土壇 2

南壁の一部が鎌倉石の方柱状切石に壊される。規模は南北長95cm、東西l幅60cm、深さ50cmで、隅丸の長

方形を呈し、緩やかに立ち上がる壁面で摺鉢状の底面である。北側の基底部近くには 2本の小杭 (3cm 

角材)が認められたが、何に対するものであるのかは明確にできなかった。覆土の状態は砂利や砂の多

い暗灰褐色砂質土である。

図示できた出土造物は、 12・13の糸切り底でロクロ成形のかわらけ小皿のみである。

土壌3

鎌倉石切石が西壁上にみられる。規模は長径90cm、短径50cm、深さ45cmで、長円形を呈する。覆土は土

城 2と類似した砂質土で、木片が多く混じる。図示できる遺物は出土していない。

敷石遺構

トレンチ中央で鎌倉石の敷石遺構を検出 した。敷石の範聞は東西 1m、南北70cm程で、東西方向に二

列に並べた組み合わせで構成され、平らな状態で地業中に据えられている。石材は大きさにばらつきが

みられるが、ほほ同じ厚さの扇平に整形されたもので鎌倉石切石を転用したものであろう。この敷石遺

構は、建物の土台といったような建物基礎にかかわる遺構や、講の護岸ともみられなくもないが、狭い

範囲の検出にとどまり確証は得られていない。 1m程南にも鎌倉石の方柱状切石を検出している。

図 5-1 -9は近世耕作土中や I面上で出土した遺構に伴わない遺物である。 1-4はロクロ成形の
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図6 第 1トレンチ出土遺物 (2) 

大小かわ らけ、 5 は青磁蓮弁文折縁鉢、 6 ・ 7 は瀬戸窯の入子と卸1[ft 、 8 ・ 9 は常十I~J-窯護、 9 のみ近世

所産である。

b. II 面の遺構・遺物 (閃 4~6 、表 1 ・ 2 ) 

建物 1

トレンチ東壁沿いである。調査区の関係上、西側の側柱列しか検出されていないが、柱穴の中に角柱

と礎板が遺存しており、北1I!1J-東側壁外に拡がりをみせる掘立柱建物の可能性が高い。柱穴は径50cm前

後、確認而からの深さ 35~45cmで、柱聞はほぼ210cmの間隔で配している 。 P 1とP3の柱穴中には、

頂音1$が炭化した角柱(す法12x 7 cm) が残る 。 出土地物は図化し得たものが、 1~16 -29~32で P 3から

出土した。29・30はかわらけでロクロ成形の小l皿、 31は瀬戸窯1m耳壷、 32は滑石製品で、ある。

土境 4

トレンチ北端で雌認された大形の土壌で、主体は調査区外に拡がっている。建物 lの柱穴 (P1 )に

一部を壊されている。規模は東西 2m-南北 1m.L-:J，仁、深さは25cmと浅い掘り 方である。覆土は茶褐色

の有機物腐食土と、底面に粗い砂層がレンズ状に堆積している。出土遺物のうち、岡 5- 22~26が図示

できたものである。22はロクロ成形のかわらけ、 23・24は青磁の蓮弁文碗と鉢、 25は青白磁合子の輩、

26は常滑窯査である。

土境5

トレンチ中央の東壁際、建物 lの柱穴 (P2 )を壊して掘られた土墳である。規模は東西1.8m、南

北80cm以上、深さ20cmの浅いJlll形を呈する。覆土は土犠4と類似した有機物腐食土である。出土遺物は

図6-27 -28で、 27はかわらけでロクロ成形の大皿、 28は白磁日正Jmである。

土靖 6

残存する規模は東西径125cm以上、南北径70cm、深さ35cm程の長楕円形で、ある。覆土は締まりにかけ

る暗褐色土で、最下層に薄く炭化物層が認められた。覆土巾からは葉状の植物繊維や木屑、かわらけ小片

のみで図示できる遺物はH¥土していない。

2. 第 2トレンチ

a. 遺構 ・遺物(図 7・8、表 3) 

先述したように、調査地点の西側を南北に流れる扇谷川の氾ì\í~や水田耕作の影響により、現地表下170

cm前後の深さまで中世以降の堆積土に覆われ、 H面上の包含層にまで、宝永年間のスコリアが入り込んで、

いた。従って、第 2トレンチでは第Iトレンチで検出された I面地業層や中世遺物を含む E面上の包含

層が削平もしくは流失しており確認できなかった。
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この地業面は西に向検出された生活面は、泥岩塊を粗い砂と共に突き固めたような地業面であるが、

トレンチ南側の西壁際に沿った範囲は砂利を主体とした軟弱な地業に変

わり消滅してしまう、地業の切れるラインに沿って丸太材の杭が打ち込まれ、南端では大小の泥岩塊・

鎌倉石切石片などが不規則に並べられた状況が認められた。

かつて緩やかに下がっている。

東壁際に入れたサブトレンチでは、第 lトレンチ同様に H面地業層ドから木片や植物繊維を含んだ有

しかし、西壁直下の排水溝や南西隅の排水ポンプ穴の土層観察で、は有
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第 2卜レンチ出土遺物

機物腐食土の堆積はなく、流水を窺わせる水磨した泥岩や砂礁の土層が認められた。従って検出された

丸杭や石材は、調査区西側を流れる近世扇谷川西岸の護岸施設に関係するものと推測される。

6 -21がH面上からである。

図 8

3 . 4は瀬戸・美

5は銭で 「皇米通宝」 である。 6-9はかわらけでロクロ成形の大小JIIL、10-12は青磁碗、

13・14は瀬戸窯の仏華瓶・折縁鉢、 15は担鉢、 16は常滑窯費、 17は滑石鍋、 18は土製円盤、 19女瓦、 20

1 . 2は肥前系染付碗、出土遺物は 1-5が近世岡、

濃窯摺鉢、

司

i
司

i4
・

. 21は板草履である。



凶 5

かオつらけ
法Hi 11符7.6cm 底符5.6cm 15刈1.8cm せいけし、 ロクロ 脈 1:微砂 雲母 CI$l 
I土|色料赤色粒小石 色調 i炎賞灰白色

かわらけ
法量: 11作7.5cm 底径4.5cm ;昨，'::i1.75cm せいけし、 ロクロ )!fi 1::微砂 雲母

2 
白針亦色杭小{I 色誠 i炎I/i灰 1'1色

かわらけ
法芳: 11符12.25cm 底径7.8cm 出向3.3cm せいけし、 ロクロ )!fi 1二 微砂 雲母

3 
自主| 1'1色粒赤色粒 色調 淡椅灰白色

かjコらけ
i去五t 11符13.2cm 底径7.9cm 出1"ミ3.4cm せいけい ロクロ )め1".微砂 雲母 1"-1針

4 
白色粒 ノl、11 色調 ì~~Jii: J火r' IÐ

5 青磁鉢 法主I 11符12.6cm 素地以1'1色級官 布11薬灰緑色半透明 文様蓮弁文

6 瀬)I 人 f i去量 11符9.lcm )J台土 j炎llI灰色 きめ刻11かい 治jl~ß 灰 1'1 色

7 ì~rÎ在IJllll i去frl 11作11.4cm 胎了!て !火色 きめ紺|かい 有iI~ 灰緑色 ごく刈く施柄iI

8 'ti~.市誕
法量 事~t ':i~;I~il\3. 6cm !的 1: 111¥'))(色 砂粒 長{i粒 D英中~\ì: 小イi 色調暗茶灰色

|海!天帝1¥ lIi¥'灰緑色

9 古川if 挫
法益 11符24.()cm 緑千i¥'1隔2.8cm )!fi土時灰色 砂粒 長石 杭 イ7英粒黒色粒

色調 1Il1))diJ色 降灰部 j火緑色

10 瀬戸在I1II1l
法il1 11作10.6cm !治 1: J火色 砂粒 i'ID粒若「気孔を合むがきめ細かい

紬薬 !火緋色

11 常滑 fi!鉢
法量 Jt¥符17.3cm 胎土 iH!U火色 砂粒 i毛イJ粒石英粒 ，A;色粒小石

色調般)火色 |冷灰部 !火紙色 1iil!考外1(ljタテヘラナデ外J!.¥砂トl

12 かオつらけ
法主i 11作6.6cm 底径3.3cm 協同2.()cm せいけし、 ロクロ !Jfiし1: 微砂雲母

仁l色粒赤色粒 色調以1'1色

13 かわらけ
法量 nff:R. ()cm 底径5.5cm ~if ，wi 1. 9cm せいけい ロクロ )!fiー1:微砂雲母 白針

赤色粒 色調灰白色

14 かわらけ
法主i- 11符7.4cm 底径6.2cm ~if ，'.'s 1. 8cm せいけし、 ロクロ 胎 1: 微砂 雲母 lヨ針

赤色村 色調灰色

15 かわらけ
法昂: 11任1().7cm 底径7.8cm 出向3.5cm せいけい ロクロ )Jfi 1".微砂 雲母 l当針

赤色粒 出色中立 色調 H 

16 子iI滋碗
法量 11作13.1cm 素地 r'I色 気孔を合む級官 和l薬 i炎I't'(緑色半透明

文様 )ili弁文

17 青磁碗 素地 111¥'1火色 若干気孔を合む級密 治11薬灰緑色透明 文;総蓮弁文

18 青白磁 素地 1'1色 綴密 希[J薬水I'f色透明 内而l銘)lEi 備考 瓜Jf~の水jJ二の把手部分 ?

19 女瓦
法量 厚1.9cm 凹而 やや精lい離れ砂多量に付 着 奈|め方向の糸切り痕 凸面 向性れ

砂多士tl:に1.Jポ 縦位ナデ )Jfi 1ー 砂粒 |三|色粒精良土 色調 淡符灰色芯音1¥ Jパ色

20 砥 11 i去量 伐千七長5.7cm I隔6.2cm 伐作!享3.6cm 色調乳白色

21 
対}干i製 i去量 残{-{長5.()cm 残存l陥7.4cm 厚1.6cm 孔筏().7cm 鍋の n~'の if主主口径26.3cm

iihi イI 色調灰:.1.¥色 備考 鍔と{本i'il¥を削り落している 全而に細かいお長浜あり

22 かわらけ
法量 11作10.5cm 底筏7.3cm 出向3.lcm せいけし、 ロクロ )Jf-i 1:微砂 雲母 白$1
白色粒出色粒 色調 111刊す色

23 青磁碗 法it 11任15.4cm 素地 !火色 黒色粒含む 利l薬 H音緑色、".透明

24 Fi磁鉢 素地!火1'1色堅紋 務Ii，* 1火緑色半透明 1'1入あり 制il考 il縁下に菊座はりつけ

25 背ドl磁合子 素地 (1色 l怒級 有[J薬淡水色半透明

26 'li~.rl!t 誕 法量 J氏符16.0cm l約二1: 11日以色 砂粒 i七石粒石英粒小li 色調 H音程褐色

表1 第 1トレンチ出土遺物(， ) 
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|立16

27 かわらけ
i主主T 口作12.lcm 氏径8.1cm ;(if高3.7cm せいけし、 ロクロ )J台J: 微妙、 雲母 ，'，針

赤色粒 ，!.I，¥色粒 色調 IIìH~色

28 白磁仁1J[JlIl i去五f 口任11.Ocm 素地 白色 お二i二気孔を合むが紋宥 稿"薬 !火白色透明

29 かわらけ
i去量 Ui壬6.8cm J!(径3.7cm 出向2.0cm せいけし、 ロクロ )治土微砂雲母 l主l針
赤色中立 色調燈白色

30 かわらけ
i去量 仁l作7.0cm J.氏ff.5.8cm 器j'jj1. 8cm せいけい ロクロ JJti土 微ra、 雲母 白針 i

赤色料; 色調 1tì1:f登 ，~， 色

31 話i![)I P41F褒
法『iil 口代9.0cm 緑'市幅1.1cm 船 1:}火色 きめ制かい 務|十荒~ IIti灰緑色 ごくlWく

ハケiftrり

32 滑 ::?i 法五{ 残イI長3.3cm [隔2.9cm ，宇O.9cm 

表 2 第 1卜レンチ出土遺物 (2) 

|丞18

肥前染付 法量 しl径9.0cm 素地 白色堅級 布"薬 i炎青灰色透明

2 )J目前染付 素地 白色 堅紋 紬薬淡古白色透明

3 瀬戸・美濃摺鉢 胎土 砂粒正I英粒雲母 色調 内凶 H音茶褐色 外耐 H許褐色備考条線 9条

4 瀬戸・美j民間鉢 JJf:i土 砂粒 石英粒雲母 色調 H庁灰褐色 備考条線 11条

5 主主 皇栄通宝 築211・ ;1ヒ栄初Wd039年

6 かわらけ
法景 口径8.0cm 底径6.0cm 器高1.7cm せいけい ロクロ 胎土微砂 雲母 白針

白色村. 亦色粒 色調 i炎燈j火色

7 かわらけ
法量 U作7.8cm 底筏4.8cm 器l会'j1. 9cm せいけい ロクロ JJ台二1:微砂 雲母 自針

向色杭 色調淡穆灰色

8 かわらけ
法王f 口径9.0cm 底径6.2cm (.J高1.9cm せいItい ロクロ 胎土 微砂雲母 白針

赤色粒 色調燈白色

9 かわらけ
法量 仁川ぞ11.8cm Jえ径6.8cm 器高2.9cm せいけL、 ロクロ 胎 1:微砂 雲母 モl
$-1守 色訪日 j炎燈灰色

10 'l!j儀碗 素地 灰色 若干気孔を合む綴梼 稿"楽 i炎灰青色失透 貰入あり 文様蓮弁文

11 背1滋碗
法量高fi径5.Ocm 素地 !火色 気孔を含む級官 治"薬 i炎灰緑色半透明

文様剖花文

12 'T'j'俄碗
1去最高台符5.9cm 素地 時抗灰色 綴?苦 1唱l薬 H出火黄緑色半透明

文様 剖イヒ文

13 瀬戸 仏，I(~瓶 i去最 底作5.0cm JJfi土灰肉色 きめ創11かい 納柴 IIlr灰緑色

14 瀬戸折縁肌 法量 il符25.0cm JJfi土灰ドl色 きめ細かい 希"薬 IIlr緑黄色部くハケ塗り

15 山1r't= it施主主打~l鉢 法量 仁l符23.0cm )]fi土砂粒 長石粒石英粒小石 色調 H音!火色

16 l;~.r~l ~ 法量 底符14.4cm )的土 IIi;r灰色砂粒 長石粒 石英粒 小石 色調 i炎澄褐色

17 十iT石鍋 法量 仁l符26.0cm 色調 !天褐色

18 円総状土製品 法最径5.5cm ，学1.3cm 色調 i炎燈1'1色 併tr考月j途不lりj

19 y:_ li. 
法fil 厚1.5cm 1111面縦佼ナデ 離れ{沙若 l'付着 [1 111m 斜格 fの叩き 日 離れ砂多量

に付 ，{j: )Jfi土 小石 白色粒 色，U，¥J )反褐色

20 板草履 法量長15.9cm 残存l隔3.8cm 叩O.5cm

21 板草履 i去最 残イド長16.6cm 残存[~f，i4. 5cm ]1，(0. 3cm 

表 3 第 2卜レンチ出土遺物
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第四章 まとめ

今回の調査は、 2本のトレンチ調査ということで極めて限定された狭い範囲ではあったが、鎌倉時代

後期から南北朝時代頃の二次期の生活面に伴い掘立柱建物・土墳・石敷遺構などを検出することができ

た。また第 2トレンチでは、 扇谷川の氾濫や近世水田耕作の影響により I面が消失していたが、南端か

ら丸太杭列とともに、大小泥岩塊や鎌倉石片を乱雑に組んだような状況が確認され、掘り 下げてはいな

いがこれは旧扇谷川の東肩護岸の可能性が高い。

ところで、本地点前面を東西に走る道路は、現在 JR横須賀線に切られているが西に行くと今小路に

つき当たる。その今小路の西一帯は安達泰盛邸跡に比定されており、この道を北に行けば武蔵国府へと

繋がる中世の重要路の一つであった。また本地点東側あたる若宮大路の西一帯には、和田義盛の邸宅が

あり、さらに鎌倉時代後期には大路西側の鶴岡八幡宮寄りに金沢氏赤橋邸が所在していたと推定されて

いる。本地点周辺は、有力武士の邸宅が時期を前後して営まれた地域であることが知られる一方、周辺

の調査成果をみると、「雪ノ下一丁目210番他地点J(馬測 1990)では、鎌倉時代後半期に主屋的な大

型掘立柱建物と、それに付随した下人や所従住居を思わす板壁掘立柱建物、上層の南北朝期は板壁建物

に作業場のような貧弱な掘立柱建物が検出され、「小町二丁目39番 6他地点J(田代・佐藤 1989) でも

聞炉裏を持つ板壁掘立柱建物が検出されており、本地点を含めて武家屋敷の中枢部は現在までのところ

確認されていない。

本地点、と扇谷川を隔てた対岸に位置する「小町二丁目的番 6他地点J(田代・原 1991)では、図 2

に示したとおり敷地南側にA.B2本の トレンチを設定して調査を実施した。両トレンチからは本地点

E面に相当する生活面がみられ、 Aトレンチではほぼ同じ海抜レベルで宝永火山灰も検出されている。

さらにBトレンチでは、旧扇谷川の西岸と推定される石積みの護岸施設の一部を検出しており、本地点

と同様の状況にある。旧川道の東西両肩が類似した護岸施設によって構築されている点からみて対応関

係にあることは明らかであろう。両者の間隔は 8m程で、現在よりもかなり川幅が広かったことになる。

方、扇谷川はその上流と考えられる石組を持つ中世前期河川の流路遺構が「雪ノ下一丁目210番他地

点J(馬淵 1990)の調査で、また「小町一丁目120番 l地点J(手塚 1992)の調査では、その下流と

思われる14世紀代の河川が検出されており、中世から現在に到るまで多少流路や川幅を変移しながらも、

この河川が確実に流れていたことが窺えよう 。

<引用文献>

1. 田代郁夫・佐藤 泉 「若宮大路周辺遺跡群 小11fTご.丁目39番6他地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

5 j 鎌倉市教育委員会 1989年

2.馬i則和雄 「若宮大路周辺遺跡群 雪ノ下一丁目210番他地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書6j 鎌倉市

教育委員会 1990年

3.悶代都夫-原 康志 「若宮大路周辺遺跡群 小町二丁目69番6他地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

7.1 鎌倉市教育委員会 1991年

4.手塚直樹 「若宮大路周辺遺跡群 風門社ビル用地 一小fIIT-T目120番1地点一」 若宮大路周辺遺跡群発掘

調査団 1992年
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写真 図 版



図版 1

企 2. 第1トレンチ I面土携1(北から)

企 1. 第1卜レンチ I面全景(北から)

企 4. 第1卜レンチ I面切石敷遺構(南から) ....3. 第1トレンチ I面全景(南から)
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図版 2

企 1. 第1卜レンチ E面全景(北から)
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企 2. 第1トレンチ E面全景(南から)

....3. 第1トレンチ E面遺構(西から)
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図版3
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図版4

...2. 第2トレンチ E面南端土丹敷面(南から)

企 1. 第2卜レンチ E面全景(北から)

企 3. 第2卜レンチ東北半土層堆積 (西から)
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